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表
紙

柳
川
雛
祭
り

　さ
げ
も
ん
め
ぐ
り

（
福
岡
県
柳
川
市
）

柳
川
市
は
総
延
長
約
９
３
０
㌔
の
水
路
が
張
り
巡
ら

さ
れ
た
水
の
都
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
路
は
掘

割
と
呼
ば
れ
、
ど
ん
こ
舟
で
「
お
堀
め
ぐ
り
」
が
四
季

を
通
じ
て
楽
し
め
、
年
間
約
35
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
風
情
溢
れ
る
街
で
す
。

柳
川
で
は
江
戸
末
期
よ
り
女
の
子
が
生
ま
れ
る
と

「
さ
げ
も
ん
」
と
呼
ば
れ
る
、
つ
る
し
雛
を
贈
る
風
習

が
あ
り
ま
す
。
女
の
子
が
元
気
で
丈
夫
に
一
生
幸
せ
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
祖
母
、
母
親
、

親
戚
が
着
物
の
端
布
な
ど
を
利
用
し
て
様
々
な
縁
起
物

を
作
り
、
７
本
の
糸
に
７
個
ず
つ
と
中
央
に
２
個
の
ま

り
を
合
わ
せ
て
51
個
。
人
生
50
年
よ
り
も
長
生
き
で
き

る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
ま
す
。

「
柳
川
雛
祭
り
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」
は
、
さ
げ
も
ん

を
伝
承
し
続
け
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
２
月

11
日
〜
４
月
３
日
ま
で
の
期
間
中
は
観
光
施
設
、
飲
食

店
や
、
特
設
会
場
な
ど
で
沢
山
の
さ
げ
も
ん
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
水
上
パ
レ
ー
ド
」
で
は
稚
児
姿
の

女
児
た
ち
が
舟
に
乗
り
、
堀
沿
い
に
飾
ら
れ
た
さ
げ
も

ん
を
く
ぐ
り
、
柳
の
新
芽
が
芽
吹
く
春
の
柳
川
を
華
や

か
に
彩
り
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
柳
川
市
観
光
案
内
所

 

（
０
９
４
４
‐
７
４
‐
０
８
９
１
）

（
写
真
提
供
＝
柳
川
市
観
光
協
会
）
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 � 巻頭エッセー／ʮみ΍͖͟৽࣌୅ʯをங͘� 河野俊嗣（宮崎県知事）

  グラビア

ද� 手前みそですが… 【岩手県金ケ崎町】

特　集 平成29年度 ふるさとづくり大賞

̎̌̍ -̔ 3
平成29年度　ふるさとづくり大賞　２�
ɹɹɹɹɹ��最優秀賞にNPO法人石巻復興支援ネットワーク（宮城県石巻市）　―32の団体と個人の功績讃える―
最優秀賞（総理大臣賞）＜１団体＞　●NPO法人石巻復興支援ネットワーク【宮城県石巻市】　4

奨励賞（総務大臣賞）＜１名＞　●吉村静代氏【熊本県益城町】　5

  団体表彰（総務大臣賞）　●小樽サンモール一番街商店街振興組合【北海道小樽市】　6　●南部裂織保存会【青森県十和田市】　7　
●山形県立置賜農業高等学校「豆ガールズ」【山形県川西町】　8　●福島県漁業協同組合連合会【福島県いわき市】　9　●Y・Y・
NOWSON【千葉県四街道市】　10　●公益財団法人鼓童文化財団【新潟県佐渡市】　11　●福井大学住環境計画研究室【福井県
福井市】　12　●NPO法人のってこらい【三重県熊野市】　13　●「ぐるっと生瀬」運行協議会【兵庫県西宮市】　14　●川西
地区自主防災会【香川県丸亀市】　15　●NPO法人頴娃おこそ会【鹿児島県南九州市】　16

地方自治体表彰（総務大臣賞）　●岡山県真庭市　17　●島根県雲南市　18　●福岡県大木町　19

個人表彰（総務大臣賞）　●澤　功氏【東京都台東区】　20　●中嶋健造氏【高知県いの町】　21

【特集編では大賞・優秀賞ほか、全32表彰を全て紹介～特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】
●  団体表彰：NPO法人上士幌コンシェルジュ【北海道上士幌町】、NPO法人エコパル化女沼【宮城県大崎市】、上区自治

会【千葉県南房総市】、すみだ地域ブランド推進協議会【東京都墨田区】、専門学校職藝学院【富山県富山市】、NPO法
人奥矢作森林塾【岐阜県恵那市】、蒲生地区まちづくり協議会【滋賀県東近江市】、鹿ノ台自治連合会【奈良県生駒市】、
NPO法人みんなの集落研究所【岡山県岡山市】、まちづくりBeppin塾【愛媛県宇和島市】、阿蘇deスイーツめぐり実行
委員会【熊本県阿蘇市】、佳例川地区自治公民館【鹿児島県霧島市】
˔地方自治体表彰：京都府 南山城村
˔個人表彰：デービッド・アトキンソン氏【栃木県日光市】

レギュラーリポート

移住・定住・交流推進支援事業　愛知県東栄町
「私は東栄で暮らしたい」 大脇　聡

国内調査報告　兵庫県淡路市
廃校活用による新たな人の流れと関係人口の増加
地方創生へ―ウッドスタート宣言　群馬県上野村
村づくりの一端を担う木工業・木育事業 多胡英和
連携協定　秋田県由利本荘市・千葉県いすみ市・京都府福知山市
人材育成に関する連携協定を３市と締結
広報室だより
ドローンで空撮、ＹｏｕＴｕｂｅで情報発信

ηϯλʔ௨৴
地域づくりは人づくり
―若者会議を通じて― 「教える」のではなく

「共に育つ」人づくりは『共育』 奥　ちひろ

ट௕ͷ͍ࢥ
農業改革からの地方創生

広瀬　栄（養父市長）
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金ケ崎町

岩
手
県

229

金ケ崎町は岩手県内陸南部に位置し、
米作りを中心とした農業と、医薬品

や半導体、自動車といった産業が盛んなま
ちです。
お米はひとめぼれを生産し、食味ランキ

ングで毎年「特A」を受賞。平成29年か
らは岩手県最高級品種である「金色の風」
の生産も町内で始まっています。農作物は
お米以外にアスパラガスの生産にも力を入
れ、毎年6月に行われるアスパラ収穫祭で
は1日で1㌧以上のアスパラが販売されます。さらに、「農業まつり＆米の日」や
町独自のグルメイベント「オーワングランプリ」など食を通じた祭りで来訪者を
楽しませます。
産業では、県内最大規模の「岩手中部（金ケ崎）工業団地」が町内に立地し、

県内第1位の製造品出荷額を誇ります。
また、金ケ崎は歴史のまちとしての顔も持っています。世界遺産「平泉」の黄

金文化にゆかりのある国指定史跡「鳥海柵跡」、武家屋敷が立ち並ぶ国選定「城
内諏訪小路重要伝統的建造物群保存地区」、近代文化「旧陸軍省軍馬補充部六原
支部官舎」など町内を歩けば歴史を伝える遺跡や町並みにたくさん出会うことが
できます。

█侍屋敷大松沢家
「城内諏訪小路重要伝統的建造物群保存地区」にある江戸時代後期の建物。庭園内の屋
敷ではランチも楽しめる

食を楽しみ　歴史に出会うまち
金ケ崎

█岩手中部金ケ崎工業団地
東北有数の産業拠点として、医薬品、自動車、
半導体の3大産業が集結

█アスパラ収穫祭
アスパラ販売のほかアスパラ模擬せり体験、
アスパラダンスなどステージイベントが盛
りだくさん

█農業まつり＆米の日
どんぶりにご飯をどれだけ盛れるかを競う
「全日本てんこ盛り大会」などユニークなイ
ベントを開催

█鳥海柵跡
前九年合戦で安倍宗任が朝廷軍を迎え撃っ
た柵で平泉の黄金文化を築いた奥州藤原氏
にゆかりのある地

█
軍
馬
の
郷
六
原
資
料
館

国
登
録
有
形
文
化
財
。
明
治
時
代
、
旧
陸
軍
が
建

て
た
軍
人
の
官
舎
（
住
宅
）。
軍
隊
の
馬
を
育
て

た
軍
馬
補
充
部
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る

█ひとめぼれ、金色の風
食味ランキング「特A」を連続受賞し
ているひとめぼれ。平成 29年から販
売が開始された岩手県最高級品種であ
る金色の風も町内で作られている
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宮
崎
県
は
、
九
州
東
部
に
位
置
し
、
太
平
洋
に
面
し
た
風
光
明

媚
な
海
岸
や
、
美
し
い
棚
田
が
並
ぶ
山
間
部
な
ど
、
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
日
南
海
岸
国
定
公
園
に
代
表

さ
れ
る
名
勝
地
や
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ

る
古
墳
や
神
社
な
ど
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
日
本
一
の
宮
崎
牛
」
を
は
じ
め
、
三
年
連
続
出
荷
量

日
本
一
の
焼
酎
、
収
穫
量
日
本
一
の
完
熟
き
ん
か
ん
等
、
豊
か
な

自
然
が
は
ぐ
く
ん
だ
食
材
も
豊
富
で
す
。
さ
ら
に
は
、
温
暖
な
気

候
と
充
実
し
た
施
設
を
生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
や
国
際
大

会
等
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
キ
ャ

ン
プ
受
入
数
は
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。

生
活
の
面
で
は
、
平
均
気
温
や
快
晴
日
数
に
加
え
、
物
価
水
準

の
低
さ
や
通
勤
・
通
学
時
間
の
短
さ
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、「
日
本
の
ひ
な
た
」
と
し
て
天
か
ら
の
恵
み
を
受
け
た
、
暮

ら
し
や
す
く
住
み
や
す
い
県
で
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
と
と
も
に
、

本
格
的
な
人
口
減
少
の
局
面
に
入
っ
て
お
り
、地
方
に
お
い
て
は
、

と
り
わ
け
中
山
間
地
域
の
活
力
低
下
な
ど
、
地
域
の
持
続
的
な
社

会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
雇
用
の
創
出
や
若
者
の
流
出
抑
制
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
、
子
育
て
支
援
の
充
実
・
強
化
な
ど
、
地

方
創
生
に
資
す
る
取
り
組
み
を
全
力
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
本
県
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
繋
が
る

成
果
が
現
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。「
チ
ー
ム
宮
崎
」
で
挑
ん
だ

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
で
は
、
史
上
初
と
な
る
三
大
会

連
続
で
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
を
達
成
し
、「
日
本
一
の
宮
崎

牛
」
の
真
価
を
全
国
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県

と
大
分
県
に
ま
た
が
る
祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
登
録
決
定
や
、
県
内
で
は
戦
後
初
の
、
日
南
市
「
鵜
戸
」
の
国

の
名
勝
指
定
、
ア
ジ
ア
初
と
な
る
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
フ
ィ
ン
選

手
権
の
開
催
の
ほ
か
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ド
イ
ツ
陸
上
連
盟
の
事
前
合
宿
の
決
定

な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
が
着
実
に
進
展
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
成
田
線
就
航
や
国
際
線
の
拡
充
な
ど
交
通

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
前
進
や
、大
型
案
件
を
含
む
企
業
立
地
の
進
展
、

宮
崎
牛
や
宮
崎
キ
ャ
ビ
ア
、
焼
酎
な
ど
の
県
産
品
の
輸
出
促
進
な

ど
、
本
県
産
業
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い

ま
す
。

加
え
て
、
２
０
２
０
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
、

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
や
、
２
０
２
６
年
の
宮
崎
国
体
に
向

け
て
の
体
制
づ
く
り
が
進
み
、
そ
の
開
催
効
果
を
県
全
体
へ
波
及

さ
せ
て
い
く
た
め
の
本
格
的
な
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
成
果
を
本
県
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
と
繋
げ
る
た

め
、
直
面
す
る
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
総
合
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
最
終
年
度
と

な
る
平
成
ú÷
年
度
は
、
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
本
県
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
新
た
な
挑

戦
を
テ
ー
マ
に
、
次
の
三
つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

一
つ
目
が
、
若
者
の
県
内
定
着
と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
、
子

育
て
支
援
と
働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
、「
未
来
を
支
え
る
人
財

育
成
・
確
保
と
中
山
間
地
域
対
策
の
強
化
」。

二
つ
目
が
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
国
民
文
化
祭
へ
の
着

実
な
準
備
な
ど
、「
世
界
ブ
ラ
ン
ド
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
」。

そ
し
て
、
三
つ
目
が
、
成
長
期
待
企
業
へ
の
集
中
支
援
に
よ
る

中
核
企
業
の
育
成
や
、
宮
崎
牛
を
は
じ
め
と
す
る
輸
出
産
業
の
さ

ら
な
る
振
興
な
ど
、「
地
域
経
済
を
け
ん
引
す
る
産
業
づ
く
り
」

で
す
。

活
力
に
あ
ふ
れ
、
国
内
外
に
開
か
れ
た
「
み
や
ざ
き
新
時
代
」

を
築
い
て
い
く
た
め
、
本
県
の
発
展
に
今
後
と
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Տ໺　ढ़࢚ݝ࡚ٶ஌ࣄ

ʮΈ΍͖͟৽࣌୅ʯΛஙく

� 2018・3月号 地域づくり 本編 �೥月ߦൃ �地域づくり 本編 1#



全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
こ
ろ
を
よ
せ
る
「
ふ

る
さ
と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人

を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情

熱
や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構

築
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大

賞
の
平
成
��
年
度
表
彰
式
が
２
月
３
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
小
倉
將
信
総
務
大
臣
政
務
官
が
各
受

賞
者
の
地
域
づ

く
り
活
動
の
功

績
を
讃
え
た
。

そ
し
て
、
成
熟

社
会
を
迎
え
た

現
代
に
お
い
て

持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
取

り
組
み
を
通
じ

て
地
域
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ

と
を
願
う
式
辞

を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
最
優
秀
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
表
彰
式
は
別

途
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
総
務
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
各
受
賞
者
に
小
倉
將
信
総
務
大
臣
政
務
官
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

表
彰
式
に
引
き
続
き
、「
地
域
の
人
材
を
活
か
す
」

を
テ
ー
マ
に
、
同
表
彰
の
選
定
に
当
た
っ
た
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
懇
談
会
」
委
員
の
萩
原
な
つ
子
委
員
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
同
懇
談
会
の
関
幸
子
委
員
と
受
賞
者

３
人
を
加
え
た
４
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
中
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
石
巻
復
興
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
兼
子
佳
恵
代
表
理
事
は
、
人
材
は
地

域
の
宝
物
で
あ
り
人
は
学
ぶ
こ
と
で
自
立
で
き
る
と
い

う
思
い
で
、
子
ど
も
が
い
る
女
性
や
起
業
家
を
支
援
し

て
お
り
、「
誰
か
が
で
は
な
く
誰
も
が
」「
い
つ
か
で
は

な
く
今
」「
関
わ
っ
て
く
れ
た
人
全
員
が
主
役
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
と

述
べ
た
。

団
体
表
彰
を
受
賞
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）
頴
娃
お
こ
そ
会
の
加
藤
潤
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
、「
移
住
者
の
活
動
を
通
じ
て
地
域

が
刺
激
を
受
け
て
動
き
出
す
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
大

事
だ
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
移
住

者
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
移
住
者
を
応
援
す
る
流
れ
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
吉
村
静
代
氏
は
、
行
政
に
頼
ら

ず
自
分
た
ち
で
取
り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
活
動

や
、
平
成
��
年
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
際
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
や
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
避
難
所
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
設
置
や
避
難
者
へ
の
声
掛
け
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
懇
談
会
の
関
幸
子
委
員
（
株
式
会

社
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
研
究
所
代
表
取
締
役
）
は
、

人
材
育
成
で
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
ち
づ
く
り

の
場
・
空
気
づ
く
り
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活

動
を
認
め
る
「
公
式
化
」
や
、
市
民
の
活
動
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
提
言
し
た
。
そ

し
て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
ま

ち
づ
く
り
団
体
の
公
式
化
に
あ
た
る
と
述
べ
た
。

最
優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

全
推
薦
事
例
の
中
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。
今
回
は
、
震
災
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
た
地
域
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
震
災

後
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
方
た
ち
を
支
援
す
る
た

め
、「
石
巻
に
恋
し
ち
ゃ
っ
た
♡
」
な
ど
地
元
主
体
の

復
興
と
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
幅
広
い
活
動
を
展
開
し

平
成
29
年
度

最
優
秀
賞
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
宮
城
県
石
巻
市
）

―
úù
の
団
体
と
個
人
の
功
績
讃
え
る
―

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

ஂମදজɹࣛϊ୆࣏ࣗ࿈߹ձ
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て
い
る
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
受
賞
し
た
。

団
体
表
彰（
以
下
は
総
務
大
臣
賞
）

地
方
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
街
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、約
��
年
前
か
ら
、

行
政
と
住
民
参
加
の
協
働
に
よ
る
良
好
な
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
る
鹿
ノ
台
自
治
連
合

会
（
奈
良
県
生
駒
市
）
な
ど
��
団
体
が
受
賞
し
た
。

地
方
自
治
体
表
彰

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の

で
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
に
代
表
さ
れ
る
「
大
き
な
里
山
資
本
主
義
」
と

各
地
域
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
「
小
さ
な
里
山

資
本
主
義
」
が
連
携
し
、
影
響
し
合
っ
て
「
真
庭
市
の

里
山
資
本
主
義
」
が
育
つ
ま
ち
を
目
指
す
岡
山
県
真
庭

市
な
ど
４
団
体
が
受
賞
し
た
。

個
人
表
彰

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を

選
出
す
る
も
の
で
、
地
域
住
民
が
自
ら
継
続
的
な
森
林

経
営
を
行
う
こ
と
で
収
入
を
得
る
自
伐
型
林
業
を
推
進

す
る
た
め
、
参
入
希
望
者
等
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
応
じ
た
研
修
の
実
施
や
現
場
指
導
、
経
営
相
談
な

ど
を
行
い
、
専
業
や
副
業
と
し
て
成
立
・
自
立
さ
せ
る

こ
と
で
中
山
間
地
域
に
定
住
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
中
嶋
健
造
氏
（
高
知
県
い
の
町
）
ら
３
人
が
受

賞
し
た
。

奨
励
賞

今
後
、
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
取
り
組
み
に
対
し

て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
平
成
��
年
４
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
の
際
に
、「
主
役
は
私
た
ち
」
の
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
避
難
者
自
身
が
快
適
に
過
ご
せ
る
ア
イ
デ
ア

を
生
か
し
た
避
難
所
運
営
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

貢
献
し
た
吉
村
静
代
氏（
熊
本
県
益
城
町
）が
受
賞
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
想
い
が
高
ま
り
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構

築
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ड賞ஂମɾड賞ऀҰཡ
 （敬称略）

༏ल賞ʢ಺ֳ૯ཧ大ਉ賞ʣ࠷
特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク 【宮城県石巻市】
計１団体

ஂମදজʢ૯຿大ਉ賞ʣ
小樽サンモール一番街商店街振興組合 【北海道小樽市】
特定非営利活動法人上士幌コンシェルジュ 【北海道上士幌町】
南部裂織保存会 【青森県十和田市】
特定非営利活動法人エコパル化女沼 【宮城県大崎市】
山形県立置賜農業高等学校「豆ガールズ」 【山形県川西町】
福島県漁業協同組合連合会 【福島県いわき市】
Y・Y・NOWSON 【千葉県四街道市】
上区自治会 【千葉県南房総市】
すみだ地域ブランド推進協議会 【東京都墨田区】
公益財団法人鼓童文化財団 【新潟県佐渡市】
専門学校職藝学院 【富山県富山市】
福井大学住環境計画研究室 【福井県福井市】
特定非営利活動法人奥矢作森林塾 【岐阜県恵那市】
特定非営利活動法人のってこらい 【三重県熊野市】
蒲生地区まちづくり協議会 【滋賀県東近江市】
「ぐるっと生瀬」運行協議会 【兵庫県西宮市】
鹿ノ台自治連合会 【奈良県生駒市】
特定非営利活動法人みんなの集落研究所 【岡山県岡山市】
川西地区自主防災会 【香川県丸亀市】
まちづくりBeppin 塾 【愛媛県宇和島市】
阿蘇 deスイーツめぐり実行委員会 【熊本県阿蘇市】
特定非営利活動法人頴娃おこそ会 【鹿児島県南九州市】
鹿児島県霧島市福山町佳例川地区自治公民館 【鹿児島県霧島市】
計23団体

஍ํ࣏ࣗମදজʢ૯຿大ਉ賞ʣ
京都府南山城村　　島根県雲南市　　岡山県真庭市　　福岡県大木町
計4団体

ਓදজʢ૯຿大ਉ賞ʣݸ
デービッド・アトキンソン 【栃木県日光市】
澤　功 【東京都台東区】
中嶋　健造 【高知県いの町】
計3名

঑ྭ賞ʢ૯຿大ਉ賞ʣ
吉村　静代 【熊本県益城町】
計1名
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最
優
秀
賞私

の
故
郷

情
報
も
分
断
さ
れ
た
中
で
、
家
は
水
に

囲
ま
れ
、
発
災
か
ら
３
日
間
は
自
分
と
自

分
の
家
族
を
守
る
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
で

し
た
。
よ
う
や
く
長
靴
で
外
を
歩
け
る
よ

う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
近
く
の

避
難
所
に
家
に
あ
っ
た
も
の
を
運
び
な
が

ら
、
情
報
の
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

震
災
前
に

一
緒
に
活
動

し
て
い
た
優

し
い
友
人
知

人
が
命
を
お

と
し
た
現
実

を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
ま

ま
「
何
が
で

き
る
か
わ
か

ら
な
い
け
ど
、
何
か
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
生
き

て
い
こ
う
か
？
生
き
て
い
く
べ
き
な
の

か
？
そ
の
手
が
か
り
を
探
し
な
が
ら
こ
の

７
年
生
き
て
き
ま
し
た
。

支
援
す
る
側
さ
れ
る
側
と
い
う

隔
た
り
を
超
え
て

日
本
社
会
が
数
年
後
に
は
抱
え
る
で
あ

ろ
う
社
会
課
題
、「
少
子
高
齢
、人
口
減
少
」

が
震
災
に
よ
っ
て
ひ
と
足
早
く
や
っ
て
き

ま
し
た
。

生
か
さ
れ
た
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
な
に
が
あ
る
の
か
？

自
問
自
答
の
毎
日
の
中
で
、
世
界
中
か

ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら

頂
い
た
支
援
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
依
存
心

を
強
め
る
大
人
た
ち
を
見
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
言
動
や
表
情
か
ら
感
じ

る
将
来
へ
の
不
安
を
、
あ
た
り
ま
え
に

あ
っ
た
暮
ら
し
を
自
ら
の
力
で
創
り
だ
す

こ
と
が
で
き
る
人
財
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
解
消
し
て
い
き
た
い
と
思
い
始
め
ま

し
た
。

仮
設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
活
動

の
中
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
声
に
背
中
を
押

さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
を

つ
く
り
、
仕
事
を
つ
く
り
、
共
に
学
び
あ

う
場
を
つ
く
り
、
起
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
仲

間
を
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
øù
月
に
、
震
災
で
多
額
の

資
金
が
投
入
さ
れ
る
中
「
最
大
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
最

適
化
を
目
指
す
べ
き
」。
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ（
人

と
組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
）

の
代
表
・
川
北
秀
人
氏
か
ら
頂
い
た
お
言

葉
に
励
ま
さ
れ
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
石
巻
だ
け
ど
、

い
つ
ま
で
も
「
な
い
」
を
見
つ
け
て
嘆
き

つ
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
趣
味
や
特
技
を
も
っ
て
い
て
地

域
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
々
も

た
く
さ
ん
い
る
。
そ
う
い
う
方
々
を
触
媒

に
、「
オ
ン
パ
ク
手
法
（
地
域
資
源
を
発

掘
し
て
地
域
の
付
加
価
値
を
高
め
る
手

法
）」
を
ヒ
ン
ト
に
、
石
巻
を
愛
す
る
人

た
ち
と
、
震
災
を
機
に
石
巻
に
恋
し
て
く

れ
た
方
々
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
支
援
す

る
側
、
さ
れ
る
側
と
い
う
隔
た
り
を
超
え

て
「
い
っ
し
ょ
に
や
っ
ぺ
す
！
」
と
い
う

関
係
性
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
互
い
の
想

い
が
自
然
に
重
な
り
合
う
こ
と
で
、「
自

分
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」
と
声
に

出
し
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

活
動
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
が
、
地
域
に
生
ま
れ
る
と
い

う
瞬
間
を
何
度
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

「
や
っ
ぺ
す
の
輪
」

こ
の
世
に
生
を
受
け
、
一
度
限
り
の
人

生
を
自
分
の
力
で
ど
う
創
っ
て
い
く
か

は
、人
生
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

自
分
を
活
か
し
て
、
人
や
地
域
や
社
会

に
役
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
多
い
。
い
つ
か
そ
ん
な
仕
事
が
し
た

い
と
思
っ
て
い
て
も
、
た
だ
待
っ
て
い
て

は
、
い
つ
か
は
絶
対
に
や
っ
て
こ
な
い
。�

ち
ゃ
ん
と
声
に
出
す
こ
と
。
そ
し
て
、
小

さ
く
て
も
い
い
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
、

自
分
の
い
る
環
境
を
変
え
る
こ
と
。�

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
少
し
ず
つ

地
域
を
変
え
、
学
ぶ
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ

と
で
、
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
仲
間
が
で

き
ま
す
。

今
後
も
悩
み
を
共
有
し
た
り
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
行
動
に
勇
気
を
も
ら
い
な

が
ら
、
地
域
と
つ
な
が
る
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
様
々
な
活
動
を
し
て
き
た
人

も
、
こ
れ
か
ら
な
に
か
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
人
も
、
是
非
私
た
ち
と
共
に
「
や
っ

ぺ
す
の
輪
」
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
！

き
っ
と
み
な
さ
ん
も
石
巻
で
学
び
あ
う
こ

と
で
、
自
分
の
暮
ら
す
地
域
を
変
え
る
こ

と
の
で
き
る
人
財
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

宮
城
県
石
巻
市

਒
ࡂ
෮
ڵ
、「
い
っ
し
Ỷ
に
や
っ
΃
す
ʂ
」

Ổ
ੴ
ר
を
Ѫ
す
る
人
と
、
਒
ࡂ
を
ػ
に

�
࿀
し
て
く
れ
た
人
を
つ
な
げ
る
Ổ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●

兼
子　

佳
恵

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
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奨
励
賞

益
城
町
は
熊
本
市
の
東
部
に
位
置
し
熊

本
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
３
・

４
万
人
の
空
港
の
あ
る
町
で
す
。

平
成
４
年
に
地
域
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
益
城
ま
ち
お
こ
し
塾
」
を
結
成

し
た
き
っ
か
け
は
、
新
旧
住
民
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
住
み
続
け
た
い

と
思
う
ふ
る
さ
と
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
と

し
て
自
分
た
ち
で
少
し
で
も
活
動
で
き
れ

ば
、
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

「
美
化
」「
人
材
育
成
」「
伝
統
文
化
伝
承
」

「
交
流
」の
４
つ
を
活
動
の
柱
と
し
て
、「
益

城
だ
い
す
き
大
作
戦
」
と
銘
打
っ
て
、
行

政
を
あ
ま
り
頼
ら
ず
、「
自
分
の
こ
と
」

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

こ
れ
ま
で
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。

○
身
近
な
川
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
に
と
い
う
「
４
月
ùĀ
日

は
み
ん
な
で
秋
津
川
の
大
掃
除
＆
花
い
っ

ぱ
い
」
を
平
成
７
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

当
初
の
参
加
者
は
１
５
０
人
。
そ
れ
が
、

平
成
ùþ
年
に
は
１
５
０
０
人
と
な
り
、
市

民
権
を
得
た
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
伝
統
の
味
と
し
て
、
古
く
か
ら
初
市
の

時
に
各
家
庭
の
味
と
し
て
振
舞
わ
れ
て
き

た
「
市
だ
ご
」。
こ
の
市
だ
ご
づ
く
り
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
。

○
木
山
神
宮
に
伝
わ
る
「
木
山
肥
後
神

楽
」。
こ
れ
を
継
承
す
る
塾
生
を
育
て
た

り
、
巫
女
神
楽
も
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
現

在
、こ
ど
も
達
も
神
楽
を
舞
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
す
る

中
で
、「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
、
打
た
れ

す
ぎ
た
杭
は
抜
く
こ
と
が
出
来
な
い
」
と

仲
間
た
ち
と
言
い
な
が
ら
の
活
動
で
も
あ

り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
〜
主
役
は
わ
た
し
た
ち
、

明
る
く
楽
し
い
避
難
所
へ

そ
し
て
、
平
成
ùÿ
年
４
月
øû
日
、
や
っ

と
「
秋
津
川
大
掃
除
＆
花
い
っ
ぱ
い
」
の

段
取
り
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た

そ
の
日
、「
熊
本
地
震
発
災
」
で
震
度
７
、

そ
し
て
、
余
震
の
中
の
øý
日
に
二
度
目
の

震
度
７
。　

我
が
家
は
全
壊
。
余
震
の
中
、

し
か
た
な
く
避
難
所
へ
向
か
っ
た
。
次
か

ら
次
へ
と
被
災
者
が
増
え
て
く
る
。
体
育

館
の
中
が
騒
然
と
し
て
い
く
。
余
震
が
続

く
危
険
を
感
じ
る
。
被
災
２
日
目
に
避
難

所
に
避
難
通
路
と
非
常
口
の
設
置
協
力
を

被
災
者
に
お
願
い
す
る
。
長
引
く
で
あ
ろ

う
避
難
所
生
活
。
暗
く
寂
し
い
避
難
所
に

は
住
み
た
く
な
い
。
避
難
所
の
環
境
改
善

を
進
め
て
い
っ
た
。
知
ら
な
い
人
に
も
抵

抗
な
く
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
地
域
づ
く
り
で
培
っ
た
そ
の
も
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
地
域
づ
く

り
の
仲
間
た
ち
が
一
本
の
電
話

で
避
難
所
の
炊
き
出
し
支
援
に

入
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
繋
い
で

く
れ
た
こ
と
、
ど
れ
だ
け
心
丈

夫
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
非

日
常
か
ら
日
常
に
戻
る
動
き
を

す
る
中
で
、
顔
見
知
り
で
な

か
っ
た
被
災
者
同
士
が
自
分
の

境
遇
を
語
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
痛
み
の

共
有
を
し
、強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
っ
た
。

行
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
だ
け
で

な
く
、
役
割
分
担
も
な
く
「
で
き
る
人
が
、

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
た
し
こ
（
で
き
た

分
だ
け
）」
を
合
言
葉
に
自
主
運
営
へ
と
シ

フ
ト
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
し
っ
か
り
と

避
難
所
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
た
。

２
０
０
人
の
大
家
族
の
誕
生
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
震
を
体
験
し
、
全
国
に
い
る
地
域
づ

く
り
の
仲
間
に
感
謝
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
は
ど
こ

で
も
、
だ
れ
に
で
も
で
き
ま
す
。
自
分
の
こ

と
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
。

現
在
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
ぎ
、
今
度
は
自
立
再
建

や
復
興
災
害
住
宅
へ
と
繋
ぐ
た
め
の
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
復
興
た
め
に

み
ん
な
で
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て

い
き
ま
す
。

熊
本
県
益
城
町

「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
こ
と
を
、

�

で
き
た
し
こ
」

Ổ
ॅ
Έ
続
け
た
い
ま
ち
ͮ
く
り
で
;
る
さ
と
෮
ڵ
Ổ

吉
村　

静
代
氏

●

吉
村　

静
代

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

益
城
だ
い
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
き
ま
ま
に

代
表
理
事

ΈΜͳ͕ू͑Δ৔ॴͱͯ͠ͻΖ͹Λ੔උ

ቭঁਆָͷ૑࡞
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団
体
表
彰北

海
道
小
樽
市
の
中
心
市
街
地
に
あ
る

サ
ン
モ
ー
ル
一
番
街
商
店
街
の
片
隅
に
、

１
台
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ

た
の
は
、
平
成
ùþ
年
夏
の
こ
と
。
き
っ
か

け
は
、
商
店
街
に
面
し
た
小
さ
な
飲
み
屋

街
「
お
た
る
屋
台
村
レ
ン
ガ
横
丁
」
に
あ

る
私
が
営
む
立
ち
飲
み
バ
ー
「
カ
フ
ェ�

ダ
イ
ニ
ン
グ�

レ
ン
ガ�

Ｗ
」
で
、
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
野
瀬
栄
進
さ
ん
を
囲
ん
だ

何
気
な
い
や
り
取
り
で
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
酔
っ
た
勢
い

小
樽
出
身
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
動
す
る
野
瀬
さ
ん
は
以
前
か
ら
、
帰
郷

す
る
と
よ
く
横
丁
に
顔
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
夜
、
欧
米
の
街
角
で
見
か
け

る
「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
（
Ｓ
Ｐ
）」
が

話
題
と
な
り
、
野
瀬
さ
ん
か
ら
「
う
ち
の

ピ
ア
ノ
を
横
丁
に
持
っ
て
こ
よ
う
か
」
と

い
う
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
Ｓ

Ｐ
と
は
、
各
家
庭
な
ど
で
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
古
い
ピ
ア
ノ
を
屋
外
に
常
設
し
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。野

瀬
さ
ん
の
提
案
に
、
酔
っ
た
勢
い
も

手
伝
っ
て
店
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

早
速
、
商
店
街
の
幹
部
と
相
談
。
組
合
と

し
て
ピ
ア
ノ
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
平
成
ùþ
年
８
月
øĀ
日
、
野
瀬
さ
ん

自
ら
ピ
ア
ノ
の
お
披
露
目
を
兼
ね
た
記
念

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
常
連
客
は
も
ち
ろ

ん
通
行
人
も
足
を
止
め
、
心
地
よ
い
ジ
ャ

ズ
の
調
べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

小
樽
の
冬
は
氷
点
下
ø÷
度
を
下
回
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
風
雪
を
経
て

二
代
目
に
代
替
わ
り
し
ま
し
た
が
、
ピ
ア

ノ
が
弾
け
る
正
午
過
ぎ
か
ら
午
後
ø÷
時
頃

ま
で
の
間
、
市
民
や
観
光
客
だ
け
で
な
く

札
幌
か
ら
セ
ミ
プ
ロ
級
の
常
連
も
通
う
な

ど
、認
知
度
は
高
ま
り
ま
し
た
。
冬
場
は
、

ニ
セ
コ
を
訪
れ
た
豪
州
人
ス
キ
ー
客
ら
が

長
期
滞
在
の
合
間
に
小
樽
に
足
を
延
ば

し
、
横
丁
で
演
奏
に
興
じ
る
姿
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。欧
米
の
街
角
に
劣
ら
な
い
、

賑
わ
い
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

全
国
に
広
が
る
ピ
ア
ノ
の
輪

後
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
国
内
で
は

東
日
本
大
震
災
直
前
の
平
成
ùú
年
２
月
、

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
そ
ば
の
一
番
街
商
店

街
に
、
ま
ち
お
こ
し
団
体
「
鹿
児
島
ま
ち

自
慢
快
発
考
舎
」
が
ピ
ア
ノ
を
導
入
し
た

例
が
あ
り
ま
し
た
。快
発
考
舎
は
そ
の
後
、

九
州
を
中
心
に
Ｓ
Ｐ
設
置
を
進
め
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
当
時
、
全
国
に
ø÷
数
台
で

し
た
。横
丁
に
ピ
ア
ノ
が
来
て
３
カ
月
後
、

鹿
児
島
か
ら
快
発
考
舎
の
関
係
者
が
訪
ね

て
き
ま
し
た
。

彼
ら
は
大
震
災
の
翌
年
か
ら
地
震
発
生

の
３
月
øø
日
午
後
２
時
ûý
分
に
合
わ
せ
、

各
地
の
Ｓ
Ｐ
が
連
携
し
て
追
悼
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
来

年
３
月
、
小
樽
も
演
奏
の
輪
に
加
わ
っ
て

ほ
し
い
」と
要
請
に
来
た
の
で
し
た
。我
々

は
快
諾
し
、
小
樽
で
ピ
ア
ノ
を
教
え
る
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
奏
者
三
浦
明
子
さ
ん
に
当
日

の
演
奏
を
託
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３
・
øø
を
控
え
た
三
浦
さ
ん
は
、「
被

災
地
の
現
状
を
知
ら
な
い
と
、
演
奏
に
魂

を
込
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
平
成
ùÿ
年
２

月
、
音
楽
仲
間
と
岩
手
県
釜
石
市
の
仮
設

住
宅
を
訪
れ
、被
災
者
ら
と
交
流
。
以
降
、

ùĀ
年
øø
月
ま
で
に
計
３
回
、
被
災
地
で
音

楽
を
通
じ
た
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

我
々
は
、
三
浦
さ
ん
た
ち
の
活
動
を
支

え
よ
う
と
新
た
に
、
横
丁
に
出
入
り
す
る

市
民
有
志
で
任
意
団
体
「
旅
す
る
ピ
ア
ノ�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
近
い
将
来
、
被
災
地
と
の
交
流

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
横
丁
の
ピ
ア
ノ
を

ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
東
北
を
訪
れ
、
小
さ

な
集
落
を
旅
し
な
が
ら
行
く
先
々
の
街
角

に
音
楽
と
笑
顔
を
届
け
る
夢
を
描
い
て
い

ま
す
。
団
体
名
に
は
我
々
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
は
「
ス
ト
リ
ー
ト

ピ
ア
ノ
の
街
」
小
樽
へ

今
、
我
々
は
小
樽
市
内
の
他
の
場
所
に

も
ピ
ア
ノ
を
設
置
す
べ
く
、
関
係
機
関
と

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
つ
か
小
樽
が

「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
街
」
と
し
て
世

界
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
最
近
、
Ｓ
Ｐ
フ
ァ
ン
の
札
幌
の
友
人

か
ら
「
札
幌
に
も
ピ
ア
ノ
を
置
い
て
、
に

ぎ
わ
い
作
り
に
つ
な
げ
た
い
」
と
相
談
を

受
け
る
な
ど
、
新
た
な
動
き
も
広
が
り
始

め
て
い
ま
す
。

北
海
道
小
樽
市

ε
τ
Ϧ
ー
τ
ϐ
Ξ
ϊ
で
ま
ち
の
に
͗
わ
い
ͮ
く
り

Ổ
খ
୬
か
ら
શ
ࠃ
に
޿
が
る
Ổ

小
樽
サ
ン
モ
ー
ル
一
番
街
商
店
街
振
興
組
合

●

荒
澤　

之
博

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
長

౦೔ຊେ਒ࡂετϦʔτϐΞϊ
Ͱͭͳ͙فΓͷϋʔϞχʔ
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団
体
表
彰南

部
裂
織
保
存
会
（
以
下
「
保
存
会
」）

は
、
江
戸
・
藩
政
時
代
か
ら
青
森
県
南
部

地
方
に
「
女
の
手
仕
事
」
と
し
て
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
南
部
裂
織
を
後
世
に
保

存
・
伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
昭
和

ü÷
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

南
部
裂
織
は
、経た

て

糸い
と

に
綿
の
糸
を
張
り
、

緯よ
こ

糸い
と

に
役
割
を
終
え
た
古
布
を
裂
い
て
、

地じ

機ば
た

で
織
る
農
家
の
自
給
自
足
の
生
活
か

ら
生
ま
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
織
物
で
す
。

戦
後
、
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ

て
廃
れ
て
い
き
、
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
だ
っ
た
の
で
、
保
存
会
で
は
先
人
か
ら

学
ん
だ
「
手
技
」
を
会
員
か
ら
会
員
へ
伝

え
て
い
く
と
共
に
民
家
に
打
ち
捨
て
ら
れ

て
い
た
地
機
を
収
集
し
保
全
す
る
と
い
っ

た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
で
は
約
２
０
０
人
も

の
会
員
が
保
存
会
に
在
籍
し
、
手
技
の
研

鑽
と
後
進
の
育
成
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
機
に
つ
い
て
も
藩
政
時
代
の
も

の
も
含
め
、
þ÷
台
が
拠
点
で
あ
る
道
の
駅

と
わ
だ
に
併
設
す
る
「
匠
工
房
」
内
で
保

守
を
受
け
な
が
ら
、
日
々
の
活
動
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

保
存
会
で
は
、
発
足
当
時
か
ら
引
き
継

が
れ
て
き
た
「
暮
ら
し
に
創
る
喜
び
を
、

手
仕
事
の
温
も
り
を
い
つ
ま
で
も
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
次
の
よ
う
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

１
．
裂
織
教
室
の
開
催

南
部
裂
織
の
手
技
を
伝
承
し
て
い
く
た

め
、
毎
週
水
曜
日
に
裂
織
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
教
室
は
、入
門
者
向
け
の「
本

科
」、
本
科
修
了
者
が
技
術
を
深
め
る
た

め
の
「
研
究
科
」、
指
導
者
を
育
成
す
る

た
め
の
「
師
範
科
」
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

幅
広
い
層
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
裂
織
学
習

地
元
の
子
供
た
ち
に
郷
土
の
文
化
で
あ

る
南
部
裂
織
の
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
う
た

め
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
裂
織
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
学
習
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
に
裂
織
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
っ
た
精
神

を
伝
え
つ
つ
、
将
来
の
活
動
を
担
う
後
継

者
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

３��

．
観
光
客
な
ど
を
対
象
と
し
た
裂
織�

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

活
動
拠
点
が
あ
る
十
和
田
市
は
、
十
和

田
湖
や
奥
入
瀬
渓
流
と
い
っ
た
国
内
屈
指

の
観
光
地
を
抱
え
て
お
り
、
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
た
め
、
来
訪
者
に
も
気

軽
に
裂
織
に
接
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
裂

織
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

体
験
者
数
は
既
に
８
５
０
０
人
を
超
え
、

最
近
で
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
利
用
が

増
え
て
お
り
、
日
本
文
化
を
体
験
で
き
る

新
た
な
観
光
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

４��

．
裂
織
商
品

販
売

保
存
会
の
活

動
を
維
持
す
る
た
め
の
資
金
を
得
る
こ
と

と
会
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
る

た
め
に
教
室
な
ど
で
作
製
し
た
裂
織
商
品

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
販
売
用
の
作
品
に

つ
い
て
は
、
技
術
に
精
通
し
た
物
産
係
が

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
品
質
の
保
持
に
努
め

て
お
り
、
地
元
宿
泊
施
設
の
調
度
品
や
お

土
産
品
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
な
ど

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
の
活
用
も

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
保
存
会
の
活
動

の
目
的
で
あ
る
南
部
裂
織
の
保
存
・
伝
承

を
図
り
つ
つ
、
会
員
、
子
供
た
ち
、
観
光

客
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
裂
織
で
癒
さ

れ
、
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
心
に
傷
を
負
う
な
ど
し
て
支
援
が
必

要
な
子
供
た
ち
の
ケ
ア
の
た
め
に
裂
織
を

体
験
す
る
事
例
が
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
も
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
森
県
十
和
田
市

ڷ
౔
の
จ
Խ
、ೆ
෦
྾
৫
を
ޙ
ੈ
に
伝
承

Ổ
฻
ら
し
に
૑
る
ت
ͼ
を
ख
࢓
ࣄ
の
Թ
も
り
を
Ổ

南
部
裂
織
保
存
会

●

小
林　

輝
子

南
部
裂
織
保
存
会
会
長

ݧਓ྾৫ମࠃ֎

தֶੜ྾৫ֶश

྾৫ࣨڭ෩ܠ

� 2018・3月号 地域づくり 本編



団
体
表
彰地

域
と
共
に
歩
む
農
業
高
校

山
形
県
南
部
の
米
沢
盆
地
。
そ
の
中
央

に
位
置
す
る
川
西
町
に
、
山
形
県
立
置
賜

農
業
高
等
学
校
は
あ
る
。
創
立
１
２
３
年

を
迎
え
る
本
校
は
「
地
域
と
共
に
歩
む
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
生
徒
達
が
学
舎
を
地

域
に
求
め
、
地
域
の
課
題
解
決
や
貢
献
活

動
に
取
り
組
む
「
屋
根
の
な
い
学
校
」
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
地
元
の
特
産
品
で
も
あ
る
ワ

イ
ン
の
搾
り
か
す
を
家
畜
の
飼
料
に
リ
サ

イ
ク
ル
し
、
地
域
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
構

築
に
挑
ん
だ
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
３
Ｒ
推
進
功
労
者
等

表
彰
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
食
農
や
食

育
活
動
に
も
取
り
組
み
、
演
劇
部
の
食
育

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
東
京
公
演
な
ど

øø
年
間
で
公
演
数
１
５
０
余
を
数
え
、
サ

ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
を
受
賞
す
る
と
共

に
、
総
観
客
数
は
２
万
人
を
超
え
た
。
こ

の
よ
う
に
幾
多
の
実
績
を
持
つ
本
校
に
、

４
年
前
誕
生
し
た
の
が
豆
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

豆
ガ
ー
ル
ズ
の
取
り
組
み

本
町
は
、
全
国
で
も
有
数
の
穀
倉
地
帯

に
あ
る
。
し
か
し
、
先
人
は
米
単
作
地
域

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
タ

ン
パ
ク
源
の
確
保
を
考
慮
し
、
豆
の
栽
培

を
奨
励
し
た
。
そ
の
結
果
、
ú÷
種
類
に
も

お
よ
ぶ
豆
が
栽
培
さ
れ
、
豆
の
伝
統
料
理

や
加
工
技
術
が
継
承
さ
れ
て
き
た
。
中
で

も
赤
い
大
豆
は
「
紅
大
豆
」
と
い
う
商
標

を
町
が
取
得
し
、
ま
ち
お
こ
し
の
切
り
札

と
注
目
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
生
産

農
家
や
伝
統
料
理
の
継
承
者
が
高
齢
化

し
、
紅
大
豆
の
生
産
量
や
豆
料
理
の
伝
承

に
陰
り
が
見
え
始
め
た
。

こ
の
状
況
に
危
機
意
識
を
抱
き
、
紅
大

豆
の
生
産
・
加
工
・
販
売
の
活
性
化
と
い

う
６
次
産
業
の
視
点
か
ら
活
動
を
始
め
た

の
が
、
本
校
食
料
環
境
科
の
課
題
研
究
グ

ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
時
の
メ
ン

バ
ー
８
人
が
全
員
女
子
で
あ
っ
た
た
め
、

豆
ガ
ー
ル
ズ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。彼

女
た
ち
は
、学
ぶ
「
豆
学
」、育
む
「
豆

育
」、
伝
え
る
「
豆
伝
」
と
い
う
３
つ
の

ス
テ
ー
ジ
で
活
動
を
開
始
し
た
。
豆
学
で

は
、
豆
の
伝
道
師
と
呼
ば
れ
る
老
婦
人
か

ら
様
々
な
豆
の
栽
培
方
法
を
学
び
、
豆
料

理
は
食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら
伝
授
を
受

け
た
。
豆
育
で
は
、
豆
学
で
得
た
学
び
を

紙
芝
居
や
人
形
劇
、
カ
ル
タ
や
ス
ゴ
ロ
ク

な
ど
手
作
り
教
材
作
成
に
つ
な
げ
、
小
中

学
生
に
豆
文
化
を
伝
承
し
た
。豆
伝
で
は
、

豆
の
駅
と
名
付
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
を
町
内
外
に
展
開
し
、
現
在
で
は
東
京

都
杉
並
区
な
ど
５
店
舗
を
数
え
る
。
独
自

に
開
発
し
た
紅
大
豆
キ
ー
マ
カ
レ
ー
や

ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
新
し
い
加
工
品
も
販
売

間
近
と
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
域
学
連
携
に
挑
戦
す
る

４
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は

øÿ
人
に
増
え
、
食
育
意
識
の
向
上
は
学
校

全
体
に
広
ま
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
彼
女

た
ち
の
活
動
に
共
鳴
し
、
物
心
両
面
の
支

援
を
す
る
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
民
間
団
体
が
現
れ
、
住
民

と
高
校
生
の
域
学
連
携
が
始
ま
っ
た
。

本
校
は
、
卒
業
生
の
地
域
定
住
率
が

ÿ÷
％
近
い
。
そ
の
高
校
生
が
大
人
と
手
を

携
え
、
小
中
学
生
に
地
域
の
食
文
化
を
伝

承
し
な
が
ら
、
自
ら
も
含
め
た
担
い
手
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
、
域
学
連
携
へ
の
挑
戦
を
こ
こ

に
見
る
。

新
学
習
指
導
要
領
を
先
取
り
し
た
探
求

型
、
対
話
型
の
深
い
学
び
が
展
開
さ
れ
、

高
校
生
が
地
域
活
性
化
の
原
動
力
に
な
っ

た
新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
も
高
い
彼

女
た
ち
の
活
動
を
、
襷
リ
レ
ー
の
よ
う
に

今
後
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

山
形
県
川
西
町

伝
౷
の
食
จ
Խ
を
ܧ
承
す
る

�

ߴ
ߍ
生
の
࣋
続
Մ
ೳ
な
ま
ち
ͮ
く
り

Ổ
Ҭ
ֶ
࿈
ܞ
の
新
た
な
Ϟ
σ
ϧ
に
௅
Ή
ஔ
೶
౾
Ψ
ー
ϧ
ζ
׆
ಈ
Ổ

山
形
県
立
置
賜
農
業
高
等
学
校
「
豆
ガ
ー
ル
ズ
」

●

江
本　

一
男

山
形
県
立
置
賜
農
業
高
等
学
校
実
習
教
諭

খֶߍʹ͓͚Δ౾ҭग़લतۀ

খֶੜର৅ͷ౾ྉཧߨशձ

ʮઙ૲౾ͷӺʯͰͷ౾఻׆ಈ
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団
体
表
彰福

島
県
の
沿
岸
漁
業
は
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
影
響
に
よ
り
、
現
在
に
至
る
ま

で
の
復
旧
・
復
興
の
道
の
り
は
困
難
を
極

め
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
福
島
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
県
漁
連
）
の
試

験
操
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

漁
業
再
開
に
向
け
た
動
き

平
成
ùú
年
３
月
に
発
生
し
た
原
発
事
故

及
び
そ
の
後
の
放
射
能
汚
染
水
の
放
出
・

流
出
の
影
響
に
よ
り
、
海
産
魚
介
類
が
放

射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
食

の
安
全
の
た
め
に
、
３
月
øü
日
に
関
係
漁

協
組
合
長
と
緊
急
の
電
話
会
談
を
行
い
沿

岸
漁
業
の
操
業
自
粛
を
決
定
し
ま
し
た
。

本
県
漁
業
の
早
期
復
興
を
目
指
し
、
翌
４

月
に
「
福
島
県
漁
業
震
災
復
興
連
絡
協
議

会
」
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
平
成
ùû
年

２
月
に
は
、
県
漁
連
内
に
漁
業
再
開
に
向

け
た
福
島
県
地
域
漁
業
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
地
域
漁
業
復
興
協
議
会

を
組
織
し
、
試
験
操
業
の
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
。

試
験
操
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
漁

業
者
、
流
通
業
者
の
協
議
、
地
区
試
験
操

業
検
討
委
員
会
、
学
識
者
な
ど
も
参
画
す

る
地
域
漁
業
復
興
協
議
会
、
組
合
長
会
議

で
、
操
業
計
画
の
決
定
や
、
安
全
性
が
確

保
さ
れ
た
魚
種
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、

慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
ùû
年
６
月
か
ら
安
全
性
が
確

認
さ
れ
た
魚
介
類
に
つ
い
て
、
試
験
的
に

小
規
模
な
操
業
と
販
売
を
行
い
、
漁
業
再

開
に
向
け
た
基
礎
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の

「
試
験
操
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

試
験
操
業
を
拡
大
し
、

沿
岸
地
域
の
復
興
に
貢
献

現
在
、
試
験
操
業
の
海
域
は
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
ø÷
㌔
圏
内
を

除
く
福
島
県
海
域
と
な
り
、
当
初
３
種
で

あ
っ
た
対
象
魚
種
は
平
成
ùĀ
年
３
月
に
、

「
す
べ
て
の
魚
介
類
（
出
荷
制
限
魚
種
を

除
く
）」
と
し
、
漁
業
種
類
も
ほ
ぼ
全
て

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
試
験
操
業
に
よ
る

水
揚
げ
量
は
、試
験
操
業
の
拡
大
に
伴
い
、

年
々
増
加
し
、
平
成
ùĀ
年
は
３
２
８
６
㌧

と
な
り
ま
し
た
。
操
業
自
粛
と
い
う
ゼ
ロ

の
状
況
か
ら
関
係
者
と
協
議
を
通
し
て
試

験
操
業
を
拡
大
で
き
た
こ
と
は
、
漁
業
者

の
漁
業
再
開
へ
の
意
欲
向
上
を
促
し
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
卸
売
業
、
水
産
加
工
業
及
び
地
元

小
売
業
な
ど
裾
野
の
広
い
水
産
関
連
業
者

の
事
業
の
復
旧
・
再
開
の
後
押
し
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、津
波
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
沿
岸
地
域
を
再
生
・
復
興
へ
導
く
も
の

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
試
験
操
業
の
水
揚

げ
物
は
、
当
初
地
元
出
荷
が
中
心
で
し
た

が
、
現
在
、
全
国
ùþ
都
道
府
県
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

本
格
操
業
の
再
開
に
向
け
た
連
携

引
き
続
き
風
評
対
策
と
し
て
科
学
的

デ
ー
タ
に
基
づ
く
安
全
性
を
情
報
発
信

し
、
県
産
水
産
物
の
競
争
力
を
強
化
し
、

震
災
で
失
わ
れ
た
販
路
を
回
復
さ
せ
る
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

各
漁
業
協
同
組
合
は
も
と
よ
り
、
学
識
経

験
者
、
流
通
業
者
、
国
や
県
の
行
政
機
関

等
幅
広
い
関
係
者
と
連
携
し
、
各
分
野
か

ら
の
助
言
、
指
導
を
生
か
し
な
が
ら
、
水

揚
げ
量
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
議
論
を
活

性
化
さ
せ
、
本
格
操
業
の
再
開
へ
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

福
島
県
い
わ
き
市

ݪ
子
ྗ
ࡂ
֐
か
ら
๛
か
な
ւ
を
औ
り
໭
す

Ổ
ࢼ
ݧ
ૢ
ۀ
か
ら
沿
؛
஍
Ҭ
の
෮
ڵ
΁
Ổ

福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

●

野
﨑　

哲

福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
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団
体
表
彰Ｙ

・
Ｙ
・
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
が
あ
る
吉
岡

は
、大
規
模
開
発
に
よ
り
取
り
残
さ
れ
た
、

昔
か
ら
の
集
落
が
集
ま
る
地
域
で
す
。
住

民
の
高
齢
化
に
伴
い
耕
作
放
棄
地
は
増

え
、
山
の
手
入
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
、
美
し

い
里
山
風
景
は
失
わ
れ
、
同
時
に
昔
か
ら

の
伝
統
文
化
、
行
事
も
消
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。こ

の
地
域
に
な
ん
と
か
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る

と
き
に
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

四
街
道
市
の
補
助
制
度（
コ
ラ
ボ
四
街
道
）

に
応
募
す
る
勉
強
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
何
か
を
や
っ
て
み
た
い
」
気
持
ち
を
後

押
し
さ
れ
る
よ
う
に
で
き
た
の
が「
Ｙ（
よ

つ
か
い
ど
う
）・
Ｙ
（
よ
し
お
か
）・
Ｎ
Ｏ

Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
（
い
ま
ど
き
の
農
村
）」
で
す
。

農
家
生
活
体
験
、
地
区
散
策
な
ど
を
通

し
て
里
山
の
魅
力
、
吉
岡
地
域
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
わ
い
わ
い
と
笑
顔
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
で
始
ま
る
活
動

日
本
画
家
、
田
中
一
村
ゆ
か
り
の
家
と

し
て
、
一
村
フ
ァ
ン
の
た
め
に
自
宅
の
一

部
を
開
放
し
春
秋
年
２
回
の
講
演
会
を
開

く
「
一
村
の
ア
ト
リ
エ
」
を
øü
年
前
に
立

ち
上
げ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
を

集
め
て
い
ま
し
た
が
、
核
と
な
る
人
材
や

場
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
広
が
り

の
あ
る
活
動
を
目
指
し
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
自
然
農
法
を
行
う
団
体

「
四
街
道
自
然
農
塾
」
が
敷
地
内
の
休
耕

地
の
解
消
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、近
隣
に
あ
る
東
京
情
報
大
学（
千

葉
市
）
の
先
生
方
の
協
力
を
得
て
、
様
々

な
講
座
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
市
域
を
越

え
、
幅
広
い
層
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え

る
機
会
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
地
元
食
材
を
活
用
し

た
ご
当
地
グ
ル
メ
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

「
よ
つ
グ
ル
メ
研
究
会
」
と
連
携
し
て
、

四
季
折
々
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
ラ
ン
チ
を

提
供
し
ま
す
。

地
域
の
伝
統
を
守
る
「
稲
虫
送
り
」
は
、

こ
れ
ら
の
団
体
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
実
施
す

る
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
し
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
の
が
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
補

助
金
に
よ
る
支
援
の
他
、
必
要
に
応
じ
、

人
や
団
体
の
紹
介
、幅
広
い
広
報
の
協
力
、

そ
し
て
何
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
対
外
的

な
信
用
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

団
体
が
自
立
す
る
ま
で
温
か
く
見
守

り
、
育
て
、
自
立
し
た
今
で
も
、
輪
が
広

が
る
た
び
に
様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
行
政
は
と
て
も
心
強
い
味
方
で
す
。

さ
ら
に
広
が
る
人
の
輪

輪
が
広
が
っ
た
り
、
新
し
い
活
動
が
始

ま
る
と
き
は
、
い
つ
も
心
躍
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
里
山
で
遊
び
、
楽
し
ん

だ
経
験
を
い
つ
か
思
い

出
し
て
も
ら
え
た
ら

と
、
筍
掘
り
、
ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
、
季
節
の
果
物

の
収
穫
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
際
に

声
を
か
け
て
い
た
地
域

の
子
育
て
世
代
の
マ
マ

た
ち
の
つ
な
が
り
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
「
蔵
の

図
書
館
」。
敷
地
内
の
蔵
を
活
用
し
、
集

め
た
寄
贈
本
が
並
ぶ
、
マ
マ
た
ち
が
運
営

す
る
民
間
図
書
館
で
す
。
本
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
こ
こ
で
も
人
と
の
つ
な
が
り
の

輪
が
広
が
り
ま
す
。

パ
パ
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
「
親
子
の
集
ま

れ
る
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
つ
く
り
た
い
！
」

も
敷
地
内
の
大
き
な
白
樫
の
木
に
つ
く
ら

れ
実
現
し
ま
し
た
。
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト

で
は
大
勢
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に

一
人
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
も
、

様
々
な
関
わ
り
合
い
の
中
で
実
現
し
て
い

く
。
そ
の
輪
は
次
か
ら
次
へ
と
広
が
り
、

わ
い
わ
い
と
賑
わ
う
地
域
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
里
山
の
チ
カ
ラ
・
自
然
の

恵
み
を
活
用
す
る
中
か
ら
、
残
す
べ
き
も

の
、
守
る
べ
き
も
の
が
こ
の
地
に
あ
る
こ

と
を
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

าίʔεʹͳΔͳͲࢄͲ΋ͨͪͷ͓ࢠ
஍Ҭʹ਌͠·Ε͍ͯ·͢

ՃऀࢀΔͨ͘͞Μͷ·ूʹ࠲ߨ

千
葉
県
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街
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市

わ
い
わ
い
と
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わ
い
の
あ
る
஍
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り
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Ո
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Ổ
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団
体
表
彰こ

の
度
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

の
受
賞
で
評
価
を
い
た
だ
い
た
、「
ア
ー

ス
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、Ｅ
Ｃ
）」

は
、
佐
渡
を
拠
点
に
国
際
的
な
公
演
活
動

を
行
っ
て
い
る
太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」

が
、
１
９
８
８
年
に
小
木
町
（
２
０
０
３

年
に
市
町
村
合
併
に
よ
り
佐
渡
市
）
に
、

活
動
の
拠
点
で
あ
る
鼓
童
村
を
開
村
し
た

の
を
機
に
始
め
た
国
際
芸
術
祭
で
あ
り
、

２
０
１
７
年
に
ú÷
回
目
の
記
念
の
開
催
と

な
っ
た
。

佐
渡
島
の
南

西
に
位
置
す
る

小
木
港
周
辺
を

中
心
会
場
と
し

て
始
ま
っ
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
あ
る
が
、

２
０
１
３
年
か

ら
は
佐
渡
の
風

土
・
人
に
触
れ

て
も
ら
う
目
的

で
、
フ
ィ
ー
ル

ド
を
佐
渡
全
島

に
広
げ
て
い
る
。

当
初
か
ら
、
地
元
の
行
政
、
企
業
、
市

民
団
体
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
実
行

委
員
会
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
佐

渡
市
長
が
大
会
長
を
務
め
る
全
島
を
あ
げ

て
の
実
施
体
制
で
、
公
益
財
団
法
人
鼓
童

文
化
財
団
が
佐
渡
市
観
光
振
興
課
と
と
も

に
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
。

私
た
ち
が
公
演
活
動
を
通
じ
て
世
界
各

地
で
出
会
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
佐
渡
に

お
招
き
し
、
佐
渡
の
方
々
に
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
島
外
か
ら
の
参
加
者
に
佐
渡
の

豊
か
な
文
化
と
自
然
に
触
れ
て
も
ら
う
目

的
で
始
め
た
。
今
で
は
、
海
に
よ
っ
て
運

ば
れ
て
来
た
独
特
な
文
化
と
歴
史
を
も
つ

佐
渡
と
い
う
島
で
、
多
様
な
国
籍
の
人
々

が
交
流
す
る
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

内
容
と
し
て
は
、
野
外
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
佐
渡
の
自
然
や
伝
統
文
化
を
体
験
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
、
世
界

の
食
と
工
芸
品
が
集
う
ハ
ー
バ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
る

体
験
型
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
世
界
約
ú÷
カ
国
、
さ
ま
ざ
ま
な

民
族
音
楽
や
伝
統
芸
能
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
研
究
者
を
招
聘
し
て
き
た
。

地
域
づ
く
り
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

開
催
期
間
の
３
日
間
に
は
延
べ
１
万
人

以
上
の
参
加
者
が
集
い
、
そ
の
う
ち
、
島

外
か
ら
の
参
加
者
が
約
７
割
で
、
約
１
割

が
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
の
も
大
き
な
特

徴
だ
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
店
に
外
国
の
方

が
来
る
と
、
怖
く
て
奥
に
引
っ
込
ん
で
し

ま
っ
た
お
店
の
方
も
、
今
で
は
街
行
く
外

国
の
人
た
ち
を
つ
か
ま
え
て
交
流
し
て
い

る
姿
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
ま
で
に

な
っ
た
。

近
年
、佐
渡
に
は
、海
外
か
ら
の
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
も
増
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
Ｅ
Ｃ
は
、
海
外

か
ら
お
客
様
を
受
け
入
れ
て
き
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
年
間
を

通
し
て
島
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
受
け

皿
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
地
域
の
人
々
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
通

し
て
佐
渡
を
愛
す
る
島
外
の
人
々
の
参
画

も
得
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

佐
渡
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番

少
子
高
齢
化
に
よ
り
過
疎
化
が
急
速
に

進
む
佐
渡
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
を
通
じ
て
佐

渡
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
々
は
、
島
の
宝

で
あ
る
。
そ
の
方
々
に
、
島
の
人
々
と
触

れ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
佐
渡
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
う
、
一
番
の
近
道
だ
と
感
じ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
再
び
訪
れ
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」
に
向
け
、
本
受
賞
を
励
み
に
さ
ら
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
。

新
潟
県
佐
渡
市

ౡ
で
生
ま
れ
た
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
の
場

Ổ
ੈ
ք
の
ຽ
଒
Ի
楽
や
伝
౷
ܳ
ೳ
を
ମ
ݧ
で
き
る
ࠃ
ࡍ
ܳ
ज़
祭
Ổ

公
益
財
団
法
人
鼓
童
文
化
財
団

●

菅
野　

敦
司

公
益
財
団
法
人
鼓
童
文
化
財
団
専
務
理
事
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÷ಐϝϯόʔ૯ग़ԋͷʮ&$úޑ प೥͓ॕ͍ϥΠϒʯʢ201� ೥ 8月ʣ

�� 2018・3月号 地域づくり 本編



団
体
表
彰異

世
代
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
と
は

中
高
齢
の
家
主
が
住
む
住
宅
の
空
き
部

屋
を
若
者
（
学
生
）
が
借
り
、
ひ
と
つ
屋

根
の
下
で
生
活
す
る
住
ま
い
方
を
、
筆
者

ら
は
「
異
世
代
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
と
呼
ん

で
い
る
。
か
つ
て
の
下
宿
や
間
借
り
と
異

な
り
、
異
世
代
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
で
は
家
主

と
借
り
手
の
双
方
が
、
互
い
の
要
望
に
基

づ
い
て
設
定
し
た
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と

で
緩
や
か
に
支
え
合
い
つ
つ
、
各
々
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
異
な
る
世
代
の
者
ど
う
し
が
つ
な
が

る
機
会
を
創
出
し
、
双
方
の
不
安
や
孤
独

を
緩
和
す
る
。
他
者
が
い
る
こ
と
に
よ
る

生
活
リ
ズ
ム
へ
の
適
度
な
刺
激
、
さ
ら
に

は
住
居
費
負
担
の
軽
減
も
期
待
で
き
る
。

福
井
大
学
住
環
境
計
画
研
究
室
で
は
、

平
成
ùû
年
度
よ
り
福
井
県
社
会
福
祉
協
議

会
と
共
同
で
異
世
代
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
社
協

職
員
が
、
参
加
を
希
望
す
る
家
主
と
借
り

手
（
学
生
）
の
間
に
入
り
、
互
い
の
要
望

を
聞
い
た
上
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。
こ

れ
ま
で
に
延
べ
３
組
が
シ
ェ
ア
生
活
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
も
新
た
な
マ
ッ
チ
ン

グ
を
進
め
て
い
る
。
国
内
の
ホ
ー
ム
シ
ェ

ア
事
業
で
は
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
先
駆
者
で

あ
る
が
、
地
方
都
市
で
実
践
す
る
例
は
珍

し
い
よ
う
で
あ
る
。

筆
者
ら
は
同
事
業
を
「
た
す
か
り
す
。」

と
名
付
け
て
い
る
。
い
ま
ま
で
の
暮
ら
し

に
安
心
や
変
化
を
「
た
す
」
べ
く
、
若
者

が
空
き
部
屋
を
「
か
り
」
て
「
す
」
む
こ

と
に
よ
っ
て
利
用
者
双
方
が
「
た
す
か

り
」、
樹
木
の
洞
に
「
り
す
」
が
棲
み
つ

く
よ
う
に
空
き
部
屋
に
若
者
が
住
む
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

地
方
大
学
の
研
究
室
と
し
て

福
井
大
学
は
４
学
部
、
学
生
数
５
千
人

の
小
ぶ
り
な
総
合
大
学
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
工
学
部
建
築
・
都
市
環
境
工
学
科
に
属

す
る
当
研
究
室
は
、
大
学
院
生
と
学
部
生

を
あ
わ
せ
て
毎
年
６
～
８
人
程
度
し
か
い

な
い
、
小
さ
な
研
究
室
で
あ
る
。
建
築
・

土
木
系
の
も
の
づ
く
り
を
志
向
す
る
学
生

が
多
く
集
ま
る
学
科
に
あ
っ
て
、
住
環
境

や
居
住
施
策
と
い
っ
た
領
域
を
扱
う
当
研

究
室
は
異
質
な
存
在
ら
し
い
。

今
回
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
く
異
質
な
研

究
室
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
あ
る
。
た
だ
し
、

日
ご
ろ
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の

皆
様
と
、
共
同
事
業
者
で
あ
る
福
井
県
社

会
福
祉
協
議
会
と
一
緒
に
受
賞
し
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
皆
様
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

当
研
究
室
の
学
生
は
、
た
す
か
り
す
。

担
当
の
学
生
だ
け
で
な
く
全
員
が
関
連
の

活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大

学
近
く
の
公
民
館
で
は
月
に
一
度
、
独
居

高
齢
者
向
け
の
集
ま
り
が
開
か
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
当
研
究
室
の
学
生
も
皆
混
ぜ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

歴
代
の
所
属
学
生
諸
君
は
、
指
導
教
員

で
あ
る
筆
者
の
無
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

常
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
今

回
の
受
賞
に
よ
り
、
彼
ら
彼
女
ら
に
は
足

を
向
け
て
寝
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
複
雑
な

心
境
で
あ
る
。

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
異
世
代
ホ
ー
ム

シ
ェ
ア
事
業
の
実
践
お
よ
び
そ
の
他
の
研

究
・
教
育
活
動
に
、
い
っ
そ
う
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
る
。

︿
参
考
﹀

た
す
か
り
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

IUUQ���X
X
X
�BOD�E�V�GVLVJ�BD�KQ

�_ZLJLVDIJ�UBTVLBSJTV�JOEFY�IUN
M

福
井
県
福
井
市

ߴ
ྸ
ऀ
と
ֶ
生
が
ಉ
ډ
す
る

�
「
ҟ
ੈ
୅
ϗ
ー
Ϝ
γ
ỻ
Ξ
」

Ổ
େ
ֶ
が
ࣾ
協
と
ڞ
ಉ
で
Ո
ओ
と
आ
り
ख
を
Ϛ
ỽ
ν
ϯ
ά
Ổ

福
井
大
学
住
環
境
計
画
研
究
室

●

菊
地　

吉
信

福
井
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

஍ҬͰͷ13׆ಈ
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団
体
表
彰「

の
っ
て
こ
ら
い
」
と
は
こ
の
地
域
の

方
言
で
「
の
っ
て
い
こ
う
よ
」
と
い
う
意

味
で
す
。

三
重
県
熊
野
市
の
山
間
部
に
位
置
す
る

五
郷
町
に
は
集
落
と
市
街
地
を
結
ぶ
バ
ス

は
あ
り
ま
す
が
、
運
行
回
数
は
少
な
く
、

集
落
に
よ
っ
て
は
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い

地
域
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
が
通
っ

て
い
て
も
バ
ス
停
か
ら
家
ま
で
が
遠
い
と

こ
ろ
が
多
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
地
域
が
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
手
段
と
し
て
着
目
し
た
の
が
「
過
疎
地

有
償
運
送
（
現
・
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
送
）」
と
い
う
制
度
で
し
た
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
の
っ

て
こ
ら
い
」は
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の「
行

き
た
い
」
を
支
え
る
交
通
手
段
と
し
て
７

年
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
不
便
さ
を
痛
感
、

そ
し
て
決
意

私
が
こ
の
取
り
組
み
に
携
わ
っ
た
き
っ

か
け
は
、
当
時
の
地
元
市
議
会
議
員
が
五

郷
町
の
交
通
の
現
状
や
こ
の
取
り
組
み
の

必
要
性
に
つ
い
て
話
を
も
ち
か
け
て
き
た

こ
と
で
す
。
最
初
は
あ
ま
り
興
味
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
改
め
て
地
域
を
見
て
み

る
と
、
行
き
た
い
と
き
に
買
い
物
や
診
療

所
に
行
け
な
い
人
、
バ
ス
停
ま
で
歩
く
の

も
つ
ら
い
人
な
ど
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
五
郷
町
の
交
通
の
不
便
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
議
会
議
員

か
ら
の
「
や
れ
る
の
は
お
ま
え
し
か
お
ら

ん
」
と
い
う
一
言
で
、
こ
の
取
り
組
み
に

関
わ
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

継
続
で
き
る
仕
組
み
を

「
過
疎
地
有
償
運
送
」
を
実
施
し
て
も
、

継
続
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
行
政
が
五
郷
町
住
民
に
対
し

て
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
住
民
が
行
き
た
い
場
所
は
地
域

内
の
商
店
や
診
療
所
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
地
域
内
で
住
民
の
移
動
が
完

結
し
、
利
用
者
が
確
保
で
き
れ
ば
、「
過

疎
地
有
償
運
送
」
は
有
効
で
あ
り
、
継
続

す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、地
域
の
意
見
を
聞
い
た
り
、

会
員
募
集
の
協
力
な
ど
を
お
願
い
で
き
る

体
制
を
つ
く
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立

ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
五
郷
町
の
各
集
落

の
自
治
会
長
や
婦
人
会
長
、
老
人
ク
ラ
ブ

代
表
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
役
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
ùù
年
６
月
に
「
の
っ
て

こ
ら
い
」
は
運
行
開
始
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

運
行
開
始
後
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
利

用
の
需
要
が
多
く
、
あ
ら
た
め
て
地
域
で

こ
の
よ
う
な
乗
り
物
が
必
要
だ
っ
た
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
運
営
の
現
実

は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
れ
で
も
や
り
始
め

た
か
ら
に
は
何
が
な
ん
で

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
と
、「
の
っ
て

こ
ら
い
」
を
必
要
と
し
て

く
れ
て
い
る
人
、
地
域
の

方
や
行
政
な
ど
協
力
し
て

く
れ
て
い
る
人
が
い
た
か

ら
こ
そ
今
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

昨
年
ふ
る
さ
と
納
税
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
と
き
に
も
全

国
か
ら
応
援
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
改
め
て
帯
を
締
め
直
す
大
き
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

「
の
っ
て
こ
ら
い
」
の
設
立
趣
意
書
に

は
「
一
隅
を
照
ら
す
。
地
域
住
民
で
地
域

を
守
る
」と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

五
郷
町
は
年
々
過
疎
高
齢
化
が
進
み
７

年
前
の
運
行
開
始
当
時
に
比
べ
て
人
口
も

減
り
、
会
員
数
の
維
持
が
大
変
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
の
っ
て
こ
ら
い
」

を
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
は
こ
れ
か
ら
も

必
ず
い
ま
す
。

交
通
が
不
便
な
地
域
に
も
光
を
照
ら

し
、
私
た
ち
が
自
ら
の
手
で
地
域
に
光
を

照
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
強
い
想
い
を

も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
こ
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
重
県
熊
野
市

ա
ૄ
஍
の
࣋
続
త
な
ަ
通
α
ー
Ϗ
ε

Ổ
஍
Ҭ
ॅ
ຽ
で
஍
Ҭ
を
क
る
Ổ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
っ
て
こ
ら
い

●

峪
口　

祥
治

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
っ
て
こ
ら
い
代
表
理
事

ͨ͘͞Μͷํʹར༻͍͍͍ͯͨͩͯ͠·͢

ฏ੒ ùù ೥ �月͔ΒӡߦΛ։࢝͠·ͨ͠

�3 2018・3月号 地域づくり 本編



団
体
表
彰起

伏
に
富
ん
だ
住
宅
地

兵
庫
県
西
宮
市
の
生
瀬
地
域
は
、
市
域

北
東
部
の
山
間
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら

の
集
落
を
囲
む
よ
う
に
新
興
住
宅
地
が
複

数
点
在
し
て
い
る
。
新
興
住
宅
地
は
山
を

切
り
開
い
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
急
勾
配

か
つ
狭

き
ょ
う

隘あ
い

な
道
路
が
多
く
、
移
動
は
専
ら

自
家
用
車
に
依
存
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
川
を
挟
ん
だ
各

地
区
間
の
交
流
は
少
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
交
通
事
情
等
が
異
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
昨
今
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
地
域
課
題
、
と
り
わ
け
、

移
動
面
で
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
地
域
の
将

来
に
危
機
感
を
持

っ
た
一
部
の
住
民

が
、
平
成
ùø
年
に

実
施
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
輸
送
を
き

っ
か
け
に
、
産
官

学
民
と
の
協
働
の

も
と
地
域
に
相
応

し
い
移
動
手
段
を

検
討
す
る
た
め
地

元
協
議
会
を
立
ち

上
げ
た
。
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

試
験
運
行
、
地
域
で
の
座
談
会
を
繰
り
返

す
中
で
、
９
つ
全
て
の
自
治
会
で
の
取
り

組
み
に
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
①
誰
も
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
移
動
手
段
の
確
保
②

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
や
地
域
の

活
性
化
③
全
て
の
自
治
会
が
協
力
し
て
取

り
組
む
―
こ
と
を
目
標
に
、
地
域
が
主
体

と
な
る
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
と
し

て
、
平
成
ùþ
年
ø÷
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
ぐ
る
っ
と
生
瀬
」
の
運
行
を
始
め

た
。い

つ
ま
で
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に

地
域
住
民
が
自
家
用
車
で
何
度
も
試
走

を
繰
り
返
し
作
成
し
た
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
内
容
と

な
っ
た
。
運
賃
は
採
算
性
を
保
つ
た
め

３
０
０
円
／
回
と
既
存
の
路
線
バ
ス
よ
り

も
高
く
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
試
験
運

行
時
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
広

告
付
き
会
報
の
定
期
発
行
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
広
報
、
自
治
会
毎
の
座
談
会
、
保

育
所
・
幼
稚
園
で
の
乗
り
方
教
室
、
小
・

中
学
生
に
地
域
で
バ
ス
を
守
る
大
切
さ
を

伝
え
る
活
動
な
ど
、
様
々
な
利
用
促
進
策

を
精
力
的
に
実
施
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、

自
分
た
ち
の
バ
ス
と
い
う
意
識
が
芽
生
え

た
と
同
時
に
、
経
営
感
覚
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。
本
格
運
行
初
年
度

の
収
支
比
率
は
約
Ā÷
％
と
高
く
、
２
年
目

以
降
も
利
用
者
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。

バ
ス
の
車
内
で
は
、
単
身
高
齢
者
同
士
の

お
出
か
け
や
、
同
じ
地
区
内
に
住
み
な
が

ら
も
話
し
た
こ
と
が
な
い
人
が
交
流
を
深

め
「
バ
ス
友
」
が
で
き
る
な
ど
、
住
民
同

士
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
、

初
め
て
他
地
区
へ
移
動
し
た
と
い
う
人
も

多
い
な
ど
、
地
域
全
体
の
結
び
つ
き
も
強

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
顔
見
知
り
の
運
転

手
は
地
域
か
ら
の
信
頼
が
高
く
、
小
さ
な

子
ど
も
だ
け
で
の
利
用
も
増
え
て
い
る
。

魅
力
的
な
ま
ち
へ

「
ぐ
る
っ
と
生
瀬
」
運
行
協
議
会
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
空
き
家
対
策
や
清
掃
活

動
等
の
地
域
に
根
差
し
た
活
動
の
ほ
か
、

地
域
で
考
案
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
作
成
し
地
域
行
事
に

出
演
し
た
り
、
自
主
作
成
し
た
、
音
頭
を

盆
踊
り
な
ど
で
披
露
す
る
な
ど
、
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。
着
ぐ
る
み
の
出
演
依

頼
は
絶
え
ず
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

バ
ス
停
や
車
内
で
は
賑
や
か
な
会
話
が
聞

か
れ
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
バ
ス
と
地
域
へ
の
愛
着
が
相
互

に
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
起

爆
剤
と
な
り
、
交
通
弱
者
を
支
援
す
る
だ

け
で
は
な
く
、「
ひ
と
」
や
「
ま
ち
」
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
る
。

兵
庫
県
西
宮
市

஍
Ҭ
の
Έ
ん
な
の
お
で
か
け
ަ
通

Ổ
࣋
続
Մ
ೳ
な
஍
Ҭ
ެ
ڞ
ަ
通「
ぐ
る
っ
と
生
੉
」Ổ

「
ぐ
る
っ
と
生
瀬
」
運
行
協
議
会

●

椿　

健
太
朗

西
宮
市
交
通
計
画
課
主
事ϚείοτΩϟϥΫλʔʮ͙ΔͬͱͪΌΜʯʢӈ୺ʣ
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団
体
表
彰川

西
地
区
自
主
防
災
会
を
立
ち
上
げ
た

の
は
、平
成
øû
年
。
き
っ
か
け
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
研
修
と
し
て
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
れ
た
こ
と
で
し

た
。川

西
地
区
は
、
香
川
県
丸
亀
市
の
中
心

を
流
れ
る
一
級
河
川
、
土
器
川
左
岸
沿
い

に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
地
区
で
す
。
近

年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
の

軽
薄
化
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
私
た
ち
の
地

区
も
同
じ
で
、
地
域
社
会
の
基
盤
と
な
る

自
治
会
加
入
率
は
、
こ
の
ù÷
年
間
で
û÷
％

に
ま
で
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
近
い
将
来
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る

た
め
に
は
地
域
で
の
助
け
合
い
で
あ
る

「
共
助
」
が
何

よ
り
重
要
で
あ

る
こ
と
を
認
識

し
、
地
域
住
民

に
共
通
す
る
課

題
で
あ
る
防
災

を
き
っ
か
け
と

し
て
地
域
の
絆

を
生
み
出
せ
る

の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し

た
。

防
災
活
動
の
工
夫

川
西
地
区
は
過
去
に
大
き
な
災
害
も
少

な
く
、
住
民
の
防
災
意
識
も
高
く
な
か
っ

た
た
め
、
自
主
防
災
会
で
は
意
識
を
高
め

る
た
め
の
様
々
な
工
夫
を
し
て
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

は
、
学
校
と
連
携
し
て
段
階
に
合
わ
せ
た

防
災
教
育
を
実
践
。
幼
稚
園
や
小
学
校
低

学
年
に
は
、
ゲ
ー
ム
形
式
な
ど
で
楽
し
く

防
災
を
伝
え
た
り
、
小
学
校
高
学
年
か
ら

中
学
・
高
校
生
に
は
、
地
域
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
を
想
定
し
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
避
難
支
援
等
の
実
践
的
な
訓
練
を

行
っ
た
り
し
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
災
害
時
に
配
慮
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
の
要
配
慮
者
の
対
策

も
進
め
て
お
り
、
地
域
の
要
配
慮
者
を

し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制
の
整
備

は
、
高
齢
者
に
も
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
民
だ

け
の
力
で
は
防
災
上
の
課
題
を
カ
バ
ー
で

き
な
い
時
間
帯
や
環
境
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
地
域
の
企
業
と
連
携
し
た
防
災
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

防
災
活
動
は
、
多
く
の
住
民
を
巻
き
込

む
こ
と
や
地
道
な
訓
練
を
繰
り
返
し
て
身

に
付
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
幅
広
い
方

が
防
災
訓
練
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
昼
間

の
商
業
施
設
で
の
避
難
訓
練
や
地
域
の
行

事
に
さ
り
げ
な
く
防
災
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
防
災
活
動
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
導
入
し
て
常
に
改
善
を
行
っ
て

お
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
が
ち
な
防
災
活
動

を
継
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

県
内
全
域
へ
の
展
開

平
成
øĀ
年
に
は
、
県
内
の
活
動
が
活
発

な
自
主
防
災
組
織
に
呼
び
か
け
て
、「
か

が
わ
自
主
ぼ
う
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
設
立
の
目
的
は
、
知
識
や
技
術

な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
そ
し
て
顔
の

見
え
る
関
係
作
り
に
よ
っ
て
防
災
・
減
災

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。
自
主
防
災
組

織
に
よ
っ
て
県
単
位
で
結
成
さ
れ
た
協
議

会
は
、
全
国
的
に
も
稀
の
よ
う
で
す
。

自
治
会
加
入
率
も
上
昇

自
主
防
災
会
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
す
る
様
々
な
主
体

と
の
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
が
進
む
の
に

併
せ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
自
主
防
災
会

の
活
動
へ
の
理
解
も
深
ま
り
、「
何
か
あ
っ

た
時
は
地
域
の
み
ん
な
で
助
け
合
う
」
と

い
う
共
助
の
意
識
が
育
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。そ

の
結
果
と
し
て
、
平
成
ùü
年
に
û÷
％

に
下
が
っ
て
い
た
自
治
会
加
入
率
が
、
近

年
、
ゆ
る
や
か
に
回
復
し
、
平
成
ùĀ
年
に

は
ûý
％
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
地
域
社

会
と
の
つ
な
が
り
が
軽
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
現
在
の
社
会
に
お
い
て
、
防
災
を
中
心

と
し
た
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
の
推
進

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

࣏ࣗձՃೖଅਐ׆ಈ

஍Ҭͷ঎ࢪۀઃͱ࿈ͨ͠ܞ๷܇ࡂ࿅

香
川
県
丸
亀
市

ڞ
ॿ
ࣾ
会
に
޲
け
஍
Ҭ
の
ឺ
を
࠶
ߏ
ங

Ổ
๷
ࡂ
を
き
っ
か
け
と
し
た
஍
Ҭ
ͮ
く
り
Ổ

川
西
地
区
自
主
防
災
会

●

岩
﨑　

正
朔

川
西
地
区
自
主
防
災
会
会
長
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団
体
表
彰Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
頴え

娃い

お
こ
そ
会
は
「
跡
継

ぎ
の
い
る
ま
ち
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

し
２
０
０
５
年
に
地
元
有
志
が
立
ち
上
げ

た
団
体
で
、
２
０
０
７
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
な
っ
た
。
設
立
か
ら
øú
年
と
な
る
現
在

も
活
発
な
活
動
を
続
け
て
お
り
、
観
光
や

空
き
家
再
生
な
ど
の
地
方
創
生
事
業
の
実

施
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ

先
と
な
る
な
ど
、
行
政
と
の
連
携
事
業
も

多
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手

掛
け
る
中
で
も
活
発
な
の
は
観
光
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
お
こ
そ
会
を
通
じ
た
観
光

ス
ポ
ッ
ト
開
拓
に
よ
っ
て
観
光
来
訪
者
が

増
加
。
そ
の
後
も
観
光
と
農
業
の
連
携
や

商
店
街
の
活
性
化
、
空
き
家
再
生
、
移
住

者
受
け
入
れ
な
ど
観
光
の
先
を
見
据
え
た

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

素
通
り
の
ま
ち
か
ら
観
光
来
訪
者

øü
万
人
を
迎
え
る
ま
ち
へ
の
変
貌

鹿
児
島
県
南
九
州
市
頴
娃
町
は
、
観
光

地
と
し
て
知
ら
れ
る
指
宿
温
泉
や
知
覧
武

家
屋
敷
か
ら
車
で
ú÷
分
程
度
と
近
い
も
の

の
、
ø÷
年
前
ま
で
は
頴
娃
を
訪
れ
る
観
光

客
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
素
通
り
の
ま
ち

だ
っ
た
。
２
０
１
０
年
に
埼
玉
か
ら
の
Ｉ

タ
ー
ン
移
住
者
が
番
所
鼻
公
園
で
タ
ツ
ノ

オ
ト
シ
ゴ
観
光
養
殖
場
を
開
設
。
こ
の
支

援
の
た
め
に
お
こ
そ
会
メ
ン
バ
ー
が
手
弁
当

で
公
園
内
に
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
鐘
の
設
置

に
動
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
公
園
に
賑
わ

い
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る

か
た
ち
で
市
役
所
と
県
庁
が
行
政
事
業
と

し
て
番
所
鼻
公
園
の
整
備
に
乗
り
出
し
、

官
民
が
連
携
し
た
観
光
地
化
が
進
展
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
流
れ
は
隣
接
す
る
釜
蓋
神

社
に
も
波
及
し
、
朝
市
開
催
や
観
光
ガ
イ

ド
、
メ
デ
ィ
ア
発
信
な
ど
の
地
域
主
体
の
活

動
を
行
政
が
駐
車
場
整
備
な
ど
で
後
押
し
、

こ
れ
ま
で
町
外
か
ら
の
観
光
来
訪
者
が
数

え
る
ほ
ど
だ
っ
た
頴
娃
町
に
お
い
て
、
釜
蓋

神
社
で
年
間
øü
万
人
、
番
所
鼻
公
園
で

８
万
人
が
訪
れ
る
観
光
地
へ
と
成
長
し
た
。

７
軒
の
空
き
家
再
生
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

通
じ
た
移
住
者
の
活
動
支
援

そ
の
後
、
お
こ
そ
会
は
観
光
と
地
域
を

繋
ぐ
活
動
に
力
を
注
い
で
き
た
。
茶
畑
に

囲
ま
れ
た
大
野
岳
で
は
茶
農
家
グ
ル
ー
プ

が
お
こ
そ
会
の
支
援
を
通
じ
た
観
光
連
携

活
動
に
取
り
組
み
、
茶
農
家
が
茶
畑
に
来

訪
者
を
迎
え
る
観
光
対
応
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
海
運
時
代
に
栄
え
た
も
の
の
衰
退
が

進
む
石
垣
商
店
街
で
も
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ

ド
や
マ
ッ
プ
づ
く
り
が
始
ま
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
商
店
街
の
一
角
に
あ
っ
た
築
百

年
の
空
き
店
舗
を
無
償
で
提
供
す
る
家
主

が
現
れ
、
お
こ
そ
会
は
こ
こ
を
交
流
拠
点

と
し
て
再
生
し
た
。
こ
れ
を
機
に
商
店
街

へ
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
移
住
者
が
誕

生
し
、
彼
ら
の
住
居
や
事
務
所
確
保
な
ど

の
必
要
か
ら
空
き
家
再
生
が
進
ん
だ
。
お

こ
そ
会
が
手
掛
け
た
再
生
空
き
家
は
７
軒

に
及
び
、
視
察
や
研
修
受
け
入
れ
、
飲
食
、

宿
泊
、事
務
所
な
ど
に
活
用
さ
れ
始
め
た
。

人
の
流
れ
は
新
た
な
人
の
流
れ
を
呼
び

込
み
、
昨
今
で
は
移
住
者
が
始
め
た
民
宿

や
体
験
観
光
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
動
き

出
し
た
り
、
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
養
成
講
座
に
全
国
か
ら
受
講

生
が
集
ま
っ
た
り
と
、
創
業
に
も
繋
が
る

活
動
展
開
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

観
光
起
点
の
取
り
組
み
は
、
農
業
や
商

店
街
再
生
に
発
展
し
、
移
住
者
の
受
け
入

れ
に
繋
が
っ
た
。
今
後
は
こ
う
し
た
移
住

者
の
活
動
が
住
民
を
刺
激
し
て
、
地
域
で

の
取
り
組
み
が
誘
発
さ
れ
る
好
循
環
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
お
こ
そ
会
の
理
念
で
あ

る
跡
継
ぎ
の
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

さ
ら
に
近
づ
き
た
い
。

鹿
児
島
県
南
九
州
市

観
光
ৼ
ڵ
か
ら
঎
店
街
׆
ੑ
Խ
、

�

Ҡ
ॅ
ऀ
ड
け
ೖ
れ
΁

Ổ「
੻
ܧ
͗
の
い
る
ま
ち
」ͮ
く
り
࣮
ݱ
΁
Ổ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
頴
娃
お
こ
そ
会

●

加
藤　

潤

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

͓ͦ͜ձू߹ࣸਅ

ੴ֞঎ళ֗ͰͷݹຽՈ࠶ੜ

൪ॴඓެԂͰͷ৊ͷઃஔ
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地
方
自
治
体
表
彰

本
市
は
、
岡
山
県
の
北
部
、
鳥
取
県
境

に
位
置
し
、
総
面
積
約
８
２
８
平
方
㌔
の

う
ち
林
野
率
が
約
ÿ÷
％
と
豊
富
な
森
林
資

源
を
有
す
る
中
山
間
地
で
す
。
人
口
は
約

４
万
６
千
人
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
一

端
を
成
す
国
立
公
園
「
蒜
山
」
や
、
露
天

風
呂
番
付
で
西
の
横
綱
に
輝
く
湯
原
温
泉

な
ど
を
有
し
、
年
間
約
４
０
０
万
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
「
里
山
資
本
主
義
」

の
舞
台
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
、
域
内
経
済
循
環
を
行
う

「
回
る
経
済
」
の
取
り
組
み
を
大
小
様
々

な
形
で
実
践
す
る
地
域
と
し
て
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
里
山
資
本
主
義

官
民
協
働
の
取
り
組
み
に
よ
る
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
は
平
成
ùþ
年
４
月
に
稼
働

し
、
地
域
内
外
の
未
利
用
材
や
製
材
端
材

な
ど
が
、
市
内
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
処
分
さ

れ
て
い
た
も
の
が
燃
料
と
し
て
有
価
で
取

り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
発

電
所
や
林
業
木
材
業
な
ど
約
ü÷
人
の
新
規

雇
用
が
あ
り
、
そ
の
他
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
等

に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
（
稼
働
１
年
間
の

経
済
効
果
は
売
上
約
ùú
億
円
、
燃
料
購
入

約
øú・５
億
円
、
石
油
代
替
ùø
・
５
億
円
相

当
（
灯
油
価
格
þþ
円
／
㍑
））。

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
は
欧

州
で
技
術
開
発
が
進
み
、
中
層
住
宅
の
材

料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
ùÿ
年
４
月
、
建
築
基
準
法
関
連
告
示
に

よ
り
、
日
本
で
も
構
造
材
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
新
た
な
木
材
活

用
方
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
、
市
営
住
宅
や
久
世
駅
モ
デ
ル
建

築
物
「
木き

テ
ラ
ス
」、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た

ホ
テ
ル
な
ど
、積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
視
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
は
平
成
øÿ

年
øù
月
ス
タ
ー
ト
。
年
間
２
５
０
０
人
以

上
の
参
加
が
あ
り
、
平
成
ùÿ
年
に
は
、
延

べ
２
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
一
部
の
参

加
者
は
市
内
に
宿
泊
す
る
な
ど
、
多
く
の

波
及
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
運
行
バ

ス
や
印
刷
物
へ
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用

し
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
ツ
ア
ー
を
実

施
し
環
境
に
も
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
里
山
資
本
主
義

同
じ
木
材
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と
し

て
、
中
和
地
域
で
は
薪
を
活
用
し
た
地
域

内
資
源
循
環
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

振
興
会
社
の
（
一
社
）
ア
シ
タ
カ
は
、
住

民
か
ら
木
材
を
購
入
し
薪
に
加
工
。
地
域

内
の
宿
泊
施
設
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
用
燃
料
な

ど
と
し
て
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
里
山
体

験
や
教
育
旅
行
、
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献

活
動
の
受
け
入
れ
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
産
品
の
開
発
を
、
地
域
住
民
や
移
住
者

と
行
っ
て
お
り
、（
一
社
）
ア
シ
タ
カ
の

よ
う
に
様
々
な
生
業
を
自
ら
生
み
出
し
組

み
合
わ
せ
る
生
き
方
を
積
極
的
に
発
信

し
、
さ
ら
な
る
移
住
者
促
進
に
も
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、（
一
社
）
ア
シ
タ
カ
の
代
表
で

あ
る
赤
木
氏
は
、
農
山
村
の
暮
ら
し
を
学

び
、
暮
ら
し
を
つ
く
る
力
や
な
り
わ
い
を

構
想
す
る
力
な
ど
を
養
う
「
真
庭
な
り
わ

い
塾
」
の
実
行
委
員
で
あ
り
、
同
塾
で
行

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

最
も
大
切
な
「
ひ
と
」
を
育
て
る

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
回
る
経
済
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
赤
木
氏
の
よ

う
な「
ひ
と
」を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
は
、「
ひ
と
を
育
て
る
こ
と
が

真
庭
市
の
未
来
を
育
て
る
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
一
人
ひ
と
り

の
「
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

岡
山
県
真
庭
市

ཬ
山
ࢿ
本
ओ
ٛ
ɾ
真
ఉ
の
௅
ઓ

Ổ
ό
Π
Φ
Ϛ
ε
ൃ
ి
や
਋
೩
ྉ
で「
஍
Ҭ
内
ܦ
ࡁ
॥
؀
」Ổ

岡
山
県
真
庭
市

●

河
本　

直
貴

真
庭
市
総
合
政
策
部
総
合
政
策
課
主
任

ʢҰࣾʣΞγλΧ͸ɺݪ໦Λ਋ʹՃ͠޻ɺ॓
ധԹઘࢪઃͰ͋Δ௡ݪߴࠇ૳ʹೲೖ͍ͯ͠Δ
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地
方
自
治
体
表
彰

雲
南
市
で
は
、平
成
øý
年
の
発
足
以
来
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
基
盤
の
一
つ
と
し
て
概
ね
小
学
校
区

単
位
に
結
成
さ
れ
た
地
縁
型
の
住
民
組
織

を
地
域
自
主
組
織
と
言
い
ま
す
。
同
様
の

仕
組
み
は
全
国
に
多
数
存
在
し
、
小
規
模

多
機
能
自
治
と

総
称
し
て
い
ま

す
。
そ
の
本
質

は
住
民
主
体
に

あ
り
ま
す
が
、

基
礎
自
治
体
の

役
割
は
極
め
て

重
要
に
な
り
ま

す
。雲

南
市
は
島

根
県
東
部
の
６

町
村
で
合
併
し

た
人
口
４
万
人

弱
の
ま
ち
で
す
。

地
域
自
主
組
織

の
仕
組
み
は
合
併
を
契
機
に
導
入
し
た
も

の
で
、
現
在
市
内
全
域
に
ú÷
の
地
域
自
主

組
織
が
あ
り
ま
す
。
拠
点
施
設
は
元
公
民

館
な
ど
を
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
提
供

し
、地
域
自
主
組
織
で
雇
用
さ
れ
た
常
勤
・

非
常
勤
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
地
域
づ
く

り
、
生
涯
学
習
、
地
域
福
祉
の
３
つ
の
柱

を
中
心
に
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
源
と
し
て
市
か
ら
は
自
由
度
の
高
い
交

付
金
を
交
付
し
、
地
域
づ
く
り
担
当
を
配

置
し
て
人
的
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

制
度
的
進
化
と
対
等
性

市
民
が
主
役
と
な
る
た
め
に
は
そ
の
基

盤
を
強
固
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
活
動
状

況
に
合
わ
せ
そ
の
基
盤
を
強
化
し
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
初
期
段
階
で
は
補
助
金

方
式
で
施
策
的
に
誘
導
し
、
裁
量
性
の
拡

大
を
求
め
る
意
見
が
多
く
な
っ
た
段
階
で

交
付
金
化
し
た
ほ
か
、
拠
点
施
設
を
幅
広

く
柔
軟
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
公
民
館
を

交
流
セ
ン
タ
ー
に
転
換
し
た
の
は
そ
の
一

例
で
す
。
こ
う
し
た
制
度
的
進
化
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
現
場
実
態
の
把
握
で

す
。交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
転
換
を
は
じ
め
、

地
域
自
主
組
織
に
よ
る
直
接
雇
用
方
式
の

導
入
な
ど
大
き
な
制
度
改
正
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
う
し
た
場
面
で
は
当
事
者
と

の
対
話
が
重
要
で
す
。
課
題
の
本
質
を
見

出
す
と
と
も
に
、
相
互
に
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
進
化
す
る
上
で
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
テ
ー
マ
を
主

役
に
直
接
対
話
に
よ
り
協
議
す
る
地
域
円

卓
会
議
方
式
を
導
入
し
、
関
係
部
局
と
と

も
に
情
報
・
状
況
を
共
有
し
、
今
後
の
あ

り
方
を
見
出
す
機
会
も
設
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
が
対
等
性
で
す
。

市
民
も
行
政
も
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
考

え
な
け
れ
ば
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
進
み

ま
せ
ん
。
話
し
合
い
を
重
ね
、
平
成
ùþ
年

秋
に
は
各
地
域
自
主
組
織
と
市
と
の
間
で

基
本
協
定
書
を
締
結
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
相
互
に
確
認

し
ま
し
た
。

学
び
合
い
・
磨
き
合
い

地
域
活
動
は
行
政
か
ら
や
ら
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
ら
主
体
的
に
考
え
、
見

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
毎
年
地
域
同
士
の
学
び
合

い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
自

治
体
と
し
て
も
横
断
的
に
学
び
合
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
平
成
ùþ
年
２
月
に
は
全

国
の
自
治
体
な
ど
へ
呼
び
か
け
、
小
規
模

多
機
能
自
治
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を

結
成
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
全
都
道
府
県

に
及
ぶ
２
７
０
以
上
の
会
員
が
加
入
さ

れ
、
各
地
で
学
び
合
い
の
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
同
士
、

自
治
体
同
士
も
お
互
い
に
学
び
合
い
、
自

分
達
が
住
む
地
域
に
誇
り
を
も
ち
、
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
今
後
も
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

খن໛ଟػೳ࣏ࣗਪਐωοτϫʔΫձٞ
ʙ)ùþ ೥ 2月ઃཱ૯ձʙ

஍Ҭԁ୎ձٞͷ༷ࢠ

島
根
県
雲
南
市

খ
ن
໛
ଟ
ػ
ೳ
ࣗ
࣏
に
よ
る

�
ॅ
ຽ
ओ
ମ
の
ま
ち
ͮ
く
り

Ổ
஍
Ҭ
ͮ
く
り
、生
֔
ֶ
習
、஍
Ҭ
福
ࢱ
を
中
৺
に
Ổ

島
根
県
雲
南
市

●

板
持　

周
治

雲
南
市
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
企
画
官
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地
方
自
治
体
表
彰

大
木
町
は
福
岡
県
南
部
・
筑
後
平
野
の

中
央
に
位
置
し
、
掘
割
と
呼
ば
れ
る
水
路

が
縦
横
に
張
り
巡
り
、
豊
か
な
田
園
風
景

が
広
が
る
農
業
の
町
で
あ
る
。
人
口
約

１
万
４
３
０
０
人
、
面
積
は
øÿ
・
ûú
平
方

㌔
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
の
規
模
は
、

住
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
の
大
き
な
強
み
に
な
っ
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
施
設

「
く
る
る
ん
」

お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
ん
」

は
、
町
内
の
家
庭
や
飲
食
店
な
ど
か
ら
発

生
す
る
生
ご
み
、
浄
化
槽
清
掃
汚
泥
、
し

尿
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を

回
収
し
て
発
電
し
、
発
酵
後
の
消
化
液
を

有
機
液
肥
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
化
施
設
と
し
て
平
成
øÿ
年
øø

月
か
ら
稼
働
を
始
め
た
。「
く
る
る
ん
」

は
ほ
ぼ
町
の
中
心
部
、
国
道
４
４
２
号
バ

イ
パ
ス
沿
い
に
あ
り
、
農
産
物
直
売
所
や

地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
の
多
く
の

来
場
者
で
賑
う
「
道
の
駅
お
お
き
」
に
併

設
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
毎
年

３
千
～
４
千
人
の
視
察
者
が
国
内
、
海
外

か
ら
訪
れ
て
お
り
、
従
来
で
あ
れ
ば
住
民

か
ら
嫌
が
ら
れ
て
き
た
廃
棄
物
施
設
が
、

循
環
の
町
づ
く
り
の
拠
点
、
住
民
の
自
慢

の
施
設
と
な
り
、
町
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

く
る
る
ん
が
稼
働
を
始

め
て
øø
年
余
り
が
経
過
し

た
が
、
住
民
に
よ
る
生
ご

み
分
別
、
農
家
に
よ
る
液

肥
利
用
な
ど
、
住
民
み
ん

な
で
支
え
る
地
域
循
環
の

仕
組
み
が
定
着
し
て
い
る

こ
と
で
、
有
機
物
（
廃
棄

物
）
の
循
環
の
環
が
つ
な

が
っ
て
い
る
。
生
ご
み
資
源
化
と
い
う
住

民
と
の
協
働
の
結
果
は
、
住
民
の
町
づ
く

り
へ
の
参
加
意
識
が
高
く
な
っ
た
こ
と

や
、
ゴ
ミ
処
理
費
用
が
ø÷
年
間
で

２
億
８
千
万
円
ほ
ど
削
減
さ
れ
町
の
財
政

負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
町
に

様
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

次
の
世
代
に
つ
け
を
残
さ
な
い

「
大
木
町
も
っ
た
い
な
い
宣
言
」

大
木
町
で
は
、
国
内
２
番
目
の
ゼ
ロ
・

ウ
エ
イ
ス
ト
宣
言
で
あ
る
「
大
木
町
も
っ

た
い
な
い
宣
言
」
を
平
成
ù÷
年
３
月
に
公

表
し
た
。
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
が
深
刻

化
す
る
中
、
次
世
代
に
つ
け
を
残
さ
な
い

こ
と
が
目
標
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
地
域

で
行
動
す
る
こ
と
を
内
外
に
宣
言
し
た
も

の
で
あ
る
。
ゴ
ミ
の
発
生
抑
制
、脱
焼
却
・

埋
め
立
て
、
資
源
化
の
推
進
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
の
目
標
を
住
民
と
共
有
し
な
が
ら

ゴ
ミ
の
分
別
を
徹
底
し
て
き
た
。
平
成
ùû

年
に
は
全
国
に
先
が
け
て
紙
お
む
つ
の
分

別
を
始
め
る
な
ど
、
資
源
ゴ
ミ
の
ùþ
分
別

を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
ùþ
年
度
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
ýü
・
３
％
と
全
国
で
５
番
目

の
高
率
に
達
し
た
。

「
持
続
可
能
」
の
力
は
住
民
協
働

国
連
は
２
０
１
５
年
（
平
成
ùþ
年
）
に

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を

公
表
し
、「
持
続
可
能
」
は
世
界
中
で
共

通
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
住

民
や
行
政
な
ど
の
協
働
の
力
で
、
厄
介
な

廃
棄
物
で
さ
え
地
域
資
源
と
し
て
生
か
し

町
の
活
性
化
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

住
民
協
働
の
力
で
地
域
の
資
源
を
掘
り
起

こ
し
て
磨
き
上
げ
、
地
域
全
体
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
仕
組
み
を
作
り
出
す
こ
と
が
、

「
持
続
可
能
」
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

る
。「
く
る
る
ん
」
の
経
験
を
も
と
に
、
さ

ら
に
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
い
。

福
岡
県
大
木
町

ॅ
ຽ
と
ங
い
た
॥
؀
の
ま
ち
ͮ
く
り

Ổ
お
お
き
॥
؀
η
ϯ
λ
ー「
く
る
る
ん
」で
ொ
を
׆
ੑ
Խ
Ổ

福
岡
県
大
木
町

●

石
川　

潤
一

福
岡
県
大
木
町
長

ܠϓϥβͰͷ͝Έग़͠෩ڥ؀

ੜ͝Έ౤ೖ

͘ΔΔΜ֓؍
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個
人
表
彰外

国
人
客
受
け
入
れ
の
き
っ
か
け

私
ど
も
は
東
京
都
台
東
区
谷
中
で
家
族

旅
館
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
私
と
家
内
、

息
子
夫
婦
、
そ
れ
に
高
校
３
年
と
１
年
の

孫
。
お
掃
除
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
３

人
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
交
通
の

便
は
上
野
駅
か
ら
歩
い
て
ú÷
分
、
地
下
鉄

根
津
駅
か
ら
７
分
と
不
便
で
す
。
客
室
は

和
室
øù
室
。
そ
の
内
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
き

は
２
室
の
み
で
す
。
日
本
の
お
客
様
の
旅

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
く
な
っ
て
お
客
様
が

減
少
し
、
昭
和
ü÷
年
代
に
は
廃
業
の
寸
前

ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
新
宿
の
や
し
ま
旅
館
の
矢

島
さ
ん
に
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
イ
ン
・
グ
ル
ー

プ
に
加
入
し
て
、
外
国
人
客
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

外
国
語
も
話
せ
な
い
、
日
本
の
お
客
様
も

泊
ま
ら
な
い
旅
館
で
は
無
理
だ
と
思
い
、

１
年
間
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
昭
和
üþ
年
（
１
９
８
２
年
）

の
夏
３
日
間
お
客
様
が
ゼ
ロ
の
日
が
来

て
、
つ
い
に
外
国
人
客
の
受
け
入
れ
を
決

心
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
úý
年
間
で
、
Āø
カ

国
、
延
べ
øÿ
万
人
を
超
え
る
外
国
の
お
客

様
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

澤
の
屋
の
外
国
の
お
客
様

私
ど
も
の
外
国
の
お
客
様
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
と

い
わ
れ
る
個
人
旅
行
の
お
客
様
で
す
。
宿

泊
客
の
ÿÿ
％
が
外
国
の
お
客
様
で
、
国
籍

は
欧
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
の
お
客
様
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
国
名
で
は
フ
ラ
ン
ス
が

一
番
多
く
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
と
続
き
ま
す
。

旅
が
目
的
で
宿
は
手
段
と
い
っ
て
、
旅
の

目
的
に
合
わ
せ
て
家
族
旅
館
や
観
光
旅

館
、
ホ
テ
ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
の
宿
に

泊
ま
り
ま
す
。
豪
華
な
宿
や

お
い
し
い
料
理
の
こ
と
は
忘

れ
て
い
く
が
、
旅
の
思
い
出

と
し
て
最
後
ま
で
残
る
の
は

そ
の
国
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

や
ち
ょ
っ
と
親
切
に
さ
れ
た

こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
ん

な
旅
を
し
て
い
る
お
客
様

を
、
私
ど
も
で
は
朝
食
と
宿

泊
だ
け
で
、
あ
と
は
ま
ち
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
と
同
じ
体
験
を
楽
し
む

滞
在
の
外
国
の
お
客
様
は
夕
食
を
食
べ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、５
軒
ほ
ど
の
食
堂
に
、

外
国
の
お
客
様
の
受
け
入
れ
を
頼
み
に
行

き
、
承
諾
を
得
た
お
店
を
書
き
込
ん
だ
周

辺
地
図
を
作
り
ま
し
た
。
地
図
に
は
国
立

博
物
館
、
上
野
動
物
園
な
ど
の
観
光
名
所

の
他
に
、
銀
行
、
郵
便
局
、
病
院
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
、
薬
局
な
ど
日
常
生
活
に
必
要

な
と
こ
ろ
を
入
れ
、
こ
の
地
図
を
持
っ
て

外
国
の
お
客
様
は
ま
ち
に
出
か
け
て
行
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
の
ま
ち
谷

中
は
、
江
戸
時
代
に
江
戸
城
の
ま
わ
り
の

ÿû
ほ
ど
の
お
寺
が
引
っ
越
し
て
き
た
寺
町

で
す
。
関
東
大
震
災
に
も
、
戦
災
に
も
焼

け
な
か
っ
た
の
で
、
木
造
の
街
並
み
が
残

り
、
路
地
も
そ
の
ま
ま
で
す
。
こ
の
町
に

外
国
の
お
客
様
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

ま
ち
の
人
た
ち
は
最
初
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
ず
つ
町
の
中
に
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
外
国
の
お
客
様
は
谷
中
の
町
に

は
日
本
人
ら
し
い
生
活
が
残
っ
て
い
る
、

そ
し
て
、
町
の
人
は
特
別
扱
い
し
な
い
か

ら
、
日
本
人
と
同
じ
体
験
が
で
き
る
と

言
っ
て
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
外
国
人
を
増
や
す
た
め
の
何
か

新
し
い
も
の
を
作
ら
な
い
で
、
今
あ
る
も

の
を
な
く
さ
な
い
で
と
言
い
ま
す
。

外
国
の
お
客
様
が
全
国
の
ま
ち
に
あ
ふ

れ
る
よ
う
に
、
私
は
外
国
人
客
受
け
入
れ

の
体
験
談
を
話
し
な
が
ら
、
講
演
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

東
京
都
台
東
区

ま
ち
が
あ
っ
て
人
が
い
て
॓
が
あ
る

Ổ
日
本
人
ら
し
い
生
׆
の
中
で
֎
ࠃ
人
観
光
客
を
ड
け
ೖ
れ
Ổ

澤　

功
氏

●

澤　

功

澤
の
屋
旅
館
館
主

؍֎ઃࢪ

٬ࣨ

ᐻ෩࿊
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個
人
表
彰世

界
一
の
森
林
資
源
を
有
す
る
日

本
と
、
そ
れ
を
有
効
活
用
で
き
な
い

現
行
林
業

四
季
が
あ
り
、
雨
が
多
い
日
本
は
地
球

上
で
極
め
て
林
業
に
適
し
た
地
域
で
す
。

樹
木
が
育
つ
環
境
に
恵
ま
れ
、
針
葉
樹
で

は
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
、
広
葉
樹
で
は
ケ
ヤ
キ
・

ミ
ズ
ナ
ラ
・
ク
リ
等
と
他
国
が
羨
む
樹
種

が
豊
富
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
森
林
は
国
土
の
７
割
を
占
め
広
大
で

す
。
本
来
世
界
一
の
林
業
国
で
あ
る
べ
き

で
す
が
、
日
本
の
林
業
生
産
額
は
約

２
千
億
円
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
０
・
１
％
以
下
と

低
く
、
衰
退
産
業
の
代
名
詞
と
し
て
認
識

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

の
森
林
面
積
の
４
割
し
か
な
く
樹
種
も
貧

弱
な
ド
イ
ツ
の
生
産
額
は
、
日
本
の
約
ø÷

倍
で
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
林
業
が
、
日

本
の
良
好
な
森
林
資
源
を
生
か
し
き
れ
な

い
誤
っ
た
方
法
を
続
け
て
き
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
質
量
豊
富

な
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
林
業
を
展

開
で
き
れ
ば
、
中
山
間
地
域
を
含
め
、
日

本
に
大
産
業
を
創
出
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。

現
行
林
業
の
問
題
点
と
、

そ
の
解
決
手
法

現
在
の
日
本
林
業
は
生
産
量
ば
か
り
追

い
求
め
、
大
規
模
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。請
負
の
伐
採
事
業
体
に
山
を
集
約（
山

林
所
有
者
は
全
面
委
託
）
さ
せ
、
ü÷
年
生

程
度
で
皆
伐
し
、
大
規
模
化
を
実
現
さ
せ

よ
う
と
す
る
政
策
で
す
。
ü÷
年
生
の
皆
伐

は
、
若
齢
林
で
Ｂ
材
以
下
の
木
材
生
産
が

主
と
な
り
、
年
を
経
て
Ａ
材
を
生
産
す
る

可
能
性
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
貧
弱
な
森
林

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
森
林
資

源
の
有
効
活
用
を
で
き
な
く
す
る
主
原
因

で
す
。

皆
伐
や
大
規
模
化
に
よ
る
荒
い
間
伐
施

業
は
土
砂
災
害
を
誘
発
し
、
森
林
劣
化
や

森
林
経
営
の
持
続
性
を
喪
失
さ
せ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
「
林
業
＝
伐
採
業
・
素
材
生
産

業
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
質
の
高
い

森
林
資
源
活
用
や
森
林
環
境
維
持
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
こ
の
現
状
に
問
題
意
識
を

持
ち
、
林
業
は
本
来
、
環
境
保
全
型
の
持

続
的
永
続
的
な
森
林
経
営
業
で
あ
り
、
質

の
高
い
資
源
活
用
を
目
指
す
と
い
う
原
点

に
回
帰
す
べ
き
で
、
こ
れ
こ
そ
林
業
の
王

道
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
の
具
体

的
手
法
と
し
て
自
伐
型
林
業
の
展
開
を
始

め
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

土
佐
の
森
・
救

援
隊
で
あ
り
、
全
国
組
織
が
自
伐
型
林
業

推
進
協
会
で
す
。

自
伐
型
林
業
へ
の
転
換
で
、
過
疎

地
域
の
就
業
拡
大
・
土
砂
災
害
の

減
災
・
持
続
可
能
な
森
林
へ

当
初
、
従
来
の
林
業
と
は
手
法
や
考
え

方
が
真
逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
理
解
が
広
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
方
創
生
を
深
く

考
え
る
自
治
体
や
地
域
住
民
、
地
方
へ
移

住
を
目
指
す
若
者
た
ち
が
共
感
し
、
全
国

で
千
人
以
上
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
自

伐
型
林
業
推
進
を
政
策
化
し
た
自
治
体
は

ú÷
を
超
え
、
地
域
ベ
ー
ス
の
推
進
組
織
も

立
ち
上
が
り
活
発
な
活
動
を
始
め
て
い
ま

す
。
高
知
県
で
は
、
県
が
事
務
局
と
な
っ

て
高
知
県
小
規
模
林
業
推
進
協
議
会
が
立

ち
上
が
り
、
約
３
年
で
会
員
４
５
０
人
以

上
、
林
業
就
業
者
も
３
０
０
人
を
超
え
る

勢
い
で
す
。
１
自
治
体
で
ü÷
人
を
超
え
る

就
業
者
を
創
出
す
る
市
町
村
も
出
て
き
ま

し
た
。
１
０
０
人
就
業
を
超
え
る
自
治
体

も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
最
終
的
に
は
林

業
で
ü÷
万
人
、
関
連
産
業
含
め
１
０
０
万

人
の
就
業
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

真
の
プ
ロ
に
教
わ
り
低
投
資
で
、
素
人

か
ら
で
も
十
分
就
業
展
開
が
可
能
な
こ
と

も
あ
り
、
丁
寧
で
予
防
砂
防
・
予
防
治
山

に
な
る
環
境
保
全
型
の
レ
ベ
ル
の
高
い
多

間
伐
施
業
を
目
指
す
若
者
が
急
増
中
で

す
。参
入
希
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

஍Ҭਪਐ૊৫্ཱͪ͛࣌ͷू߹ࣸਅ
ʢԆԬࢢʣ

ઌ͢ߦΔएखʹɺश͍͍ͨएऀ͕
ू·ͬͯ͘Δʢஐ಄ொʣ

͜͏͍͏ଟؒെͷ৿Λ໨͠ࢦ ʢͯ�
ճऩೖؒെΛ܁ฦͨ͠ɺĀ÷ ೥ੜͰ
IB ͋ͨΓ໿ઍཱํᶤͷϞσϧࣗ
െྛՈͷ৿ʣ

高
知
県
い
の
町

৿
ྛ
ࢿ
ݯ
を
࣋
続
త
に

༗
ޮ
׆
用
す
る
ࣗ
െ
ܕ
ྛ
ۀ
を
ී
ٴ

Ổ
஍
Ҭ
の
ब
ۀ
֦
େ
と
ݮ
ࡂ
に
௚
݁
す
る
ྛ
ۀ
΁
స
׵
Ổ

中
嶋　

健
造
氏

●

中
嶋　

健
造

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊
理
事
長
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「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
」
は
、
東
栄
町

を
拠
点
に
活
動
す
る
和
太
鼓
集
団
「
志
多

ら
」
が
平
成
ùù
年
に
志
多
ら
を
応
援
す
る

支
援
者
と
共
に
、
地
元
「
奥
三
河
」
の
地

域
活
性
化
を
目
的
と
し
、
地
域
の
情
報
発

信
や
様
々
な
交
流
体
験
事
業
企
画
な
ど
を

行
う
目
的
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
東
栄
町

に
７
３
０
年
以
上
も
前
か
ら
伝
わ
る
「
花

祭
」
の
「
テ
ー
ホ
ヘ　

テ
ホ
ヘ
」
と
い
う

か
け
声
か
ら
、
東
栄
町
を
含
め
た
奥
三
河

地
域
が
元
気
に
盛
り
上
が
る
こ
と
を
願
っ

て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
」
と
名
付
け
ま

し
た
。

奥
三
河
の
き
山
放
送
局
、の
き
山
学
校
、

Ｃ
ａ
ｆｅ
の
っ
き
ぃ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農

園
な
ど
を
展
開
し
な
が
ら
地
域
団
体
や
学

校
、
行
政
と
も
連
携
を
図
り
様
々
な
企
画

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
取
り
組
み
に
至
っ
た
経
緯

平
成
ùý
年
に
廃
校
を
活
用
し
た
体
験
交

流
施
設
「
の
き
山
学
校
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
が
指
定
管
理
者
と
し

て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
の
き
山
学

校
で
は
、
１
年
を
通
し
て
体
験
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
、
東
栄
町
の
交
流
人
口
、

関
係
人
口
増
加
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
事
業
は
、
既
移
住
者
や
東
栄
町
を
含

む
奥
三
河
地
域
で
活
躍
す
る
若
手
の
方
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
代
を
担
う

小
・
中
学
生
や
東
栄
町
に
興
味
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
生
き
様
、

様
々
な
体
験
談
を
語
っ
て
も
ら
い
、
こ
の

地
を
知
り
、
こ
の
地
を
愛
し
、
こ
の
地
に

暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、

今
後
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
ま
し
た
。

東
栄
町
の
概
況

東
栄
町
は
奥
三
河
地
域
と
呼
ば
れ
る
愛

知
県
の
北
東
部
に
あ
る
、
人
口
約

３
３
０
０
人
、
高
齢
化
率
ûĀ
・２
％
の
小
さ

な
ま
ち
で
す
。
豊
川
水
系
と
天
竜
川
水
系

の
分
水
嶺
が
あ
り
、
７
３
０
年
以
上
も
昔

か
ら
伝
え
ら
れ
た
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
「
花
祭
」
が
町
内
øø
カ
所
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
豊
か
で
平
成
ùĀ
年
度
に
は
清
流
め

ぐ
り
利
き
鮎
会
で
当
町
を
流
れ
る
振
草
川

の
鮎
が
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、

養
鶏
業
や
一
本
の
丸
太
か
ら
チ
ェ
ン
ソ
ー

を
使
っ
て
作
品
を
掘
る
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
、
星
空
や
と
う
え
い
温
泉
な
ど
、
魅
力

あ
る
地
域
資
源
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
お
話
会�

〜
田
舎
暮
ら
し
編

田
舎
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る
町
外
の
方

向
け
に
、
実
際
に
東
栄
町
へ
移
住
し
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
た
方
や
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
ん
で
い
る

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的
・
主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
ùÿ
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
愛
知
県
東
栄
町
で
の
取
り
組
み
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
副
理
事
長
の
大
脇
聡
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

�

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
愛
知
県
東
栄
町
）

ࣗ෼Β͘͠฻Β͓͢࿩ձ
ʙాࣷ฻Β͠ฤʙ

「
私
は
東
栄
で
暮
ら
し
た
い
」

―
魅
力
・
夢
・
暮
ら
し
情
報
発
信
事
業
―

大
脇
　
聡

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
副
理
事
長
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人
た
ち
の
経
験
談
を
話
し
て
い
た
だ
き
、

理
想
の
田
舎
暮
ら
し
や
現
実
の
田
舎
暮
ら

し
の
実
体
験
な
ど
を
交
え
て
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
栄
町
役
場
の
協
力

の
も
と
、
町
内
の
移
住
可
能
な
古
民
家
や

町
営
住
宅
の
見
学
ツ
ア
ー
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
１
泊
２
日
で
行
い
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
町
内
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
宿

泊
し
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

起
業
す
る
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
培

う
な
ど
、参
加
し
た
úù
人
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
お
話
会�

〜
Ｕ
タ
ー
ン
編
・
特
別
講
演
会

東
栄
中
学
校
で
開
催
し
た
こ
と
は
、
今

後
の
継
続
に
関
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
校
も
大
学
も

な
い
東
栄
町
に
お
い
て
、
進
学
の
た
め
に

町
を
離
れ
る
こ
と
は
多
く
の
生
徒
が
経
験

し
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、Ｕ
タ
ー

ン
し
て
働
い
た
り
家
庭
を
持
っ
た
り
し
て

い
る
先
輩
方
の
想
い
や
帰
っ
て
く
る
き
っ

か
け
な
ど
を
聞
く
こ
と
で
、
地
域
と
の
か

か
わ
り
を
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
共
有
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
で
は
、
日
本
総
合
研

究
所
主
席
研
究
員
の
藻
谷
浩
介
氏
を
講
師

に
招
き
、
最
近
の
東
栄
町
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
が
ど

の
様
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
の
か

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。
現
在
、
過
疎
高
齢
化
の
筆
頭
と
な
っ

て
い
る
田
舎
が
、
や
り
方
次
第
で
は
時
代

の
最
先
端
の
暮
ら
し
を
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の

力
と
行
政
を
含
め
た
組
織
の
力
で
自
分
た

ち
に
あ
っ
た
や
り
方
を
突
き
詰
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

事
業
成
果
、
今
後
の
展
開

計
６
回
の
企
画
を
展
開
し
、
こ
の
地
へ

の
移
住
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
や
思
い
な

ど
を
移
住
者
、
移
住
希
望
者
、
Ｕ
タ
ー
ン

の
可
能
性
の
あ
る
子
供
た
ち
と
一
緒
に
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
田
舎
の
暮
ら
し
の

イ
メ
ー
ジ
と
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
な
ど
の
違

い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
た

い
の
か
、
暮
ら
す
場
所
で
い
か
に
地
域
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
居
場
所
を
作
る
の

か
、
な
ど
田
舎
暮
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
事
業

を
行
っ
て
感
じ
た
の
は
、
小
さ
な
町
で
あ

る
東
栄
町
で
は
特
に
地
域
団
体
や
行
政
、

学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
が
暮
ら
し

た
く
な
る
町
を
自
分
た
ち
で
創
造
し
、

様
々
な
課
題
に
積
極
的
に
主
体
的
に
参
加

し
実
行
し
て
い
く
事
が
不
可
欠
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
今
後
も
町
内
で

暮
ら
す
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
連
携
し
東

栄
の
暮
ら
し
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
事
業
を
の
き
山
学
校
を
中
心
に
展

開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら

今
年
度
は
８
月
に
、
お
話
会
の
継
続
事

業
と
し
て
「
東
栄
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す

お
話
会
２
０
１
７
」
と
題
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
し
て
東
栄
町
の
未
来
を

中
学
生
に
考
え
て
も
ら
う
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
講
話
を
聴
き
、「
観
光
」「
防

災
」「
老
人
福
祉
」「
公
共
交
通
」
の
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
考
え
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
の
中
に
役
場
の
担
当
課
長
が
そ
れ

ぞ
れ
入
り
、
中
学
生
の
出
し
た
提
案
が
よ

り
現
実
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。

３
月
に
は
事
業
の
対
象
者
で
あ
る
中
学

生
に
、
よ
り
年
代
の
近
い
人
た
ち
か
ら
の

話
を
聞
く
機
会
と
し
て
、
今
は
大
学
生
や

社
会
人
で
あ
る
ù÷
代
前
半
の
先
輩
た
ち
に

地
域
へ
の
想
い
を
語
っ
て
も
ら
う
事
業
も

企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
と
お
し
て
、
地
域

の
持
続
の
た
め
の
課
題
に
対
し
て
「
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
」と
い
う
意
識
か
ら「
自

分
が
や
る
」
と
い
う
意
識
に
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

て
ほ
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
本
事
業
の
動

画
配
信
中
。UFIPIF�DPN

౦ӫͰࣗ෼Β͘͠฻Β͓͢࿩ձ 201�

ࣗ෼Β͘͠฻Β͓͢࿩ձ�ʙಛผߨԋձʙ

ࣗ෼Β͘͠฻Β͓͢࿩ձ�ʙ 6λʔϯฤʙ
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校
舎
の
み
を
売
却
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
は
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
地
域
住

民
が
ス
ポ
ー
ツ
や
有
事
の
際
の
避
難
所
と

し
て
引
き
続
き
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
活
用
さ
れ
て
い

る
施
設
内
に
は
生
徒
の
卒
業
作
品
が
展
示

さ
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
の
学
校
の
趣
を
残

す
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
工
夫
に

よ
り
、
地
域
住
民
の
思
い
出
が
残
る
学
校

を
存
続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
際
に
は
参
入
し
た
事
業
者

と
住
民
と
の
交
流
が
期
待
で
き
る
。

新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て�

始
動
し
た
廃
校

淡
路
市
内
で
廃
校
を
活
用
し
て
い
る

廃
校
を
地
域
活
性
化
の
カ

ギ
に
〜
兵
庫
県
淡
路
市
の

取
り
組
み

淡
路
市
は
平
成
øþ
年
に
淡
路

町
、
津
名
町
、
北
淡
町
、
一
宮
町
、

東
浦
町
が
合
併
し
て
発
足
し
た
。

合
併
当
初
ùû
校
あ
っ
た
小
学
校

は
、
統
廃
合
を
進
め
た
こ
と
で
、

現
在
は
øú
校
（
平
成
ùĀ
年
４
月
１

日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

は
６
校
ま
で
統
廃
合
を
進
め
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

同
市
で
は
、
学
校
の
統
廃
合
を

進
め
る
際
に
、
保
護
者
以
外
の
地

域
住
民
も
交
え
、
そ
の
後
の
利
活

用
を
含
め
た
話
し
合
い
の
場
を
設

け
て
い
る
。
話
し
合
い
の
中
で
、

か
つ
て
の
学
校
を
雇
用
創
出
の
場
や
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と

を
望
む
声
が
多
く
あ
が
る
と
い
う
。
こ
れ

ら
の
要
望
の
多
く
は
、
廃
校
が
活
用
さ
れ

な
い
こ
と
に
よ
る
周
辺
環
境
の
悪
化
な
ど

を
懸
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同

市
で
は
活
用
事
業
者
が
決
定
す
る
以
前
か

ら
、
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
地
域
と
情
報

共
有
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
共
に
廃
校
の

活
用
方
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
徹
底
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
事
業
者

が
廃
校
を
活
用
す
る
際
、
住
民
の
理
解
や

協
力
が
得
や
す
く
な
り
、
参
入
し
た
後
も

良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
繋
が
る
。

同
市
は
、
廃
校
を
活
用
す
る
事
業
者
に

୶࿏ࢢ΁ͷऔࡐͷ༷ࢠ

国
内
調
査
報
告

兵
庫
県
淡
路
市

ʕޏ༻૑ग़の৔΍஍Ҭੑ׆Խのڌ఺ͱ͠てʕ

ഇ׆ߍ༻ʹΑΔ৽ͨͳ
ਓͷྲྀΕͱؔ܎ਓޱͷ૿Ճ

近年、少子化による児童生徒数の減少などの影響で学校統廃合が進み、廃校が多く発生し
ており、その数は毎年500校前後と言われている。人口減少が進み廃校の増加が今後も予想
される中、資産の有効活用や地域経済の維持再生、人材育成、地域コミュニティの活性化と
いう観点から、多くの自治体にとって廃校の活用は有効な手段と考えられる。廃校の多くは
地域で長く親しまれた施設であるが、多くの人を集められる施設に変容する可能性を持って
おり、地域住民から地域活性化のための有効活用が期待されている。地域外からの交流人口
が増加すれば、経済循環の拡大が見込めるだけでなく、新たなコミュニティが形成され、外
部の視点を生かした取り組みが生まれ、それがさらなる交流人口の増加を呼ぶ「人の好循環」
も期待できる。学校が持つ特色を生かし、民間の発想や経営感覚によって、こうした循環を
いかに創造し継続させていくかを学ぶため、多様な廃校活用により新たな人の流れと関係人
口の増加を生み出している兵庫県淡路市で調査を行った。
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最
後
に

今
回
の
事
例
調
査
か
ら
、
淡
路
市
で
の

廃
校
の
活
用
に
は
次
の
特
徴
が
み
ら
れ

た
。
①
学
校
の
統
廃
合
や
利
活
用
を
決
定

す
る
際
に
、
地
域
住
民
も
交
え
、
望
ま
し

い
在
り
方
を
考
え
て
い
る　

②
外
客
誘
致

だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
施
設
利
用
を

促
進
し
て
い
る
―
こ
と
で
あ
る
。

廃
校
活
用
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。

校
舎
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
設
備
が
な
い
こ
と
、
教
室
を
区

切
る
た
め
に
多
く
の
壁
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

活
用
す
る
際
に
多
額
の
改
修
費
用
を
要
す

る
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

地
域
に
親
し
ま
れ
た
施
設
を
活
用
す
る
際

に
、
地
域
の
声
を
十
分
に
反
映
し
た
形
で

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
地
域

内
外
の
人
の
交
流
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。

行
政
と
地
域
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
た
廃

校
の
活
用
は
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
関
係
人
口
の
増
加
と

い
う
点
に
お
い
て
地
域
を
活
性
化
す
る
一

つ
の
重
要
な
核
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

国
内
調
査
グ
ル
ー
プ

�

●
今
井
匠　

中
川
晃
介　

千
田
達
也

　

こ
の
報
告
は
当
セ
ン
タ
ー
の
国
内

調
査
事
業
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

報
告
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

希
望
す
る
外
国
人
に
必
要
な
日
本
語
や
知

識
を
教
え
る
学
校
と
し
て
、
株
式
会
社
福

吉
通
商
が
平
成
ùĀ
年
４
月
に
旧
淡
路
市
立

仁
井
小
学
校
を
活
用
し
設
立
し
た
。
学
生

は
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
出
身
が
多
く
、
学
生
寮
で
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
医
療
機
関
や
福

祉
施
設
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
語
学
力
を

強
化
し
な
が
ら
専
門
分
野
の
知
識
を
習
得

し
て
い
る
。
地
域
行
事
へ
積
極
的
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
招
い
た
学

内
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｐ
Ｇ
Ａ
が
あ
る
仁
井
地
区
は
約
２
３

０
人
の
地
域
で
あ
る
が
、
約
û÷
人
の
学
生

が
生
活
を
始
め
た
こ

と
で
、
地
域
の
雰
囲

気
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
同
地

域
で
は
、
労
働
力
の

確
保
と
い
う
観
点
か

ら
も
地
元
企
業
は
学

生
を
歓
迎
し
て
お

り
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

へ
と
送
迎
を
行
う
な

ど
協
力
関
係
を
築
い

て
い
る
。
Ｊ
Ｐ
Ｇ
Ａ

で
は
、
卒
業
生
が
地

域
で
不
足
し
て
い
る

看
護
職
や
介
護
職
の

人
材
と
し
て
将
来
的

に
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
設
け
る
と
と
も

に
、
地
元
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
す

る
夏
祭
り
や
料
理
教
室
な
ど
も
開
催
し
、

地
域
内
外
の
方
が
集
う
環
境
づ
く
り
を
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
は
関
連
施

設
を
淡
路
島
北
部
に
集
中
し
て
設
立
し
て

お
り
、
運
営
・
Ｐ
Ｒ
の
側
面
か
ら
も
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
か
ら

５
年
が
経
過
し
た
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
は
、

年
間
øü
万
人
以
上
の
方
が
訪
れ
る
交
流
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
（
以

下
「
Ｊ
Ｐ
Ｇ
Ａ
」）」
は
、
将
来
日
本
で
看

護
師
や
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
こ
と
を

「
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
」
と
「
日
本
グ
ロ
ー

バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
調
査
を
行
っ
た
。

の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
は
、
株
式
会
社
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
提
案
が
採
択
を
受

け
、
平
成
ùû
年
８
月
に
旧
淡
路
市
立
野
島

小
学
校
を
活
用
し
、
新
た
な
観
光
・
６
次

産
業
化
の
モ
デ
ル
施
設
、
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
校
舎
の

外
観
、
校
歌
の
掲
示
、
黒
板
な
ど
小
学
校

の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ
、
施
設
全
体
は
大

胆
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
海
を

渡
っ
て
別
世
界
の
よ
う
に
感
じ
る
島
と
い

う
特
徴
を
生
か
し
、
リ
ゾ
ー
ト
感
を
味
わ

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
施
設
内
に
は

野
菜
の
集
荷
・
加
工
所
、
マ
ル
シ
ェ
、
カ

+1("Ͱ೔ຊޠͷतۀΛड͚Δֶੜ

ͷ͡·είʔϥ಺ͷΧϑΣ

�� 2018・3月号 地域づくり 本編



上
野
村
木
工
業
誕
生
の
背
景

上
野
村
は
人
口
わ
ず
か
１
２
５
０
人
。

群
馬
県
最
西
南
端
に
位
置
し
、
あ
り
の
ま

ま
の
自
然
と
、
清
流
・
神
流
川
の
恵
み
に

抱
か
れ
た
、
県
内
で
は
人
口
規
模
で
最
も

小
さ
な
自
治
体
で
す
。
村
総
面
積
の
約

Āü
％
を
森
林
が
占
め
、
そ
の
６
割
が
ケ
ヤ

キ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
の
広
葉
樹
で
す
。

春
の
新
緑
や
秋
の
紅
葉
と
、
四
季
折
々
に

美
し
く
装
い
を
変
え
、
そ
の
良
質
な
木
材

を
利
用
し
た
木
工
品
は
、
上
野
村
の
ブ
ラ

ン
ド
の
ひ
と
つ
で
す
。

今
か
ら
約
û÷
年
前
、
当
時
の
黒
澤
丈
夫

村
長
が
、
木
工
を
新
た
な
村
の
産
業
と
す

る
た
め
に
、
村
の
若
者
を
職
員
に
採
用
し

て
木
工
技
術
研
修
の
た
め
神
奈
川
県
小
田

原
市
に
派
遣
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
習
得
し
た
技
術
を
も
と

に
、
上
野
村
の
地
場
産
業
と
し
て
木
工
業

を
根
付
か
せ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
上
野
村
森
林
組
合
の
他
、

ø÷
人
以
上
の
木
工
家
が
村
内
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
後
継
者
育
成
も
課
題
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
平
成
ùý
年
に
は
、
技

術
継
承
を
目
的
と
し
て
「
上
野
村
木
工
技

術
研
修
生
受
入
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

上
野
村
で
の
木
育
事
業

こ
れ
ま
で
に
も
、
次
代
の
上
野
村
を
担

う
子
ど
も
の
増
加
と
健
全
育
成
を
目
的
と

し
て
、
誕
生
祝
金
の
支
給
と
誕
生
祝
品
と

し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
足
型
を
レ
ー
ザ
ー
加
工

し
た
「
あ
ん
よ
ス
タ
ン
ド
」
を
贈
呈
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
あ
ん
よ
ス
タ
ン
ド
に
変
え
て
、
現

在
は
「
十
石
犬
コ
ロ
コ
ロ
」
と
い
う
木
製

お
も
ち
ゃ
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
十
石
犬

と
は
上
野
村
に
生
息
し
て
い
た
名
犬
で
、

現
在
そ
の
復
活
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
十
石
犬
コ
ロ
コ
ロ

は
そ
の
十
石
犬
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で

す
。こ

の
様
に
木
製
お
も

ち
ゃ
を
贈
呈
す
る
こ
と

と
し
た
の
は
、
子
ど
も

達
が
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か

ら
、木
を
身
近
に
感
じ
、

木
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
で
す
。
こ
の
事
業
実
施
に
際
し
、
平

成
ùþ
年
４
月
に
群
馬
県
で
初
と
な
る
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
子
は
村
の
宝
で
あ
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、
１
歳
の
誕
生
日
に
村
長

自
ら
が
、
ご
家
庭
を
訪
問
し
祝
金
と
祝
品

を
手
渡
し
て
い
ま
す
。

木
工
業
と
木
育
事
業
へ
の
期
待

豊
富
な
森
林
資
源
の
活
用
と
、
そ
の
恵

ま
れ
た
環
境
に
お
け
る
地
場
産
業
の
活
性

化
を
目
指
す
上
野
村
で
は
、
様
々
な
振
興

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
木
材
の
利
用
と

特
産
品
の
生
産
を
目
的
と
し
た
木
工
業
も

ま
た
、
構
想
の
一
端
を
担
う
重
要
な
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
口
対
策
や
子
育
て
支
援
も
村
の
重
要

課
題
で
す
が
、
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
に

伴
う
木
工
業
・
木
育
事
業
は
、
上
野
村
が

推
進
す
る
子
育
て
環
境
の
整
備
に
お
い
て

も
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
木
育
推
進
へ
の
取
り
組
み
が
村
内
事

業
に
様
々
に
波
及
し
て
い
く
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

木
工
業
と
木
育
事
業
の
今
後
の
展
望

村
の
特
産
品
と
し
て
根
付
い
た
木
工
品

で
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
村
外
へ
の
販
売

を
広
め
る
と
共
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
確
立
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。木

育
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、
昨
年
７
月
に
村
内
の
森
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
い
う
施
設
内
に
、
ち
び
っ
こ
広
場

「
森
っ
こ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
木

の
プ
ー
ル
や
遊
具
が
あ
り
、
木
と
触
れ
合

う
喜
び
を
通
じ
て
、
自
然
に
親
し
む
機
会

を
提
供
で
き
る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
様
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
こ
れ
ま
で
村
が
育
て
て
き
た
木
工
関

連
事
業
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
と
共

に
、
木
育
の
推
進
に
繋
げ
、
感
性
豊
か
で

健
や
か
な
子
ど
も
達
が
育
つ
村
、
地
場
産

業
で
元
気
な
村
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
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成
熟
社
会
に
お
け
る
地
域
の
課
題
の
解

決
に
は
、
広
く
知
を
探
索
し
、
人
や
地
域

を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
材

（
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
「
横
串
人

材
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
の
存
在
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
育
成
に
は
、
従
来
型
の
階

層
研
修
や
専
門
研
修
に
加
え
、
縦
割
り
や

前
例
踏
襲
を
超
え
、
新
し
い
価
値
創
造
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
知
識
と
実
践
力

を
身
に
着
け
ら
れ
る
仕
組
み
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
度
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
地
域
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」
の
理
念

の
も
と
培
っ
て
き
た
ú÷
年
余
り
の
知
見
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、「
横
串
人
材
」

の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る

自
治
体
と
「
地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
育

成
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
結
び
、
包
括

的
、
継
続
的
な
人
材
育
成
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
第
１
弾
と
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、

秋
田
県
由
利
本
荘
市
、千
葉
県
い
す
み
市
、

京
都
府
福
知
山
市
の
３
市
で
す
。
今
後
、

同
様
の
思
い
を
有
す
る
全
国
の
自
治
体
に

連
携
の
輪
を
広
げ
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
も
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
連
携
協
定
に
併
せ
「
人
材
育
成

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
人
材

育
成
支
援
を
平
成
ú÷
年
度
か
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま

で
分
散
し
て
い
た
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
体
系

化
し
、
自
治
体
の
実
情
と
予
算
に
応
じ
た

組
合
せ
で
施
策
・
立
案
か
ら
実
施
ま
で
一

貫
し
て
提
供
、
支
援
し
て
い
く
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
く

多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
獲
得
し
、
横

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
脈
を
広
げ
て
い
く

人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

導
入
を
ご
希
望
さ
れ
る
自
治
体
の
研
修

担
当
者
や
地
方
創
生
担
当
者
と
の
密
な
協

議
体
制
を
構
築
す
る
中
で
、
必
要
な
人
材

像
の
共
有
と
そ
の
育
成
手
法
を
検
討
し
、

実
務
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
、
セ
ン
タ
ー

主
催
の
各
種
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参

加
、
現
地
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
勉
強

会
、
施
策
提
言
研
修
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
提
案
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

人
ࡐ
育
੒
に
ؔ
す
る
࿈
ܞ
協
ఆ
を

�

３
市
と
క
݁

連
携
協
定

˔༝རຊ૳ࢢ�Ѩ෦ଠ௡෉෭ࢢ௕
ʹಇʹΑΔ஍Ҭͮ͘Γͷ୲͍खͷҭ੒ڠɺॅຽͱͷʹػܖఆΛڠܞճͷ࿈ࠓ
ྗΛೖΕ͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ·ͨɺ஍ํ૑ੜʹ͚ͨ޲ਓࡐҭ੒ʹੵۃతʹ
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秋
田
県
由
利
本
荘
市
・
千
葉
県
い
す
み
市

京
都
府
福
知
山
市
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ক
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は
શ
ࠃ
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の
ω
ỽ
τ
ϫ
ー
Ϋ
Խ
も

�

Ổ
஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
η
ϯ
λ
Ổ�

Ổ

�� 2018・3月号 地域づくり 本編 �೥月ߦൃ �地域づくり 本編 1#



ใࣨ޿
ͩΑΓ

委
員
会
で
の
取
り
組
み

○
Ｊ
Ｃ
Ｒ
Ｄ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
配
信

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
周
知
す
る
た
め
に
「
Ｊ
Ｃ
Ｒ
Ｄ�

Ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
」
を
隔
月
で
制
作
し
配
信
し
て
い

ま
す
。
職
員
自
ら
が
、
脚
本
作
成
か
ら
撮

影
、
編
集
な
ど
全
て
の
工
程
を
行
い
、
映

像
を
作
成
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
に
あ

る
当
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
「
地
域
づ
く

り
Ｔ
Ｖ
」
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
上
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
ご
案
内
だ
け
で
な
く
、
日
本
橋
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
で
出
店
し
て
い
る
自
治
体
や

委
員
の
出
身
地
域
を
紹
介
す
る
な
ど
、
当

セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
情
報
も
提
供
し
て

い
ま
す
。

○
ド
ロ
ー
ン
操
縦

近
年
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
災
害

対
応
な
ど
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
る

ド
ロ
ー
ン
を
当
セ
ン
タ
ー
で
も
所
有
し
て

い
ま
す
。
委
員
の
技
術
向
上
の
た
め
に
、

操
縦
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
各
地
で
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
し
撮
影

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
映
像
を
「
Ｄ
ｒ
ｏ

ｎ
ｅ�

Ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ��

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ�

２
０
１
８
」
に
出
品
す
る
べ
く
平
成
ú÷
年

２
月
現
在
、編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
ド
ロ
ー
ン
空
撮
事
業

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
、

平
成
ùĀ
年
７
月
に
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
で
地

域
の
子
ど
も
を
対
象
に
ド
ロ
ー
ン
体
験
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
農
山
漁
村
の
風
景

を
ド
ロ
ー
ン
な
ら
で
は
の
ア
ン
グ
ル
で
撮

影
し
、
映
像
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
ま
た
、
最
先
端

の
技
術
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
職
員
自
ら
が
映
像
の
撮
影

や
編
集
な
ど
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
情
報
を
よ
り
広
く
、
分
か
り
や
す
く
拡

散
す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
が
徐
々
に
身

に
つ
い
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。今

後
の
予
定

平
成
ú÷
年
度
は
、

今
年
度
の
事
業
を
基

盤
と
し
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
大

別
す
る
と
次
の
２
点

で
す
。
１
点
目
は
、

当
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
や
当
セ
ン
タ
ー

職
員
を
と
り
あ
げ
た

短
時
間
の
視
聴
し
や

す
い
動
画
を
制
作

し
、
定
期
的
に
配
信

し
ま
す
。
ま
た
、
自

治
体
が
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
映
像
を
制
作

す
る
際
に
、
ド
ロ
ー

ン
を
身
近
な
ツ
ー
ル

と
し
て
ご
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
当
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
出

前
講
座
の
実
施
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
情
報
発
信
後
の
分
析
に
加

え
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
と
し
た
映

像
編
集
の
合
宿
形
式
の
勉
強
会
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

映
像
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
当
セ
ン
タ
ー
と
全
国
の
自
治
体
が
つ
な

が
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

υϩʔϯૢॎͷ༷ࢠͱυϩʔϯ͔Β͑ݟΔܠ৭

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
の
課
室
と
い
う
組
織
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
職
員
同

士
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
に
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
映
像
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。
当
委
員
会
は　

①
自
治
体

職
員
で
あ
る
私
た
ち
自
身
が
映
像
作
成
に
関
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る　

②
委
員
会
活
動

を
通
し
て
当
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
す
る
―
こ
と
を
目
的
に
、
映
像
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

映
像
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

ド
ロ
ー
ン
で
空
撮
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
情
報
発
信
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◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

平成30年度 地域活性化センター主催セミナーのお知らせ
　஍Ҭੑ׆ԽηϯλーͰ͸ɺ஍ҬΛؾݩに͢るͨΊの৽ͨͳ஌ࣝ΍ൃ૝ɺަྲྀのػձΛօ༷に͝ఏ͢ڙる
ͨΊɺ౦͓ژΑͼ֤஍ํに͓͍ͯηϛφーΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
　ฏ੒ 3� ೥౓΋࣍の௨Γଟ༷ͳςーϚͰηϛφーΛاըதͰ͢ʂ͝ظ଴͍ͩ͘͞ʂ

ʪ౦ژ։࠵ʢ౔೔�೔ؒʣɿ৽ͨͳ஌ͱํ๏ΛੜΉɹ౔೔ूதηϛφʔʫʢ༧ఆʣ
5/26（土）～ 27（日）	 「地域経済を見る眼とその方法～データに基づいた取り組みに向けて～」※年度内3回実施予定
6/30（土）～ 7/1（日）	 「デザイン思考で紡ぐ住民志向のシティプロモーション（仮）」
7/14（土）～ 15（日）	 「森林資源を活用した新たな協働のかたち（仮）」
7/28（土）～ 29（日）	 「地域と学校の連携による支え合い（仮）」
9/1（土）～ 2（日）	 「地域経済を見る眼とその方法～データに基づいた取り組みに向けて～」
9月中旬予定	 「図書館を核とした多様な交流が生まれる地域づくり（仮）」
10/6（土）～ 7（日）	 「今、取り組むべき成長分野のインバウンド戦略（仮）」
10月下旬～11月上旬予定	「サードプレイスでの共創がもたらす地域コミュニティの成長（仮）」
11月下旬予定	 「空き家・空き店舗を活用したエリアリノベーション（仮）」
12/15（土）～ 16（日）	 「やねだん東京塾～ないものねだりからあるもの磨きのまちづくり～（仮）」
H31.	1/19（土）～20（日）	「地域経済を見る眼とその方法～データに基づいた取り組みに向けて～」
2月下旬予定	 「アジアのインバウンドを呼び込む地域資源活用と発信（仮）」
ʪ஍ํ։࠵ʢ�ʙ �೔ؒʣɿ஍ํ૑ੜ࣮ફक़ʫʢ༧ఆʣ
6/1（金）～ 3（日）	 「島根県海士町」	 	 6/22（金）～ 23（土）	「岩手県紫波町」
7/20（金）～ 22（日）	 「和歌山県田辺市」	 	 8/25（土）～ 26（日）	「埼玉県秩父市」
9/8（土）～ 9（日）	 「群馬県富岡市」	 	 9/22（土）～ 23（日）	「香川県高松市」
10/19（金）～ 21（日）	 「長野県飯田市」	 	 11/2（金）～ 3（土）	 「大分県竹田市」
H31.	1/25（金）～26（土）	「愛知県岡崎市」
※詳細や内容変更は随時お知らせしていきます。どうぞお見逃しなく！
ʲର৅ऀ 　r		地域活性化に取り組んでいる方、地域活性化について勉強したい方（行政職員、一般企業社員、団体職員、地方議会議員、学生など）
ʲඅɹ༻ ɹr��受講希望の場合、賛助会員になっていただく必要があります。	

○１回だけの受講の場合	…………	一般（C会員）：2万 5千円　学生（S会員）：1万円　地方開催（L会員）：1万円	
○複数回・複数名で受講の場合	…	A会員：9万円（1万 5千円× 6回分）　B会員：6万円（2万円× 3回分）

※詳しくはセンターのホームページ（https://www.jcrd.jp/）をご覧ください。

　̍೥ؒɺʮ஍Ҭͮ͘Γʯのฤूһとͯ͠׆
ಈ͖ͯͨ͠৬һ͕ࠓय़ɺͦΕͧΕの೿ݩݣに
復͠ؼ·͢ɻऔࡐに͍͍ͨͩͨ͝ྗڠօ༷ɺ
શࠃの࣏ࣗ体ɺ஍Ҭͮ͘Γ団体のօ༷ɺຊ౰
に͓ੈ࿩にͳΓ·ͨ͠ɻ
　֤ฤूҕһの໊લと೿ݩݣ͸ҎԼの௨Γ
Ͱ͢ɻ（ΞΠ΢ΤΦॱɺܟশུɺΧッί಺͸
೿࣏ࣗݩݣ体）
大月将弘（岡山県）、重田友之（君津市）、
加藤淳子（由利本荘市）、坂井洋介（釧路市）、
植松	敏（宮崎県）、石黒	剛（川越市）、
長友弥生（鹿児島市）、越まりな（石川県）、
稲葉淳一（生駒市）、三浦沙織（高知市）、
藤井勇輝（邑南町）、中村咲輝（六ヶ所村）

全国の自治体、地域づくり団体の皆様、お世話になりました。

Ҫɺ౻Ҫɺ২দࡔΒɺ͔ࠨྻޙ
લྻ͔ࠨΒɺ௕༑ɺӽɺࡾӜ

Βɺॏాɺେ月ɺҴ༿͔ࠨྻޙ
લྻ͔ࠨΒɺੴࠇɺதଜɺՃ౻

　৽೥౓ɺʮ஍Ҭͮ͘Γʯのฤूҕһと͠
ͯɺ஍Ҭͮ͘ΓにܞΘるօ༷にຖ݄̍೔Λ
଴ͪԕ͚͍ͩͨͯͬ͘͠ࢥるΑ͏ͳັྗత
ͳࢽ໘ͮ͘ΓΛ໨ͯ͠ࢦ·͍Γ·͢ɻͲ͏
ͧΑΖ͓͍͘͠͠ئ·͢ɻ
　֤ฤूҕһの໊લと೿ݩݣ͸ҎԼの௨Γ
Ͱ͢ɻ（ΞΠ΢ΤΦॱɺܟশུɺΧッί಺͸
೿࣏ࣗݩݣ体）
吾郷紘平（飯南町）、今井	匠（長野県）、
鬼塚正二（上天草市）、片桐研二（小国町）、
木村由季（大館市）、篠原	歩（那珂川町）、
谷田由香（名寄市）、千田達也（金ケ崎町）、
塚原千晶（四日市市）、深谷弘明（加須市）

新編集委員が始動

ۅΒɺਂ୩ɺย͔ࠨྻޙ
લྻ͔ࠨΒɺࠓҪɺࣰݪɺڷޗ

Βɺઍాɺَ௩͔ࠨྻޙ
લྻ͔ࠨΒɺ௩ݪɺ୩ాɺ໦ଜ
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秋
田
が
滅
び
る
夢
を
見
て

―
秋
田
県
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
活
動
の
き
っ
か
け
、
取
り
組
み

の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
時
代
、
子
育
て
支
援
団
体
や
中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。
活
動
の
き
っ
か
け
は
、

「
地
域
の
人
」
と
い
う
立
場
で
教
育
に
関
わ
り
た
い
と
い

う
夢
か
ら
で
す
。
日
本
人
は
海
外
の
方
に
比
べ
て
自
己
肯

定
感
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
く
た
め
に

必
要
な
こ
と
の
中
に
は
、
学
校
教
育
課
程
の
中
で
は
教
え

て
い
な
か
っ
た
り
、
教
え
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
て
い
た
私
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
生
き
方
、
働
き

方
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
大
学
や
友
人
に
つ
ら

れ
る
形
で
就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、
教
科
書
に
あ
る

こ
と
を
教
え
た
り
企
業
で
営
利
を
追
求
し
た
り
す
る
と
い

う
こ
と
は
当
時
の
私
に
と
っ
て
納
得
の
で
き
る
生
き
方
で

な
く
、
身
が
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
ま
し
た
。
海
の
向
こ
う
の
話
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
で
暮
ら
す
友
人
か
ら
家
族

の
仕
事
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、驚
き
ま
し
た
。

世
界
は
秋
田
県
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
も
つ
な
が
っ
て
い

る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
き
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
る
夜
、
秋
田
の
終
わ
り
を
思
わ

せ
る
夢
を
見
ま
し
た
。
自
分
の
親
や
近
隣
の
人
た
ち
は
高

齢
に
、
周
り
の
家
は
廃
墟
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
秋
田

が
滅
び
る
」
と
い
う
思
い
で
目
覚
め
た
時
、
秋
田
に
帰
る

決
意
を
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
関
わ
り
の
あ
っ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
代
表
が
地
元
で
講
演
を
行
う
と
い
う
話
を
聞

き
、
お
手
伝
い
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
の
出

会
い
が
ご
縁
と
な
り
、
現
在
ま
で
秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
人
が
集
ま
る
場
﹁
若
者
会
議
﹂

―
若
者
会
議
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

秋
田
で
活
動
を
始
め
た
９
年
前
、
わ
た
し
は
「
地
元
を

な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
」と
い
う
焦
り
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
地
元
で
暮
ら
す
同
年
代
で
共
感
し
て
く
れ
る

仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、

地
元
で
は
「
地
域
の
こ
と
は
行
政
が
す
る
こ
と
、
高
齢
者

が
余
暇
活
動
と
し
て
す
る
こ
と
」
と
い
う
認
識
が
大
勢
を

占
め
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

地
域
と
若
者
と
の
間
の
距
離
を
縮
め
る
た
め
に
何
か
で

き
な
い
か
と
考
え
て
始
め
た
事
業
が
「
若
者
会
議
」
で
し

た
。
若
者
会
議
と
は
、
若
者
が
地
域
に
つ
い
て
考
え
、
話

し
合
い
、
行
動
す
る
場
で
あ
り
、
若
者
の
ふ
る
さ
と
を
想

う
心
を
育
て
、
社
会
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
２

０
０
９
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
û÷
歳
く
ら

い
ま
で
の
会
社
員
、
公
務
員
、
主
婦
、
働
い
て
い
な
い
方
、

高
校
生
な
ど
。
地
域
の
良
さ
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
た
ち

で
企
画
し
た
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る
中

で
、
私
を
含
め
、
大
勢
の
参
加
者
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
の
中
に
は
「
大
人
と
対
等
な
立
場
で
話

し
、
自
分
の
意
見
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
経
験
は
こ
れ
ま

で
に
は
な
く
、
自
信
が
つ
い
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
方
、

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
様
々
な
方
を
取
材
し
、
熱
い

思
い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の

奥
ち
ひ
ろ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

̣̥̤๏ਓɹळాೆ̣̥̤ηϯλʔ

奥 ちひろ 氏

―若者会議を通じて―
「教える」のではなく「共に育つ」

人づくりは『共育』
◉ 奥 ちひろ氏プロフィール
秋田県ԣख市生·Εɻۄ઒େֶจֶ෦Λଔ業ޙɺ����೥よ
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大
学
卒
業
後
に
地
元
に
戻
っ
て
就
職
し
た
方
、
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
県
外
で
活
躍
し
て
い
る

方
も
多
く
い
ま
す
。
そ
ん
な
高
校
生
の
姿
を
見
た
社
会
人

側
は
、高
校
生
の
意
見
を
実
現
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
感
じ
、

こ
れ
ま
で
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
で
も
工
夫
す
る
こ

と
で
実
現
で
き
た
と
い
う
経
験
を
し
た
と
い
う
方
や
、
活

躍
の
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
と
職

場
と
の
往
復
で
は
得
ら
れ
な
い
生
活
の
張
り
合
い
が
で
き

た
と
い
う
方
や
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
て
起
業
し

た
方
も
い
ま
す
。
若
者
会
議
を
始
め
た
当
初
は
国
の
基
金

を
活
用
し
、
県
内
の
各
市
町
村
、
１
地
区
に
つ
き
半
年
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
寄
り

添
う
伴
走
型
支
援
の
中
で
、
終
了
後
も
自
主
的
な
集
ま
り

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
仕
掛
け
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

高
め
合
い
補
い
合
う
た
め
の
全
県
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
ゆ
る
や
か
に
構
築
し
ま
し
た
。
現
在
は
参
加
者
が
主
体

的
に
集
ま
り
を
継
続
し
て
お
り
、
私
の
役
割
は
先
導
者
か

ら
後
方
支
援
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

若
者
会
議
を
運
営
す
る
た
め
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ノ

ウ
ハ
ウ
は
多
く
、
若
者
の
自
主
性
に
委
ね
る
に
は
負
荷
が

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
発

見
し
た
こ
と
は
、
学
校
卒
業
後
の
現
役
世
代
の
う
ち
、
例

え
ば
子
育
て
世
帯
や
障
が
い
者
な
ど
、
社
会
的
に
支
援
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
以
外
の
「
一
般
の
若
者
」
の
ニ
ー

ズ
は
誰
に
も
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、
若
者
を
支
え
た
り
引

き
上
げ
た
り
す
る
仕
組
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
波
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
の
仕
組
み

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
働
く

こ
と
」
一
つ
と
っ
て
も
、
終
身
雇
用
の
時
代
は
終
わ
り
、

昨
日
ま
で
働
い
て
い
た
若
者
が
今
日
か
ら
は
失
業
者
に
な

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
支
援
す
る
人
が
い
つ
支
援
さ
れ
る

人
に
な
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
時
代
の
中
で
、
包
括
的
に

支
え
ら
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ

て
い
く
こ
と
も
、
若
者
会
議
の
社
会
的
意
義
の
一
つ
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
若
者
会
議
は
、
若
者
の
想
い
を
育

て
、
活
躍
す
る
土
壌
を
つ
く
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
今

の
時
代
の
若
者
像
に
あ
っ
た
支
援
の
場
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
に
育
ち
、
地
域
で
生
き
る
力
を
育
む

―
奥
さ
ん
に
と
っ
て
の
「
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
・
横

串
人
材
」
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

若
者
会
議
を
通
じ
て
私
が
人
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
い

う
よ
り
は
、
私
も
一
緒
に
育
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
持

っ
て
い
ま
す
。
私
が
や
り
た
か
っ
た
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
と

は
、「
教
え
る
」
の
で
は
な
く
「
共
に
育
つ
」
と
い
う
『
共

育
』
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
に

も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
複
雑
な
課

題
が
多
い
現
代
は
、
誰
も
正
解
の
道
を
知
ら
な
い
時
代
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
１
人
の
リ
ー
ダ
ー
が

教
え
て
い
く
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
進
む
道
を
探
り
、

育
ち
合
っ
て
い
く
こ
と
が
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
考
え
る
地
域

づ
く
り
に
お
け
る
「
人
づ
く
り
」
と
は
、
地
域
の
こ
と
に

対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
考
え
、
動
け
る
仲
間
を
増

や
す
こ
と
で
す
。
人
ご
と
で
当
事
者
が
い
な
い
地
域
づ
く

り
は
、
地
域
づ
く
り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
、
多
様
な
立
場
や
考
え
の
方
が
暮
ら
す
地
域
に

お
い
て
、
住
民

の
想
い
を
引
き

出
し
、
紡
い
で

い
く
た
め
に
は

「
横
串
人
財
」

が
必
要
で
す
。

若
者
会
議
は
ま

さ
に
多
様
な
立

場
の
方
を
横
串

で
集
め
た
取
り

組
み
で
す
が
、

場
づ
く
り
の
中

で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ

は
、
そ
の
場
は
安
全
・
安
心
の
場
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
話

し
て
も
否
定
せ
ず
受
け
入
れ
る
と
い
う
環
境
づ
く
り
で

す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
自
由
な
発
想

が
生
ま
れ
、
個
人
や
１
団
体
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
実
現

さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
固
定
概
念
や
前
例
、
組
織
の

常
識
を
超
え
て
、
お
互
い
の
知
識
や
技
術
、
経
験
が
活
か

さ
れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
も
の
が
生
み
出
さ

れ
ま
す
。
若
者
会
議
を
通
じ
て
、
横
串
を
刺
す
こ
と
に
よ

る
可
能
性
の
広
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

◇

『
共
育
』
と
い
う
人
づ
く
り
を
実
践
す
る
奥
さ
ん
。

今
後
も
さ
ら
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
編
集
室

�

●　

中
村
咲
輝
（
青
森
県
六
ヶ
所
村
か
ら
出
向
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全
国
の
人
口
は
、
平
成
ùù
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
１
億
２
８

０
６
万
人
、
過
疎
地
域
の
人
口
は
１
１
３
６
万
人
で
、
過
疎
地
域

の
人
口
割
合
は
全
国
の
人
口
の
約
９
％
と
な
り
ま
す
。
国
土
の
面

積
は
全
国
が
úÿ
万
平
方
㌔
、
過
疎
地
域
の
面
積
は
ùù
万
平
方
㌔
で

す
の
で
、
面
積
の
割
合
で
は
約
６
割
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
み
ま
す
と
、
実
は
国
土
の
６
割
を
全
人
口
の
１
割
に
も

満
た
な
い
人
た
ち
が
守
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

養
父
市
も
過
疎
地
域
で
す
が
、
今
か
ら
ü÷
年
前
は
人
口
４
万
人

を
超
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
２
万
５
千
人
で
す
。
将
来
を
推
計
し

ま
す
と
、
２
０
６
０
年
に
は
１
万
人
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
農

家
に
つ
い
て
も
し
か
り
で
す
。担
い
手
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
て
、

そ
れ
は
耕
作
面
積
も
減
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ

ち
、
農
業
や
農
村
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
人
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
農
村
が
な

く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
私
た
ち
の
先
祖
が
脈
々
と
築
き
上
げ
て

き
た
生
活
や
文
化
そ
の
も
の
が
、
消
え
て
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ひ
い
て
は
そ
れ
が
日
本
の
食
料
、
国
土
保
全
、
伝
統
文
化

の
消
滅
の
危
機
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
数
々
の
施
策
で
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
国
主
導
で
は
地
方
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
地
方
自
身
が
考
え
、
思
い
切
っ
た
こ
と
を
進
め
な

い
と
、
全
国
画
一
化
の
施
策
は
、
地
方
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
は
か
な
り
の
覚
悟
を
も
っ
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
思
い
で
、
養
父
市
の
過
疎
、
人

口
減
少
対
策
に
力
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
養
父
市
の
地
方

創
生
を
ど
う
実
現
す
る
の
か
。
そ
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
国
家

戦
略
特
区
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

養
父
市
も
過
疎
化
や
高
齢
化
に
伴
い
、
農
家
の
担
い
手
が
減
少

し
、
そ
の
結
果
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
農
地
の

荒
廃
は
加
速
度
的
に
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
農
家
が
協
力
し
て
農

地
を
守
り
、
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
て
も
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
す
る
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
今
ま
さ
に
農
業
経

営
は
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
心
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
農

地
を
守
る
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
体
を
増
や
す
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

養
父
市
の
国
家
戦
略
特
区
で
は
ま
ず
、
農
地
の
流
動
化
を
促
進

し
、
か
つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
農
地
の
権
利
移
動
に
係
る
許

可
権
限
を
農
業
委
員
会
か
ら
市
長
に
移
管
さ
せ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
農
業
委
員
会
の
業
務
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
施
策
や
担
い
手
の
確
保
等
に
よ
り
地
域
の
農
業
振
興
に
注
力

で
き
る
な
ど
、
養
父
市
の
現
状
に
適
し
た
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
企
業
と
地
域
住

民
が
一
体
と
な
り
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
農

地
所
有
適
格
法
人
の
役
員
要
件
を
緩
和
し
企
業
の
農
業
参
入
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
農
地
所
有
適
格
化
法
人
以
外
の
法
人
に
よ
る
農
地
取
得
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
戦
後
の
日
本
を
支
え
て
き
た
農
業
シ

ス
テ
ム
の
大
革
命
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
で
は
４
社
が

農
地
を
取
得
し
、
地
域
の
信
頼
を
得
な
が
ら
農
業
生
産
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
は
農
業
の
改
革
特
区
と
い
う
こ
と
で
、
農
業
を
中
心
に
進
め

て
い
ま
す
が
、
国
家
戦
略
特
区
で
は
農
業
以
外
の
規
制
緩
和
に
つ

い
て
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
労
働
時
間
の
緩
和
や
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
拡
大
、

古
民
家
の
宿
泊
施
設
へ
の
再
生
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
実
現
し
て
き

ま
し
た
。
養
父
市
は
こ
れ
ま
で
も
人
口
減
少
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
制
度
や
仕
組
み
の
中
で
目
立
っ

た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
養
父
市
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
大
胆
に
現
状
を
打
破
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
養
父
市
は
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
挑
戦
し

続
け
、
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

養父市長 ੉　ӫ޿

೶ۀվֵ͔Βͷ஍ํ૑ੜ
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表
紙

柳
川
雛
祭
り

　さ
げ
も
ん
め
ぐ
り

（
福
岡
県
柳
川
市
）

柳
川
市
は
総
延
長
約
９
３
０
㌔
の
水
路
が
張
り
巡
ら

さ
れ
た
水
の
都
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
路
は
掘

割
と
呼
ば
れ
、
ど
ん
こ
舟
で
「
お
堀
め
ぐ
り
」
が
四
季

を
通
じ
て
楽
し
め
、
年
間
約
35
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
風
情
溢
れ
る
街
で
す
。

柳
川
で
は
江
戸
末
期
よ
り
女
の
子
が
生
ま
れ
る
と

「
さ
げ
も
ん
」
と
呼
ば
れ
る
、
つ
る
し
雛
を
贈
る
風
習

が
あ
り
ま
す
。
女
の
子
が
元
気
で
丈
夫
に
一
生
幸
せ
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
祖
母
、
母
親
、

親
戚
が
着
物
の
端
布
な
ど
を
利
用
し
て
様
々
な
縁
起
物

を
作
り
、
７
本
の
糸
に
７
個
ず
つ
と
中
央
に
２
個
の
ま

り
を
合
わ
せ
て
51
個
。
人
生
50
年
よ
り
も
長
生
き
で
き

る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
ま
す
。

「
柳
川
雛
祭
り
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」
は
、
さ
げ
も
ん

を
伝
承
し
続
け
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
２
月

11
日
〜
４
月
３
日
ま
で
の
期
間
中
は
観
光
施
設
、
飲
食

店
や
、
特
設
会
場
な
ど
で
沢
山
の
さ
げ
も
ん
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
水
上
パ
レ
ー
ド
」
で
は
稚
児
姿
の

女
児
た
ち
が
舟
に
乗
り
、
堀
沿
い
に
飾
ら
れ
た
さ
げ
も

ん
を
く
ぐ
り
、
柳
の
新
芽
が
芽
吹
く
春
の
柳
川
を
華
や

か
に
彩
り
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
柳
川
市
観
光
案
内
所

 

（
０
９
４
４
‐
７
４
‐
０
８
９
１
）

（
写
真
提
供
＝
柳
川
市
観
光
協
会
）
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 � 巻頭エッセー／ʮみ΍͖͟৽࣌୅ʯをங͘� 河野俊嗣（宮崎県知事）

  グラビア

ද� 手前みそですが… 【岩手県金ケ崎町】

特　集 平成29年度 ふるさとづくり大賞

̎̌̍ -̔ 3
平成29年度　ふるさとづくり大賞　２�
ɹɹɹɹɹ��最優秀賞にNPO法人石巻復興支援ネットワーク（宮城県石巻市）　―32の団体と個人の功績讃える―
最優秀賞（総理大臣賞）＜１団体＞　●NPO法人石巻復興支援ネットワーク【宮城県石巻市】　4

奨励賞（総務大臣賞）＜１名＞　●吉村静代氏【熊本県益城町】　5

  団体表彰（総務大臣賞）　●小樽サンモール一番街商店街振興組合【北海道小樽市】　6　●南部裂織保存会【青森県十和田市】　7　
●山形県立置賜農業高等学校「豆ガールズ」【山形県川西町】　8　●福島県漁業協同組合連合会【福島県いわき市】　9　●Y・Y・
NOWSON【千葉県四街道市】　10　●公益財団法人鼓童文化財団【新潟県佐渡市】　11　●福井大学住環境計画研究室【福井県
福井市】　12　●NPO法人のってこらい【三重県熊野市】　13　●「ぐるっと生瀬」運行協議会【兵庫県西宮市】　14　●川西
地区自主防災会【香川県丸亀市】　15　●NPO法人頴娃おこそ会【鹿児島県南九州市】　16

地方自治体表彰（総務大臣賞）　●岡山県真庭市　17　●島根県雲南市　18　●福岡県大木町　19

個人表彰（総務大臣賞）　●澤　功氏【東京都台東区】　20　●中嶋健造氏【高知県いの町】　21

【特集編では大賞・優秀賞ほか、全32表彰を全て紹介～特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】
●  団体表彰：NPO法人上士幌コンシェルジュ【北海道上士幌町】、NPO法人エコパル化女沼【宮城県大崎市】、上区自治

会【千葉県南房総市】、すみだ地域ブランド推進協議会【東京都墨田区】、専門学校職藝学院【富山県富山市】、NPO法
人奥矢作森林塾【岐阜県恵那市】、蒲生地区まちづくり協議会【滋賀県東近江市】、鹿ノ台自治連合会【奈良県生駒市】、
NPO法人みんなの集落研究所【岡山県岡山市】、まちづくりBeppin塾【愛媛県宇和島市】、阿蘇deスイーツめぐり実行
委員会【熊本県阿蘇市】、佳例川地区自治公民館【鹿児島県霧島市】
˔地方自治体表彰：京都府 南山城村
˔個人表彰：デービッド・アトキンソン氏【栃木県日光市】

レギュラーリポート

移住・定住・交流推進支援事業　愛知県東栄町
「私は東栄で暮らしたい」 大脇　聡

国内調査報告　兵庫県淡路市
廃校活用による新たな人の流れと関係人口の増加
地方創生へ―ウッドスタート宣言　群馬県上野村
村づくりの一端を担う木工業・木育事業 多胡英和
連携協定　秋田県由利本荘市・千葉県いすみ市・京都府福知山市
人材育成に関する連携協定を３市と締結
広報室だより
ドローンで空撮、ＹｏｕＴｕｂｅで情報発信

ηϯλʔ௨৴
地域づくりは人づくり
―若者会議を通じて― 「教える」のではなく

「共に育つ」人づくりは『共育』 奥　ちひろ

ट௕ͷ͍ࢥ
農業改革からの地方創生

広瀬　栄（養父市長）
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金ケ崎町

岩
手
県

229

金ケ崎町は岩手県内陸南部に位置し、
米作りを中心とした農業と、医薬品

や半導体、自動車といった産業が盛んなま
ちです。
お米はひとめぼれを生産し、食味ランキ
ングで毎年「特A」を受賞。平成29年か
らは岩手県最高級品種である「金色の風」
の生産も町内で始まっています。農作物は
お米以外にアスパラガスの生産にも力を入
れ、毎年6月に行われるアスパラ収穫祭で
は1日で1㌧以上のアスパラが販売されます。さらに、「農業まつり＆米の日」や
町独自のグルメイベント「オーワングランプリ」など食を通じた祭りで来訪者を
楽しませます。
産業では、県内最大規模の「岩手中部（金ケ崎）工業団地」が町内に立地し、
県内第1位の製造品出荷額を誇ります。
また、金ケ崎は歴史のまちとしての顔も持っています。世界遺産「平泉」の黄
金文化にゆかりのある国指定史跡「鳥海柵跡」、武家屋敷が立ち並ぶ国選定「城
内諏訪小路重要伝統的建造物群保存地区」、近代文化「旧陸軍省軍馬補充部六原
支部官舎」など町内を歩けば歴史を伝える遺跡や町並みにたくさん出会うことが
できます。

█侍屋敷大松沢家
「城内諏訪小路重要伝統的建造物群保存地区」にある江戸時代後期の建物。庭園内の屋
敷ではランチも楽しめる

食を楽しみ　歴史に出会うまち
金ケ崎

█岩手中部金ケ崎工業団地
東北有数の産業拠点として、医薬品、自動車、
半導体の3大産業が集結

█アスパラ収穫祭
アスパラ販売のほかアスパラ模擬せり体験、
アスパラダンスなどステージイベントが盛
りだくさん

█農業まつり＆米の日
どんぶりにご飯をどれだけ盛れるかを競う
「全日本てんこ盛り大会」などユニークなイ
ベントを開催

█鳥海柵跡
前九年合戦で安倍宗任が朝廷軍を迎え撃っ
た柵で平泉の黄金文化を築いた奥州藤原氏
にゆかりのある地

█
軍
馬
の
郷
六
原
資
料
館

国
登
録
有
形
文
化
財
。
明
治
時
代
、
旧
陸
軍
が
建

て
た
軍
人
の
官
舎
（
住
宅
）。
軍
隊
の
馬
を
育
て

た
軍
馬
補
充
部
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る

█ひとめぼれ、金色の風
食味ランキング「特A」を連続受賞し
ているひとめぼれ。平成 29年から販
売が開始された岩手県最高級品種であ
る金色の風も町内で作られている

33 2018・3月号 地域づくり 本編
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●最優秀賞（総理大臣賞）＜１団体＞
2　ＮＰＯ法人石巻復興支援ネットワーク【宮城県石巻市】

●奨励賞（総務大臣賞）＜１名＞
3　吉村静代氏【熊本県益城町】

●団体表彰（総務大臣賞）＜23団体＞
4　小樽サンモール一番街商店街振興組合【北海道小樽市】 5　ＮＰＯ法人上士幌コンシェルジュ【北海道上士幌町】
6　南部裂織保存会【青森県十和田市】 7　ＮＰＯ法人エコパル化女沼【宮城県大崎市】
8　山形県立置賜農業高等学校「豆ガールズ」【山形県川西町】 9　福島県漁業協同組合連合会【福島県いわき市】
10　Ｙ・Ｙ・ＮＯＷＳＯＮ【千葉県四街道市】 11　上区自治会【千葉県南房総市】
12　すみだ地域ブランド推進協議会【東京都墨田区】 13　公益財団法人鼓童文化財団【新潟県佐渡市】
14　専門学校職藝学院【富山県富山市】 15　福井大学住環境計画研究室【福井県福井市】
16　ＮＰＯ法人奥矢作森林塾【岐阜県恵那市】 17　ＮＰＯ法人のってこらい【三重県熊野市】
18　蒲生地区まちづくり協議会【滋賀県東近江市】 19　「ぐるっと生瀬」運行協議会【兵庫県西宮市】
20　鹿ノ台自治連合会【奈良県生駒市】 21　ＮＰＯ法人みんなの集落研究所【岡山県岡山市】
22　川西地区自主防災会【香川県丸亀市】 23　まちづくりＢｅｐｐｉｎ塾【愛媛県宇和島市】
24　阿蘇 deスイーツめぐり実行委員会【熊本県阿蘇市】 25　ＮＰＯ法人頴娃おこそ会【鹿児島県南九州市】
26　佳例川地区自治公民館【鹿児島県霧島市】

●地方自治体表彰（総務大臣賞）＜４団体＞
27　京都府南山城村　　28　岡山県真庭市　　29　島根県雲南市　　30　福岡県大木町

●個人表彰（総務大臣賞）＜３名＞
31　デービッド・アトキンソン氏【栃木県日光市】　　32　澤　功氏【東京都台東区】　　33　中嶋健造氏【高知県いの町】
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平成29年度　ふるさとづくり大賞
最優秀賞（内閣総理大臣賞）

ＮＰＯ法人 石巻復興支援ネットワーク【宮城県石巻市】

「いっしょにやっぺす！」

やっぺす石巻！の完成披露ライブ石巻復興節の完成発表 石巻復興節を住民みんなで踊っている様子

仮設住宅での内職作業会の様子子ども達がボランティアに感謝を伝えた１万本のミサンガ

サンファン石恋♡祭り

個
人
表
彰世

界
一
の
森
林
資
源
を
有
す
る
日

本
と
、
そ
れ
を
有
効
活
用
で
き
な
い

現
行
林
業

四
季
が
あ
り
、
雨
が
多
い
日
本
は
地
球

上
で
極
め
て
林
業
に
適
し
た
地
域
で
す
。

樹
木
が
育
つ
環
境
に
恵
ま
れ
、
針
葉
樹
で

は
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
、
広
葉
樹
で
は
ケ
ヤ
キ
・

ミ
ズ
ナ
ラ
・
ク
リ
等
と
他
国
が
羨
む
樹
種

が
豊
富
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
森
林
は
国
土
の
７
割
を
占
め
広
大
で

す
。
本
来
世
界
一
の
林
業
国
で
あ
る
べ
き

で
す
が
、
日
本
の
林
業
生
産
額
は
約

２
千
億
円
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
０
・
１
％
以
下
と

低
く
、
衰
退
産
業
の
代
名
詞
と
し
て
認
識

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

の
森
林
面
積
の
４
割
し
か
な
く
樹
種
も
貧

弱
な
ド
イ
ツ
の
生
産
額
は
、
日
本
の
約
10

倍
で
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
林
業
が
、
日

本
の
良
好
な
森
林
資
源
を
生
か
し
き
れ
な

い
誤
っ
た
方
法
を
続
け
て
き
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
質
量
豊
富

な
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
林
業
を
展

開
で
き
れ
ば
、
中
山
間
地
域
を
含
め
、
日

本
に
大
産
業
を
創
出
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。

現
行
林
業
の
問
題
点
と
、

そ
の
解
決
手
法

現
在
の
日
本
林
業
は
生
産
量
ば
か
り
追

い
求
め
、
大
規
模
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。請
負
の
伐
採
事
業
体
に
山
を
集
約（
山

林
所
有
者
は
全
面
委
託
）
さ
せ
、
50
年
生

程
度
で
皆
伐
し
、
大
規
模
化
を
実
現
さ
せ

よ
う
と
す
る
政
策
で
す
。
50
年
生
の
皆
伐

は
、
若
齢
林
で
Ｂ
材
以
下
の
木
材
生
産
が

主
と
な
り
、
年
を
経
て
Ａ
材
を
生
産
す
る

可
能
性
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
貧
弱
な
森
林

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
森
林
資

源
の
有
効
活
用
を
で
き
な
く
す
る
主
原
因

で
す
。

皆
伐
や
大
規
模
化
に
よ
る
荒
い
間
伐
施

業
は
土
砂
災
害
を
誘
発
し
、
森
林
劣
化
や

森
林
経
営
の
持
続
性
を
喪
失
さ
せ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
「
林
業
＝
伐
採
業
・
素
材
生
産

業
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
質
の
高
い

森
林
資
源
活
用
や
森
林
環
境
維
持
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
こ
の
現
状
に
問
題
意
識
を

持
ち
、
林
業
は
本
来
、
環
境
保
全
型
の
持

続
的
永
続
的
な
森
林
経
営
業
で
あ
り
、
質

の
高
い
資
源
活
用
を
目
指
す
と
い
う
原
点

に
回
帰
す
べ
き
で
、
こ
れ
こ
そ
林
業
の
王

道
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
の
具
体

的
手
法
と
し
て
自
伐
型
林
業
の
展
開
を
始

め
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

土
佐
の
森
・
救

援
隊
で
あ
り
、
全
国
組
織
が
自
伐
型
林
業

推
進
協
会
で
す
。

自
伐
型
林
業
へ
の
転
換
で
、
過
疎

地
域
の
就
業
拡
大
・
土
砂
災
害
の

減
災
・
持
続
可
能
な
森
林
へ

当
初
、
従
来
の
林
業
と
は
手
法
や
考
え

方
が
真
逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
理
解
が
広
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
方
創
生
を
深
く

考
え
る
自
治
体
や
地
域
住
民
、
地
方
へ
移

住
を
目
指
す
若
者
た
ち
が
共
感
し
、
全
国

で
千
人
以
上
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
自

伐
型
林
業
推
進
を
政
策
化
し
た
自
治
体
は

30
を
超
え
、
地
域
ベ
ー
ス
の
推
進
組
織
も

立
ち
上
が
り
活
発
な
活
動
を
始
め
て
い
ま

す
。
高
知
県
で
は
、
県
が
事
務
局
と
な
っ

て
高
知
県
小
規
模
林
業
推
進
協
議
会
が
立

ち
上
が
り
、
約
３
年
で
会
員
４
５
０
人
以

上
、
林
業
就
業
者
も
３
０
０
人
を
超
え
る

勢
い
で
す
。
１
自
治
体
で
50
人
を
超
え
る

就
業
者
を
創
出
す
る
市
町
村
も
出
て
き
ま

し
た
。
１
０
０
人
就
業
を
超
え
る
自
治
体

も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
最
終
的
に
は
林

業
で
50
万
人
、
関
連
産
業
含
め
１
０
０
万

人
の
就
業
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

真
の
プ
ロ
に
教
わ
り
低
投
資
で
、
素
人

か
ら
で
も
十
分
就
業
展
開
が
可
能
な
こ
と

も
あ
り
、
丁
寧
で
予
防
砂
防
・
予
防
治
山

に
な
る
環
境
保
全
型
の
レ
ベ
ル
の
高
い
多

間
伐
施
業
を
目
指
す
若
者
が
急
増
中
で

す
。参
入
希
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地域推進組織立ち上げ時の集合写真
（延岡市）

先行する若手に、習いたい若者が
集まってくる（智頭町）

こういう多間伐の森を目指して（4
回収入間伐を繰返した、90 年生で
ha あたり約千立方㍍のモデル自
伐林家の森）

高
知
県
い
の
町

森
林
資
源
を
持
続
的
に

有
効
活
用
す
る
自
伐
型
林
業
を
普
及

―
地
域
の
就
業
拡
大
と
減
災
に
直
結
す
る
林
業
へ
転
換
―

中
嶋

　健
造
氏

●

中
嶋

　健
造

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊
理
事
長
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࠷
༏
ल
৆私

の
故
郷

৘
ใ
も
分
அ
さ
れ
た
中
で
、
Ո
は
ਫ
に

ғ
ま
れ
、
発
災
か
ら
３
日
間
は
自
分
と
自

分
の
Ո
଒
を
क
る
こ
と
ͩ
け
で
ਫ਼
一
ഋ
で

し
た
。
よ
う
や
く
௕
ۺ
で
֎
を
า
け
る
よ

う
に
な
り
、
ࢠ
Ͳ
も
た
ち
と
共
に
ۙ
く
の

ආ
難
所
に
Ո
に
あ
っ
た
も
の
を
ӡ
ͼ
な
が

ら
、
৘
ใ
の
ऩ
集
を
始
め
ま
し
た
。

਒
災
લ
に

一
ॹ
に
活
動

し
て
い
た
༏

し
い
༑
人
知

人
が
໋
を
お

と
し
た
現
実

を
ड
け
入
れ

ら
れ
な
い
ま

ま
「
Կ
が
で

き
る
か
わ
か

ら
な
い
け
Ͳ
、
Կ
か
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」。
こ
れ
か
ら
Ͳ
ん
な
;
う
に
生
き

て
い
こ
う
か
ʁ
生
き
て
い
く
べ
き
な
の

か
ʁ
そ
の
手
が
か
り
を
୳
し
な
が
ら
こ
の

７
年
生
き
て
き
ま
し
た
。

支
援
す
る
側
さ
れ
る
側
と
い
う

隔
た
り
を
超
え
て

日
本
ࣾ
会
が
਺
年
ޙ
に
は
๊
え
る
で
あ

Ζ
う
ࣾ
会
՝
題
、「
গ
ࢠ
高
齢
、人
ޱ
ݮ
গ
」

が
਒
災
に
よ
っ
て
ͻ
と
଍
ૣ
く
や
っ
て
き

ま
し
た
。

生
か
さ
れ
た
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
な
に
が
あ
る
の
か
ʁ

自
問
自
౴
の
ຖ
日
の
中
で
、
世
界
中
か

ら
集
ま
っ
た
Ϙ
ラ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
の
方
ʑ
か
ら

௖
い
た
ࢧ
援
に
׳
れ
て
し
ま
い
、
ґ
ଘ
৺

を
ڧ
め
る
大
人
た
ち
を
ݟ
て
き
ま
し
た
。

ࢠ
Ͳ
も
た
ち
の
ݴ
動
や
ද
৘
か
ら
感
͡

る
ক
来
へ
の
ෆ
҆
を
、
あ
た
り
ま
え
に

あ
っ
た
฻
ら
し
を
自
ら
の
ྗ
で
創
り
ͩ
す

こ
と
が
で
き
る
人
ࡒ
を
育
੒
す
る
こ
と

で
、
解
ফ
し
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
始
め
ま

し
た
。

Ծ
ઃ
住
୐
の
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
ࢧ
援
活
動

の
中
か
ら
ฉ
こ
え
て
き
た
੠
に
എ
中
を
ԡ

さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ډ
৔
所
を

つ
く
り
、
࢓
事
を
つ
く
り
、
共
に
ֶ
ͼ
あ

う
৔
を
つ
く
り
、
ى
業
を
α
ϙ
ー
τ
し
஥

間
を
つ
な
͛
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
1ù
݄
に
、
਒
災
で
多
額
の

資
ۚ
が
投
入
さ
れ
る
中
「
最
大
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
最

適
化
を
目
指
す
べ
き
」。
̞
̞
̝
Ｏ
（̚
人

と
組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
ࡍ
ݚ
ڀ
所
）

の
代
ද
・
઒
๺
ल
人
ࢯ
か
ら
௖
い
た
お
ݴ

葉
に
ྭ
ま
さ
れ
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

ਙ
大
な
ඃ
害
が
あ
っ
た
ੴ
ר
ͩ
け
Ͳ
、

い
つ
ま
で
も
「
な
い
」
を
ݟ
つ
け
て
୰
き

つ
ͮ
け
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
は
、
そ

れ
ͧ
れ
に
झ
味
や
ಛ
ٕ
を
も
っ
て
い
て
地

域
に
ߩ
ݙ
し
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
る
方
ʑ
も

た
く
さ
ん
い
る
。
そ
う
い
う
方
ʑ
を
৮
ഔ

に
、「
Φ
ϯ
ύ
ク
手
法
（
地
域
資
源
を
発

۷
し
て
地
域
の
෇
Ճ
Ձ
஋
を
高
め
る
手

法
）」
を
ヒ
ϯ
τ
に
、
ੴ
ר
を
Ѫ
す
る
人

た
ち
と
、
਒
災
を
ػ
に
ੴ
ר
に
࿀
し
て
く

れ
た
方
ʑ
を
つ
な
͛
る
こ
と
で
、
ࢧ
援
す

る
ଆ
、
さ
れ
る
ଆ
と
い
う
ִ
た
り
を
超
え

て
「
い
っ
し
ょ
に
や
っ
΃
す
ʂ
」
と
い
う

関
܎
性
を
࡞
っ
て
き
ま
し
た
。
ޓ
い
の
૝

い
が
自
વ
に
ॏ
な
り
߹
う
こ
と
で
、「
自

分
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」
と
੠
に

出
し
て
く
ͩ
さ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

活
動
を
௨
し
て
、
そ
れ
ま
で
ଘ
在
し
な

か
っ
た
こ
と
が
、
地
域
に
生
ま
れ
る
と
い

う
ॠ
間
を
Կ
度
も
経
ݧ
し
て
き
ま
し
た
。

「
や
っ
ぺ
す
の
輪
」

こ
の
世
に
生
を
ड
け
、
一
度
ݶ
り
の
人

生
を
自
分
の
ྗ
で
Ͳ
う
創
っ
て
い
く
か

は
、人
生
の
大
き
な
ς
ー
Ϛ
の
一
つ
で
す
。

自
分
を
活
か
し
て
、
人
や
地
域
や
ࣾ
会

に
໾
立
つ
࢓
事
が
し
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
る

人
は
多
い
。
い
つ
か
そ
ん
な
࢓
事
が
し
た

い
と
ࢥ
っ
て
い
て
も
、
た
ͩ
待
っ
て
い
て

は
、
い
つ
か
は
ઈ
ର
に
や
っ
て
こ
な
い
。 

ち
Ỵ
ん
と
੠
に
出
す
こ
と
。
そ
し
て
、
小

さ
く
て
も
い
い
か
ら
ߦ
動
を
ى
こ
し
て
、

自
分
の
い
る
環
境
を
ม
え
る
こ
と
。 

ち
ょ
っ
と
し
た
Ξ
ク
γ
ἀ
ϯ
が
গ
し
ͣ
つ

地
域
を
ม
え
、
ֶ
Ϳ
こ
と
に
こ
ͩ
わ
る
こ

と
で
、
్
੾
れ
る
こ
と
の
な
い
஥
間
が
で

き
ま
す
。

今
ޙ
も
೰
Έ
を
共
有
し
た
り
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
ߦ
動
に
༐
ؾ
を
も
ら
い
な

が
ら
、
地
域
と
つ
な
が
る
࢓
事
を
し
て
い

き
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
༷
ʑ
な
活
動
を
し
て
き
た
人

も
、
こ
れ
か
ら
な
に
か
や
っ
て
Έ
た
い
と

い
う
人
も
、
ੋ
ඇ
ࢲ
た
ち
と
共
に
「
や
っ

΃
す
の
ྠ
」
に
Ճ
わ
っ
て
く
ͩ
さ
い
ʂ

き
っ
と
Έ
な
さ
ん
も
ੴ
ר
で
ֶ
ͼ
あ
う
こ

と
で
、
自
分
の
฻
ら
す
地
域
を
ม
え
る
こ

と
の
で
き
る
人
ࡒ
に
な
れ
る
と
ࢥ
い
ま
す
。

ٶ
৓
県
ੴ
ר
ࢢ

਒
災
෮
ڵ
ỏủ
͍
ỳ
͠
Ỷ
に
΍
ỳ
΃
す
ʂ
Ứ

―
ੴ
ר
を
Ѫ
す
る
ਓ
と
ỏ
਒
災
を
ػ
に

 
࿀
͠
ͯ
͘
Ε
ͨ
ਓ
を
ͭ
ͳ
͛
る
―

̣
̥
̤
๏
ਓ
ੴ
ר
෮
ڵ
ࢧ
ԉ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

●

݉
　ࢠ

Ղ
ܙ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事

਒ࡂલのੴר
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঑
ྭ
৆

ӹ
৓
町
は
۽
本
市
の
౦
෦
に
Ґ
ஔ
し
۽

本
市
の
ベ
ỽ
τ
λ
΢
ϯ
と
し
て
人
ޱ
３
・

４
万
人
の
ۭ
ߓ
の
あ
る
町
で
す
。

ฏ
੒
４
年
に
地
域
ͮ
く
り
Ϙ
ラ
ϯ
ς
ỹ

Ξ
ஂ
体
「
ӹ
৓
ま
ち
お
こ
し
क़
」
を
݁
੒

し
た
き
っ
か
け
は
、
৽
چ
住
民
の
地
域
ί

ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
の
希
ബ
化
、
住
Έ
続
け
た
い

と
ࢥ
う
;
る
さ
と
、
;
る
さ
と
࠶
発
ݟ
と

し
て
自
分
た
ち
で
গ
し
で
も
活
動
で
き
れ

ば
、
と
の
ࢥ
い
か
ら
で
し
た
。

「
ඒ
化
」「
人
材
育
੒
」「
఻
౷
จ
化
఻
ঝ
」

「
ަ
ྲྀ
」の
４
つ
を
活
動
の
ப
と
し
て
、「
ӹ

৓
ͩ
い
す
き
大
࡞
ઓ
」
と
໏
ଧ
っ
て
、
ߦ

政
を
あ
ま
り
པ
ら
ͣ
、「
自
分
の
こ
と
」

と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

こ
れ
ま
で
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。

˓
਎
ۙ
な
઒
か
ら
ࢠ
Ͳ
も
た
ち
の
স
い
੠

が
ฉ
こ
え
る
よ
う
に
と
い
う
「
４
݄
ùĀ
日

は
Έ
ん
な
で
ळ
௡
઒
の
大
૟
আ
ˍ
Ֆ
い
っ

ͺ
い
」
を
ฏ
੒
７
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

当
初
の
参
Ճ
者
は
１
５
０
人
。
そ
れ
が
、

ฏ
੒
ùþ
年
に
は
１
５
０
０
人
と
な
り
、
市

民
ݖ
を
ಘ
た
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

˓
఻
౷
の
味
と
し
て
、
ݹ
く
か
ら
初
市
の

࣌
に
֤
Ո
ఉ
の
味
と
し
て
ৼ
෣
わ
れ
て
き

た
「
市
ͩ
͝
」。
こ
の
市
ͩ
͝
ͮ
く
り
体

ݧ
ί
ー
ナ
ー
を
開
࠵
。

˓
木
山
ਆ
ٶ
に
఻
わ
る
「
木
山
ං
ޙ
ਆ

ָ
」。
こ
れ
を
ܧ
ঝ
す
る
क़
生
を
育
て
た

り
、
ቭ
ঁ
ਆ
ָ
も
஀
生
さ
せ
ま
し
た
。
現

在
、こ
Ͳ
も
ୡ
も
ਆ
ָ
を
෣
っ
て
い
ま
す
。

ί
ミ
ỿ
χ
ケ
ー
γ
ἀ
ϯ
を
ਤ
る
た
め
の

い
Ζ
い
Ζ
な
イ
ベ
ϯ
τ
な
Ͳ
を
ا
ը
す
る

中
で
、「
出
る
ߌ
は
ଧ
た
れ
る
、
ଧ
た
れ

す
͗
た
ߌ
は
ൈ
く
こ
と
が
出
来
な
い
」
と

஥
間
た
ち
と
ݴ
い
な
が
ら
の
活
動
で
も
あ

り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
〜
主
役
は
わ
た
し
た
ち
、

明
る
く
楽
し
い
避
難
所
へ

そ
し
て
、
ฏ
੒
ùÿ
年
４
݄
1û
日
、
や
っ

と
「
ळ
௡
઒
大
૟
আ
ˍ
Ֆ
い
っ
ͺ
い
」
の

ஈ
औ
り
が
終
わ
り
、
΄
っ
と
一
ଉ
つ
い
た

そ
の
日
、「
۽
本
地
਒
発
災
」
で
਒
度
７
、

そ
し
て
、
༨
਒
の
中
の
1ý
日
に
ೋ
度
目
の

਒
度
７
。ɹ

զ
が
Ո
は
全
յ
。
༨
਒
の
中
、

し
か
た
な
く
ආ
難
所
へ
޲
か
っ
た
。
࣍
か

ら
࣍
へ
と
ඃ
災
者
が
増
え
て
く
る
。
体
育

ؗ
の
中
が
૽
વ
と
し
て
い
く
。
༨
਒
が
続

く
ة
ݥ
を
感
͡
る
。
ඃ
災
２
日
目
に
ආ
難

所
に
ආ
難
௨
࿏
と
ඇ
ৗ
ޱ
の
ઃ
ஔ
協
ྗ
を

ඃ
災
者
に
お
ئ
い
す
る
。
௕
Ҿ
く
で
あ
Ζ

う
ආ
難
所
生
活
。
҉
く
ऐ
し
い
ආ
難
所
に

は
住
Έ
た
く
な
い
。
ආ
難
所
の
環
境
վ
ળ

を
進
め
て
い
っ
た
。
知
ら
な
い
人
に
も
఍

߅
な
く
੠
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
地
域
ͮ
く
り
で
ഓ
っ
た
そ
の
も
の

ͩ
っ
た
。
そ
し
て
、
地
域
ͮ
く

り
の
஥
間
た
ち
が
一
本
の
ి
࿩

で
ආ
難
所
の
ਬ
き
出
し
ࢧ
援
に

入
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
ܨ
い
で

く
れ
た
こ
と
、
Ͳ
れ
ͩ
け
৺
ৎ

෉
ͩ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ඇ

日
ৗ
か
ら
日
ৗ
に
໭
る
動
き
を

す
る
中
で
、
إ
ݟ
知
り
で
な

か
っ
た
ඃ
災
者
ಉ
࢜
が
自
分
の

境
۰
を
ޠ
り
߹
う
こ
と
に
よ
り
、
௧
Έ
の

共
有
を
し
ڧ、
い
ឺ
で
݁
ば
れ
て
い
っ
た
。

ߦ
政
や
Ϙ
ラ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
に
པ
る
ͩ
け
で

な
く
、
໾
割
分
୲
も
な
く
「
で
き
る
人
が
、

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
た
し
こ
（
で
き
た

分
ͩ
け
）」
を
߹
ݴ
葉
に
自
主
ӡ
営
へ
と
γ

ϑ
τ
し
た
。
ࢠ
Ͳ
も
た
ち
も
し
っ
か
り
と

ආ
難
所
の
一
員
と
し
て
活
༂
し
て
く
れ
た
。

２
０
０
人
の
大
Ո
଒
の
஀
生
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
਒
を
体
ݧ
し
、
全
国
に
い
る
地
域
ͮ

く
り
の
஥
間
に
感
ँ
で
す
。

ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
の
大
੾
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
ܗ
੒
は
Ͳ
こ

で
も
、
ͩ
れ
に
で
も
で
き
ま
す
。
自
分
の
こ

と
と
し
て
ड
け
ࢭ
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
。

現
在
、
ආ
難
所
か
ら
Ծ
ઃ
住
୐
へ
と
ί

ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
を
ܨ
͗
、
今
度
は
自
立
࠶
ݐ

や
෮
ڵ
災
害
住
୐
へ
と
ܨ
͙
た
め
の
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
;
る
さ
と
෮
ڵ
た
め
に

Έ
ん
な
で
ָ
し
い
ま
ち
ͮ
く
り
を
や
っ
て

い
き
ま
す
。

۽
ຊ
県
ӹ
৓
町

ủ
Ͱ
͖
る
ਓ
͕
ỏ
Ͱ
͖
る
͜
と
を
ỏ

 

Ͱ
͖
ͨ
͠
͜
Ứ

―
ॅ
Έ
続
͚
ͨ
͍
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
Ͱ
;
る
͞
と
෮
ڵ
―

٢
ଜ　

੩
୅
氏

●

٢
ଜ　

੩
୅

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

益
城
だ
い
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
き
ま
ま
に

代
表
理
事

ΈΜͳが集͑る৔ॴͱしてͻΖ͹を੔උ

ቭঁਆָの૑࡞
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ஂ
ମ
表
彰๺

ւ
道
小
୬
市
の
中
৺
市
֗
地
に
あ
る

α
ϯ
Ϟ
ー
ル
一
൪
֗
঎
ళ
֗
の
ย
۱
に
、

１
୆
の
Ξ
ỽ
プ
ラ
イ
τ
ϐ
Ξ
ノ
が
ஔ
か
れ

た
の
は
、
ฏ
੒
ùþ
年
Ն
の
こ
と
。
き
っ
か

け
は
、
঎
ళ
֗
に
面
し
た
小
さ
な
ҿ
Έ
԰

֗
「
お
た
る
԰
୆
村
レ
ϯ
Ψ
ԣ
丁
」
に
あ

る
ࢲ
が
営
む
立
ち
ҿ
Έ
ό
ー
「
Χ
ϑ
ỻ 

μ
イ
χ
ϯ
ά 

レ
ϯ
Ψ 

̬
」
で
、
δ
Ỿ
ズ

ϐ
Ξ
χ
ス
τ
の
໺
੉
ӫ
進
さ
ん
を
ғ
ん
ͩ

Կ
ؾ
な
い
や
り
औ
り
で
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
酔
っ
た
勢
い

小
୬
出
਎
で
χ
ỿ
ー
Ϥ
ー
ク
を
ڌ
点
に

活
動
す
る
໺
੉
さ
ん
は
以
લ
か
ら
、
帰
ڷ

す
る
と
よ
く
ԣ
丁
に
إ
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
໷
、
Ԥ
ถ
の
֗
֯
で
ݟ
か
け

る
「
ス
τ
リ
ー
τ
ϐ
Ξ
ノ
（
̨
Ｐ
）」
が

࿩
題
と
な
り
、
໺
੉
さ
ん
か
ら
「
う
ち
の

ϐ
Ξ
ノ
を
ԣ
丁
に
持
っ
て
こ
よ
う
か
」
と

い
う
Ξ
イ
σ
Ξ
が
ඈ
ͼ
出
し
ま
し
た
。
̨

Ｐ
と
は
、
֤
Ո
ఉ
な
Ͳ
で
࢖
わ
れ
な
く

な
っ
た
ݹ
い
ϐ
Ξ
ノ
を
԰
֎
に
ৗ
ઃ
し
、

に
͗
わ
い
ͮ
く
り
に
໾
立
て
る
も
の
で

す
。໺

੉
さ
ん
の
ఏ
Ҋ
に
、
ਲ
っ
た
勢
い
も

手
఻
っ
て
ళ
಺
は
大
い
に
੝
り
上
が
り
、

ૣ
଎
、
঎
ళ
֗
の
װ
෦
と
૬
ஊ
。
組
߹
と

し
て
ϐ
Ξ
ノ
を
Ҿ
き
ड
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ฏ
੒
ùþ
年
̔
݄
1Ā
日
、
໺
੉
さ
ん

自
ら
ϐ
Ξ
ノ
の
お
൸
࿐
目
を
݉
Ͷ
た
ه
೦

η
ỽ
γ
ἀ
ϯ
を
開
࠵
。
ৗ
連
٬
は
も
ち
Ζ

ん
௨
ߦ
人
も
଍
を
ࢭ
め
、
৺
地
よ
い
δ
Ỿ

ズ
の
ௐ
べ
を
ָ
し
Έ
ま
し
た
。

小
୬
の
ౙ
は
ණ
点
下
10
度
を
下
回
る
こ

と
も
௝
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
෩
ઇ
を
経
て

ೋ
代
目
に
代
ସ
わ
り
し
ま
し
た
が
、
ϐ
Ξ

ノ
が
஄
け
る
ਖ਼
ޕ
ա
͗
か
ら
ޕ
ޙ
10
࣌
ࠒ

ま
で
の
間
、
市
民
や
؍
ޫ
٬
ͩ
け
で
な
く

ࡳ
ຈ
か
ら
η
ミ
プ
ロ
ڃ
の
ৗ
連
も
௨
う
な

Ͳ
、認
知
度
は
高
ま
り
ま
し
た
。
ౙ
৔
は
、

χ
η
ί
を
๚
れ
た
߽
भ
人
ス
キ
ー
٬
ら
が

௕
ظ
଺
在
の
߹
間
に
小
୬
に
଍
を
Ԇ
ば

し
、
ԣ
丁
で
ԋ
૗
に
ڵ
͡
る
࢟
も
௝
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。Ԥ
ถ
の
֗
֯
に
劣
ら
な
い
、

೐
わ
い
の
෩
ܠ
が
あ
り
ま
す
。

全
国
に
広
が
る
ピ
ア
ノ
の
輪

ޙ
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
国
಺
で
は

౦
日
本
大
਒
災
௚
લ
の
ฏ
੒
ù3
年
２
݄
、

̟
̧
ࣛ
ࣇ
ౡ
中
ԝ
Ӻ
そ
ば
の
一
൪
֗
঎
ళ

֗
に
、
ま
ち
お
こ
し
ஂ
体
「
ࣛ
ࣇ
ౡ
ま
ち

自
ຫ
շ
発
考
ࣷ
」
が
ϐ
Ξ
ノ
を
ಋ
入
し
た

ྫ
が
あ
り
ま
し
た
。շ
発
考
ࣷ
は
そ
の
ޙ
、

۝
भ
を
中
৺
に
̨
Ｐ
ઃ
ஔ
を
進
め
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
当
࣌
、
全
国
に
10
਺
୆
で

し
た
。ԣ
丁
に
ϐ
Ξ
ノ
が
来
て
３
Χ
݄
ޙ
、

ࣛ
ࣇ
ౡ
か
ら
շ
発
考
ࣷ
の
関
܎
者
が
๚
Ͷ

て
き
ま
し
た
。

൴
ら
は
大
਒
災
の
ཌ
年
か
ら
地
਒
発
生

の
３
݄
11
日
ޕ
ޙ
２
࣌
ûý
分
に
߹
わ
せ
、

֤
地
の
̨
Ｐ
が
連
ܞ
し
て
追
ౣ
ί
ϯ
α
ー

τ
を
開
く
活
動
に
औ
り
組
ん
で
お
り
、「
来

年
３
݄
、
小
୬
も
ԋ
૗
の
ྠ
に
Ճ
わ
っ
て

΄
し
い
」と
ཁ
請
に
来
た
の
で
し
た
。զ
ʑ

は
շ
୚
し
、
小
୬
で
ϐ
Ξ
ノ
を
教
え
る
ク

ラ
ỽ
γ
ỽ
ク
૗
者
ࡾ
Ӝ
໌
ࢠ
さ
ん
に
当
日

の
ԋ
૗
を
託
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３
・
11
を
߇
え
た
ࡾ
Ӝ
さ
ん
は
、「
ඃ

災
地
の
現
状
を
知
ら
な
い
と
、
ԋ
૗
に
ࠢ

を
ࠐ
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
ฏ
੒
ùÿ
年
２

݄
、
Ի
ָ
஥
間
と
ؠ
手
県
ז
ੴ
市
の
Ծ
ઃ

住
୐
を
๚
れ
、ඃ
災
者
ら
と
ަ
ྲྀ
。
以
߱
、

ùĀ
年
11
݄
ま
で
に
ܭ
３
回
、
ඃ
災
地
で
Ի

ָ
を
௨
͡
た
ަ
ྲྀ
が
続
い
て
い
ま
す
。

զ
ʑ
は
、
ࡾ
Ӝ
さ
ん
た
ち
の
活
動
を
ࢧ

え
よ
う
と
৽
た
に
、
ԣ
丁
に
出
入
り
す
る

市
民
有
ࢤ
で
೚
意
ஂ
体
「
ཱྀ
す
る
ϐ
Ξ
ノ 

プ
ロ
δ
ỻ
ク
τ
」
を
݁
੒
し
ま
し
た
。
ϝ

ϯ
ό
ー
は
ۙ
い
ক
来
、
ඃ
災
地
と
の
ަ
ྲྀ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ԣ
丁
の
ϐ
Ξ
ノ
を

τ
ラ
ỽ
ク
に
積
ん
で
౦
๺
を
๚
れ
、
小
さ

な
集
མ
を
ཱྀ
し
な
が
ら
ߦ
く
ઌ
ʑ
の
֗
֯

に
Ի
ָ
と
স
إ
を
ಧ
け
る
ເ
を
ඳ
い
て
い

ま
す
。
ஂ
体
名
に
は
զ
ʑ
の
ࢥ
い
が
ࠐ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
は
「
ス
ト
リ
ー
ト

ピ
ア
ノ
の
街
」
小
樽
へ

今
、
զ
ʑ
は
小
୬
市
಺
の
他
の
৔
所
に

も
ϐ
Ξ
ノ
を
ઃ
ஔ
す
べ
く
、
関
܎
ػ
関
と

ௐ
੔
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
つ
か
小
୬
が

「
ス
τ
リ
ー
τ
ϐ
Ξ
ノ
の
֗
」
と
し
て
世

界
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
΄

Ͳ
素
੖
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
最
ۙ
、
̨
Ｐ
ϑ
Ỹ
ϯ
の
ࡳ
ຈ
の
༑
人

か
ら
「
ࡳ
ຈ
に
も
ϐ
Ξ
ノ
を
ஔ
い
て
、
に

͗
わ
い
࡞
り
に
つ
な
͛
た
い
」
と
૬
ஊ
を

ड
け
る
な
Ͳ
、
৽
た
な
動
き
も
広
が
り
始

め
て
い
ま
す
。

๺
ւ
ಓ
খ
୬
ࢢ

ε
τ
Ϧ
ồ
τ
ϐ
Ξ
ϊ
Ͱ
·
ͪ
の
に
͗
Θ
͍
ͮ
͘
Γ

―
খ
୬
͔
Β
શ
ࠃ
に
޿
͕
る
―

খ
୬
α
ϯ
Ϟ
ồ
ϧ
Ұ
൪
֗
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
૊
߹

●

ߥ
ᖒ　

೭
ത

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
長

౦೔ຊେ਒ࡂετϦʔτϐΞϊ
でͭͳ͙فりのϋʔモχʔ
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ஂ
ମ
表
彰上

࢜
ຈ
町
は
๺
ւ
道
十
উ
؅
಺
๺
෦
に

Ґ
ஔ
し
、
町
の
約
þý
％
が
山
林
に
お
お
わ

れ
た
ാ
࡞
と
ཙ
೶
が
中
৺
の
町
で
あ
る
。

今
、
ա
ૄ
化
が
՝
題
と
な
っ
て
い
た
上
࢜

ຈ
町
の
人
ޱ
が
増
Ճ
し
て
い
る
。
ཁ
因
と

し
て
、
೶
業
の
大
規
模
化
に
よ
る
ޏ
用
増

大
や
移
住
ఆ
住
ଅ
進
の
औ
り
組
Έ
が
考
え

ら
れ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
࢜
ຈ
ί
ϯ
γ
ỻ
ル
δ
ỿ

（
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」）
は
、
ฏ
੒
ùù
年
̒
݄
に

ઃ
立
し
た
。
町
が
中
৺
と
な
り
ฏ
੒
1þ
年

度
か
ら
ա
ૄ
問
題
に
立
ち
޲
か
う
べ
く
生

活
体
ݧ
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、

よ
Ζ
ͣ
૬
ஊ
が
出
来
る
૯
߹
૭
ޱ
が
՝
題

と
な
り
、
׭
民
連
ܞ
で
移
住
ଅ
進
活
動
を

ਤ
る
た
め
、
町
಺
֎
の
有
ࢤ
に
よ
り
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
஀
生
し
た
。
ฏ
੒
ù3
年
４
݄
よ
り「
か

Έ
し
΄
Ζ
৘
ใ
ؗ
」
施
ઃ
で
始
ま
っ
た
業

務
は
、
今
年
で
７
年
目
を
ܴ
え
て
い
る
。

本
औ
り
組
Έ
は
、
移
住
者
や
生
活
体
ݧ

者
、
地
ݩ
町
民
な
Ͳ
の
ί
ミ
ỿ
χ
ケ
ー

γ
ἀ
ϯ
の
Ս
け
ڮ
と
な
る
こ
と
を
意
識
し

た
活
動
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
町
か
ら
ز
つ
か
の
委
託
事

業
を
ड
け
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
移
住
ఆ

住
ଅ
進
事
業
ͩ
。
事
業
の
目
的
は
、
上
࢜

ຈ
へ
の
移
住
や
ೋ
地
域
ډ
住
ͩ
が
、「
来

て
く
ͩ
さ
い
」
で
は
な
く
「
બ
ば
れ
る
町

に
な
る
こ
と
」
を
意
識
し
た
ର
Ԡ
を
৺
が

け
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
ઌ
ഐ
移
住
者
と

の
ί
ミ
ỿ
χ
ケ
ー
γ
ἀ
ϯ
を
ܽ
か
さ
な

い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
生
活
体
ݧ
者
や
移

住
希
望
者
を
ઌ
ഐ
移
住
者
に
ܨ
͙
。
ޓ
い

に
出
会
う
こ
と
で
、「
知
ら
な
い
町
」が「
গ

し
知
っ
て
い
る
町
」
に
な
っ
て
い
く
。
ฉ

き
た
い
こ
と
を
ฉ
け
る
৔
所
が
あ
ち
こ
ち

に
උ
わ
っ
て
く
る
の
ͩ
。

移
住
へ
の
大
き
な
ཁ
因
と
な
っ
て
い
る

の
が
、ຖ
݄
開
࠵
さ
れ
て
い
る
「
஀
生
会
」

と
い
う
名
の
「
༦
৯
持
ち
د
り
の
会
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
༷
ʑ
な
৘
ใ
ަ
׵
が
ߦ
わ

れ
、
移
住
へ
の
ෆ
҆
は
΄
と
ん
Ͳ
解
ফ
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
自
分
も
上
࢜
ຈ
に
住
ん

で
Έ
た
い
と
ࢥ
う
よ
う
に
な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
、
そ
の
ަ
ྲྀ
を
ཪ
方
と
し
て
α
ϙ
ー
τ

し
て
い
る
。

取
り
組
み
の
特
徴

औ
り
組
Έ
の
最
大
の
ಛ
௃
は
、
上
࢜
ຈ

町
へ
の
「
移
住
が
ΰ
ー
ル
で
は
な
い
」
と

い
う
意
識
。「
移
住
」
は
「
永
住
」
と
は

ݶ
ら
な
い
。
ͩ
か
ら
こ
そ
、
上
࢜
ຈ
町
で

活
ྗ
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
は
も
ち
Ζ

ん
、
町
民
に
な
っ
た
こ
と
を
ت
べ
る
よ
う

ئ
い
、
そ
の
α
ϙ
ー
τ
は
Կ
か
を
୳
る
。

さ
ら
に
、
地
ݩ
町
民
と
移
住
者
と
の
ܨ
͗

方
を
考
え
る
。
住
む
人
が
ָ
し
く
な
け
れ

ば
、
֎
に
発
৴
で
き
る
も
の
は
な
い
と
考

え
て
い
る
か
ら
ͩ
。

移
住
ఆ
住
ଅ
進
の
一
環
と
し
て
、
生
活

体
ݧ
者
の
੠
を
集
め
た
࡭
ࢠ
ứ
̫
̾
̸
̲

̴
50
Ừ
の
発
ߦ
や

町
で
の
生
活
を
঺

հ
し
た
Ｄ
̫
Ｄ
、

上
࢜
ຈ
町
の
お
も

て
な
し
Ϛ
ỽ
プ
な

Ͳ
の
੡
࡞
を
ಠ
自

に
ߦ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
町
֎

の
プ
ロ
Ϟ
ー
γ
ἀ

ϯ
活
動
は
も
と
よ

り
、
町
಺
で
の
؍
ޫ
Ҋ
಺
業
務
や
෺
ൢ
事

業
に
も
ର
Ԡ
し
て
お
り
、
町
民
や
来
๚
者

も
活
用
し
て
い
る
。

活
動
の
ڌ
点
と
な
る
「
か
Έ
し
΄
Ζ
৘

ใ
ؗ
」
は
、
町
民
や
移
住
者
、
ཱྀ
ߦ
者
な

Ͳ
༷
ʑ
な
人
た
ち
と
の
ަ
ྲྀ
の
৔
と
な
り

一
໾
を
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
出
会
い
、

知
り
߹
う
こ
と
で
移
住
に
ܨ
が
る
こ
と
も

あ
る
。
知
り
߹
い
の
い
な
い
移
住
者
が
๚

Ͷ
て
き
て
広
が
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い

う
出
会
い
の
積
Έ
ॏ
Ͷ
を
体
ݧ
し
、
最
ޙ

は
「
人
の
ܨ
が
り
」
と
֬
৴
し
て
い
る
。

今
後
思
う
こ
と

町
民
は
も
ち
Ζ
ん
、
移
住
者
も
こ
の
町

で
良
か
っ
た
と
ࢥ
え
る
「
や
り
が
い
」「
生

き
が
い
」「
฻
ら
し
が
い
」
を
ݟ
い
ͩ
せ
る

औ
り
組
Έ
、
そ
の
Ս
け
ڮ
と
は
Ͳ
の
よ
う

な
も
の
か
を
今
ޙ
も
模
ࡧ
し
ఏ
ڙ
し
て
い

き
た
い
。
ࢠ
Ͳ
も
ୡ
が
町
か
ら
཭
れ
て
も
、

໭
り
た
く
な
る
し
か
け
を
୳
る
こ
と
も
。

そ
れ
ら
が
、町
と
連
ܞ
し
て
推
進
す
る
「
生

֔
活
༂
の
ま
ち
」
で
あ
る
と
৴
͡
て
。

๺
ւ
ಓ
্
࢜
ຈ
町

ਓ
と
ਓ
ỏ
地
域
を
ͭ
ͳ
͙
Ҋ
಺
ਓ

―
׭
ຽ
࿈
ܞ
Ͱ
Ҡ
ॅ
ଅ
ਐ
活
ಈ
―

̣
̥
̤
๏
ਓ
্
࢜
ຈ
ί
ϯ
γ
ỻ
ϧ
δ
ỿ

●

ా
੢　

௕
ಙ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
士
幌
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
代
表
理
事

ָָ市（ϑϦʔϚʔέοτ）

஀生ձ（༦৯࣋ちدりのձ）

͔Έし΄Ζ৘ใؗ
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෦
྾
織
保
ଘ
会
（
以
下
「
保
ଘ
会
」）

は
、
ߐ
ށ
・
ൡ
政
࣌
代
か
ら
੨
森
県
ೆ
෦

地
方
に
「
ঁ
の
手
࢓
事
」
と
し
て
、
ड
け

ܧ
が
れ
て
き
た
ೆ
෦
྾
織
を
ޙ
世
に
保

ଘ
・
఻
ঝ
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
ত
࿨

50
年
に
発
଍
し
ま
し
た
。

ೆ
෦
྾
織
は
、経㆟

ㆦ

ㆂࢳ
ㆨ

に
໖
の
ࢳ
を
ு
り
、

Ң㇈
㆓

ㆂࢳ
ㆨ

に
໾
割
を
終
え
た
ݹ
෍
を
྾
い
て
、

地㆘

ㆰػ
㆟

で
織
る
೶
Ո
の
自
څ
自
଍
の
生
活
か

ら
生
ま
れ
た
リ
α
イ
ク
ル
織
෺
で
す
。

ઓ
ޙ
、
฻
ら
し
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ

て
ഇ
れ
て
い
き
、
఻
ঝ
が
ة
Ϳ
ま
れ
る
状

گ
ͩ
っ
た
の
で
、
保
ଘ
会
で
は
ઌ
人
か
ら

ֶ
ん
ͩ
「
手
ٕ
」
を
会
員
か
ら
会
員
へ
఻

え
て
い
く
と
共
に
民
Ո
に
ଧ
ち
ࣺ
て
ら
れ

て
い
た
地
ػ
を
ऩ
集
し
保
全
す
る
と
い
っ

た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
݁
Ռ
、
現
在
で
は
約
２
０
０
人
も

の
会
員
が
保
ଘ
会
に
在
੶
し
、
手
ٕ
の
ݚ

ᮎ
と
ޙ
進
の
育
੒
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
ػ
に
つ
い
て
も
ൡ
政
࣌
代
の
も

の
も
含
め
、
þ0
୆
が
ڌ
点
で
あ
る
道
の
Ӻ

と
わ
ͩ
に
ซ
ઃ
す
る
「
ঊ
޻
๪
」
಺
で
保

क
を
ड
け
な
が
ら
、
日
ʑ
の
活
動
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

保
ଘ
会
で
は
、
発
଍
当
࣌
か
ら
Ҿ
き
ܧ

が
れ
て
き
た
「
฻
ら
し
に
創
る
ت
ͼ
を
、

手
࢓
事
の
Թ
も
り
を
い
つ
ま
で
も
」
を
ス

ロ
ー
Ψ
ϯ
に
ܝ
͛
、
࣍
の
よ
う
な
活
動
に

औ
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

１
⁒
྾
織
教
ࣨ
の
開
࠵

ೆ
෦
྾
織
の
手
ٕ
を
఻
ঝ
し
て
い
く
た

め
、
ຖ
ि
ਫ
༵
日
に
྾
織
教
ࣨ
を
開
࠵
し

て
い
ま
す
。
教
ࣨ
は
、入
໳
者
޲
け
の「
本

Պ
」、
本
Պ
म
ྃ
者
が
ٕ
ज़
を
深
め
る
た

め
の
「
ݚ
ڀ
Պ
」、
指
ಋ
者
を
育
੒
す
る

た
め
の
「
ࢣ
ൣ
Պ
」
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

෯
広
い
૚
に
ର
Ԡ
し
た
Χ
リ
キ
ỿ
ラ
Ϝ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

２
⁒
小
中
ֶ
生
を
ର
৅
と
し
た
྾
織
ֶ
श

地
ݩ
の
ࢠ
ڙ
た
ち
に
ڷ
土
の
จ
化
で
あ

る
ೆ
෦
྾
織
の
こ
と
を
ֶ
ん
で
も
ら
う
た

め
、
小
中
ֶ
生
を
ର
৅
と
し
た
྾
織
ֶ
श

を
ߦ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ֶ
श
を
௨
͡
て
、

ࢠ
ڙ
た
ち
に
྾
織
に
よ
り
ड
け
ܧ
が
れ
て

き
た
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
っ
た
ਫ਼
ਆ

を
఻
え
つ
つ
、
ক
来
の
活
動
を
୲
う
ޙ
ܧ

者
の
育
੒
に
つ
な
͛
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

３  

⁒
؍
ޫ
٬
な
Ͳ
を
ର
৅
と
し
た
྾
織 

体
ݧ
ϝ
χ
ỿ
ー
の
ఏ
ڙ

活
動
ڌ
点
が
あ
る
十
࿨
ా
市
は
、
十
࿨

ా
ބ
や
Ԟ
入
੉
ܢ
ྲྀ
と
い
っ
た
国
಺
۶
指

の
؍
ޫ
地
を
๊
え
て
お
り
、
多
く
の
؍
ޫ

٬
が
๚
れ
て
い
る
た
め
、
来
๚
者
に
も
ؾ

ܰ
に
྾
織
に
઀
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
྾

織
体
ݧ
ϝ
χ
ỿ
ー
を
ఏ
ڙ
し
て
い
ま
す
。

体
ݧ
者
਺
は
ط
に
̔
５
０
０
人
を
超
え
、

最
ۙ
で
は
๚
日
֎
国
人
ཱྀ
ߦ
者
の
ར
用
が

増
え
て
お
り
、
日
本
จ
化
を
体
ݧ
で
き
る

৽
た
な
؍
ޫ
ϝ

χ
ỿ
ー
と
し
て

ఆ
ண
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

４  

⁒
྾
織
঎
඼

ൢ
ച

保
ଘ
会
の
活

動
を
維
持
す
る
た
め
の
資
ۚ
を
ಘ
る
こ
と

と
会
員
の
Ϟ
ν
ベ
ー
γ
ἀ
ϯ
޲
上
を
ਤ
る

た
め
に
教
ࣨ
な
Ͳ
で
࡞
੡
し
た
྾
織
঎
඼

を
ൢ
ച
し
て
い
ま
す
。
ൢ
ച
用
の
࡞
඼
に

つ
い
て
は
、
ٕ
ज़
に
ਫ਼
௨
し
た
෺
産
܎
が

ݫ
し
く
ν
ỻ
ỽ
ク
し
඼
質
の
保
持
に
౒
め

て
お
り
、
地
ݩ
॓
ധ
施
ઃ
の
ௐ
度
඼
や
お

土
産
඼
と
し
て
औ
り
ѻ
わ
れ
て
い
る
な
Ͳ

高
い
ධ
Ձ
を
い
た
ͩ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
の
活
用
も

今
回
の
ड
৆
を
ྭ
Έ
に
保
ଘ
会
の
活
動

の
目
的
で
あ
る
ೆ
෦
྾
織
の
保
ଘ
・
఻
ঝ

を
ਤ
り
つ
つ
、
会
員
、
ࢠ
ڙ
た
ち
、
؍
ޫ

٬
な
Ͳ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
྾
織
で
༊
さ

れ
、
স
إ
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

ಛ
に
৺
に
ই
を
負
う
な
Ͳ
し
て
ࢧ
援
が
ඞ

ཁ
な
ࢠ
ڙ
た
ち
の
ケ
Ξ
の
た
め
に
྾
織
を

体
ݧ
す
る
事
ྫ
が
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
リ
ラ
ク
θ
ー
γ
ἀ
ϯ
の

৔
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
も
広
͛
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

੨
৿
県
े
࿨
ా
ࢢ

ڷ
౔
の
จ
Խ
ỏೆ
෦
྾
৫
を
ޙ
ੈ
に
఻
ঝ

―
฻
Β
͠
に
૑
る
ت
ͼ
を
ख
࢓
ࣄ
の
Թ
΋
Γ
を
―

ೆ
෦
྾
৫
อ
ଘ
ձ

●

খ
　ྛ

ً
ࢠ

南
部
裂
織
保
存
会
会
長

ݧਓ྾織ମࠃ֎

தֶ生྾織ֶ習

྾織ࣨڭ෩ܠ

2018・3月号地域づくり 特集編 �



ஂ
ମ
表
彰ѥ

種
ヒ
γ
ク
イ
や
Ϛ
Ψ
ϯ
な
Ͳ
の
Ψ
ϯ

ྨ
の
ॏ
ཁ
な
ӽ
ౙ
地
と
し
て
μ
Ϝ
ބ
で
あ

る
化
ঁ
প
（
け
͡
ょ
͵
ま
）
が
ラ
Ϝ
α
ー

ル
࣪
地
に
ొ
࿥
さ
れ
た
の
は
ฏ
੒
ù0
年
10

݄
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ܖ
ػ
と
し
て
、

保
全
と
ݡ
໌
な
ར
用
を
୲
う
地
域
組
織
と

し
て
、
ฏ
੒
ù1
年
７
݄
、
化
ঁ
প
प
ล
の

４
地
域
の
住
民
が
中
৺
と
な
っ
て
組
織
し

た
の
が
「
ಛ
ఆ
ඇ
営
ར
活
動
法
人
Τ
ί
ύ

ル
化
ঁ
প
」
で
あ
る
。

ઃ
立
当
初
か
ら
の
औ
り
組
Έ
と
し
て

は
、
Φ
Φ
ク
ν
ό
ス
や
ϒ
ル
ー
ギ
ル
な
Ͳ

の
֎
来
種
の
ۦ
আ
活
動
、
প
ٴ
ͼ
প
प
ล

の
২
生
ௐ
ࠪ
ٴ
ͼ
২
૬
ௐ
ࠪ
な
Ͳ
を
中
৺

と
し
た
環
境
ௐ
ࠪ
と
そ
の
保
全
活
動
、
年

間
̕
回
の
自
વ
体
ݧ
を
௨
し
た
「
ཬ
地
ཬ

山
୳
ݕ
隊
」
活
動
を
ߦ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

਺
年
લ
か
ら
ۙ
く
の
ا
業
や
、
ฏ
੒
ùĀ
年

に
は
小
・
中
ֶ
ߍ
、
Ϙ
ラ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
ஂ
体

か
ら
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
֎
来
種
の
η

イ
λ
Χ
Ξ
ϫ
μ
ν
ι
΢
や
Φ
Φ
ϋ
ϯ
ΰ
ϯ

ι
΢
の
ൈ
き
औ
り
に
よ
る
ۦ
আ
࡞
業
や
化

ঁ
প
に
自
生
す
る
২
෺
の
移
২
࡞
業
や
২

樹
࡞
業
な
Ͳ
の
Ԡ
援
も
い
た
ͩ
い
て
い
る
。

「
里
地
里
山
探
検
隊
」
の
活
動

ࢠ
Ͳ
も
た
ち
が
自
વ
体
ݧ
を
௨
し
て
、

自
વ
の
素
੖
ら
し
さ
を
体
感
し
、
自
વ
に

ڵ
味
関
৺
を
持
ち
、
素
੖
ら
し
い
自
વ
の

大
੾
さ
を
知
り
、
地
域
の
環
境
保
全
に
つ

な
が
れ
ば
と
い
う
ئ
い
を
ࠐ
め
て
の
活
動

で
あ
る
。
਌
ࢠ
で
の
参
Ճ
と
い
う
こ
と
で

ຖ
年
ߦ
っ
て
き
て
い
る
が
、
ۙ
年
大
人
ͩ

け
で
の
参
Ճ
者
も
増
え
て
い
る
。

「
ཬ
地
ཬ
山
୳
ݕ
隊
」
の
活
動
は
࣍
の

λ
イ
τ
ル
と
಺
༰
で
年
̕
回
ߦ
っ
て
お

り
、
参
Ճ
者
は
Ԇ
べ
３
０
０
人
લ
ޙ
で
あ

る
。

˓
山
ࡊ
・
໺
૲
採
औ
⽅
৯
べ
ら
れ
る
໺
૲
、

ಟ
૲
に
つ
い
て
ֶ
श
し
た
ޙ
ఱ
΀
ら
に
し

て
৯
べ
る
。

˓
化
ঁ
প
֎
来
ڕ
๾
໓
大
࡞
ઓ
⽅
ఆ
ஔ
໢

を
Ҿ
き
上
͛
た
り
、
ࡾ
֯
໢
で
ஓ
ڕ
を
す

く
っ
た
り
す
る
ۦ
আ
活
動
を
体
ݧ
す
る
。

˓
ϗ
λ
ル
の
؍
࡯
会
⽅
ή
ϯ
δ
Ϙ
λ
ル
に

つ
い
て
の
ֶ
श
ޙ
、
؍
࡯
す
る
。

˓
ࠛ
஬
採
集
・
ඪ
本
つ
く
り
⽅
ࠛ
஬
採
集

を
し
た
ޙ
、௏
ྨ
の
ඪ
本
つ
く
り
を
す
る
。

˓
ヒ
γ
の
実
・
ϋ
ス
の
実
採
り
⽅
採
集
体

ݧ
ޙ
に
実
を
৯
べ
た
り
し
な
が
ら
ਫ
生
২

෺
に
つ
い
て
ֶ
श
す
る
。

˓
キ
ノ
ί
・
木
の
実
र
い
⽅
キ
ノ
ί
採
り

と
木
の
実
र
い
の
ޙ
、
キ
ノ
ί
の
ֶ
श
と

木
の
実
の
種
ࢠ
ࢃ
き
を
す
る
。

˓
α
ツ
Ϛ
イ
Ϟ
ງ
り
体
ݧ
と
ম
い
も
ࢼ
৯

会
⽅
Ҷ
۷
り
体
ݧ
ޙ
、
ࢼ
৯
を
し
、
۷
っ

た
も
の
を
土
産
と
す
る
。

˓
Ψ
ϯ
ྨ
の
؍
࡯
会
⽅
お
ो
ค
を
৯
べ
た

ޙ
、
化
ঁ
প
で
Ψ
ϯ
ྨ
の
Ͷ
͙
ら
入
り
を

؍
࡯
す
る
。

˓
౉
り
ௗ
Χ
ル
λ
大
会
と
Ψ
ϯ
ྨ
の
Ͷ
͙

ら
入
り
؍
࡯
会
⽅
Χ
ル
λ
大
会
ޙ
お
ࡶ
ࣽ

を
৯
べ
、
Ψ
ϯ
ྨ
の
Ͷ
͙
ら
入
り
を
؍
࡯

す
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ฏ
੒
ùĀ
年
1ù
݄
、
大
࡚
１
市
４
町
か
ら

な
る
「
大
࡚
ߞ
土
」
が
国
連
৯
ྐ
೶
業
ػ

ߏ
の
世
界
೶
業
Ҩ
産
に
認
ఆ
さ
れ
た
。
化

ঁ
প
は
大
࡚
ߞ
土
の
一
෦
に
当
た
り
、
ߑ

ਫ
ௐ
੔
ػ
能
と
ᕲ
ᕱ
用
ਫ
を
݉
Ͷ
උ
え
た

μ
Ϝ
ބ
で
あ
り
、
豊
か
な
自
વ
と
す
͙
れ

た
ܠ
؍
に
恵
ま
れ
た
প
で
あ
る
。
ࢲ
た
ち

の
今
ޙ
の
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

ॆ
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
多
く
の
ࢠ
Ͳ

も
た
ち
、
地
域
の
方
ʑ
の
協
ྗ
を
ಘ
な
が

ら
環
境
੔
උ
を
し
て
い
く
こ
と
や
、
ཬ
地

ཬ
山
୳
ݕ
隊
の
಺
༰
の
ॆ
実
と
参
Ճ
へ
の

෯
広
い
ݺ
ͼ
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
、
さ

ら
に
は
ά
リ
ー
ϯ
・
ツ
ー
リ
ズ
Ϝ
へ
の
৽

た
な
औ
り
組
Έ
な
Ͳ
に
ྗ
を
発
ش
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ٶ
৓
県
େ
࡚
ࢢ

ϥ
Ϝ
α
ồ
ϧ
ొ
࿥
࣪
地
ɾ

 

Խ
ঁ
প
の
؀
ڥ
อ
ޢ

―
ࢠ
Ͳ
΋
ͨ
ͪ
の
৺
を
ҭ
Ή
ཬ
地
ཬ
ࢁ
୳
ݕ
ୂ
―

̣
̥
̤
๏
ਓ
Τ
ί
ύ
ϧ
Խ
ঁ
প

●

∁
　ڮ

࿨
٢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
パ
ル
化
女
沼
副
理
事
長

Ωϊίを࠾ったΑ

ΈΜͳでࠛ஬࠾集

Ͳ΋たちでఆஔ໢上げࢠ
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ஂ
ମ
表
彰地

域
と
共
に
歩
む
農
業
高
校

山
ܗ
県
ೆ
෦
の
ถ
୔
ຍ
地
。
そ
の
中
ԝ

に
Ґ
ஔ
す
る
઒
੢
町
に
、
山
ܗ
県
立
ஔ
ࣀ

೶
業
高
等
ֶ
ߍ
は
あ
る
。
創
立
１
２
３
年

を
ܴ
え
る
本
ߍ
は
「
地
域
と
共
に
า
む
」

を
ス
ロ
ー
Ψ
ϯ
に
、
生
ె
ୡ
が
ֶ
ࣷ
を
地

域
に
求
め
、
地
域
の
՝
題
解
ܾ
や
ߩ
ݙ
活

動
に
औ
り
組
む
「
԰
ࠜ
の
な
い
ֶ
ߍ
」
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

ྫ
え
ば
、
地
ݩ
の
ಛ
産
඼
で
も
あ
る
ϫ

イ
ϯ
の
ࡡ
り
か
す
を
Ո
ச
の
ࣂ
ྉ
に
リ
α

イ
ク
ル
し
、
地
域
資
源
॥
環
γ
ス
ς
Ϝ
ߏ

ங
に
௅
ん
ͩ
「
̢
Ｏ
̩
̩
Ａ
̞
Ｎ
Ａ
̞
プ

ロ
δ
ỻ
ク
τ
」
は
、
３
̧
推
進
ޭ
࿑
者
等

ද
জ
で
಺
ֳ
૯
理
大
ਉ
৆
を
ड
৆
し
た
。

ま
た
、
೶
業
高
ߍ
な
ら
で
は
の
৯
೶
や
৯

育
活
動
に
も
औ
り
組
Έ
、
ԋ
ܶ
෦
の
৯
育

ࢠ
Ͳ
も
ミ
ỿ
ー
δ
Χ
ル
は
౦
ژ
ެ
ԋ
な
Ͳ

11
年
間
で
ެ
ԋ
਺
１
５
０
༨
を
਺
え
、
α

ϯ
τ
リ
ー
地
域
จ
化
৆
を
ड
৆
す
る
と
共

に
、
૯
؍
٬
਺
は
２
万
人
を
超
え
た
。
こ

の
よ
う
に
ز
多
の
実
੷
を
持
つ
本
ߍ
に
、

４
年
લ
஀
生
し
た
の
が
౾
Ψ
ー
ル
ズ
プ
ロ

δ
ỻ
ク
τ
で
あ
っ
た
。

豆
ガ
ー
ル
ズ
の
取
り
組
み

本
町
は
、
全
国
で
も
有
਺
の
ࠄ
૔
地
ଳ

に
あ
る
。
し
か
し
、
ઌ
人
は
ถ
୯
࡞
地
域

で
あ
る
が
Ώ
え
に
、
ӫ
ཆ
ό
ラ
ϯ
ス
や
λ

ϯ
ύ
ク
源
の
֬
保
を
考
ྀ
し
、
౾
の
࠿
ഓ

を
঑
ྭ
し
た
。
そ
の
݁
Ռ
、
30
種
ྨ
に
も

お
よ
Ϳ
౾
が
࠿
ഓ
さ
れ
、
౾
の
఻
౷
ྉ
理

や
Ճ
޻
ٕ
ज़
が
ܧ
ঝ
さ
れ
て
き
た
。
中
で

も
੺
い
大
౾
は
「
ߚ
大
౾
」
と
い
う
঎
ඪ

を
町
が
औ
ಘ
し
、
ま
ち
お
こ
し
の
੾
り
ࡳ

と
஫
目
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
Ζ
が
、
生
産

೶
Ո
や
఻
౷
ྉ
理
の
ܧ
ঝ
者
が
高
齢
化

し
、
ߚ
大
౾
の
生
産
量
や
౾
ྉ
理
の
఻
ঝ

に
ӄ
り
が
ݟ
え
始
め
た
。

こ
の
状
گ
に
ة
ػ
意
識
を
๊
き
、
ߚ
大

౾
の
生
産
・
Ճ
޻
・
ൢ
ച
の
活
性
化
と
い

う
̒
࣍
産
業
の
ࢹ
点
か
ら
活
動
を
始
め
た

の
が
、
本
ߍ
৯
ྉ
環
境
Պ
の
՝
題
ݚ
ڀ
ά

ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
ス
λ
ー
τ
࣌
の
ϝ
ϯ

ό
ー
̔
人
が
全
員
ঁ
ࢠ
で
あ
っ
た
た
め
、

౾
Ψ
ー
ル
ズ
と
ݺ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。൴

ঁ
た
ち
は
、ֶ
Ϳ
「
౾
ֶ
」、育
む
「
౾

育
」、
఻
え
る
「
౾
఻
」
と
い
う
３
つ
の

ス
ς
ー
δ
で
活
動
を
開
始
し
た
。
౾
ֶ
で

は
、
౾
の
఻
道
ࢣ
と
ݺ
ば
れ
る
࿝
්
人
か

ら
༷
ʑ
な
౾
の
࠿
ഓ
方
法
を
ֶ
ͼ
、
౾
ྉ

理
は
৯
生
活
վ
ળ
推
進
員
か
ら
఻
त
を
ड

け
た
。
౾
育
で
は
、
౾
ֶ
で
ಘ
た
ֶ
ͼ
を

ࢴ
ࣳ
ډ
や
人
ܗ
ܶ
、
Χ
ル
λ
や
ス
ΰ
ロ
ク

な
Ͳ
手
࡞
り
教
材
࡞
੒
に
つ
な
͛
、
小
中

ֶ
生
に
౾
จ
化
を
఻
ঝ
し
た
。౾
఻
で
は
、

౾
の
Ӻ
と
名
෇
け
た
ν
Ỿ
レ
ϯ
δ
γ
ἀ
ỽ

プ
を
町
಺
֎
に
展
開
し
、
現
在
で
は
౦
ژ

౎
ਿ
ฒ
۠
な
Ͳ
５
ళ
ฮ
を
਺
え
る
。
ಠ
自

に
開
発
し
た
ߚ
大
౾
キ
ー
Ϛ
Χ
レ
ー
や

δ
ỻ
ラ
ー
τ
な
Ͳ
৽
し
い
Ճ
޻
඼
も
ൢ
ച

間
ۙ
と
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
域
学
連
携
に
挑
戦
す
る

４
年
目
を
ܴ
え
た
現
在
、
ϝ
ϯ
ό
ー
は

1ÿ
人
に
増
え
、
৯
育
意
識
の
޲
上
は
ֶ
ߍ

全
体
に
広
ま
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
൴
ঁ

た
ち
の
活
動
に
共
໐
し
、
෺
৺
྆
面
の
ࢧ

援
を
す
る
地
ݩ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
۠
ަ
ྲྀ

η
ϯ
λ
ー
な
Ͳ
民
間
ஂ
体
が
現
れ
、
住
民

と
高
ߍ
生
の
域
ֶ
連
ܞ
が
始
ま
っ
た
。

本
ߍ
は
、
ଔ
業
生
の
地
域
ఆ
住
཰
が

ÿ0
％
ۙ
い
。
そ
の
高
ߍ
生
が
大
人
と
手
を

ܞ
え
、
小
中
ֶ
生
に
地
域
の
৯
จ
化
を
఻

ঝ
し
な
が
ら
、
自
ら
も
含
め
た
୲
い
手
育

੒
に
औ
り
組
ん
で
い
る
。
持
続
可
能
な
ま

ち
ͮ
く
り
、
域
ֶ
連
ܞ
へ
の
௅
ઓ
を
こ
こ

に
ݟ
る
。

৽
ֶ
श
指
ಋ
ཁ
ྖ
を
ઌ
औ
り
し
た
୳
求

型
、
ର
࿩
型
の
深
い
ֶ
ͼ
が
展
開
さ
れ
、

高
ߍ
生
が
地
域
活
性
化
の
原
動
ྗ
に
な
っ

た
৽
し
い
Ϟ
σ
ル
と
し
て
ධ
Ձ
も
高
い
൴

ঁ
た
ち
の
活
動
を
、
᧪
リ
レ
ー
の
よ
う
に

今
ޙ
も
つ
な
͛
て
い
き
た
い
。

ࢁ
ܗ
県
઒
੢
町

఻
౷
の
৯
จ
Խ
を
ܧ
ঝ
す
る

 

ߴ
ߍ
ੜ
の
持
続
Մ
ೳ
ͳ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
域
ֶ
࿈
ܞ
の
৽
ͨ
ͳ
Ϟ
σ
ϧ
に
௅
Ή
ஔ
೶
౾
Ψ
ồ
ϧ
ζ
活
ಈ
―

ࢁ
ܗ
ݝ
ཱ
ஔ
ࣀ
೶
ۀ
ߴ
౳
ֶ
ߍ
ủ
౾
Ψ
ồ
ϧ
ζ
Ứ

●

ߐ
ຊ　

Ұ
உ

山
形
県
立
置
賜
農
業
高
等
学
校
実
習
教
諭

খֶߍに͓͚る౾ҭग़લतۀ

খֶ生ର৅の౾ྉཧߨ習ձ

ʮઙ૲౾のӺʯでの౾఻׆ಈ
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ஂ
ମ
表
彰෱

ౡ
県
の
Ԋ
؛
ړ
業
は
、
౦
ژ
ి
ྗ
෱

ౡ
ୈ
一
原
ࢠ
ྗ
発
ి
所
事
ނ
に
よ
る
์
ࣹ

性
෺
質
の
Ө
ڹ
に
よ
り
、
現
在
に
ࢸ
る
ま

で
の
෮
چ
・
෮
ڵ
の
道
の
り
は
ࠔ
難
を
極

め
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
෱
ౡ
県

ړ
業
協
ಉ
組
߹
連
߹
会
（
県
ړ
連
）
の
ࢼ

ݧ
ૢ
業
の
औ
り
組
Έ
を
঺
հ
し
ま
す
。

漁
業
再
開
に
向
け
た
動
き

ฏ
੒
ù3
年
３
݄
に
発
生
し
た
原
発
事
ނ

ٴ
ͼ
そ
の
ޙ
の
์
ࣹ
能
Ԛ
છ
ਫ
の
์
出
・

ྲྀ
出
の
Ө
ڹ
に
よ
り
、
ւ
産
ڕ
հ
ྨ
が
์

ࣹ
性
෺
質
に
Ԛ
છ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
৯

の
҆
全
の
た
め
に
、
３
݄
15
日
に
関
܎
ړ

協
組
߹
௕
と
ۓ
急
の
ి
࿩
会
ஊ
を
ߦ
い
Ԋ

؛
ړ
業
の
ૢ
業
自
ॗ
を
ܾ
ఆ
し
ま
し
た
。

本
県
ړ
業
の
ૣ
ظ
෮
ڵ
を
目
指
し
、
ཌ
４

݄
に
「
෱
ౡ
県
ړ
業
਒
災
෮
ڵ
連
བྷ
協
議

会
」
を
ઃ
立
す
る
と
と
も
に
、
ฏ
੒
ùû
年

２
݄
に
は
、
県
ړ
連
಺
に
ړ
業
࠶
開
に
޲

け
た
෱
ౡ
県
地
域
ړ
業
෮
ڵ
プ
ロ
δ
ỻ
ク

τ
を
立
ち
上
͛
、
地
域
ړ
業
෮
ڵ
協
議
会

を
組
織
し
、
ࢼ
ݧ
ૢ
業
の
ݕ
౼
を
開
始
し

ま
し
た
。

ࢼ
ݧ
ૢ
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ړ

業
者
、
ྲྀ
௨
業
者
の
協
議
、
地
۠
ࢼ
ݧ
ૢ

業
ݕ
౼
委
員
会
、
ֶ
識
者
な
Ͳ
も
参
ը
す

る
地
域
ړ
業
෮
ڵ
協
議
会
、
組
߹
௕
会
議

で
、
ૢ
業
ܭ
ը
の
ܾ
ఆ
や
、
҆
全
性
が
֬

保
さ
れ
た
ڕ
種
の
બ
ఆ
な
Ͳ
に
つ
い
て
、

৻
ॏ
に
協
議
を
ॏ
Ͷ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

݁
Ռ
、
ฏ
੒
ùû
年
̒
݄
か
ら
҆
全
性
が
֬

認
さ
れ
た
ڕ
հ
ྨ
に
つ
い
て
、
ࢼ
ݧ
的
に

小
規
模
な
ૢ
業
と
ൢ
ച
を
ߦ
い
、
ړ
業
࠶

開
に
޲
け
た
ج
ૅ
σ
ー
λ
を
ಘ
る
た
め
の

「
ࢼ
ݧ
ૢ
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

試
験
操
業
を
拡
大
し
、

沿
岸
地
域
の
復
興
に
貢
献

現
在
、
ࢼ
ݧ
ૢ
業
の
ւ
域
は
、
౦
ژ
ి

ྗ
෱
ౡ
ୈ
一
原
発
か
ら
൒
ܘ
10
ἅ
ݍ
಺
を

আ
く
෱
ౡ
県
ւ
域
と
な
り
、
当
初
３
種
で

あ
っ
た
ର
৅
ڕ
種
は
ฏ
੒
ùĀ
年
３
݄
に
、

「
す
べ
て
の
ڕ
հ
ྨ
（
出
ՙ
੍
ݶ
ڕ
種
を

আ
く
）」
と
し
、
ړ
業
種
ྨ
も
΄
΅
全
て

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ࢼ
ݧ
ૢ
業
に
よ
る

ਫ
༲
͛
量
は
ࢼ、
ݧ
ૢ
業
の
拡
大
に
൐
い
、

年
ʑ
増
Ճ
し
、
ฏ
੒
ùĀ
年
は
３
２
̔
̒
Ἁ

と
な
り
ま
し
た
。
ૢ
業
自
ॗ
と
い
う
θ
ロ

の
状
گ
か
ら
関
܎
者
と
協
議
を
௨
し
て
ࢼ

ݧ
ૢ
業
を
拡
大
で
き
た
こ
と
は
、
ړ
業
者

の
ړ
業
࠶
開
へ
の
意
ཉ
޲
上
を
ଅ
し
、
Ϟ

ν
ベ
ー
γ
ἀ
ϯ
の
維
持
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
Է
ച
業
、
ਫ
産
Ճ
޻
業
ٴ
ͼ
地
ݩ

小
ച
業
な
Ͳ
੄
໺
の
広
い
ਫ
産
関
連
業
者

の
事
業
の
෮
چ
・
࠶
開
の
ޙ
ԡ
し
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、௡
೾
ඃ
害
が
ਙ
大
で
あ
っ

た
Ԋ
؛
地
域
を
࠶
生
・
෮
ڵ
へ
ಋ
く
も
の

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ࢼ
ݧ
ૢ
業
の
ਫ
༲

͛
෺
は
、
当
初
地
ݩ
出
ՙ
が
中
৺
で
し
た

が
、
現
在
、
全
国
ùþ
౎
道
෎
県
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

本
格
操
業
の
再
開
に
向
け
た
連
携

Ҿ
き
続
き
෩
ධ
ର
策
と
し
て
Պ
ֶ
的

σ
ー
λ
に
ج
ͮ
く
҆
全
性
を
৘
ใ
発
৴

し
、
県
産
ਫ
産
෺
の
ڝ
૪
ྗ
を
ڧ
化
し
、

਒
災
で
失
わ
れ
た
ൢ
࿏
を
回
෮
さ
せ
る
事

業
に
औ
り
組
Έ
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、

֤
ړ
業
協
ಉ
組
߹
は
も
と
よ
り
、
ֶ
識
経

ݧ
者
、
ྲྀ
௨
業
者
、
国
や
県
の
ߦ
政
ػ
関

等
෯
広
い
関
܎
者
と
連
ܞ
し
、
֤
分
໺
か

ら
の
ॿ
ݴ
、
指
ಋ
を
生
か
し
な
が
ら
、
ਫ

༲
͛
量
を
増
Ճ
さ
せ
る
た
め
の
議
࿦
を
活

性
化
さ
せ
、
本
֨
ૢ
業
の
࠶
開
へ
つ
な
が

る
औ
り
組
Έ
を
ߦ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

෱
ౡ
県
い
Θ
͖
ࢢ

ݪ
ࢠ
ྗ
災
֐
͔
Β
๛
͔
ͳ
ւ
を
औ
Γ
໭
す

―
ࢼ
ݧ
ૢ
業
͔
Β
Ԋ
؛
地
域
の
෮
ڵ
へ
―

෱
ౡ
ݝ
ړ
ۀ
ڠ
ಉ
૊
߹
࿈
߹
ձ

●

໺
⃻　

఩

福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長

入ࡳऔҾの෩ܠ

ܠでのਫ༲げ෩ۀૢݧࢼ
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表
彰̮

・
̮
・
Ｎ
Ｏ
̬
̨
Ｏ
Ｎ
が
あ
る
٢
Ԭ

は
、大
規
模
開
発
に
よ
り
औ
り
࢒
さ
れ
た
、

ੲ
か
ら
の
集
མ
が
集
ま
る
地
域
で
す
。
住

民
の
高
齢
化
に
൐
い
ߞ
࡞
์
غ
地
は
増

え
、
山
の
手
入
れ
も
ま
ま
な
ら
ͣ
、
ඒ
し

い
ཬ
山
෩
ܠ
は
失
わ
れ
、
ಉ
࣌
に
ੲ
か
ら

の
఻
౷
จ
化
、
ߦ
事
も
ফ
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。こ

の
地
域
に
な
ん
と
か
೐
わ
い
を
औ
り

໭
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る

と
き
に
、
地
域
ͮ
く
り
活
動
を
ࢧ
援
す
る

四
֗
道
市
の
ิ
ॿ
੍
度（
ί
ラ
Ϙ
四
֗
道
）

に
Ԡ
ื
す
る
ษ
ڧ
会
に
参
Ճ
し
ま
し
た
。

「
Կ
か
を
や
っ
て
Έ
た
い
」
ؾ
持
ち
を
ޙ

ԡ
し
さ
れ
る
よ
う
に
で
き
た
の
が「
（̮
よ

つ
か
い
Ͳ
う
）・
̮
（
よ
し
お
か
）・
Ｎ
Ｏ

̬
̨
Ｏ
Ｎ
（
い
ま
Ͳ
き
の
೶
村
）」
で
す
。

೶
Ո
生
活
体
ݧ
、
地
۠
ࢄ
策
な
Ͳ
を
௨

し
て
ཬ
山
の
ັ
ྗ
、
٢
Ԭ
地
域
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
֤
種
イ
ベ
ϯ
τ
を
開
࠵

し
、
わ
い
わ
い
と
স
إ
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
地
域
ͮ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
で
始
ま
る
活
動

日
本
ը
Ո
、
ా
中
一
村
Ώ
か
り
の
Ո
と

し
て
、
一
村
ϑ
Ỹ
ϯ
の
た
め
に
自
୐
の
一

෦
を
開
์
し
य़
ळ
年
２
回
の
ߨ
ԋ
会
を
開

く
「
一
村
の
Ξ
τ
リ
Τ
」
を
15
年
લ
に
立

ち
上
͛
、
県
಺
֎
か
ら
多
く
の
参
Ճ
者
を

集
め
て
い
ま
し
た
が
、
֩
と
な
る
人
材
や

৔
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
広
が
り

の
あ
る
活
動
を
目
指
し
ま
し
た
。

こ
ͩ
わ
り
の
自
વ
೶
法
を
ߦ
う
ஂ
体

「
四
֗
道
自
વ
೶
क़
」
が
ෑ
地
಺
の
ٳ
ߞ

地
の
解
ফ
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、ۙ
ྡ
に
あ
る
౦
ژ
৘
ใ
大
（ֶ
千

葉
市
）
の
ઌ
生
方
の
協
ྗ
を
ಘ
て
、
༷
ʑ

な
ߨ
࠲
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
市
域
を
ӽ

え
、
෯
広
い
૚
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え

る
ػ
会
を
生
Έ
出
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ϯ
τ
࣌
に
は
地
ݩ
৯
材
を
活
用
し

た
͝
当
地
ά
ル
ϝ
ͮ
く
り
を
進
め
て
い
る

「
よ
つ
ά
ル
ϝ
ݚ
ڀ
会
」
と
連
ܞ
し
て
、

四
季
ં
ʑ
の
ς
ー
Ϛ
を
持
っ
て
ラ
ϯ
ν
を

ఏ
ڙ
し
ま
す
。

地
域
の
఻
౷
を
क
る
「
Ҵ
஬
ૹ
り
」
は
、

こ
れ
ら
の
ஂ
体
の
ί
ラ
Ϙ
に
よ
り
実
施
す

る
代
ද
的
な
イ
ベ
ϯ
τ
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
し
て
い
く
上
で
ܽ
か

せ
な
い
の
が
ߦ
政
の
α
ϙ
ー
τ
で
す
。
ิ

ॿ
ۚ
に
よ
る
ࢧ
援
の
他
、
ඞ
ཁ
に
Ԡ
͡
、

人
や
ஂ
体
の
঺
հ
、෯
広
い
広
ใ
の
協
ྗ
、

そ
し
て
Կ
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
ର
֎
的

な
৴
用
が
ಘ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

ஂ
体
が
自
立
す
る
ま
で
Թ
か
く
ݟ
क

り
、
育
て
、
自
立
し
た
今
で
も
、
ྠ
が
広

が
る
た
ͼ
に
༷
ʑ
な
ܗ
で
α
ϙ
ー
τ
す

る
。
ߦ
政
は
と
て
も
৺
ڧ
い
味
方
で
す
。

さ
ら
に
広
が
る
人
の
輪

ྠ
が
広
が
っ
た
り
、
৽
し
い
活
動
が
始

ま
る
と
き
は
、
い
つ
も
৺
༂
り
ま
す
。

ࢠ
Ͳ
も
た
ち
が
ཬ
山
で
༡
ͼ
、
ָ
し
ん

ͩ
経
ݧ
を
い
つ
か
ࢥ
い

出
し
て
も
ら
え
た
ら

と
、
᝔
۷
り
、
β
リ
Ψ

χ
௼
り
、
季
અ
の
Ռ
෺

の
ऩ
֭
な
Ͳ
を
ߦ
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
ࡍ
に

੠
を
か
け
て
い
た
地
域

の
ࢠ
育
て
世
代
の
Ϛ
Ϛ

た
ち
の
つ
な
が
り
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
「
ଂ
の

ਤ
ॻ
ؗ
」。
ෑ
地
಺
の
ଂ
を
活
用
し
、
集

め
た
د
ଃ
本
が
ฒ
Ϳ
、
Ϛ
Ϛ
た
ち
が
ӡ
営

す
る
民
間
ਤ
ॻ
ؗ
で
す
。
本
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
こ
こ
で
も
人
と
の
つ
な
が
り
の

ྠ
が
広
が
り
ま
す
。

ύ
ύ
た
ち
の
Ξ
イ
σ
Ξ
「
਌
ࢠ
の
集
ま

れ
る
ツ
リ
ー
ϋ
΢
ス
を
つ
く
り
た
い
ʂ
」

も
ෑ
地
಺
の
大
き
な
ന
ֽ
の
木
に
つ
く
ら

れ
実
現
し
ま
し
た
。
お
൸
࿐
目
イ
ベ
ϯ
τ

で
は
大
勢
の
਌
ࢠ
連
れ
で
೐
わ
い
ま
し

た
。次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に

一
人
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
も
、

༷
ʑ
な
関
わ
り
߹
い
の
中
で
実
現
し
て
い

く
。
そ
の
ྠ
は
࣍
か
ら
࣍
へ
と
広
が
り
、

わ
い
わ
い
と
೐
わ
う
地
域
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ཬ
山
の
ν
Χ
ラ
・
自
વ
の

恵
Έ
を
活
用
す
る
中
か
ら
、
࢒
す
べ
き
も

の
、
क
る
べ
き
も
の
が
こ
の
地
に
あ
る
こ

と
を
、
࣍
の
世
代
に
఻
え
て
い
け
た
ら
خ

し
い
で
す
。

าίʔεにͳるͳͲࢄͲ΋たちの͓ࢠ
地域に਌しまΕています

Ճ者ࢀに集まるたく͞Μの࠲ߨ

ઍ
༿
県
࢛
֗
ಓ
ࢢ

Θ
͍
Θ
͍
と
೐
Θ
͍
の
͋
る
地
域
ͮ
͘
Γ

―
೶
Ո
ੜ
活
ମ
ݧ
ͳ
Ͳ
ཬ
ࢁ
の
ັ
ྗ
を
活
用
―

̮
ɾ
̮
ɾ
̣
̤
̬
̨
̤
̣

●

Ԭ
　ా

͸
Δ
ඒ

Ｙ
・
Ｙ
・
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
村
長
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ஂ
ମ
表
彰こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み

千
葉
県
の
ఱ
વ
ه
೦
෺
に
も
指
ఆ
さ
れ

て
い
る
「
নㆎ

㆙

の
木
」
が
γ
ϯ
Ϙ
ル
と
し
て

そ
ͼ
え
る
、
࿨
ా
町
立
上
ࡾ
原
小
ֶ
ߍ
が

ฏ
੒
７
年
３
݄
に
最
ޙ
の
ଔ
業
生
を
ૹ
り

出
し
、
１
２
２
年
の
ֶ
ͼ
ࣷ
の
ྺ
࢙
に
ນ

を
ด
͡
た
。

一
ֶ
۠
一
ߦ
政
۠
で
小
ֶ
ߍ
を
中
৺
に

活
動
し
て
き
た
上
۠
自
治
会
と
し
て
は
、

地
域
಺
の
住
民
ಉ
࢜
の
ܨ
が
り
と
、
ֶ
ͼ

ࣷ
に
ର
す
る
ࢥ
い
入
れ
は
ඇ
ৗ
に
ڧ
く
、

「
ֶ
ߍ
が
ด
࠯
し
て
も
地
域
に
೐
わ
い
を

࢒
そ
う
ʂ
」
と
の
૝
い
か
ら
、
上
۠
自
治

会
が
中
৺
と
な
っ
て
「
活
性
化
委
員
会
・

く
す
の
木
王
国
」
を
組
織
、
౎
市
೶
村
ަ

ྲྀ
の
ڌ
点
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
ಉ
࢜

の
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
の
৔
と
し
て
چ
ߍ
ࣷ
の

࠶
活
用
を
目
指
し
た
。

当
࣌
の
࿨
ా
町
も
上
۠
自
治
会
の
૝
い

を
ड
け
て「
上
ࡾ
原
地
۠
活
性
化
委
員
会
」

を
発
଍
さ
せ
ڧ、
ྗ
な
ޙ
ԡ
し
と
な
っ
た
。

体
ݧ
ަ
ྲྀ
型
の
॓
ധ
施
ઃ
と
な
る
べ
く
چ

ߍ
ࣷ
の
増
վ
ங
に
ண
手
し
、
৯
ಊ
、
会
議

ࣨ
、
展
ࣔ
ロ
Ϗ
ー
、
ஊ
࿩
ࣨ
、
॓
ധ
ࣨ
、

多
目
的
ϗ
ー
ル
な
Ͳ
を
੔
උ
し
た
。
ӡ
営

に
つ
い
て
も
「
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
い

う
地
域
の
૝
い
か
ら
、
経
営
に
素
人
ಉ
વ

ͩ
っ
た
会
員
ୡ
が
༷
ʑ
な
Ξ
ド
ό
イ
ス
を

ड
け
、
一
か
ら
ษ
ڧ
し
、
ӡ
営
の
ノ
΢
ϋ

΢
を
手
୳
り
で
体
ಘ
し
て
、
ฏ
੒
̕
年
1ù

݄
に
自
વ
の
॓
「
く
す
の
木
」
が
ਖ਼
ࣜ
に

Φ
ー
プ
ϯ
し
た
。

॓
ധ
者
の
৯
事
や
ห
当
な
Ͳ
は
豊
富
な

地
৔
産
඼
を
中
৺
に
、
い
わ
Ώ
る
地
ݩ
の

「
か
あ
ち
Ỵ
ん
」
が
ྉ
理
し
、
;
る
さ
と

の
味
を
ଘ
分
に
ఏ
ڙ
し
て
い
る
。

Φ
ー
プ
ϯ
以
来
、
上
۠
自
治
会
が
一
؏

し
て
ӡ
営
に
ܞ
わ
り
、
今
年
で
ù0
प
年
を

ܴ
え
た
。「
স
إ
い
っ
ͺ
い
、
ా
ࣷ
た
っ

΀
り
」
を
キ
Ỿ
ỽ
ν
ϑ
レ
ー
ズ
に
、
素
๿

な
か
あ
ち
Ỵ
ん
の
味
・
;
る
さ
と
の
߳
り

を
十
分
に
味
わ
っ
て
い
た
ͩ
け
る
よ
う
地

域
を
ڍ
͛
て
औ
り
組
ん
で
い
る
。

今
で
は
年
間
ฏ
ۉ
３
千
人
程
の
॓
ധ
者

と
２
万
５
千
人
程
の
ར
用
者
が
あ
り
、
Կ

も
ແ
か
っ
た
੩
か
な
山
間
の
;
る
さ
と
に

೐
わ
い
と
ަ
ྲྀ
を
生
Έ
出
し
て
い
る
。

自
然
の
宿
「
く
す
の
木
」
の
特
徴

自
વ
の
॓
「
く
す
の
木
」
は
ฏ
੒
̕
年

の
Φ
ー
プ
ϯ
以
来
、
一
؏
し
て
町
（
市
）

か
ら
委
託
を
ड
け
て
上
۠
自
治
会
が
ӡ
営

を
୲
っ
て
い
る
。

従
事
者
は
す
べ
て
地
ݩ
住
民
で
あ
り
、

約
ù5
人
の
ޏ
用
を
生
Έ
出
し
て
お
り
、
広

く
ύ
ー
τ
ޏ
用
に
よ
り
ӡ
営
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
地
۠
住
民
ಉ
࢜
が
ఆ

ظ
的
に
إ
を
߹
わ
せ
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
;
れ
あ
い
の
ػ
会
も
増
え
、
住
民
ಉ

࢜
の
݁
ଋ
ྗ
が
よ
り
一
૚
増
し
て
い
る
。

ま
た
、こ
の
地
域
は
「
஛
」
が
豊
富
で
、

ݹ
く
か
ら
఻
わ
る
஛
ࡉ
޻
な
Ͳ
も
体
ݧ
の

人
ؾ
ϝ
χ
ỿ
ー
の
ͻ
と
つ
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
จ
化
ܧ
ঝ
の
一
୺
を
୲
っ
て
い

る
。
年
間
を
௨
͡
て
人
ؾ
を
集
め
て
い
る

「
Ֆ
Շ
֗
道
ϋ
イ
キ
ϯ
ά
ί
ー
ス
」
の
੔

උ
な
Ͳ
に
も
औ
り
組
ん
で
お
り
、
ϋ
イ

Χ
ー
た
ち
に
ت
ば
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

今
ޙ
は
ߍ、
ࣷ
を
վ
ங
し
た
ެ
共
の
॓
・

低
ྉ
ۚ
・
շ
適
さ
と
い
っ
た
も
の
に
Ճ
え
、

豊
か
な
自
વ
৚
݅
に
恵
ま
れ
た
施
ઃ
の
ӡ

営
を
、
എ
৳
ͼ
を
せ
ͣ
に
ண
実
に
一
า
一

า
、
า
ん
で
い
く
こ
と
が
ඞ
ཁ
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ม
化
す
る
ར
用
者

の
χ
ー
ズ
を
的
֬
に
ଊ
え
、
ৗ
に
৽
し
い

؅
理
ӡ
営
を
す
る
こ
と
が
大
੾
と
し
て
、

体
ݧ
ϝ
χ
ỿ
ー
の
よ
り
一
૚
の
ॆ
実
と
ड

け
入
れ
ଶ
勢
の
ڧ
化
が
՝
題
と
認
識
し
て

い
る
。
地
۠
住
民
が
一
ؙ
と
な
り
、
ஆ
か

く
׻
ܴ
す
る
ؾ
持
ち
が
自
વ
と
感
͡
ら
れ

る
よ
う
な
、
΄
っ
と
一
ଉ
つ
い
て
い
た
ͩ

け
る
よ
う
な
地
域
と
な
る
よ
う
、
今
ޙ
も

౒
め
て
い
き
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
る
。

ઍ
༿
県
ೆ
๪
૯
ࢢ

খ
ֶ
ߍ
੻
地
を
活
用
͠
ͨ
地
域
ͮ
͘
Γ

―
ମ
ݧ
の
Ͱ
͖
る
॓
ധ
ࢪ
ઃ 

自
વ
の
ủ॓
͘
す
の
໦
Ứ―

্
۠
ࣗ
࣏
ձ

●

๺
　ݟ

࿨
ඒ

上
区
自
治
会
会
長

஛޻ࡉମݧ

ాࣷण࢘࡞りମݧ

自વの॓ʮくすの໦ʯؔݰ
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ஂ
ମ
表
彰「

す
み
だ
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」

ス
タ
ー
ト

๽
ా
۠
は
౦
ژ
の
౦
に
Ґ
ஔ
し
、
۱
ా

઒
Ֆ
Ր
大
会
や
྆
国
国
ٕ
ؗ
、
人
෺
で
は

׉
০
๺
ࡈ
な
Ͳ
に
Ώ
か
り
の
あ
る
、
ߐ
ށ

࣌
代
か
ら
の
ྺ
࢙
・
఻
౷
จ
化
が
৭
ೱ
く

࢒
る
下
町
で
す
。

ま
た
、
ߐ
ށ
੾
ࢠ
な
Ͳ
に
代
ද
さ
れ
る

఻
౷
޻
ܳ
や
、
໌
治
以
߱
に
発
展
し
た
ൽ

ֵ
・
ϝ
リ
ヤ
ス
・
঳
ࢠ
な
Ͳ
の
ۙ
代
ܰ
޻

業
を
中
৺
に
、
現
在
も
多
く
の
中
小
ا
業

が
ࠞ
在
す
る
「
も
の
ͮ
く
り
の
ま
ち
」
で

も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
๽
ా
۠
に
、
日
本
の
γ
ϯ
Ϙ
ル

と
な
る
౦
ژ
ス
Χ
イ
ツ
リ
ー
の
誘
க
が
ܾ

ఆ
し
た
こ
と
を
ܖ
ػ
に
、
۠
の
ັ
ྗ
を
広

く
発
৴
し
、
知
名
度
や
イ
ϝ
ー
δ
を
よ
り

高
め
る
た
め
の
事
業
「
す
Έ
ͩ
地
域
ϒ
ラ

ϯ
ド
ઓ
ུ
」
が
２
０
０
̕
年
度
に
ス
λ
ー

τ
し
ま
し
た
。

２
つ
の
中
心
事
業
と
情
報
発
信

す
Έ
ͩ
地
域
ϒ
ラ
ϯ
ド
ઓ
ུ
は
、「
す

Έ
ͩ
Ϟ
μ
ϯ
」
ϒ
ラ
ϯ
ド
認
ূ
事
業
と
、

「
も
の
ͮ
く
り
ί
ラ
Ϙ
レ
ー
γ
ἀ
ϯ
」
事

業
の
２
つ
の
中
৺
事
業
、
そ
し
て
こ
れ
ら

に
つ
い
て
৘
ใ
発
৴
を
ߦ
い
広
く
Ｐ
̧
す

る
こ
と
で
「
ൢ
࿏
拡
大
」
を
目
指
す
事
業

の
３
事
業
を
中
৺
に
進
め
て
い
ま
す
。

「
す
Έ
ͩ
Ϟ
μ
ϯ
」
ϒ
ラ
ϯ
ド
認
ূ
事

業
で
は
、「
あ
た
ら
し
く
あ
る
。
な
つ
か

し
く
あ
る
」
を
ج
本
ί
ϯ
η
プ
τ
に
、
す

Έ
ͩ
ら
し
く
、
෇
Ճ
Ձ
஋
の
高
い
঎
඼
や

ҿ
৯
ళ
ϝ
χ
ỿ
ー
を
認
ূ
す
る
も
の
で

す
。認
ূ
ج
४
に
Ԋ
っ
た
঎
඼
や
ϝ
χ
ỿ
ー

を
、
σ
β
イ
ナ
ー
や
ό
イ
ヤ
ー
な
Ͳ
֎
෦

ઐ
໳
委
員
に
よ
る
プ
ロ
の
ݫ
し
い
目
、
そ

し
て
۠
಺
在
住
・
在
ۈ
者
か
ら
ެ
ื
す
る

۠
民
ௐ
ࠪ
隊
に
よ
り
બ
ఆ
し
て
い
ま
す
。

「
も
の
ͮ
く
り
ί
ラ
Ϙ
レ
ー
γ
ἀ
ϯ
」

事
業
は
、
۠
಺
事
業
者
と
世
界
で
活
༂
す

る
ク
リ
Τ
イ
λ
ー
と
を
Ϛ
ỽ
ν
ϯ
ά
し
、

৽
঎
඼
開
発
を
ߦ
う
事
業
で
す
。
۠
಺
に

は
༏
れ
た
ٕ
ज़
ྗ
を
持
つ
中
小
ا
業
が
多

い
中
、
大
ا
業
の
下
請
け
と
し
て
੡
඼
を

࡞
っ
て
い
る
ا
業
が
多
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
事
業
者
の
も
つ
ٕ
ज़
ྗ
を
生
か
し
つ

つ
、
Ͳ
の
よ
う
に
し
て
ച
れ
る
঎
඼
を
࡞

り
ൢ
ച
す
る
の
か
。
こ
の
点
を
ク
リ
Τ
イ

λ
ー
が
持
つ
σ
β
イ
ϯ
ྗ
と
ൢ
ച
ω
ỽ
τ

ϫ
ー
ク
で
α
ϙ
ー
τ
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
σ
β
イ
ナ
ー
を
中
৺
に
、
３
年
લ
か
ら

୆
࿷
、
ࡢ
年
か
ら
は
Ϥ
ー
ロ
ỽ
ύ
の
σ
β

イ
ナ
ー
と
の
ί
ラ
Ϙ
レ
ー
γ
ἀ
ϯ
に
औ
り

組
Έ
、
ւ
֎
で
も
ൢ
ച
で
き
る
঎
඼
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

す
み
だ
の
も
の
づ
く
り
が

世
界
に
進
出
「
販
路
拡
大
」

そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
ฒ
ߦ
し
て
ྗ
を
入
れ

て
い
る
の
が
ൢ
࿏
拡
大
事
業
で
す
。
展
ࣔ
会

や
࠵
事
に
積
極
的

に
参
Ճ
し
、
国
಺

֎
に
す
Έ
ͩ
の
産

業
を
Ｐ
̧
し
て
い

ま
す
。
ւ
֎
で
の

活
動
で
集
中
的
に

ߦ
っ
て
い
る
の
が

୆
࿷
へ
の
ൢ
࿏
拡

大
で
、
２
０
１
５

年
４
݄
に
ࡒ
ஂ
法

人
୆
࿷
σ
β
イ
ϯ

η
ϯ
λ
ー
と
๽
ా
۠
で
「
連
ܞ
事
業
に
関
す

る
֮
ॻ
」
を
క
݁
し
ま
し
た
。
こ
の
֮
ॻ
に

ج
ͮ
き
、
୆
࿷
で
の
大
規
模
な
展
ࣔ
会
へ
の

招
待
出
展
を
ߦ
い
、
ւ
֎
市
৔
へ
の
進
出
を

ண
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
ಉ
࣌
に
、
୆
๺

市
಺
の
η
レ
ク
τ
γ
ἀ
ỽ
プ
を
会
৔
に
、
事

業
者
が
実
ࡍ
に
๚
୆
し
、
現
地
の
ό
イ
ヤ
ー

や
一
ൠ
ސ
٬
へ
঎
඼
を
ൢ
ച
す
る「
঎
ஊ
会
」

も
開
࠵
し
人
ؾ
を
ത
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
向
け
て

２
０
２
０
年
に
は
౦
ژ
Φ
リ
ϯ
ϐ
ỽ

ク
・
ύ
ラ
リ
ϯ
ϐ
ỽ
ク
が
開
࠵
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
ޙ
๽
ా
۠
に
も
ま
す
ま
す
多

く
の
人
が
๚
れ
る
こ
と
が
予
૝
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
ࡍ
に
؍
ޫ
٬
の
方
に
す

Έ
ͩ
の
঎
඼
を
ങ
っ
て
い
た
ͩ
き
、
そ
の

良
さ
に
৮
れ
、
ま
た
๚
れ
た
く
な
る
、
そ

う
い
っ
た
α
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
す
Έ
ͩ
の
も
の
ͮ
く
り
を
Ｐ

̧
し
て
い
き
ま
す
。

౦
ژ
౎
๽
ా
۠

す
Έ
ͩ
地
域
ϒ
ϥ
ϯ
υ
ઓ
ུ
の
औ
Γ
૊
Έ

―
ൃ
۷
と
૑
଄
ỏൃ
৴
に
Α
る
地
域
活
ੑ
Խ
―

͢
Έ
ͩ
஍
Ҭ
ϒ
ϥ
ϯ
υ
ਪ
ਐ
ڠ
ٞ
ձ

●

ࠤ
౻　

େ
ޗ

墨
田
区
産
業
振
興
課
主
事

୆࿷లࣔձग़లの༷ࢠ

すΈͩモμϯϩΰϚʔΫ
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の
度
の
「
;
る
さ
と
ͮ
く
り
大
৆
」

の
ड
৆
で
ධ
Ձ
を
い
た
ͩ
い
た
、「
Ξ
ー

ス
・
η
レ
ϒ
レ
ー
γ
ἀ
ϯ
（
以
下
、̚
̘
）」

は
、
佐
౉
を
ڌ
点
に
国
ࡍ
的
な
ެ
ԋ
活
動

を
ߦ
っ
て
い
る
ଠ
ޑ
ܳ
能
集
ஂ
「
ޑ
ಐ
」

が
、
１
̕
̔
̔
年
に
小
木
町
（
２
０
０
３

年
に
市
町
村
߹
ซ
に
よ
り
佐
౉
市
）
に
、

活
動
の
ڌ
点
で
あ
る
ޑ
ಐ
村
を
開
村
し
た

の
を
ػ
に
始
め
た
国
ࡍ
ܳ
ज़
ࡇ
で
あ
り
、

２
０
１
７
年
に
30
回
目
の
ه
೦
の
開
࠵
と

な
っ
た
。

佐
౉
ౡ
の
ೆ

੢
に
Ґ
ஔ
す
る

小
木
ߓ
प
ล
を

中
৺
会
৔
と
し

て
始
ま
っ
た

ϑ
ỻ
ス
ς
ỹ
ό

ル
で
あ
る
が
、

２
０
１
３
年
か

ら
は
佐
౉
の
෩

土
・
人
に
৮
れ

て
も
ら
う
目
的

で
、
ϑ
ỹ
ー
ル

ド
を
佐
౉
全
ౡ

に
広
͛
て
い
る
。

当
初
か
ら
、
地
ݩ
の
ߦ
政
、
ا
業
、
市

民
ஂ
体
な
Ͳ
に
よ
っ
て
ߏ
੒
さ
れ
る
実
ߦ

委
員
会
で
ӡ
営
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
佐

౉
市
௕
が
大
会
௕
を
務
め
る
全
ౡ
を
あ
͛

て
の
実
施
体
੍
で
、
ެ
ӹ
ࡒ
ஂ
法
人
ޑ
ಐ

จ
化
ࡒ
ஂ
が
佐
౉
市
؍
ޫ
ৼ
ڵ
՝
と
と
も

に
事
務
局
を
୲
っ
て
い
る
。

ࢲ
た
ち
が
ެ
ԋ
活
動
を
௨
͡
て
世
界
֤

地
で
出
会
っ
た
Ξ
ー
ς
ỹ
ス
τ
を
佐
౉
に

お
招
き
し
、
佐
౉
の
方
ʑ
に
঺
հ
す
る
と

と
も
に
、
ౡ
֎
か
ら
の
参
Ճ
者
に
佐
౉
の

豊
か
な
จ
化
と
自
વ
に
৮
れ
て
も
ら
う
目

的
で
始
め
た
。
今
で
は
、
ւ
に
よ
っ
て
ӡ

ば
れ
て
来
た
ಠ
ಛ
な
จ
化
と
ྺ
࢙
を
も
つ

佐
౉
と
い
う
ౡ
で
、
多
༷
な
国
੶
の
人
ʑ

が
ަ
ྲྀ
す
る
Ն
の
一
大
イ
ベ
ϯ
τ
と
な
っ

て
い
る
。

಺
༰
と
し
て
は
、
໺
֎
で
の
ί
ϯ
α
ー

τ
、
佐
౉
の
自
વ
や
఻
౷
จ
化
を
体
ݧ
す

る
ϫ
ー
ク
γ
ἀ
ỽ
プ
や
η
ミ
ナ
ー
、
世
界

の
৯
と
޻
ܳ
඼
が
集
う
ϋ
ー
ό
ー
Ϛ
ー

ケ
ỽ
τ
な
Ͳ
、
༷
ʑ
な
࠵
し
が
ߦ
わ
れ
る

体
ݧ
型
の
ϑ
ỻ
ス
ς
ỹ
ό
ル
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
世
界
約
30
Χ
国
、
さ
ま
͟
ま
な

民
଒
Ի
ָ
や
఻
౷
ܳ
能
の
Ξ
ー
ς
ỹ
ス
τ

や
ݚ
ڀ
者
を
招
ᡈ
し
て
き
た
。

地
域
づ
く
り
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

開
࠵
ظ
間
の
３
日
間
に
は
Ԇ
べ
１
万
人

以
上
の
参
Ճ
者
が
集
い
、
そ
の
う
ち
、
ౡ

֎
か
ら
の
参
Ճ
者
が
約
７
割
で
、
約
１
割

が
֎
国
人
で
あ
る
と
い
う
の
も
大
き
な
ಛ

௃
ͩ
。
最
初
の
こ
Ζ
は
、
ళ
に
֎
国
の
方

が
来
る
と
、
ා
く
て
Ԟ
に
Ҿ
っ
ࠐ
ん
で
し

ま
っ
た
お
ళ
の
方
も
、
今
で
は
֗
ߦ
く
֎

国
の
人
た
ち
を
つ
か
ま
え
て
ަ
ྲྀ
し
て
い

る
࢟
を
あ
ち
こ
ち
で
ݟ
か
け
る
ま
で
に

な
っ
た
。

ۙ
年
、佐
౉
に
は
、ւ
֎
か
ら
の
ク
ル
ー

ズ
ધ
の
د
ߓ
も
増
え
、
イ
ϯ
ό
΢
ϯ
ド
؍

ޫ
٬
の
ड
け
入
れ
体
੍
の
੔
උ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
̚
̘
は
、
ւ
֎

か
ら
お
٬
༷
を
ड
け
入
れ
て
き
た
プ
ロ
ά

ラ
Ϝ
と
ノ
΢
ϋ
΢
を
生
か
し
て
、
年
間
を

௨
し
て
ౡ
の
ັ
ྗ
に
৮
れ
て
も
ら
う
ड
け

ࡼ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
地
域
の
人
ʑ
と
の
連
ܞ
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
、
ϑ
ỻ
ス
ς
ỹ
ό
ル
の
開
࠵
を
௨

し
て
佐
౉
を
Ѫ
す
る
ౡ
֎
の
人
ʑ
の
参
ը

も
ಘ
な
が
ら
、
地
域
ͮ
く
り
の
プ
ラ
ỽ
τ

ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

佐
渡
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番

গ
ࢠ
高
齢
化
に
よ
り
ա
ૄ
化
が
急
଎
に

進
む
佐
౉
に
お
い
て
、
̚
̘
を
௨
͡
て
佐

౉
を
๚
れ
て
く
ͩ
さ
る
方
ʑ
は
、
ౡ
の
ๅ

で
あ
る
。
そ
の
方
ʑ
に
、
ౡ
の
人
ʑ
と
৮

れ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
佐
౉
の
ϑ
Ỹ
ϯ
に

な
っ
て
も
ら
う
、
一
൪
の
ۙ
道
ͩ
と
感
͡

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
࠶
ͼ
๚
れ
た

い
と
ࢥ
っ
て
も
ら
え
る
「
;
る
さ
と
ͮ
く

り
」
に
޲
け
、
本
ड
৆
を
ྭ
Έ
に
さ
ら
に

ؤ
ு
っ
て
ߦ
き
た
い
。

৽
ׁ
県
ࠤ
౉
ࢢ

ౡ
Ͱ
ੜ
·
Ε
ͨ
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
の
৔

―
ੈ
ք
の
ຽ
଒
Ի
ָ
΍
఻
౷
ܳ
ೳ
を
ମ
ݧ
Ͱ
͖
る
ࠃ
ࡍ
ܳ
ज़
ࡇ
―

ެ
ӹ
ࡒ
ஂ
๏
ਓ
ޑ
ಐ
จ
Խ
ࡒ
ஂ

●

ੁ
໺　

ರ
࢘

公
益
財
団
法
人
鼓
童
文
化
財
団
専
務
理
事

ʯを集མのॅຽ͔Βֶͼ൸࿐（2013ޑ౉のܳೳʮَଠࠤ 年 8月）

ಐϝϯόʔ૯ग़ԋのʮ&$ú0ޑ प年͓ॕいϥΠϒʯ（201� 年 8月）

�3 2018・3月号 地域づくり 特集編



ஂ
ମ
表
彰職

藝
教
育
の
理
念

「
৬
᥁
」
と
は
、
఻
౷
に
よ
り
ഓ
わ
れ

て
き
た
৬
人
の
ٕ
を
意
味
す
る
「
৬
」
と
、

用
の
ඒ
と
そ
の
ܳ
ज़
性
を
追
求
す
る
৬
人

の
৺
を
意
味
す
る
「
᥁
」
と
を
݁
ん
で
つ

く
っ
た
、
ֶ
Ԃ
の
教
育
理
೦
を
ද
す
ݴ
葉

で
す
。
こ
の
理
೦
の
も
と
に
、
৽
し
い
感

֮
と
఻
౷
ٕ
ज़
を
౷
߹
し
ܧ
ঝ
す
る
「
৬

᥁
人
」
を
育
੒
し
て
お
り
ま
す
。

わ
が
国
の
生
活
จ
化
は
、
ਆ
道
や
෹
教

に
ࢧ
え
ら
れ
、
自
વ
を
Ѫ
す
る
国
民
性
に

も
ࢧ
え
ら
れ
て
、
木
଄
ݐ
ங
や
そ
れ
と
一

体
と
な
っ
て
ഓ
わ
れ
て
き
た
଄
Ԃ
の
ٕ
ज़

を
、Կ
千
年
に
も
わ
た
っ
て
育
Έ
な
が
ら
、

༏
れ
た
大
޻
や
ఉ
ࢣ
を
ഐ
出
し
、
ಠ
自
の

৬
人
จ
化
を
ங
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
日
の
急
଎
な
ٕ
ज़
ֵ
৽
と

生
産
効
཰
追
ٴ
の
೾
は
、
人
間
に
と
っ
て

最
も
ଚ
い
手
࢓
事
の
大
੾
さ
を
๨
れ
さ

せ
、日
本
ݻ
有
の
఻
౷
ٕ
能
を
ܰ
ࢹ
し
て
、

こ
れ
を
ड
け
ܧ
͙
৬
人
を
ஶ
し
く
ݮ
গ
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
݁
Ռ
、
ޙ
ܧ
者
の
育
੒

に
も
ࢧ
ো
を
き
た
し
て
い
る
状
گ
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
を
国
ࡍ
的
な
ࢹ
点
で
か
え
り

Έ
ま
す
と
、
わ
が
国
の
ݐ
ங
や
଄
Ԃ
の
఻

౷
と
༏
れ
た
৬
人
の
ٕ
に
ର
し
て
、
ॾ
֎

国
か
ら
は
高
い
ධ
Ձ
と
関
৺
が
د
せ
ら
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ͣ
、
こ
れ
に
Ԡ
え

る
方
策
は
΄
と
ん
Ͳ
な
お
͟
り
に
さ
れ
た

ま
ま
で
し
た
。

ࢲ
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
状
گ
を
࠲
ࢹ

す
る
こ
と
が
で
き
ͣ
、
஥
間
を
ื
り
֤
界

の
有
識
者
と
と
も
に
౼
議
を
ॏ
Ͷ
、
わ
が

国
ݻ
有
の
ݐ
ங
、଄
Ԃ
の
ਫ਼
ਆ
と
ٕ
ज़
を
、

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
生
活
จ
化
と
し
て
ड
け
と

め
、
こ
の
考
え
方
を
৬
人
の
ཆ
੒
教
育
の

中
で
発
展
さ
せ
て
い
く
方
策
は
な
い
も
の

か
と
10
年
ۙ
く
૝
を

࿅
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
が
国
の
ݐ
ங
・
଄

Ԃ
ٕ
ज़
を
今
日
ま
で
育

ん
で
こ
ら
れ
た
༏
れ
た

ઌ
ୡ
に
ֶ
ͼ
、
地
球
環

境
を
大
੾
に
す
る
こ
と

を
発
૝
の
原
点
に
ਾ

え
、
৽
し
い
住
จ
化
と

環
境
จ
化
の
創
଄
を
目

指
す
若
い
୲
い
手
を
ཆ

੒
す
る
こ
と
が
、
い
ま
最
も
ॏ
ཁ
で
か
つ

急
務
で
あ
る
と
の
݁
࿦
に
ୡ
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ࢲ
た
ち
の
考
え
方
に
ࢍ
ಉ
௖

い
た
多
く
の
人
ʑ
に
ࢧ
え
ら
れ
、「
富
山

国
ࡍ
৬
᥁
ֶ
Ӄ
」
が
ฏ
੒
̔
年
４
݄
に
開

ߍ
。
ฏ
੒
1ÿ
年
４
݄
に
現
在
の
「
ઐ
໳
ֶ

ߍ
৬
᥁
ֶ
Ӄ
」
に
վ
শ
し
ま
し
た
。

職
藝
教
育
の
実
践

৬
᥁
ֶ
Ӄ
は
、
ཬ
山
の
ֶ
Ԃ
ڷ
に
;
さ

わ
し
い
ܠ
؍
の
中
に
あ
り
、
富
山
国
ࡍ
大

ֶ
、
ೋ
つ
の
ا
業
ݚ
म
η
ϯ
λ
ー
な
Ͳ
に

ۙ
઀
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
ֶ
や

ا
業
ݚ
म
施
ઃ
と
ਵ
࣌
連
ܞ
を
は
か
り
、

人
事
ަ
ྲྀ
、
国
ࡍ
ަ
ྲྀ
な
Ͳ
を
実
ફ
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
૚
高
度
な
৬
᥁
ٕ
能
の
ݚ
ᮎ

を
め
͟
し
、
֤
Պ
の
ݚ
ڀ
Պ
を
ฏ
੒
10
年

４
݄
に
開
ઃ
し
ま
し
た
。
ݚ
ڀ
Պ
で
は
、

「
৬
᥁
人
」
と
し
て
、
ま
た
現
৔
の
リ
ー

μ
ー
と
し
て
、
自
立
す
る
に
;
さ
わ
し
い

資
質
を
ຏ
い
て
い
ま
す
。

教
त
ਞ
と
ֶ
生
と
の
৺
の
こ
も
っ
た
一

体
感
の
も
と
「
生
֔
現
໾
」
を
目
指
し
て
、

৽
࣌
代
の
৬
᥁
人
૾
を
創
଄
し
て
ま
い
り

た
い
と
日
ʑ
֨
ಆ
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
৬
᥁
人
を
目
指
す
有
ҝ
の

人
た
ち
が
、
富
山
県
は
も
と
よ
り
全
国
か

ら
集
い
、
ֶ
ͼ
、
̔
０
０
有
༨
人
が
ଔ
業

し
て
ߦ
き
ま
し
た
。
地
ݩ
富
山
県
を
は
͡

め
、
出
਎
֤
地
で
、
地
域
จ
化
と
真
᎜
に

会
࿩
し
な
が
ら
「
఻
౷
の
ະ
来
ܗ
」
に
௅

ઓ
し
て
い
ま
す
。

ࠇ）ʯఉԂႩఆ࣮習ֳࡩʮদࡒ෦市指ఆจԽࠇ
෦市）ɻ࣮ફを݉Ͷたไ׆࢓ಈのҰ؀ͱして、ຖ
年࣮ࢪ

։ϲٰΩϟϯύεʮަྲྀؗʯ（ݹຽ家࠶生）ݐ方
࣮習（෋ࢁ市）

৬᥁ֶӃ�౦ࠇ຀Ωϟϯύε（෋ࢁ市౦ࠇ຀）ɻ
େ޻（ݐஙେ޻・家۩େݐ・޻۩େ޻）、ఉࢣ（଄
Ԃࢣ、Ψʔデφʔ）のҭ੒ڌ఺

෋
ࢁ
県
෋
ࢁ
ࢢ

఻
౷
の
ٕ
と
จ
Խ
を
࣍
ੈ
୅
に
ͭ
ͳ
͙

―ủ
఻
౷
の
ະ
དྷ
ܗ
Ứを
૑
る
大
޻
と
ఉ
ࢣ
の
ཆ
੒
―

ઐ
໳
ֶ
ߍ
৬
᥁
ֶ
Ӄ

●

Ҵ
༿　

࣮

学
校
法
人
富
山
国
際
職
藝
学
園
理
事
長
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ஂ
ମ
表
彰異

世
代
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
と
は

中
高
齢
の
Ո
主
が
住
む
住
୐
の
ۭ
き
෦

԰
を
若
者
（
ֶ
生
）
が
आ
り
、
ͻ
と
つ
԰

ࠜ
の
下
で
生
活
す
る
住
ま
い
方
を
、
ච
者

ら
は
「
ҟ
世
代
ϗ
ー
Ϝ
γ
ỻ
Ξ
」
と
ݺ
ん

で
い
る
。
か
つ
て
の
下
॓
や
間
आ
り
と
ҟ

な
り
、
ҟ
世
代
ϗ
ー
Ϝ
γ
ỻ
Ξ
で
は
Ո
主

と
आ
り
手
の
૒
方
が
、
ޓ
い
の
ཁ
望
に
ج

ͮ
い
て
ઃ
ఆ
し
た
一
ఆ
の
ル
ー
ル
の
も
と

で
؇
や
か
に
ࢧ
え
߹
い
つ
つ
、
֤
ʑ
自
立

し
た
生
活
を
ૹ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
ҟ
な
る
世
代
の
者
Ͳ
う
し
が
つ
な
が

る
ػ
会
を
創
出
し
、
૒
方
の
ෆ
҆
や
ݽ
ಠ

を
؇
࿨
す
る
。
他
者
が
い
る
こ
と
に
よ
る

生
活
リ
ズ
Ϝ
へ
の
適
度
な
ࢗ
ܹ
、
さ
ら
に

は
住
ډ
අ
負
୲
の
ܰ
ݮ
も
ظ
待
で
き
る
。

෱
Ҫ
大
ֶ
住
環
境
ܭ
ը
ݚ
ڀ
ࣨ
で
は
、

ฏ
੒
ùû
年
度
よ
り
෱
Ҫ
県
ࣾ
会
෱
ࢱ
協
議

会
と
共
ಉ
で
ҟ
世
代
ϗ
ー
Ϝ
γ
ỻ
Ξ
事
業

を
ߦ
っ
て
い
る
。
ֶ
生
ス
λ
ỽ
ϑ
と
ࣾ
協

৬
員
が
、
参
Ճ
を
希
望
す
る
Ո
主
と
आ
り

手
（
ֶ
生
）
の
間
に
入
り
、
ޓ
い
の
ཁ
望

を
ฉ
い
た
上
で
Ϛ
ỽ
ν
ϯ
ά
を
ߦ
う
。
こ

れ
ま
で
に
Ԇ
べ
３
組
が
γ
ỻ
Ξ
生
活
を

ߦ
っ
て
お
り
、
現
在
も
৽
た
な
Ϛ
ỽ
ν
ϯ

ά
を
進
め
て
い
る
。
国
಺
の
ϗ
ー
Ϝ
γ
ỻ

Ξ
事
業
で
は
౦
ژ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ઌ
ۦ
者
で

あ
る
が
、
地
方
౎
市
で
実
ફ
す
る
ྫ
は
௝

し
い
よ
う
で
あ
る
。

ච
者
ら
は
ಉ
事
業
を
「
た
す
か
り
す
。」

と
名
෇
け
て
い
る
。
い
ま
ま
で
の
฻
ら
し

に
҆
৺
や
ม
化
を
「
た
す
」
べ
く
、
若
者

が
ۭ
き
෦
԰
を
「
か
り
」
て
「
す
」
む
こ

と
に
よ
っ
て
ར
用
者
૒
方
が
「
た
す
か

り
」、
樹
木
の
ಎ
に
「
り
す
」
が
੗
Έ
つ

く
よ
う
に
ۭ
き
෦
԰
に
若
者
が
住
む
こ
と

を
イ
ϝ
ー
δ
し
た
。

地
方
大
学
の
研
究
室
と
し
て

෱
Ҫ
大
ֶ
は
４
ֶ
෦
、
ֶ
生
਺
５
千
人

の
小
Ϳ
り
な
૯
߹
大
ֶ
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
޻
ֶ
෦
ݐ
ங
・
౎
市
環
境
޻
ֶ
Պ
に
ଐ

す
る
当
ݚ
ڀ
ࣨ
は
、
大
ֶ
Ӄ
生
と
ֶ
෦
生

を
あ
わ
せ
て
ຖ
年
̒
Ỗ
̔
人
程
度
し
か
い

な
い
、
小
さ
な
ݚ
ڀ
ࣨ
で
あ
る
。
ݐ
ங
・

土
木
ܥ
の
も
の
ͮ
く
り
を
ࢤ
޲
す
る
ֶ
生

が
多
く
集
ま
る
ֶ
Պ
に
あ
っ
て
、
住
環
境

や
ډ
住
施
策
と
い
っ
た
ྖ
域
を
ѻ
う
当
ݚ

ڀ
ࣨ
は
ҟ
質
な
ଘ
在
ら
し
い
。

今
回
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
く
ҟ
質
な
ݚ

ڀ
ࣨ
の
औ
り
組
Έ
を
ධ
Ձ
し
て
い
た
ͩ
い

た
こ
と
は
੣
に
ޫ
ӫ
で
あ
る
。
た
ͩ
し
、

日
͝
Ζ
か
ら
Ԡ
援
し
て
く
ͩ
さ
る
地
域
の

皆
༷
と
、
共
ಉ
事
業
者
で
あ
る
෱
Ҫ
県
ࣾ

会
෱
ࢱ
協
議
会
と
一
ॹ
に
ड
৆
し
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
皆
༷
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
͝
͟
い
ま
す
ʂ

当
ݚ
ڀ
ࣨ
の
ֶ
生
は
、
た
す
か
り
す
。

୲
当
の
ֶ
生
ͩ
け
で
な
く
全
員
が
関
連
の

活
動
に
参
Ճ
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大

ֶ
ۙ
く
の
ެ
民
ؗ
で
は
݄
に
一
度
、
ಠ
ډ

高
齢
者
޲
け
の
集
ま
り
が
開
か
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
当
ݚ
ڀ
ࣨ
の
ֶ
生
も
皆
ࠞ
ͥ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

ྺ
代
の
所
ଐ
ֶ
生
ॾ
܅
は
、
指
ಋ
教
員

で
あ
る
ච
者
の
ແ
能
に
も
か
か
わ
ら
ͣ
、

ৗ
に
લ
޲
き
に
औ
り
組
ん
で
く
れ
た
。
今

回
の
ड
৆
に
よ
り
、
൴
ら
൴
ঁ
ら
に
は
଍

を
޲
け
て
৸
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ෳ
ࡶ
な

৺
境
で
あ
る
。

今
回
の
ड
৆
を
ྭ
Έ
に
、
地
域
の
皆
༷

の
͝
協
ྗ
を
ಘ
な
が
ら
、
ҟ
世
代
ϗ
ー
Ϝ

γ
ỻ
Ξ
事
業
の
実
ફ
お
よ
ͼ
そ
の
他
の
ݚ

ڀ
・
教
育
活
動
に
、
い
っ
そ
う
ਫ਼
ྗ
的
に

औ
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
ؾ
持
ち
を
৽
た

に
し
て
い
る
。

ợ
参
考
Ụ

た
す
か
り
す
。
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ

IUUQ���X
X

X
�BOD�E�V�GVLVJ�BD�KQ

�_ZLJLVDIJ�UBTVLBSJTV�JOEFY�IUN
M

෱
Ҫ
県
෱
Ҫ
ࢢ

ߴ
ྸ
ऀ
と
ֶ
ੜ
͕
ಉ
ډ
す
る

 
ủ
ҟ
ੈ
୅
ϗ
ồ
Ϝ
γ
ỻ
Ξ
Ứ

―
大
ֶ
͕
ࣾ
ڠ
と
ڞ
ಉ
Ͱ
Ո
ओ
と
आ
Γ
ख
を
Ϛ
ỽ
ν
ϯ
ά
―

෱
Ҫ
େ
ֶ
ॅ
؀
ڥ
ܭ
ը
ݚ
ڀ
ࣨ

●

٠
஍　

٢
৴

福
井
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

地域での13׆ಈ

ֶ生ελοϑにΑるઆ໌
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ஂ
ମ
表
彰恵

ಹ
市
۲
原
は
ذ
ෞ
県
の
౦
ೆ
୺
に
Ґ

ஔ
す
る
人
ޱ
約
̔
０
０
人
の
小
さ
な
地
域

で
、
四
季
ં
ʑ
の
ඒ
し
い
࢟
を
࢒
す
自
વ

豊
か
な
地
域
で
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
в
法
人
Ԟ
໼
࡞
森
林
क़
は
ฏ
੒
1ÿ

年
「
森
林
࠶
生
・
災
害
防
ࢭ
」
を
目
的
に

ઃ
立
、ฏ
੒
ù0
年
よ
り
人
ޱ
ݮ
গ
ର
策「
ݹ

民
Ո
リ
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
क़
」
を
開
ߨ
、
今
年
で

1ù
年
目
を
ܴ
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
古
民
家
リ
フ
ォ
ー
ム
塾
」
と
は

౦
ւ
߽
雨
災
害
で
ະ
ી
有
の
災
害
を
ड

け
た
経
ݧ
か
ら
、
荒
ഇ
し
た
์
ஔ
林
の
࠶

生
に
よ
り
災
害
に
ڧ
い
森
林
ͮ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
、
ա
ૄ
・
高
齢
化
で
人
ޱ
が

ஶ
し
く
ݮ
গ
し
、
ۭ
き
Ո
が
増
Ճ
し
て
地

域
の
活
ྗ
を
失
い
ݶ
界
集
མ
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
の
た
め
、
ۭ
き
Ո
を
地
域
の
資

源
と
と
ら
え
、
౎
市
と
೶
村
の
ަ
ྲྀ
活
動

を
開
始
し
た
。活
動
の
ப
と
な
る
の
が「
ݹ

民
Ո
リ
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
क़
」
で
あ
る
。

ݹ
民
Ո
リ
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
क़
は
、
地
域
の
大

޻
さ
ん
の
指
ಋ
に
よ
り
参
Ճ
者
全
員
が
リ

ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
ٕ
ज़
を
श
ಘ
し
、
क़
生
・
全
国

か
ら
の
Ԡ
援
隊
・
地
域
の
Ϙ
ラ
ϯ
ς
ỹ
Ξ

が
協
ྗ
し
て
、
移
住
者
の
希
望
す
る
ݹ
民

Ո
を
、
地
域
材
を
࢖
っ
て
׬
੒
す
る
γ
ス

ς
Ϝ
で
あ
る
。
市
と
地
域
が
協
ྗ
し
て
ߦ

い
、
ܭ
ը
・
ઃ
ܭ
、
ਃ
請
・
ొ
ه
ま
で
Ԟ

໼
࡞
森
林
क़
が
ό
ỽ
ク
Ξ
ỽ
プ
し
て
い
る

の
が
最
大
の
ಛ
௃
で
あ
る
。

௨
年
開
࠵
し
、
ా
ࣷ
฻
ら
し
を
希
望
し

て
い
る
౎
市
の
方
ʑ
が
多
く
参
Ճ
、
地
域

住
民
と
の
ަ
ྲྀ
が
進
Έ
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
リ
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
क़
の
参

Ճ
者
は
11
年
間
で
２
千
人
を
超
え
、
ཬ
山

体
ݧ
イ
ベ
ϯ
τ
や
ަ
ྲྀ
イ
ベ
ϯ
τ
を
ߦ
う

こ
と
で
ަ
ྲྀ
人
ޱ
は
５
千
人
を
超
え
た
。

क़
生
の
中
か
ら
ù5
世
ଳ
ýý
人
が
移
住
し
、

人
ޱ
ݮ
গ
が
؇
や
か
に
な
り
小
中
ֶ
生
が

増
Ճ
し
た
。
移
住
者
の
中
か
ら
３
人
の
自

治
会
௕
さ
ん
も
生
ま
れ
、
地
域
の
活
性
化

が
大
き
く
進
ん
ͩ
。
若
者
２
人
が
就
೶
し

Ն
ळ
τ
Ϛ
τ
の
生
産
に
よ
り
大
き
な
੒
Ռ

を
上
͛
て
い
る
。
ま
た
、
若
者
２
人
が
林

業
に
就
き
、
ඒ
し
い
ݩ
ؾ
な
森
林
を
औ
り

໭
し
て
い
る
。
移
住
者
全
員
が
Ԟ
໼
࡞
森

林
क़
の
事
業
に
参
Ճ
し
「
Ԟ
໼
࡞
移
住
ఆ

住
ଅ
進
協
議
会
」「
۲
原
・
ཬ
山
ͮ
く
り

の
会
」「
く
し
は
ら
木
の
Ӻ
実
ߦ
委
員
会
」

で
活
༂
、
地
域
の
活
性
化
に
د
༩
し
て
い

る
。今

後
は
「
空
き
家
ゼ
ロ
」
を

目
指
す

今
ޙ
は
、
地
域
の
೶
林
業
Ո
と
連
ܞ
し

て
、೶
林
生
産
෺
の
開
発
ٴ
ͼ
ൢ
ച
ଅ
進
、

޻
ܳ
඼
の
開
発
、
ྌ
༑
会
と
の
連
ܞ
に
よ

る
δ
Ϗ
Τ
ྉ
理
の
開
発
、
೶
林
就
業
者
の

ࢧ
援
な
Ͳ
を
ߦ
う
予
ఆ
ͩ
。
ま
た
、
ݹ
民

Ո
リ
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
क़
に
よ
る
移
住
者
ࢧ
援
な

Ͳ
に
よ
り
多
く
の
若
者
移
住
者
を
ड
け
入

れ
移
住
ఆ
住
者
と
地
域
住
民
と
の
協
ಇ
に

よ
り
「
ۭ
き
Ո
θ
ロ
」
を
実
現
す
る
と
ಉ

࣌
に
恵
ಹ
市
۲
原
地
域
が
人
ޱ
ݮ
গ
ର
策

の
ઌ
進
地
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

ذ
ෞ
県
ܙ
ಹ
ࢢ

ủ
ݹ
ຽ
Ո
Ϧ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
क़
Ứ
Ͱ

 

地
域
の
ਓ
ޱ
減
গ
ର
ࡦ

―
ए
ऀ
Ҡ
ॅ
ऀ
の
૿
Ճ
΍
地
域
ॅ
ຽ
と
の
ަ
ྲྀ
ଅ
ਐ
ỏ
森
林
࠶
ੜ
―

̣
̥
̤
๏
ਓ
Ԟ
໼
࡞
৿
ྛ
क़

●

େ
ౡ　

ޫ
ར

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
矢
作
森
林
塾
会
長

習ߨくりのձɹ間伐ͮࢁཬ・ݪ۲
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ஂ
ମ
表
彰「

の
っ
て
こ
ら
い
」
と
は
こ
の
地
域
の

方
ݴ
で
「
の
っ
て
い
こ
う
よ
」
と
い
う
意

味
で
す
。

ࡾ
ॏ
県
۽
໺
市
の
山
間
෦
に
Ґ
ஔ
す
る

ޒ
ڷ
町
に
は
集
མ
と
市
֗
地
を
݁
Ϳ
ό
ス

は
あ
り
ま
す
が
、
ӡ
ߦ
回
਺
は
গ
な
く
、

集
མ
に
よ
っ
て
は
ό
ス
が
௨
っ
て
い
な
い

地
域
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ό
ス
が
௨
っ

て
い
て
も
ό
ス
ఀ
か
ら
Ո
ま
で
が
ԕ
い
と

こ
Ζ
が
多
い
と
い
う
՝
題
が
あ
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
地
域
が
こ
の
՝
題
を
解
ܾ
す

る
手
ஈ
と
し
て
ண
目
し
た
の
が
「
ա
ૄ
地

有
ঈ
ӡ
ૹ
（
現
・
ެ
共
ަ
௨
ۭ
ന
地
有
ঈ

ӡ
ૹ
）」
と
い
う
੍
度
で
し
た
。

こ
の
੍
度
を
活
用
し
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
立
ち
上
͛
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
の
っ

て
こ
ら
い
」は
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の「
ߦ

き
た
い
」
を
ࢧ
え
る
ަ
௨
手
ஈ
と
し
て
７

年
間
औ
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
不
便
さ
を
痛
感
、

そ
し
て
決
意

ࢲ
が
こ
の
औ
り
組
Έ
に
ܞ
わ
っ
た
き
っ

か
け
は
、
当
࣌
の
地
ݩ
市
議
会
議
員
が
ޒ

ڷ
町
の
ަ
௨
の
現
状
や
こ
の
औ
り
組
Έ
の

ඞ
ཁ
性
に
つ
い
て
࿩
を
も
ち
か
け
て
き
た

こ
と
で
す
。
最
初
は
あ
ま
り
ڵ
味
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
վ
め
て
地
域
を
ݟ
て
Έ

る
と
、
ߦ
き
た
い
と
き
に
ങ
い
෺
や
਍
ྍ

所
に
ߦ
け
な
い
人
、
ό
ス
ఀ
ま
で
า
く
の

も
つ
ら
い
人
な
Ͳ
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
ޒ
ڷ
町
の
ަ
௨
の
ෆ
ศ
さ
を

௧
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
議
会
議
員

か
ら
の
「
や
れ
る
の
は
お
ま
え
し
か
お
ら

ん
」
と
い
う
一
ݴ
で
、
こ
の
औ
り
組
Έ
に

関
わ
る
ܾ
意
を
し
ま
し
た
。

継
続
で
き
る
仕
組
み
を

「
ա
ૄ
地
有
ঈ
ӡ
ૹ
」
を
実
施
し
て
も
、

ܧ
続
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ߦ
政
が
ޒ
ڷ
町
住
民
に
ର
し

て
ަ
௨
に
関
す
る
Ξ
ϯ
ケ
ー
τ
を
ߦ
っ
た

と
こ
Ζ
、
住
民
が
ߦ
き
た
い
৔
所
は
地
域

಺
の
঎
ళ
や
਍
ྍ
所
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
地
域
಺
で
住
民
の
移
動
が
׬

݁
し
、
ར
用
者
が
֬
保
で
き
れ
ば
、「
ա

ૄ
地
有
ঈ
ӡ
ૹ
」
は
有
効
で
あ
り
、
ܧ
続

す
る
こ
と
が
可
能
ͩ
と
൑
அ
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、地
域
の
意
ݟ
を
ฉ
い
た
り
、

会
員
ื
集
の
協
ྗ
な
Ͳ
を
お
ئ
い
で
き
る

体
੍
を
つ
く
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立

ち
上
͛
に
あ
た
っ
て
は
ޒ
ڷ
町
の
֤
集
མ

の
自
治
会
௕
や
්
人
会
௕
、
࿝
人
ク
ラ
ϒ

代
ද
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
໾
員
に
な
っ
て
い

た
ͩ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ฏ
੒
ùù
年
̒
݄
に
「
の
っ
て

こ
ら
い
」
は
ӡ
ߦ
開
始
を
ܴ
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ӡ
ߦ
開
始
ޙ
は
ࢥ
っ
て
い
た
以
上
に
ར

用
の
ध
ཁ
が
多
く
、
あ
ら
た
め
て
地
域
で

こ
の
よ
う
な
৐
り
෺
が
ඞ
ཁ
ͩ
っ
た
の
ͩ

と
実
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ӡ
営
の
現
実

は
大
ม
ݫ
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
れ
で
も
や
り
始
め

た
か
ら
に
は
Կ
が
な
ん
で

も
ܧ
続
し
て
い
き
た
い
と

い
う
ؾ
持
ち
と
、「
の
っ
て

こ
ら
い
」
を
ඞ
ཁ
と
し
て

く
れ
て
い
る
人
、
地
域
の

方
や
ߦ
政
な
Ͳ
協
ྗ
し
て

く
れ
て
い
る
人
が
い
た
か

ら
こ
そ
今
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

ࡢ
年
;
る
さ
と
ೲ
੫
で
ク
ラ
΢
ド
ϑ
Ỹ

ϯ
σ
ỹ
ϯ
ά
に
औ
り
組
ん
ͩ
と
き
に
も
全

国
か
ら
Ԡ
援
や
ྭ
ま
し
の
ݴ
葉
を
い
た
ͩ

き
、
վ
め
て
ଳ
を
క
め
௚
す
大
き
な
ػ
会

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

「
の
っ
て
こ
ら
い
」
の
ઃ
立
झ
意
ॻ
に

は
「
一
۱
を
র
ら
す
。
地
域
住
民
で
地
域

を
क
る
」と
い
う
ݴ
葉
を
ܝ
͛
て
い
ま
す
。

ޒ
ڷ
町
は
年
ʑ
ա
ૄ
高
齢
化
が
進
Έ
７

年
લ
の
ӡ
ߦ
開
始
当
࣌
に
ൺ
べ
て
人
ޱ
も

ݮ
り
、
会
員
਺
の
維
持
が
大
ม
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
の
っ
て
こ
ら
い
」

を
ඞ
ཁ
と
し
て
く
れ
る
人
は
こ
れ
か
ら
も

ඞ
ͣ
い
ま
す
。

ަ
௨
が
ෆ
ศ
な
地
域
に
も
ޫ
を
র
ら

し
、
ࢲ
た
ち
が
自
ら
の
手
で
地
域
に
ޫ
を

র
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
ڧ
い
૝
い
を

も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
こ
の
औ
り
組
Έ
を
ܧ

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ࡾ
ॏ
県
۽
໺
ࢢ

ա
ૄ
地
の
持
続
的
ͳ
ަ
௨
α
ồ
Ϗ
ε

―
地
域
ॅ
ຽ
Ͱ
地
域
を
क
る
―

̣
̥
̤
๏
ਓ
ͷ
ỳ
ͯ
͜
Β
͍

●

ቈ
　ޱ

঵
࣏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
っ
て
こ
ら
い
代
表
理
事

たく͞Μの方にར༻していたͩいています

ฏ੒ ùù 年 �月͔Βӡ行を։࢝しました
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葉
ロ
マ
ン
の
ま
ち

౦
ۙ
ߐ
市
は
、
日
本
の
΄
΅
中
ԝ
෦
、

ۙ
ـ
ݍ
と
中
ژ
の
中
間
に
Ґ
ஔ
し
て
、
౦

の
ླ
ࣛ
山
຺
か
ら
੢
は
ͼ
わ
ބ
に
面
し
、

森
、
ཬ
、
઒
、
ބ
と
い
っ
た
多
༷
な
࢟
を

ݟ
せ
る
自
વ
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。
そ
の

ೆ
෦
に
Ґ
ஔ
す
る
ו
生
地
（۠
چ
ו
生
町
）

は
༔
ٱ
の
ྺ
࢙
あ
;
れ
る
ו
生
໺
に
แ
ま

れ
た
౉
来
จ
化
と
万
葉
ロ
Ϛ
ϯ
の
ཬ
を
有

す
る
人
ޱ
１
万
５
千
人
（
ûù
自
治
会
）
の

ま
ち
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
内
容

ฏ
੒
1ÿ
年
１
݄
に
౦
ۙ
ߐ
市
と
߹
ซ
し

た
当
初
は
、
ù1
世
ل
の
গ
ࢠ
高
齢
化
、
人

ޱ
ݮ
গ
な
Ͳ
ࣾ
会
ߏ
଄
の
ม
化
に
ର
Ԡ
す

る
た
め
の
ߦ
政
の
ス
リ
Ϝ
化
・
ߦ
ࡒ
政
վ

ֵ
な
Ͳ
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

地
域
が
Ͳ
の
よ
う
に
ม
わ
っ
て
い
く
の

か
、
今
日
ま
で
い
Ζ
い
Ζ
ࡉ
か
く
住
民
が

ड
け
て
い
た
ߦ
政
α
ー
Ϗ
ス
は
গ
な
く
な

る
の
か
、
֤
自
治
会
へ
の
܎
わ
り
も
希
ബ

化
す
る
の
か
、
な
Ͳ
ເ
と
ෆ
҆
が
ަ
ࠩ
し

て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
当
࣌
の
関
܎

ஂ
体
が
一
ಊ
に
会
し
、
今
ޙ
の
地
域
՝
題

解
ܾ
や
、
豊
か
な
฻
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
の
方
策
な
Ͳ
に
つ
い
て
議
࿦
を
ަ
わ
し

た
。
そ
の
݁
Ռ
、「
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
考
え
地
域
で
解
ܾ
し
て
い
く
」
こ
と
を

ج
本
に
、「
こ
の
ま
ち
で
৺
豊
か
に
住
Έ

続
け
た
い
と
ࢥ
え
る
ま
ち
ͮ
く
り
」
を
進

め
て
ߦ
こ
う
と
、
ฏ
੒
1ÿ
年
11
݄
に
ま
ち

ͮ
く
り
協
議
会
が
ઃ
立
さ
れ
、
今
年
で
1ù

年
目
を
ܴ
え
た
。

ઃ
立
か
ら
間
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
ͮ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で

の
՝
題
や
ເ
に

つ
い
て
ו
生
地

۠
全
て
の
自
治

会
で
の
࠙
ஊ
会

や
住
民
Ξ
ϯ

ケ
ー
τ
を
実
施

し
、
ฏ
੒
ù1
年

５
݄
に
今
ޙ
の

方
޲
性
を
ࣔ
し
た
「
ୈ
一
࣍
ま
ち
ͮ
く
り

ܭ
ը
」
を
策
ఆ
し
た
。
自
治
会
連
߹
会
と

ま
ち
ͮ
く
り
協
議
会
を
ं
の
྆
ྠ
と
Ґ
ஔ

෇
け
、
֤
関
܎
ஂ
体
と
連
ܞ
を
ਤ
り
な
が

ら
ج
本
ܭ
ը
に
Ԋ
っ
た
̒
つ
の
෦
会
を
立

ち
上
͛
、
さ
ま
͟
ま
な
活
動
を
実
施
し
て

き
た
。
そ
の
ޙ
、
ฏ
੒
ù5
年
度
か
ら
は
౦

ۙ
ߐ
市
の
指
ಋ
の
下
で
、
年
間
７
万
３
千

人
以
上
の
方
が
ར
用
さ
れ
る
ו
生
ί
ミ
ỿ

χ
ς
ỹ
η
ϯ
λ
ー
と
、
ฏ
੒
ùþ
年
４
݄
か

ら
の
あ
か
Ͷ
ݹ
෿
ެ
Ԃ
の
２
つ
の
施
ઃ
の

指
ఆ
؅
理
者
を
ड
託
し
、
地
域
を
แ
ׅ
す

る
ஂ
体
と
し
て
地
域
の
皆
༷
と
と
も
に
考

え
、
協
ྗ
し
߹
っ
て
ま
ち
ͮ
く
り
を
推
進

し
て
き
た
。
そ
の
活
動
಺
༰
は
、
広
ใ
ࢴ

の
発
ߦ
（
ຖ
݄
４
̔
０
０
෦
）
や
、
֤
自

治
会
、
֤
種
ஂ
体
と
連
ܞ
し
て
の
৘
ใ
ऩ

集
を
は
͡
め
、「
ま
ち
ͮ
く
り
ܭ
ը
ॻ
」

に
Ԋ
っ
て
の
、
防
災
防
൜
、
݈
߁
෱
ࢱ
、

環
境
保
全
、
地
域
教
育
、
ྺ
࢙
จ
化
ݚ
ڀ
、

地
域
活
性
化
な
Ͳ
広
ൣ
ғ
に
ٴ
ん
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
ฏ
੒
ù5

年
に
੔
උ
さ
れ
た
Ո
ఉ
ҩ
を
含
む
地
域
ҩ

ྍ
η
ϯ
λ
ー
を
֩
と
し
て
地
域
แ
ׅ
ケ
Ξ

を
ॆ
実
す
る
こ
と
と
、
ฏ
੒
ù5
年
1ù
݄
に

౦
ۙ
ߐ
市
の
ೆ
の
ݰ
関
ޱ
と
し
て
開
௨
し

た
名
ਆ
高
଎
道
࿏
の
ו
生
ス
Ϛ
ー
τ
イ
ϯ

λ
ー
の
༏
Ґ
性
を
生
か
す
こ
と
を
ୈ
一
の

ப
と
し
、「
౦
ۙ
ߐ
市
協
ಇ
の
ま
ち
ͮ
く

り
৚
ྫ
」
に
ج
ͮ
く
認
ఆ
ஂ
体
と
し
て
組

織
の
ڧ
化
を
ਤ
る
。
ま
た
、
ו
生
໺
の
自

વ
環
境
と
地
域
จ
化
の
良
さ
を
ܧ
ঝ
し
、

ୈ
２
࣍
ま
ち
ͮ
く
り
ܭ
ը
に
、
৽
た
な
ࢹ

点
の
「
৯
」「
Τ
ω
ル
ギ
ー
」「
ケ
Ξ
」
を

組
Έ
入
れ
た
２
０
３
０
年
の
ו
生
の
ক
来

૾
に
޲
け
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ເ
・
希

望
を
共
有
し
、
地
域
՝
題
を
自
立
的
に
解

ܾ
で
き
る
ࣾ
会
࡞
り
に
౒
め
る
。
こ
の
た

め
に
は
、
人
材
、
知
識
、
知
恵
な
Ͳ
多
く

の
資
源
を
大
੾
に
し
、
֎
෦
の
ධ
Ձ
を
ड

け
な
が
ら
、
ߦ
政
と
の
協
ಇ
の
ま
ち
ͮ
く

り
の
୲
い
手
と
し
て
豊
か
な
฻
ら
し
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

࣎
լ
県
౦
ۙ
ߐ
ࢢ

৺
๛
͔
に
ॅ
Έ
続
͚
ͨ
͍
と

 

ࢥ
͑
る
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―ủ
৯
Ứủ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ồ
Ứủ
έ
Ξ
Ứの
自
څ
ݍ
を
Ί
͟
͠
ͯ
ồ

ו
ੜ
஍
۠
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ڠ
ٞ
ձ

●

޲
Ҫ　

ོ

蒲
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

ࢴใ޿

'&$（৯・ΤωルΪʔ・έΞ）
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彰起

伏
に
富
ん
だ
住
宅
地

ฌ
ݿ
県
੢
ٶ
市
の
生
੉
地
域
は
、
市
域

๺
౦
෦
の
山
間
෦
に
Ґ
ஔ
し
、
ݹ
く
か
ら

の
集
མ
を
ғ
む
よ
う
に
৽
ڵ
住
୐
地
が
ෳ

਺
点
在
し
て
い
る
。
৽
ڵ
住
୐
地
は
山
を

੾
り
開
い
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
急
ޯ
഑

か
つ
ڱ

ㆌ
㇟
ㆄ

ᯀㆀ
ㆂ

な
道
࿏
が
多
く
、
移
動
は
ઐ
ら

自
Ո
用
ं
に
ґ
ଘ
す
る
と
い
う
ラ
イ
ϑ
ス

λ
イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
઒
を
ڬ
ん
ͩ
֤

地
۠
間
の
ަ
ྲྀ
は
গ
な
く
、
ί
ミ
ỿ
χ

ς
ỹ
や
ަ
௨
事
৘
等
が
ҟ
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
ࡢ
今
の
人
ޱ
ݮ
গ
や
গ
ࢠ
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
地
域
՝
題
、
と
り
わ
け
、

移
動
面
で
の
՝
題
が
ݦ
在
化
し
て
い
た
。

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

こ
の
よ
う
な
状
گ
の
も
と
、
地
域
の
ক

来
に
ة
ػ
感
を
持

っ
た
一
෦
の
住
民

が
、
ฏ
੒
ù1
年
に

実
施
し
た
Ϙ
ラ
ϯ

ς
ỹ
Ξ
༌
ૹ
を
き

っ
か
け
に
、
産
׭

ֶ
民
と
の
協
ಇ
の

も
と
地
域
に
૬
Ԡ

し
い
移
動
手
ஈ
を

ݕ
౼
す
る
た
め
地

ݩ
協
議
会
を
立
ち

上
͛
た
。
そ
の
ޙ
、
Ξ
ϯ
ケ
ー
τ
ௐ
ࠪ
や

ࢼ
ݧ
ӡ
ߦ
、
地
域
で
の
࠲
ஊ
会
を
܁
り
ฦ

す
中
で
、
̕
つ
全
て
の
自
治
会
で
の
औ
り

組
Έ
に
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
ᶃ
୭
も
が

ؾ
ܰ
に
ར
用
で
き
る
移
動
手
ஈ
の
֬
保
ᶄ

৽
た
な
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
の
ৢ
੒
や
地
域
の

活
性
化
ᶅ
全
て
の
自
治
会
が
協
ྗ
し
て
औ

り
組
む
Ổ
こ
と
を
目
ඪ
に
、
地
域
が
主
体

と
な
る
持
続
可
能
な
地
域
ެ
共
ަ
௨
と
し

て
、
ฏ
੒
ùþ
年
10
݄
か
ら
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ

ό
ス
「
͙
る
っ
と
生
੉
」
の
ӡ
ߦ
を
始
め

た
。い

つ
ま
で
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に

地
域
住
民
が
自
Ո
用
ं
で
Կ
度
も
ࢼ
૸

を
܁
り
ฦ
し
࡞
੒
し
た
ル
ー
τ
や
μ
イ
ヤ

は
、
ར
用
者
χ
ー
ズ
に
߹
க
し
た
಺
༰
と

な
っ
た
。
ӡ
௞
は
採
ࢉ
性
を
保
つ
た
め

３
０
０
円
ʗ
回
と
ط
ଘ
の
࿏
ઢ
ό
ス
よ
り

も
高
く
ઃ
ఆ
し
て
い
る
。
ま
た
、
ࢼ
ݧ
ӡ

ߦ
࣌
か
ら
ܧ
続
し
て
औ
り
組
ん
で
い
る
広

ࠂ
෇
き
会
ใ
の
ఆ
ظ
発
ߦ
や
̨
Ｎ
̨
を
活

用
し
た
広
ใ
、
自
治
会
ຖ
の
࠲
ஊ
会
、
保

育
所
・
༮
ஓ
Ԃ
で
の
৐
り
方
教
ࣨ
、
小
・

中
ֶ
生
に
地
域
で
ό
ス
を
क
る
大
੾
さ
を

఻
え
る
活
動
な
Ͳ
、
༷
ʑ
な
ར
用
ଅ
進
策

を
ਫ਼
ྗ
的
に
実
施
し
て
い
る
。そ
の
݁
Ռ
、

自
分
た
ち
の
ό
ス
と
い
う
意
識
が
ժ
生
え

た
と
ಉ
࣌
に
、
経
営
感
֮
を
持
っ
て
औ
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。
本
֨
ӡ
ߦ
初
年
度

の
ऩ
ࢧ
ൺ
཰
は
約
Ā0
％
と
高
く
、
２
年
目

以
߱
も
ར
用
者
は
増
Ճ
し
続
け
て
い
る
。

ό
ス
の
ं
಺
で
は
、
୯
਎
高
齢
者
ಉ
࢜
の

お
出
か
け
や
、
ಉ
͡
地
۠
಺
に
住
Έ
な
が

ら
も
࿩
し
た
こ
と
が
な
い
人
が
ަ
ྲྀ
を
深

め
「
ό
ス
༑
」
が
で
き
る
な
Ͳ
、
住
民
ಉ

࢜
の
݁
ͼ
つ
き
を
ڧ
め
て
い
る
。
ま
た
、

初
め
て
他
地
۠
へ
移
動
し
た
と
い
う
人
も

多
い
な
Ͳ
、
地
域
全
体
の
݁
ͼ
つ
き
も
ڧ

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
إ
ݟ
知
り
の
ӡ
స

手
は
地
域
か
ら
の
৴
པ
が
高
く
、
小
さ
な

ࢠ
Ͳ
も
ͩ
け
で
の
ར
用
も
増
え
て
い
る
。

魅
力
的
な
ま
ち
へ

「
͙
る
っ
と
生
੉
」
ӡ
ߦ
協
議
会
は
、

ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
ό
ス
の
ӡ
営
ͩ
け
で
な

く
、
ま
ち
ͮ
く
り
活
動
に
も
ྗ
を
入
れ
て

い
る
。
ྫ
え
ば
、
ۭ
き
Ո
ର
策
や
ਗ਼
૟
活

動
等
の
地
域
に
ࠜ
ࠩ
し
た
活
動
の
΄
か
、

地
域
で
考
Ҋ
し
た
Ϛ
ス
ί
ỽ
τ
キ
Ỿ
ラ
ク

λ
ー
の
ண
͙
る
Έ
を
࡞
੒
し
地
域
ߦ
事
に

出
ԋ
し
た
り
、
自
主
࡞
੒
し
た
、
Ի
಄
を

ຍ
གྷ
り
な
Ͳ
で
൸
࿐
す
る
な
Ͳ
、
地
域
を

੝
り
上
͛
て
い
る
。
ண
͙
る
Έ
の
出
ԋ
ґ

པ
は
ઈ
え
ͣ
、
地
域
か
ら
Ѫ
さ
れ
、
地
域

の
γ
ϯ
Ϙ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

ό
ス
ఀ
や
ं
಺
で
は
೐
や
か
な
会
࿩
が
ฉ

か
れ
る
な
Ͳ
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
の
৔
と
な
っ

て
お
り
、
ό
ス
と
地
域
へ
の
Ѫ
ண
が
૬
ޓ

に
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
ό
ス
の

ӡ
ߦ
は
、
地
域
を
੝
り
上
͛
る
た
め
の
ى

ര
ࡎ
と
な
り
、
ަ
௨
弱
者
を
ࢧ
援
す
る
ͩ

け
で
は
な
く
、「
ͻ
と
」
や
「
ま
ち
」
を

つ
な
͙
औ
り
組
Έ
に
発
展
し
て
い
る
。

ฌ
ݿ
県
੢
ٶ
ࢢ

地
域
の
Έ
Μ
ͳ
の
͓
Ͱ
͔
͚
ަ
௨

―
持
続
Մ
ೳ
ͳ
地
域
ެ
ڞ
ަ
௨ủ
͙
る
ỳ
と
ੜ
੉
Ứ―

ủ
͙
Δ
ỳ
ͱ
ੜ
੉
Ứ
ӡ
ߦ
ڠ
ٞ
ձ

●

௴　

健
ଠ
࿕

西
宮
市
交
通
計
画
課
主
事ϚείοτΩϟϥΫλʔʮ͙るっͱちΌΜʯ（ӈ୺）

Ԃࣇの৐ंମݧ
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良
県
生
ۨ
市
ࣛ
ノ
୆
地
۠
は
、
人
ޱ

約
̔
千
人
の
߫
֎
型
大
規
模
開
発
地
で
、

प
ล
を
྘
に
ғ
ま
れ
ؓ
੩
で
良
好
な
֗
ฒ

Έ
ܠ
؍
を
ఄ
し
、
大
ࡕ
市
಺
へ
ి
ं
で
約

30
分
と
ަ
௨
の
ར
ศ
性
が
高
く
、
日
ৗ
生

活
が
地
۠
಺
で
΄
΅
׬
݁
で
き
る
ఆ
住
意

識
の
高
い
֗
で
あ
る
。
地
域
住
民
が
「
自

分
た
ち
の
֗
は
自
分
た
ち
で
क
る
」
と
い

う
意
識
の
も
と
、
約
û0
年
લ
か
ら
ߦ
政
と

住
民
参
Ճ
の
協
ಇ
に
よ
る
ま
ち
ͮ
く
り
、

地
域
ͮ
く
り
を
ߦ
っ
て
き
た
。
当
地
۠
で

は
、
入
ډ
開
始
当
初
か
ら
住
民
主
体
で
、

࣌
代
を
ઌ
औ
り
し
た
Τ
リ
Ξ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ

τ
を
ݎ
持
し
、
༷
ʑ
な
औ
り
組
Έ
を
ܧ
続

的
に
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

ࣛ
ノ
୆
自
治
連
߹
会
は
、
ࣛ
ノ
୆
地
۠

の
住
民
で
ߏ
੒
す
る
11
自
治
会
の
連
߹
組

織
で
、
༷
ʑ
な
分
໺
で
主
体
的
に
活
動
す

る
ઐ
໳
組
織
を
౷
ׅ
し
、
一
方
で
、
ઐ
໳

組
織
が
連
߹
組
織
を
ࢧ
え
る
な
Ͳ
ޓ
い
に

ิ
׬
す
る
こ
と
で
、
効
཰
的
に
૬
৐
効
Ռ

を
発
ش
し
て
い
る
。

˓ 

良
好
な
֗
ฒ
Έ
ܠ
؍
と
自
વ
ܠ
؍
の
ௐ

࿨
を
ਤ
り
な
が
ら
、
प
ล
྘
地
1ù
Ἃ
の
間

伐
・
ࡶ
૲
木
מ
・
ෆ
法
投
غ
ΰ
ミ
の
回
ऩ
、

ྡ
઀
Տ
઒
の
ਗ਼
ྲྀ
回
෮
事
業
、
֗
࿏
২
樹

ଳ
の
؅
理
な
Ͳ
地
域
಺
の
林
಺
੔
උ
と

１
千
本
を
超
え
る
ࡩ
、
Ϟ
ミ
δ
な
Ͳ
྘
化

推
進
活
動
を
住
民
主
体
で
ߦ
い
、
イ
ϯ
ϑ

ラ
分
໺
の
主
体
的
؅
理
を
୲
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
ݩ
の
小
中
ֶ
生
に
ର
し
森
林

環
境
体
ݧ
ֶ
श
活
動
も
実
施
し
て
い
る
。

˓
「
η
キ
ỿ
リ
ς
ỹ
の
֗
・
ࣛ
ノ
୆
」
を

ඪ
ᒗ
し
、
防
൜
Χ
ϝ
ラ
の
ઃ
ஔ
、
域
಺
८

回
の
੨
৭
防
൜
ύ
τ
ロ
ー
ル
な
Ͳ
防
൜
活

動
、
救
ޢ
・
ফ
Ր
܇
࿅
な
Ͳ
の
自
主
防
災

活
動
、
地
域
͙
る
Έ
で
҆
全
҆
৺
を
ϋ
ー

ド
と
ι
ϑ
τ
で
実
ફ
し
て
い
る
。

˓
地
域
಺
ަ
ྲྀ
ͮ
く
り
で
は
、
１
３
０
０

人
規
模
の
「
า
こ
う
会
」、
ຖ
݄
１
回
ө

ը
の
上
ө
を
実
施
し
て
い
る
「
よ
ん
に
ち

α
ロ
ϯ
」
な
Ͳ
地
域
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
ܗ
੒

の
た
め
の
多
༷
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

˓
良
好
な
住
環
境
「
四
季
࠼
の
֗
」
を
維

持
す
る
た
め
に
、
1û
Χ
所
の
֗
۠
ެ
Ԃ
と

̒
Χ
所
の
Ֆ
ஃ
の
Ֆ
২
え
と
維
持
؅
理
、

ຖ
݄
１
回
の
地
۠
಺
一
੪
ਗ਼
૟
な
Ͳ
ඒ
化

活
動
を
実
ફ
し
て
い
る
。
そ
の
ޭ
੷
と
し

て
ಸ
良
県
ܠ
؍
住
民
協
ఆ
地
۠
に
認
ఆ
さ

れ
る
な
Ͳ
県
಺
の
ܠ
؍
ඒ
化
Ϟ
σ
ル
地
۠

と
な
っ
て
い
る
。

˓
住
民
活
動
の
プ
ラ
ỽ
τ
ϗ
ー
Ϝ
で
あ
る

ަ
ྲྀ
施
ઃ
「
ࣛ
ノ
୆
い
き
い
き
ϗ
ー
ル
」

の
開
ઃ
・
ӡ
営
を
は
͡
め
、
ఆ
住
者
の
高

齢
化
に
൐
う
１
０
０
ࡀ
体
ૢ
や
̞
̘
̩
を

活
用
し
た
ݟ
क
り
・
ॿ
け
߹
い
γ
ス
ς
Ϝ
、

ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
ό
ス
な
Ͳ
෱
ࢱ
の
ま
ち
ͮ

く
り
を
進
め
、
ߦ
政
と
の
協
ಇ
で
地
域
ྗ

を
生
か
し
た
แ
ׅ
的
Τ
リ
Ξ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ

τ
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
保
育

Ԃ
、
༮
ஓ
Ԃ
、
小
ֶ
ߍ
、
中
ֶ
ߍ
そ
の
他

ߦ
政
ػ
関
と
連
ܞ
し
て
活
動
し
て
い
る
。

地
域
の
担
い
手
と
し
て

き
ら
り
と
光
る
定
住
者

全
国
の
߫
֎
型
大
規
模
開
発
地
で
ఆ
住

者
の
高
齢
化
が
進
Έ
Φ
ー
ル
ド
λ
΢
ϯ
化

し
て
い
る
中
、࣍
世
代
に
ܧ
ঝ
す
る
に
は
、

良
好
な
住
環
境
、
教
育
環
境
、
ར
ศ
性
、

҆
全
・
҆
৺
を
݉
Ͷ
උ
え
た
ま
ち
ͮ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。
ۙ
年
は
住
୐
の
ݐ
て
ସ

え
や
若
い
世
代
の
ఆ
住
者
が
増
え
、
ࢠ
ڙ

の
਺
の
増
Ճ
܏
޲
は
ت
ば
し
い
ݶ
り
で
あ

る
が
、
࣍
世
代
へ
つ
な
͛
る
た
め
に
も
、

一
࣍
औ
ಘ
世
代
に
は
地
域
の
୲
い
手
と
し

て
、
き
ら
り
と
ޫ
る
活
動
と
共
に
、
࣌
代

を
ઌ
औ
り
し
た
औ
り
組
Έ
を
展
開
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
住
民
の

̦
Ｏ
̡
を
高
め
る
活
動
に
深
化
し
た
「
真

に
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
ま
ち
ͮ
く
り
」

を
よ
り
一
૚
目
指
し
て
い
く
。

ࣛϊ୆い͖い͖ϗʔルでのԻָの集い

ࣛϊ୆྘地で森林ڥ؀をମֶݧ習

ࣛϊ୆֗۠಺で๷൜Χϝϥのઃஔۀ࡞

ಸ
ྑ
県
ੜ
ۨ
ࢢ

ॅ
ຽ
ओ
ମ
Ͱ
ỏ
࣌
୅
を

ઌ
औ
Γ
͠
ͨ
Τ
Ϧ
Ξ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ

―
ߦ
੓
と
ॅ
ຽ
の
ڠ
ಇ
に
Α
る
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
―

ࣛ
ϊ
୆
ࣗ
࣏
࿈
߹
ձ

●

ࢁ
　ా

܄

元
鹿
ノ
台
自
治
連
合
会
会
長

1# �ൃ行年月 � 地域づくり 特集編 2018・3月号地域づくり 特集編 ��
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山
県
は
面
積
の
̔
割
ۙ
く
を
中
山
間

地
域
が
占
め
、
੉
ށ
಺
ւ
に
は
཭
ౡ
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
に
฻
ら
し
つ
ͮ

け
る
た
め
に
自
ら
地
域
の
՝
題
解
ܾ
に
औ

り
組
む
方
ʑ
が
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
Έ

ん
な
の
集
མ
ݚ
ڀ
所
」
で
は
、
そ
う
し
た

地
域
の
現
৔
に
൐
૸
さ
せ
て
い
た
ͩ
き
な

が
ら
、
集
མ
の
た
め
の
γ
ϯ
ク
λ
ϯ
ク
と

し
て
ࢧ
援
を
さ
せ
て
い
た
ͩ
く
と
共
に
、

そ
の
た
め
の
組
織
や
੍
度
に
関
す
る
施
策

ఏ
ݴ
や
࢓
組
Έ
ͮ
く
り
な
Ͳ
に
औ
り
組
ん

で
い
ま
す
。

調
査
を
核
に

地
域
の
自
ら
解
決
す
る
力
を
、

引
き
出
し
、
支
え
て
い
く

ઃ
立
の
ܖ
ػ
と
な
っ
た
の
は
ങ
い
෺
や

௨
Ӄ
な
Ͳ
の
生
活
に
ࠔ
難
を
感
͡
る
中
山

間
地
域
に
฻
ら
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
ʑ

の
ௐ
ࠪ
で
し
た
。
今
ޙ
さ
ら
に
গ
ࢠ
高
齢

化
が
進
ん
で
い
く
中
山
間
地
域
に
お
い

て
、
そ
こ
に
฻
ら
し
続
け
た
い
と
ئ
い
、

ߦ
動
す
る
人
た
ち
を
ࢧ
え
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
参
Ճ
を
ଅ
し
χ
ー
ズ
を
೺
Ѳ
す

る
た
め
の
ௐ
ࠪ
が
ඞ
ཁ
と
考
え
、
そ
の
ࢤ

に
共
感
し
た
地
域
ͮ
く
り
に
औ
り
組
ん
で

き
た
リ
ー
μ
ー
ୡ
と
地
域
お
こ
し
協
ྗ
隊

Ｏ
Ｂ
の
若
者
た
ち
、
そ
し
て
ま
ち
ͮ
く
り

ࢧ
援
に
10
年
以
上
औ
り
組
ん
で
き
た
経
ݧ

者
が
集
ま
っ
て
ฏ
੒
ù5
年
に
ઃ
立
し
ま
し

た
。地

域
に
は
自
ら
՝
題
を
解
ܾ
し
て
い
く

ྗ
が
あ
る
こ
と
を
৴
͡
、
そ
の
ྗ
を
Ҿ
き

出
し
て
い
く
た
め
に
、
出
൪
や
ډ
৔
所
ͮ

く
り
を
ߦ
い
、自
ら
と
地
域
を
ࢧ
え
る「
ࢧ

事
（
し
͝
と
）」
を
ߦ
う
。
具
体
的
に
は
、

৘
ใ
の
ऩ
集
や
分
ੳ
、
地
域
の
Ξ
ϯ
ケ
ー

τ
ͮ
く
り
と
ヒ
Ξ
リ
ϯ
ά
の
ࢧ
援
、
そ
れ

を
ج
に
し
た
࿩
し
߹
い
ࢧ
援
を
ߦ
っ
て
い

ま
す
。
ஈ
֊
に
Ԡ
͡
た
地
域
の
ν
Ỿ
レ
ϯ

δ
を
ࢧ
え
る
こ
と
を
ج
本
と
し
て
、
地
域

で
の
教
育
や
ࢠ
育
て
、
移
住
者
の
ड
け
入

れ
や
ࢧ
援
、
ۭ
き
Ո
、
्
害
ର
策
ま
で
と

෯
広
い
औ
り
組
Έ
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
ͩ

い
て
い
ま
す
。

集
落
主
体
の
地
域
づ
く
り
や

福
祉
な
ど
の
取
り
組
み
か
ら

施
策
提
言
す
る

地
域
に
ى
こ
る
問
題
や
こ
れ
か
ら
ى
こ

る
問
題
は
そ
こ
に
฻
ら
す
人
が
一
൪
感
͡

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
ࣾ
会
に
఻

え
る
の
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
ࢲ
た

ち
は
、
地
域
で
の
ௐ
ࠪ
や
ࢧ
援
の
現
৔
で

ݟ
え
て
き
た
՝
題
を
໌
֬
に
し
た
う
え

で
、
地
域
に
฻
ら
す
人
た
ち
の
代
ห
者
と

し
て
自
治
体
へ
の
政
策
ఏ
ݴ
を
ߦ
う
と
共

に
、
ߦ
政
、
ا
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ҩ
ྍ
෱
ࢱ

ػ
関
な
Ͳ
と
協
ಇ
し

な
が
ら
解
ܾ
策
を
ݕ

౼
し
、
৽
た
な
プ
ロ

δ
ỻ
ク
τ
組
੒
も

ߦ
っ
て
い
ま
す
。

ಛ
に
߹
ซ
の
Ө
ڹ

も
あ
り
、
ಉ
͡
自
治

体
಺
で
も
地
域
に

よ
っ
て
大
き
く
状
گ

が
ҟ
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
֤
地
域

が
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域
ಛ
有
の
՝
題
に
औ
り

組
ん
で
い
る
地
域
ӡ
営
組
織
や
地
域
自
主

組
織
と
ݺ
ば
れ
る
よ
う
な
組
織
ͮ
く
り
の

࢓
組
Έ
は
Ԭ
山
県
಺
֤
地
で
も
進
ん
で
お

り
、
そ
の
੍
度
ઃ
ܭ
や
ݸ
ผ
の
地
域
ࢧ
援

に
も
௡
山
市
、
੉
ށ
಺
市
、
ٱ
ถ
ೆ
町
な

Ͳ
ෳ
਺
の
自
治
体
で
औ
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ߦ
政
಺
෦
の
ॎ
割
り
を
超
え
た
෱
ࢱ
と

ަ
௨
と
地
域
ͮ
く
り
の
連
ܞ
や
、
ҩ
ྍ
や

෱
ࢱ
を
は
͡
め
と
し
た
ઐ
໳
Ո
と
の
連

ܞ
。
大
手
ا
業
が
持
つ
ς
ク
ノ
ロ
δ
ー
な

Ͳ
の
活
用
も
ॏ
ཁ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ඒ

࡞
市
の
上
山
地
域
で
は
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
ӳ
ా
上
山
୨
ా
ஂ
」
と
共
に
τ
Ϥ
λ
自

動
ं
が
฼
体
と
な
っ
た
τ
Ϥ
λ
Ϟ
Ϗ
リ

ς
ỹ
ج
ۚ
の
ࢧ
援
を
ड
け
て
、
小
型
ి
ؾ

自
動
ं
も
活
用
し
た
プ
ロ
δ
ỻ
ク
τ
に
も

औ
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
ޙ
、
さ
ら
に
地
域
の
状
گ
が
ม
わ
っ

て
い
く
中
、
集
མ
目
ઢ
で
の
औ
り
組
Έ
を

大
੾
に
し
な
が
ら
、
そ
の
自
治
の
意
ࢤ
を

ࢧ
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ԭ
ࢁ
県
Ԭ
ࢁ
ࢢ

ू
མ
に
Α
る
自
࣏
の
ͨ
Ί
の

 

γ
ϯ
Ϋ
λ
ϯ
Ϋ

―
ௐ
ࠪ
を
֩
に
ỏ
ू
མ
の
՝
୊
ղ
ܾ
を
ࢧ
ԉ
―

̣
̥
̤
๏
ਓ
Έ
Μ
ͳ
ͷ
ू
མ
ݚ
ڀ
ॴ

●

ੴ
　ݪ

ୡ
໵

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究
所

代
表
執
行
役

தࢁ間地域に฻Βしているྸߴ者をௐࠪ

খؾిܕ自ಈंを׆༻したϓϩδΣΫτに
औり組Μでいます
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੢
地
۠
自
主
防
災
会
を
立
ち
上
͛
た

の
は
、ฏ
੒
1û
年
。
き
っ
か
け
は
、ί
ミ
ỿ

χ
ς
ỹ
協
議
会
の
ݚ
म
と
し
て
ࡕ
ਆ
・
୶

࿏
大
਒
災
の
ඃ
災
地
を
๚
れ
た
こ
と
で
し

た
。઒

੢
地
۠
は
、
߳
઒
県
ؙ
ُ
市
の
中
৺

を
ྲྀ
れ
る
一
ڃ
Տ
઒
、
土
ث
઒
ࠨ
؛
Ԋ
い

に
Ґ
ஔ
す
る
自
વ
豊
か
な
地
۠
で
す
。
ۙ

年
、
地
域
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
の
つ
な
が
り
の

ܰ
ബ
化
が
指
ఠ
さ
れ
る
中
、
ࢲ
た
ち
の
地

۠
も
ಉ
͡
で
、
地
域
ࣾ
会
の
ج
൫
と
な
る

自
治
会
Ճ
入
཰
は
、
こ
の
ù0
年
間
で
û0
％

に
ま
で
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ۙ
い
ক
来
の
発
生
が

予
૝
さ
れ
る
ೆ
ւ
τ
ラ
ϑ
地
਒
に
උ
え
る

た
め
に
は
地
域
で
の
ॿ
け
߹
い
で
あ
る

「
共
ॿ
」
が
Կ

よ
り
ॏ
ཁ
で
あ

る
こ
と
を
認
識

し
、
地
域
住
民

に
共
௨
す
る
՝

題
で
あ
る
防
災

を
き
っ
か
け
と

し
て
地
域
の
ឺ

を
生
Έ
出
せ
る

の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し

た
。

防
災
活
動
の
工
夫

઒
੢
地
۠
は
ա
ڈ
に
大
き
な
災
害
も
গ

な
く
、
住
民
の
防
災
意
識
も
高
く
な
か
っ

た
た
め
、
自
主
防
災
会
で
は
意
識
を
高
め

る
た
め
の
༷
ʑ
な
޻
෉
を
し
て
活
動
を

ߦ
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
ক
来
を
୲
う
ࢠ
Ͳ
も
た
ち
に

は
、
ֶ
ߍ
と
連
ܞ
し
て
ஈ
֊
に
߹
わ
せ
た

防
災
教
育
を
実
ફ
。
༮
ஓ
Ԃ
や
小
ֶ
ߍ
低

ֶ
年
に
は
、
ή
ー
Ϝ
ܗ
ࣜ
な
Ͳ
で
ָ
し
く

防
災
を
఻
え
た
り
、
小
ֶ
ߍ
高
ֶ
年
か
ら

中
ֶ
・
高
ߍ
生
に
は
、
地
域
の
୲
い
手
と

な
る
こ
と
を
૝
ఆ
し
、
ආ
難
ߦ
動
ཁ
ࢧ
援

者
の
ආ
難
ࢧ
援
等
の
実
ફ
的
な
܇
࿅
を

ߦ
っ
た
り
し
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
災
害
࣌
に
഑
ྀ
が

ඞ
ཁ
な
高
齢
者
な
Ͳ
の
ཁ
഑
ྀ
者
の
ର
策

も
進
め
て
お
り
、
地
域
の
ཁ
഑
ྀ
者
を

し
っ
か
り
と
ϑ
Ỽ
ロ
ー
す
る
体
੍
の
੔
උ

は
、
高
齢
者
に
も
҆
৺
な
ま
ち
ͮ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
民
ͩ

け
の
ྗ
で
は
防
災
上
の
՝
題
を
Χ
ό
ー
で

き
な
い
࣌
間
ଳ
や
環
境
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
地
域
の
ا
業
と
連
ܞ
し
た
防
災
活

動
に
も
औ
り
組
ん
で
い
ま
す
。

防
災
活
動
は
、
多
く
の
住
民
を
ר
き
ࠐ

む
こ
と
や
地
道
な
܇
࿅
を
܁
り
ฦ
し
て
਎

に
෇
け
る
こ
と
も
ॏ
ཁ
で
す
。
෯
広
い
方

が
防
災
܇
࿅
に
参
Ճ
で
き
る
よ
う
に
ன
間

の
঎
業
施
ઃ
で
の
ආ
難
܇
࿅
や
地
域
の
ߦ

事
に
さ
り
͛
な
く
防
災
を
੝
り
ࠐ
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
防
災
活
動
に
Ｐ
Ｄ
̘
Ａ
α

イ
ク
ル
を
ಋ
入
し
て
ৗ
に
վ
ળ
を
ߦ
っ
て

お
り
、
Ϛ
ϯ
ω
リ
化
し
が
ち
な
防
災
活
動

を
ܧ
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

県
内
全
域
へ
の
展
開

ฏ
੒
1Ā
年
に
は
、
県
಺
の
活
動
が
活
発

な
自
主
防
災
組
織
に
ݺ
ͼ
か
け
て
、「
か

が
わ
自
主
΅
う
連
བྷ
協
議
会
」
を
ઃ
立
し

ま
し
た
。
ઃ
立
の
目
的
は
、
知
識
や
ٕ
ज़

な
Ͳ
の
ノ
΢
ϋ
΢
の
共
有
、
そ
し
て
إ
の

ݟ
え
る
関
܎
࡞
り
に
よ
っ
て
防
災
・
ݮ
災

の
ྠ
を
広
͛
る
こ
と
で
す
。
自
主
防
災
組

織
に
よ
っ
て
県
୯
Ґ
で
݁
੒
さ
れ
た
協
議

会
は
、
全
国
的
に
も
ك
の
よ
う
で
す
。

自
治
会
加
入
率
も
上
昇

自
主
防
災
会
の
活
動
を
௨
し
て
、
地
域

ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
を
ߏ
੒
す
る
༷
ʑ
な
主
体

と
の
إ
の
ݟ
え
る
関
܎
࡞
り
が
進
む
の
に

ซ
せ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
自
主
防
災
会

の
活
動
へ
の
理
解
も
深
ま
り
、「
Կ
か
あ
っ

た
࣌
は
地
域
の
Έ
ん
な
で
ॿ
け
߹
う
」
と

い
う
共
ॿ
の
意
識
が
育
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。そ

の
݁
Ռ
と
し
て
、
ฏ
੒
ù5
年
に
û0
％

に
下
が
っ
て
い
た
自
治
会
Ճ
入
཰
が
、
ۙ

年
、
Ώ
る
や
か
に
回
෮
し
、
ฏ
੒
ùĀ
年
に

は
ûý
％
ま
で
上
ঢ
し
て
い
ま
す
。
地
域
ࣾ

会
と
の
つ
な
が
り
が
ܰ
ബ
に
な
り
つ
つ
あ

る
現
在
の
ࣾ
会
に
お
い
て
、
防
災
を
中
৺

と
し
た
إ
の
ݟ
え
る
関
܎
࡞
り
の
推
進

は
、
地
域
ί
ミ
ỿ
χ
ς
ỹ
の
維
持
・
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自࣏ձՃ入ଅ進׆ಈ

地域の঎ࢪۀઃͱ࿈ܞした๷܇ࡂ࿅

߳
઒
県
ؙ
ُ
ࢢ

ڞ
ॿ
ࣾ
ձ
に
޲
͚
地
域
の
ឺ
を
࠶
ߏ
ங

―
๷
災
を
͖
ỳ
͔
͚
と
͠
ͨ
地
域
ͮ
͘
Γ
―

઒
੢
஍
۠
ࣗ
ओ
๷
ࡂ
ձ

●

ؠ
㟒　

ਖ਼
ࡣ

川
西
地
区
自
主
防
災
会
会
長
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葉
だ
け
で
な
く
、
行
動
で

ฏ
੒
1Ā
年
に
Ӊ
࿨
ౡ
市
で
「
ま
ち
ͮ
く

り
ঁ
性
会
議
」が
݁
੒
さ
れ
た
。
目
的
は
、

ঁ
性
の
ࢹ
点
に
よ
る
中
৺
市
֗
地
の
地
域

お
こ
し
に
資
す
る
ఏ
ݴ
と
援
ॿ
ͩ
。

݁
੒
ૣ
ʑ
、
す
で
に
಺
༰
が
ݻ
ま
り
つ

つ
あ
っ
た
イ
ベ
ϯ
τ
「
Ӊ
࿨
ౡ
ւ
の
࿀
人

ま
つ
り
」
の
ا
ը
ӡ
営
に
参
Ճ
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

ࢲ
た
ち
は
、予
ఆ
さ
れ
て
い
た
಺
༰
を
、

地
ݩ
を
ݩ
ؾ
に
し
た
い
ʂ
と
い
う
ࢥ
い
か

ら
、
よ
り
一
૚
地
ݩ
に
Ѫ
さ
れ
る
イ
ベ
ϯ

τ
へ
と
࡞
り
ม
え
て
い
っ
た
。
お
ま
つ
り

を
੝
り
上
͛
る
Ϟ
σ
ル
を
、
プ
ロ
で
は
な

く
市
民
ެ
ื
の
Ϟ
σ
ル
に
、
ҥ
૷
は
঎
ళ

֗
の
ళ
か
ら
आ
り
、
ϔ
Ξ
ϝ
イ
ク
は
市
಺

で
も
ධ
൑
の
ඒ
༰
ࣨ
に
པ
ん
で
ߦ
っ
た
。

そ
の
広
ใ
活
動
の
た
め
、
ϝ
ϯ
ό
ー
が
小

આ
「
ܖ
ౡ
఻
આ
」
を
ࣥ
ච
し
た
。「
ܖ
ౡ

఻
આ
」
は
そ
の
ޙ
、
ฏ
੒
ù3
年
に
、
市
民

ミ
ỿ
ー
δ
Χ
ル
と
し
て
、
１
２
０
０
人
ऩ

༰
の
ϗ
ー
ル
を
超
ຬ
員

に
し
て
ެ
ԋ
さ
れ
た
。

݁
੒
の
ཌ
年
に
Ｂ
̴

̿
̿
̸
̽
क़
と
名
শ
を

ม
え
「
ւ
の
࿀
人
ま
つ

り
」
は
Ｂ
̴
̿
̿
̸
̽

क़
が
ا
ը
す
る
イ
ベ
ϯ

τ
に
な
っ
た
。
市
の
事

業
と
し
て
３
年
、
そ
の

ޙ
は
自
主
イ
ベ
ϯ
τ
と
し
て
開
࠵
し
、
ฏ

੒
ùĀ
年
度
は
「
Ｂ
̴
̿
̿
̸
̽
ま
つ
り
」

と
名
শ
を
ม
え
て
続
け
て
い
る
。「
こ
う

し
た
ら
面
ന
い
か
も
し
れ
な
い
」、
そ
の

活
動
࢟
勢
は
今
も
ม
わ
ら
な
い
。

真
珠
の
ふ
る
さ
と
宇
和
島
と
し
て

「
真
च
生
産
量
日
本
一
。
Ӊ
࿨
ౡ
は
真

च
の
ま
ち
」
と
県
֎
の
人
に
࿩
す
と
、
知

ら
な
か
っ
た
と
ڻ
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

Ӊ
࿨
ౡ
を
真
च
の
ま
ち
と
し
て
ϒ
ラ
ϯ
ド

化
す
る
た
め
に
、
ύ
ー
ル
ࠗ
・
݁
ࠗ
30
年

目
を
真
च
の
;
る
さ
と
Ӊ
࿨
ౡ
で
ॕ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
イ
ベ
ϯ
τ
で
「
ύ
ー
ル
ࠗ

ࣜ
」
を
ߦ
っ
て
き
た
。
最
初
は
市
಺
の
݁

ࠗ
30
年
目
の
͝
෉
්
を
ର
৅
に
、
今
で
は

「
30
年
目
の
ラ
ϒ
レ
λ
ー
JO
う
わ
͡
ま
Ỗ

ύ
ー
ル
ࠗ
ࣜ
の
す
す
め
Ỗ
」
と
し
て
全
国

に
ื
集
を
か
け
る
市
の
ߦ
事
の
一
つ
に

な
っ
た
。
そ
ん
な
イ
ベ
ϯ
τ
を
੝
り
上
͛

る
の
が
ύ
ー
ル
王
ࢠ
た
ち
。
Կ
か
を
એ
఻

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ඒ
し
い
ঁ
性
を
ొ

用
す
る
৔
߹
が
多
い
が
、
Ｂ
̴
̿
̿
̸
̽

क़
で
は
真
च
を
Ｐ
̧
し
て
い
く
た
め
に

「
ύ
ー
ル
王
ࢠ
ί
ϯ
ς
ス
τ
」
を
開
࠵
し

て
、
৹
ࠪ
員
ͩ
け
で
な
く
市
民
の
投
ථ
で

ύ
ー
ル
王
ࢠ
を
ܾ
め
て
い
る
。
最
初
は
知

名
度
の
低
か
っ
た
ύ
ー
ル
王
ࢠ
ͩ
が
、
回

を
ॏ
Ͷ
る
͝
と
に
Ԡ
援
ஂ
が
出
来
る
΄
Ͳ

に
。
そ
し
て
、
Ӊ
࿨
ౡ
市
が
開
࠵
す
る
イ

ベ
ϯ
τ
や
、
Ѫ
ඤ
県
で
ߦ
わ
れ
た
国
体
の

イ
ベ
ϯ
τ
に
ま
で
ݺ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
Ｂ
̴
̿
̿
̸
̽
क़
ϝ
ϯ
ό
ー

の
有
ࢤ
を
中
৺
に
立
ち
上
͛
た
ا
業
組
߹

で
は
、
͝
当
地
Τ
ス
ς
と
し
て
の
「
ύ
ー

ル
Τ
ス
ς
」
を
開
発
。
Ξ
ί
ヤ
֋
か
ら
औ

り
出
し
た
真
च
ύ
΢
μ
ー
を
࢖
用
し
た
化

হ
඼
「
Ֆ
真
च
」
も
ا
ը
ൢ
ച
し
て
い
る
。

自
分
た
ち
だ
け
で
は
出
来
な
い

Ｂ
̴
̿
̿
̸
̽
क़
の
活
動
の
大
き
な
ப

に
ϑ
リ
ー
ϖ
ー
ύ
ー
の
発
ߦ
が
あ
る
。
ঁ

性
会
議
と
し
て
発
଍
し
た
当
࣌
、
ใ
ࠂ
ॻ

を
ఏ
出
し
て
΄
し
い
と
い
う
ґ
པ
が
あ

り
、
こ
う
い
う
の
を
創
っ
た
ら
面
ന
い
と

ࢥ
い
つ
い
た
の
が
「
̫
̸
̵
」。「
生
き
生

き
と
し
た
」
と
い
う
名
の
ϑ
リ
ー
ϖ
ー

ύ
ー
ͩ
。
年
会
අ
５
千
円
で
ϑ
リ
ー
ϖ
ー

ύ
ー
発
ߦ
を
Ԡ
援
し
て
く
ͩ
さ
い
と
「
Ԡ

援
会
員
」を
ื
集
。
約
１
０
０
݅
も
の「
Ԡ

援
会
員
」
が
஀
生
し
た
。
現
在
は
「
Ｂ
̴

̿
̿
̸
̽
」と
名
শ
を
ม
え
年
２
回
発
ߦ
。

औ
材
も
ࡱ
Ө
も
ฤ
集
も
会
員
が
ߦ
い
、
こ

の
Ԡ
援
会
අ
で
ҹ
࡮
等
を
ま
か
な
う
。

ϝ
ϯ
ό
ー
一
人
一
人
が
、
࢓
事
を
持
つ

人
、
主
්
、
฼
、
່
と
し
て
、
݁
ࠗ
、
出

産
、
ࢠ
育
て
、
ଙ
育
て
、
հ
ޢ
の
中
で
、

ٳ
ん
ͩ
り
、退
い
た
り
し
な
が
ら
の
活
動
。

自
分
た
ち
ͩ
け
で
は
ܾ
し
て
続
け
て
こ
ら

れ
な
か
っ
た
。
他
の
ஂ
体
や
、
ا
業
や
、

市
民
に
お
ئ
い
し
、
ॿ
け
て
も
ら
い
な
が

ら
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
ँ
し
て
い
る
。

最
ޙ
に
Ｂ
̴
̿
̿
̸
̽
એ
ݴ
を
。「
ָ

し
い
こ
と
を
し
よ
う
ʂ
し
よ
う
ʂ
わ
く
わ

く
ド
キ
ド
キ
し
よ
う
ʂ
し
よ
う
ʂ
今
日
も

ݩ
ؾ
に
レ
ỽ
ツ
ΰ
ー
ʂ
」。

Ѫ
ඤ
県
Ӊ
࿨
ౡ
ࢢ

Π
ϕ
ϯ
τ
։
࠵
΍
ϑ
Ϧ
ồ
ϖ
ồ
ύ
ồ
ൃ
ߦ

―
ঁ
ੑ
ͩ
͚
の
ஂ
ମ
Ͱ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
―

·
ͪ
ͮ
͘
Γ
̗
̴
̿
̿
̸
̽
क़

●

ฌ
಄　

ར
ܙ

ま
ち
づ
く
り
Ｂ
ｅ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
塾
会
長

ύʔルԦࢠίϯςετ

ύʔルࠗࣜ
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ஂ
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ો
īĬ
ス
イ
ー
ツ
め
͙
り
は
、
世
界
最

大
ڃ
の
Χ
ル
σ
ラ
を
有
す
る
༤
大
な
自
વ

ܠ
؍
な
Ͳ
、
਺
ʑ
の
༏
れ
た
資
源
に
恵
ま

れ
た
Ѩ
ો
市
へ
๚
れ
た
؍
ޫ
٬
の
方
ʑ

に
、
ス
イ
ー
ツ
の
ళ
ฮ
を
प
༡
し
て
ت
ん

で
も
ら
お
う
と
始
め
ま
し
た
。
՛
ࢠ
ళ
な

Ͳ
が
中
৺
と
な
っ
て
Ѩ
ો
īĬ
ス
イ
ー
ツ
め
͙

り
実
ߦ
委
員
会
を
立
ち
上
͛
、
２
０
１
２

年
４
݄
か
ら
の
ا
ը
で
、
̒
年
目
を
ܴ
え

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み５

０
０
円
で

１
࡭
３
ຕ
௲
り

の
ν
ケ
ỽ
τ
を

֤
ళ
ฮ
ٴ
ͼ
道

の
Ӻ
等
で
ߪ
入

い
た
ͩ
き
、
ν

ケ
ỽ
τ
１
ຕ
と

֤
ళ
ฮ
の
お
す

す
め
঎
඼
１
点

を
Ҿ
き
׵
え
で

ఏ
ڙ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お

٬
༷
が
お
ಘ
と

感
͡
て
い
た
ͩ

け
る
঎
඼
や
ຬ
଍
い
た
ͩ
け
る
α
ー
Ϗ
ス

の
ఏ
ڙ
に
औ
り
組
む
こ
と
で
、
঎
඼
・
઀

٬
の
質
も
高
ま
り
、
ν
ケ
ỽ
τ
の
ച
上
も

ঃ
ʑ
に
৳
ͼ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
൒
面
、

ا
ը
自
体
の
Ϛ
ϯ
ω
リ
化
ٴ
ͼ
ύ
ϯ
ϑ
レ

ỽ
τ
や
ν
ケ
ỽ
τ
の
ҹ
࡮
අ
等
の
೧
出
に

ۤ
ྀ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
৽
た
な
औ
り
組
Έ
と
し
て
、

め
͙
っ
た
ళ
ฮ
਺
に
Ԡ
͡
て
Ѩ
ો
の
ಛ
産

඼
を
プ
レ
θ
ϯ
τ
す
る
ス
λ
ϯ
プ
ラ
リ
ー

や
֤
ళ
ฮ
が
一
ಉ
に
ൢ
ച
す
る
こ
と
で
ス

λ
ϯ
プ
が
一
度
に
集
ま
る
ス
イ
ー
ツ
Ϛ
ル

γ
ỻ
、
ν
ケ
ỽ
τ
の
൒
݊
で
؍
ཡ
で
き
る

ԋ
૗
Ո
に
よ
る
ラ
イ
ϒ
な
Ͳ
を
開
࠵
し
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ϯ
τ
な
Ͳ
で
ܨ
が
っ

た
ا
業
に
お
٬
༷
が
଍
を
ӡ
ん
で
い
た
ͩ

け
る
よ
う
な
ύ
ϯ
ϑ
レ
ỽ
τ
࡞
り
を
ߦ
う

こ
と
で
、
協
ࢍ
へ
の
協
ྗ
を
い
た
ͩ
く
こ

と
が
で
き
、
ӡ
営
資
ۚ
の
֬
保
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
੍
࡞
ا
業

か
ら
も
ߋ
৽
業
務
を
協
ࢍ
と
し
て
協
ྗ
い

た
ͩ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
効
཰
的

に
ߋ
৽
が
ߦ
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。
今
ޙ
、
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
へ
の
Ξ
ク
η

ス
਺
が
増
え
れ
ば
ό
ナ
ー
広
ࠂ
に
よ
る
ऩ

入
に
も
ظ
待
で
き
る
と
感
͡
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ళ
主
自
ら
が
ό
ス
Ψ
イ
ド
と

し
て
参
Ճ
し
た
Ϟ
χ
λ
ー
ό
ス
ツ
Ξ
ー
に

よ
る
ຬ
଍
度
ௐ
ࠪ
や
ൟ
੝
ళ
ݚ
म
会
を
ߦ

い
、
そ
の
݁
Ռ
を
֤
ళ
ฮ
で
共
有
し
、
リ

ϐ
ー
λ
ー
の
֫
ಘ
や
お
も
て
な
し
޲
上
へ

の
औ
り
組
Έ
を
進
め
て
き
た
こ
と
な
Ͳ

が
、
お
٬
༷
か
ら
͝
好
ධ
を
い
た
ͩ
き
、

঎
ళ
֗
へ
の
誘
٬
や
଺
在
࣌
間
の
Ԇ
௕
に

も
ܨ
が
っ
た
と
感
͡
て
い
ま
す
。
ま
た
、

λ
΢
ϯ
ࢽ
に
औ
り
上
͛
て
い
た
ͩ
い
た
こ

と
で
地
ݩ
の
お
٬
༷
も
増
え
て
き
ま
し

た
۽。
本
地
਒
に
よ
り
国
道
が
ੇ
அ
さ
れ
、

؍
ޫ
٬
も
ݮ
গ
し
、
ݫ
し
い
状
گ
に
は
あ

り
ま
す
が
、
̨
Ｎ
̨
等
を
活
用
し
৘
ใ
を

発
৴
す
る
な
Ͳ
෮
ڵ
に
޲
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

ラ
イ
バ
ル
店
が
繋
が
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
へ

Ѩ
ો
īĬ
ス
イ
ー
ツ
め
͙
り
に
औ
り
組
む

લ
は
、
市
಺
の
ಉ
業
者
の
方
ʑ
が
集
う
ػ

会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
औ
り
組
む

こ
と
で
ަ
ྲྀ
を
深
め
、
お
ޓ
い
を
高
め
߹

い
ษ
ڧ
す
る
ػ
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
し
、

今
ޙ
も
皆
さ
ん
と
一
ॹ
に
Ѩ
ો
の
৯
材
を

࢖
っ
た
঎
඼
開
発
な
Ͳ
も
考
え
て
い
け
れ

ば
と
ࢥ
い
ま
す
。
۽
本
地
਒
以
߱
、
٬
଍

が
ݮ
る
中
、
֤
ళ
ฮ
の
皆
さ
ん
も
ؤ
ு
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ا
ը
は
、
؍
ޫ
٬
に
޲
け
た
も
の

で
す
が
、
も
ち
Ζ
ん
、
地
ݩ
の
人
た
ち
に

も
ָ
し
ん
で
い
た
ͩ
き
、
Ѩ
ો
īĬ
ス
イ
ー

ツ
め
͙
り
を
市
֎
に
޲
け
て
拡
͛
て
い
た

ͩ
け
れ
ば
と
ئ
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く

今
は
、
ϝ
ϯ
ό
ー
で
ඒ
味
し
い
も
の
を
࡞

り
、
良
い
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
一

൪
ͩ
と
考
え
て
い
ま
す
。
੾
᛭
ୖ
ຏ
し
て

お
٬
༷
に
ت
ん
で
も
ら
い
、
地
域
全
体
が

੝
り
あ
が
っ
て
い
く
こ
と
を
ظ
待
し
て
い

ま
す
。

۽
ຊ
県
Ѩ
ો
ࢢ

ε
Π
ồ
π
に
Α
る
·
ͪ
͓
͜
͠

―
۽
ຊ
地
਒
͔
Β
の
෮
ڵ
に
޲
͚
ͯ
―

Ѩ
ો
de
ε
Π
ồ
π
Ί
͙
Γ
࣮
ߦ
ҕ
һ
ձ

●

ా
໺　

խ
จ

阿
蘇
de
ス
イ
ー
ツ
め
ぐ
り
実
行
委
員
会
会
長

֤ళฮにΑるࢼ৯ձ

֤ళฮ͓すすΊεΠʔπ
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Ｐ
Ｏ
法
人
Ӳㆆ

ѧㆂ

お
こ
そ
会
は
「
੻
ܧ

͗
の
い
る
ま
ち
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

し
２
０
０
５
年
に
地
ݩ
有
ࢤ
が
立
ち
上
͛

た
ஂ
体
で
、
２
０
０
７
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
な
っ
た
。
ઃ
立
か
ら
13
年
と
な
る
現
在

も
活
発
な
活
動
を
続
け
て
お
り
、
؍
ޫ
や

ۭ
き
Ո
࠶
生
な
Ͳ
の
地
方
創
生
事
業
の
実

施
や
、
地
域
お
こ
し
協
ྗ
隊
の
ड
け
入
れ

ઌ
と
な
る
な
Ͳ
、
ߦ
政
と
の
連
ܞ
事
業
も

多
い
。
さ
ま
͟
ま
な
プ
ロ
δ
ỻ
ク
τ
を
手

ֻ
け
る
中
で
も
活
発
な
の
は
؍
ޫ
プ
ロ

δ
ỻ
ク
τ
で
、
お
こ
そ
会
を
௨
͡
た
؍
ޫ

ス
ϙ
ỽ
τ
開
୓
に
よ
っ
て
؍
ޫ
来
๚
者
が

増
Ճ
。
そ
の
ޙ
も
؍
ޫ
と
೶
業
の
連
ܞ
や

঎
ళ
֗
の
活
性
化
、
ۭ
き
Ո
࠶
生
、
移
住

者
ड
け
入
れ
な
Ͳ
؍
ޫ
の
ઌ
を
ݟ
ਾ
え
た

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

素
通
り
の
ま
ち
か
ら
観
光
来
訪
者

15
万
人
を
迎
え
る
ま
ち
へ
の
変
貌

ࣛ
ࣇ
ౡ
県
ೆ
۝
भ
市
Ӳ
ѧ
町
は
、
؍
ޫ

地
と
し
て
知
ら
れ
る
指
॓
Թ
ઘ
や
知
ཡ
෢

Ո
԰
ෑ
か
ら
ं
で
30
分
程
度
と
ۙ
い
も
の

の
、
10
年
લ
ま
で
は
Ӳ
ѧ
を
๚
れ
る
؍
ޫ

٬
は
΄
と
ん
Ͳ
お
ら
ͣ
、
素
௨
り
の
ま
ち

ͩ
っ
た
。
２
０
１
０
年
に
࡛
ۄ
か
ら
の
̞

λ
ー
ϯ
移
住
者
が
൪
所
ඓ
ެ
Ԃ
で
λ
ツ
ノ

Φ
τ
γ
ΰ
؍
ޫ
ཆ
৩
৔
を
開
ઃ
。
こ
の
ࢧ

援
の
た
め
に
お
こ
そ
会
ϝ
ϯ
ό
ー
が
手
ห
当

で
ެ
Ԃ
಺
に
λ
ツ
ノ
Φ
τ
γ
ΰ
の
৊
の
ઃ
ஔ

に
動
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ެ
Ԃ
に
೐
わ

い
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ݺ
Ԡ
す
る

か
た
ち
で
市
໾
所
と
県
ி
が
ߦ
政
事
業
と

し
て
൪
所
ඓ
ެ
Ԃ
の
੔
උ
に
৐
り
出
し
、

׭
民
が
連
ܞ
し
た
؍
ޫ
地
化
が
進
展
し
た
。

そ
の
ޙ
、
こ
の
ྲྀ
れ
は
ྡ
઀
す
る
ז
֖
ਆ

ࣾ
に
も
೾
ٴ
し
、
ே
市
開
࠵
や
؍
ޫ
Ψ
イ

ド
、
ϝ
σ
ỹ
Ξ
発
৴
な
Ͳ
の
地
域
主
体
の
活

動
を
ߦ
政
が
ற
ं
৔
੔
උ
な
Ͳ
で
ޙ
ԡ
し
、

こ
れ
ま
で
町
֎
か
ら
の
؍
ޫ
来
๚
者
が
਺

え
る
΄
Ͳ
ͩ
っ
た
Ӳ
ѧ
町
に
お
い
て
、
ז
֖

ਆ
ࣾ
で
年
間
15
万
人
、
൪
所
ඓ
ެ
Ԃ
で

̔
万
人
が
๚
れ
る
؍
ޫ
地
へ
と
੒
௕
し
た
。

７
軒
の
空
き
家
再
生
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

通
じ
た
移
住
者
の
活
動
支
援

そ
の
ޙ
、
お
こ
そ
会
は
؍
ޫ
と
地
域
を

ܨ
͙
活
動
に
ྗ
を
஫
い
で
き
た
。
஡
ാ
に

ғ
ま
れ
た
大
໺
ַ
で
は
஡
೶
Ո
ά
ル
ー
プ

が
お
こ
そ
会
の
ࢧ
援
を
௨
͡
た
؍
ޫ
連
ܞ

活
動
に
औ
り
組
Έ
、
஡
೶
Ո
が
஡
ാ
に
来

๚
者
を
ܴ
え
る
؍
ޫ
ର
Ԡ
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
ւ
ӡ
࣌
代
に
ӫ
え
た
も
の
の
衰
退
が

進
む
ੴ
֞
঎
ళ
֗
で
も
、
ま
ち
า
き
Ψ
イ

ド
や
Ϛ
ỽ
プ
ͮ
く
り
が
始
ま
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
঎
ళ
֗
の
一
֯
に
あ
っ
た
ங
ඦ

年
の
ۭ
き
ళ
ฮ
を
ແ
ঈ
で
ఏ
ڙ
す
る
Ո
主

が
現
れ
、
お
こ
そ
会
は
こ
こ
を
ަ
ྲྀ
ڌ
点

と
し
て
࠶
生
し
た
。
こ
れ
を
ػ
に
঎
ళ
֗

へ
の
人
の
ྲྀ
れ
が
生
ま
れ
、
移
住
者
が
஀

生
し
、
൴
ら
の
住
ډ
や
事
務
所
֬
保
な
Ͳ

の
ඞ
ཁ
か
ら
ۭ
き
Ո
࠶
生
が
進
ん
ͩ
。
お

こ
そ
会
が
手
ֻ
け
た
࠶
生
ۭ
き
Ո
は
７
ݢ

に
ٴ
ͼ
、
ࢹ
࡯
や
ݚ
म
ड
け
入
れ
、
ҿ
৯
、

॓
ധ
、事
務
所
な
Ͳ
に
活
用
さ
れ
始
め
た
。

人
の
ྲྀ
れ
は
৽
た
な
人
の
ྲྀ
れ
を
ݺ
ͼ

ࠐ
Έ
、
ࡢ
今
で
は
移
住
者
が
始
め
た
民
॓

や
体
ݧ
؍
ޫ
が
Ϗ
δ
ω
ス
と
し
て
も
動
き

出
し
た
り
、
঎
ళ
֗
で
開
࠵
さ
れ
た
ϑ

リ
ー
ラ
ϯ
ス
ཆ
੒
ߨ
࠲
に
全
国
か
ら
ड
ߨ

生
が
集
ま
っ
た
り
と
、
創
業
に
も
ܨ
が
る

活
動
展
開
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

؍
ޫ
ى
点
の
औ
り
組
Έ
は
、
೶
業
や
঎

ళ
֗
࠶
生
に
発
展
し
、
移
住
者
の
ड
け
入

れ
に
ܨ
が
っ
た
。
今
ޙ
は
こ
う
し
た
移
住

者
の
活
動
が
住
民
を
ࢗ
ܹ
し
て
、
地
域
で

の
औ
り
組
Έ
が
誘
発
さ
れ
る
好
॥
環
を
生

Έ
出
す
こ
と
で
、
お
こ
そ
会
の
理
೦
で
あ

る
੻
ܧ
͗
の
い
る
ま
ち
ͮ
く
り
の
実
現
に

さ
ら
に
ۙ
ͮ
き
た
い
。

ࣛ
ࣇ
ౡ
県
ೆ
۝
भ
ࢢ

؍
ޫ
ৼ
ڵ
͔
Β
঎
ళ
֗
活
ੑ
Խ
ỏ

 

Ҡ
ॅ
ऀ
ड
͚
ೖ
Ε
へ

―ủ
੻
ܧ
͗
の
͍
る
·
ͪ
Ứͮ
͘
Γ
࣮
ݱ
へ
―

̣
̥
̤
๏
ਓ
Ӳ
ѧ
͓
͜
ͦ
ձ

●

Ճ
౻　

५

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

͓こͦձ集合写真

ੴ֞঎ళ֗でのݹຽ家࠶生

൪ॴඓެԂでの৊のઃஔ
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ྫ
઒
は
ࣛ
ࣇ
ౡ
県
の
県
ԝ
域
に
Ґ
ஔ

す
る
ໄ
ౡ
市
の
प
ล
෦
に
あ
る
。

ฏ
੒
1Ā
年
、
市
໾
所
か
ら
人
ޱ
౷
ܭ
を

ࣔ
さ
れ
る
ま
で
は
ݶ
界
集
མ
と
の
認
識
は

な
か
っ
た
。
村
お
こ
し
ά
ル
ー
プ
Ղ
ྫ
઒

を
ޠ
る
会
を
中
৺
に
お
ా
২
え
ࡇ
の
෮
活

な
Ͳ
地
۠
ߦ
事
の
活
性
化
を
進
め
て
い
た

か
ら
ͩ
。

ฏ
੒
ùù
年
、
ࣛ
ࣇ
ౡ
大
ֶ
の
೶
援
隊
を

ݶ
界
集
མ
へ
೿
ݣ
す
る
市
の
ࢧ
援
事
業
を

ಋ
入
し
た
。
๚
れ
る
ֶ
生
た
ち
の
ॊ
ೈ
な

発
૝
や
ߦ
動
ྗ
は
ެ
民
ؗ
ӡ
営
へ
の
い
い

ࢗ
ܹ
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
ܖ
ػ
に
ಉ
大
೶

ֶ
෦
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
೶
村
ௐ
ࠪ

の
ԋ
श
も
ड
け
入
れ
た
。
こ
の
ԑ
で
ं
で

10
分
程
の
と
こ
Ζ
に
立
地
す
る
᷂
τ
Ϥ
λ

ं
体
ݚ
ڀ
所
ま
で
ަ
ྲྀ
の
ྠ
が
ͻ
Ζ
が
っ

た
。
ಉ
ࣾ
は
、
Ղ
ྫ
઒
源
ྲྀ
ถ
を
ࣾ
員
৯

ಊ
で
ࢼ
৯
し
た
り
、
地
ݩ
産
イ
Ϟ
を
࢖
用

し
た
ম
ய
ຮ
ແ
源
ࢯ
を
ߪ
入
し
た
り
し
て

ࢧ
援
を
し
て
い
る
。
ೆ
日
本
৽
ฉ
ࣾ
の
ࣾ

員
も
ถ
ߪ
入
を
と
お
し
て
ݶ
界
集
མ
を
Ԡ

援
し
て
い
る
。
ಉ
ࣾ
の
঺
հ
に
よ
り
ฏ
੒

ùþ
年
に
ミ
ラ
ノ
で
開
࠵
さ
れ
た
৯
の
万
ത

へ
Ղ
ྫ
઒
源
ྲྀ
ถ
を
展
ࣔ
で
き
た
の
で
あ

る
。
ถ
は
年
間
を
௨
し
て
ൢ
ച
で
き
る
よ

う
に
ա
ૄ
集
མ
等
へ
の
ަ
෇
ۚ
事
業
で
低

Թ
ஷ
ଂ
ݿ
を
੔
උ
し
た
。

地
元
資
源
に
目
を
向
け
る

Ղ
ྫ
઒
は
人
ޱ
３
２
１
人
の
೶
村
集
མ

で
あ
る
。
県
で
２
൪
目
に
௕
い
ඛ
ా
઒
の

源
ྲྀ
域
で
あ
り
、
ਗ਼
ྲྀ
に
育
ま
れ
た
ඒ
味

し
い
ถ
が
と
れ
、
୆
地
は
イ
Ϟ
࠿
ഓ
な
Ͳ

に
適
し
た
土
地
で
あ
る
。
こ
の
ਗ਼
ྲྀ
と
פ

ஆ
の
Թ
度
ࠩ
が
Ղ
ྫ
઒
源
ྲྀ
ถ
の
味
を
ࡍ

立
た
せ
て
い
る
。

高
齢
化
で
荒
ഇ
が
進
む
೶
環
境
の
保
全

に
国
の
多
面
的
ػ
能
ࢧ
෷
ަ
෇
ۚ
੍
度
を

ಋ
入
し
て
い
る
。
ӡ
営
は
自
治
ެ
民
ؗ
と

は
ผ
組
織
に
な
る
が
連
ܞ
し
て
環

境
を
क
っ
て
い
る
。

イ
Ϟ
࠿
ഓ
は
、
大
ਖ਼
࣌
代
に
੝

ん
に
࠿
ഓ
さ
れ
た
඼
種
を
෮
活
さ

せ
た
ຮ
ແ
源
ࢯ
イ
Ϟ
で
市
಺
の
国

分
中
ԝ
高
ߍ
が
ό
イ
Φ
ٕ
ज़
で
බ

の
ఏ
ڙ
に
協
ྗ
し
て
い
る
。

ञ
ൢ
໔
ڐ
を
地
ݩ
で
औ
ಘ
し
産

௚
の
ম
ய
ൢ
ച
も
開
始
し
た
。
ฏ

੒
ù5
年
に「
か
れ
が
Ữ
の
ম
ய
԰
」

が
Φ
ー
プ
ϯ
し
た
。
ಉ
年
、
Ａ
Ｎ

Ａ
国
಺
ઢ
の
ػ
಺
ञ
と
し
て
採
用
さ
れ
、

ཌ
年
に
は
国
ࡍ
ઢ
で
も
ར
用
さ
れ
た
。
イ

Ϟ
の
ඒ
味
し
さ
は
ฏ
੒
ù5
年
の
໺
ࡊ
ι
Ϝ

リ
Τ
α
ミ
ỽ
τ
の
৯
味
ί
ϯ
ς
ス
τ
で
全

国
ୈ
３
Ґ
に
入
৆
し
た
ં
ࢴ
෇
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
佳
例
川
を
守
る

Ղ
ྫ
઒
源
ྲྀ
ถ
と
ম
ய
ຮ
ແ
源
ࢯ
は
、

市
の
;
る
さ
と
ೲ
੫
ฦ
ྱ
඼
と
し
て
も
認

ఆ
さ
れ
、
地
域
ৼ
ڵ
に
د
༩
し
て
い
る
。

ಛ
産
඼
の
ൢ
ച
ଅ
進
が
、
生
産
現
৔
で
あ

る
ా
ാ
の
保
全
に
໾
立
つ
α
イ
ク
ル
を
֬

立
し
、
;
る
さ
と
Ղ
ྫ
઒
を
क
り
続
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
人
に
Ղ
ྫ
઒
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
11
݄
に
৽
ถ
΢
Ỽ
ー
キ
ϯ

ά
を
開
࠵
し
て
い
る
。
参
Ճ
৆
は
ถ
で
、

ந
બ
で
は
Ϟ
ミ
１
ඨ
や
ম
ய
を
৆
඼
と
し

て
い
る
。
参
Ճ
者
と
の
ަ
ྲྀ
が
広
が
れ
ば

あ
り
が
た
い
。

;
る
さ
と
を
क
る
た
め
に
は
、
఻
ঝ
ߦ

事
も
大
੾
ͩ
。
５
݄
の
Ӌ
山
ࡇ
り
で
は
地

ݩ
の
෱
山
高
ߍ
生
が
ਧ
૗
ָ
෦
創
෦
の
初

ެ
ԋ
を
൸
࿐
し
た
。
ࣛ
ࣇ
ౡ
大
ֶ
も
δ
Ỿ

ϯ
べ
ಉ
好
会
が
参
Ճ
し
た
。
地
ݩ
で
ੲ
ݟ

ら
れ
た
Ֆ
Շ
ߦ
ྻ
も
෮
活
さ
せ
た
。
̒
݄

の
お
ా
২
え
ࡇ
で
は
大
ֶ
生
や
地
ݩ
高
ߍ

生
が
ૣ
Ե
ঁ
໾
を
務
め
る
。
ੲ
な
が
ら
の

೶
村
෩
ܠ
が
ો
り
好
ධ
で
あ
る
。

今
ޙ
も
源
ྲྀ
域
の
豊
か
な
自
વ
を
क

り
、
֎
෦
の
ྗ
を
आ
り
な
が
ら
「
ݩ
ؾ
な

ݶ
界
集
མ
」
を
ۚ
؃
൘
に
活
性
化
を
ਤ
り

た
い
。

ࣛ
ࣇ
ౡ
県
ໄ
ౡ
ࢢ

࿈
ܞ
と
ަ
ྲྀ
に
Α
る
地
域
ͮ
͘
Γ

―ủ
ݩ
ؾ
ͳ
ݶ
ք
ू
མ
Ứを
ۚ
؃
൘
に
活
ੑ
Խ
―

Ղ
ྫ
઒
஍
۠
ࣗ
࣏
ެ
ຽ
ؗ

●

෌
Ӭ　

ࠀ
ٛ

佳
例
川
地
区
自
治
公
民
館
副
館
長

৽ถ΢ΥʵΩϯά

মயຮແࢯݯ

͓ా২͑ࡇ
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村
の
概
要

ೆ
山
৓
村
は
、
ژ
౎
෎
の
౦
ೆ
୺
に
Ґ

ஔ
し
た
ژ
౎
෎
།
一
の
村
で
、
大
ࡕ
市
、

名
ݹ
԰
市
か
ら
ं
で
約
２
࣌
間
ݍ
಺
に
Ґ

ஔ
し
て
い
る
。

村
の
中
ԝ
෦
෇
ۙ
に
は
、
中
ژ
地
域
と

ژ
ࡕ
ਆ
と
を
݁
Ϳ
国
道
１
̒
３
߸
、
̟
̧

関
੢
本
ઢ
が
౦
੢
に
૸
っ
て
お
り
、
面
積

は
ýû
・
11
ฏ
方
ἅ
、
そ
の
う
ち
の
約
þ0
％

が
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
を
含
む
ژ
౎
෎
ೆ
෦
地
域
は
、
஡

の
主
産
地
で
஡
に
関
す
る
ྺ
࢙
、
จ
化
が

ݹ
く
、
ฏ
੒
ùþ
年
度
に
は
、「
日
本
஡

̔
０
０
年
の
ྺ
࢙
ࢄ
า
Ỗ
ژ
౎
・
山
৓
」

と
し
て
日
本
Ҩ
産
に
認
ఆ
さ
れ
た
。

な
お
、
豊

か
な
森
林
資

源
を
活
用
し

た
原
木
し
い

た
け
も
Ӆ
れ

た
名
産
と
し

て
知
ら
れ
て

い
る
。

村
の
人
ޱ

は
ฏ
੒
ùĀ
年

1ù
݄
຤
現
在
で
２
̔
１
̔
人
と
な
っ
て
お

り
、
高
齢
化
཰
は
û0
％
を
超
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
村
は
山
間
ธ
地
の
た
め
、
΄

と
ん
Ͳ
の
集
མ
が
ަ
௨
ࢸ
難
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ಠ
ډ
高
齢
者
の
௨
Ӄ
や
ങ
い
෺

も
ࠔ
難
な
状
گ
の
中
、
日
用
඼
の
഑
ૹ
も

݉
Ͷ
る
移
ૹ
α
ー
Ϗ
ス
の
ॆ
実
や
、
৯
ྉ

඼
や
生
活
用
඼
を
औ
り
ଗ
え
た
い
わ
Ώ
る

村
民
ඦ
՟
ళ
的
ػ
能
の
ॆ
実
が
ඞ
ཁ
と

な
っ
て
い
た
。

道
の
駅
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み

ೆ
山
৓
村
で
は
、
ژ
౎
෎
ೆ
山
৓
村
๺

大
Տ
原
に
、
道
の
Ӻ
「
お
஡
の
ژ
౎ɹ

Έ

な
Έ
や
ま
し
Ζ
村
」
を
ฏ
੒
ùĀ
年
４
݄
15

日
に
Φ
ー
プ
ϯ
し
、
営
業
5ù
日
目
で
来
৔

10
万
人
を
ಥ
ഁ
、
ച
り
上
͛
も
１
億
円
を

ಥ
ഁ
し
た
ژ。
౎
ೆ
෦
地
域
で
は
初
め
て
、

ژ
౎
෎
಺
で
は
1ÿ
൪
目
の
道
の
Ӻ
で
、
村

や
࣎
լ
県
、
ࡾ
ॏ
県
を
含
む
ۙ
ྡ
自
治
体

の
ಛ
産
඼
を
ѻ
う
「
の
も
ん
市
৔
」
や
、

村
の
৯
จ
化
を
ָ
し
む
৯
ಊ
「
つ
ち
の
う

Ϳ
」、
地
域
住
民
の
た
め
に
৯
ྉ
඼
や
日

用
඼
を
そ
Ζ
え
た
「
村
民
ඦ
՟
ళ
」
な
Ͳ

が
あ
り
、
গ
ࢠ
高
齢
化
の
՝
題
を
๊
え
る

村
は
地
域
活
性
化
の
ॏ
ཁ
ڌ
点
に
Ґ
ஔ
ͮ

け
て
い
る
。

こ
の
道
の
Ӻ
「
お
஡
の
ژ
౎ɹ

Έ
な
Έ

や
ま
し
Ζ
村
」
を
中
৺
と
し
て
、
ಛ
産
඼

に
よ
る
঎
඼
開
発
、
ൢ
ച
ଅ
進
、
ϒ
ラ
ϯ

ド
化
に
よ
り
産
業
の
࠶
生
を
進
め
て
い

る
。
一
方
、
高
齢
化
に
ى
因
す
る
ަ
௨
難

民
や
ങ
い
෺
弱
者
ର
策
と
し
て
、
৯
ྉ
඼

や
生
活
用
඼
を
औ
り
ѻ
う「
村
民
ඦ
՟
ళ
」

を
活
用
し
て
、
道
の
Ӻ
を
住
民
޲
け
の
ί

ϯ
Ϗ
χ
や
ス
ー
ύ
ー
Ϛ
ー
ケ
ỽ
τ
の
代
わ

り
に
࢖
っ
て
い
る
΄
か
、
道
の
Ӻ
を
ル
ー

τ
に
Ճ
え
た
ެ
共
ަ
௨
໢
の
࠶
ߏ
ங
も
実

施
し
た
。

高
齢
者
が
た
く
さ
ん
利
用
で
き
る

「
御
用
聞
き
Ａ
Ｉ
®
」

ま
た
、
ג
ࣜ
会
ࣾ
Τ
ル
ϒ
ズ
が
最
ઌ
୺

の
Ａ
̞
ٕ
ज़
を
用
い
た
Ξ
プ
リ
ケ
ー
γ
ἀ
ϯ

の
開
発
に
協
ྗ
し
、
λ
ϒ
レ
ỽ
τ
୺
຤
を

活
用
し
た
「
ޚ
用
ฉ
き
Ａ
̞
�
」
を
࢖
っ

て
の
、
ห
当
の
ड
発
஫
・
഑
ୡ
等
の
実
ূ

実
ݧ
を
ߦ
っ
た
。
村
民
ඦ
՟
ళ
で
ଗ
え
た

঎
඼
を
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
に
ಧ
け
る
、

い
わ
Ώ
る
ങ
い
෺
難
民
ର
策
の
一
つ
と
し
て

ߦ
う
も
の
ͩ
。こ
の
΄
か
、Ａ
̞
と
の
ί
ミ
ỿ

χ
ケ
ー
γ
ἀ
ϯ
で
は
、
ങ
い
෺
・
ަ
௨
難
民

ର
策
と
あ
わ
せ
て
、
ݟ
क
り
α
ー
Ϗ
ス
や
、

認
知
঱
の
ૣ
ظ
予
防
な
Ͳ
に
活
用
す
る
こ

と
も
ݕ
౼
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

企
業
誘
致
を
含
め
た

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤

道
の
Ӻ
を
中
৺
と
し
た
ڌ
点
ͮ
く
り
、

঎
඼
開
発
、
ަ
௨
໢
੔
උ
、
̞
̘
̩
ར
活

用
な
Ͳ
の
活
動
は
、
ϝ
σ
ỹ
Ξ
に
も
਺
多

く
঺
հ
さ
れ
、
集
٬
に
も
大
き
な
੒
Ռ
を

あ
͛
る
こ
と
が
で
き
た
。ೆ
山
৓
村
で
は
、

今
ޙ
ا
業
誘
க
な
Ͳ
、
さ
ら
な
る
地
域
活

性
化
へ
޲
け
、
活
動
を
広
͛
て
い
く
予
ఆ

で
あ
る
。

ژ
౎
෎
ೆ
ࢁ
৓
ଜ

ಓ
の
Ӻ
を
ڌ
఺
に

 
地
域
活
ੑ
Խ
΍
ߴ
ྸ
ऀ
ର
ࡦ

―
঎
඼
։
ൃ
΍
Ξ
ϓ
Ϧ
を
活
用
͠
ͨ
ങ
͍
෺
೉
ຽ
ର
ࡦ
―

ژ
౎
෎
ೆ
ࢁ
৓
ଜ

●

ख
஥　

ᅵ
༰

南
山
城
村
長

λϒϨοτを׆༻した࣮ূ࣮ݧのઆ໌ձ

ಓのӺ಺のଜຽඦ՟ళ

ଜ಺の஡Ԃ෩ܠ
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本
市
は
、
Ԭ
山
県
の
๺
෦
、
ௗ
औ
県
境

に
Ґ
ஔ
し
、
૯
面
積
約
̔
２
̔
ฏ
方
ἅ
の

う
ち
林
໺
཰
が
約
ÿ0
％
と
豊
富
な
森
林
資

源
を
有
す
る
中
山
間
地
で
す
。
人
ޱ
は
約

４
万
̒
千
人
、
大
山
Ӆ
ذ
国
立
ެ
Ԃ
の
一

୺
を
੒
す
国
立
ެ
Ԃ
「
ඹ
山
」
や
、
࿐
ఱ

෩
࿊
൪
෇
で
੢
の
ԣ
ߝ
に
ً
く
౬
原
Թ
ઘ

な
Ͳ
を
有
し
、
年
間
約
４
０
０
万
人
も
の

؍
ޫ
٬
が
๚
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ۙ
年
で
は
「
ཬ
山
資
本
主
ٛ
」

の
෣
୆
と
し
て
औ
り
上
͛
ら
れ
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
、
域
಺
経
ࡁ
॥
環
を
ߦ
う

「
回
る
経
ࡁ
」
の
औ
り
組
Έ
を
大
小
༷
ʑ

な
ܗ
で
実
ફ
す
る
地
域
と
し
て
全
国
か
ら

஫
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
里
山
資
本
主
義

׭
民
協
ಇ
の
औ
り
組
Έ
に
よ
る
ό
イ
Φ

Ϛ
ス
発
ి
所
は
ฏ
੒
ùþ
年
４
݄
に
Ք
ಇ

し
、
地
域
಺
֎
の
ະ
ར
用
材
や
੡
材
୺
材

な
Ͳ
が
、
市
಺
֎
か
ら
持
ち
ࠐ
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ॲ
分
さ

れ
て
い
た
も
の
が
೩
ྉ
と
し
て
有
Ձ
で
औ

り
Ҿ
き
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
΄
か
、
発

ి
所
や
林
業
木
材
業
な
Ͳ
約
50
人
の
৽
規

ޏ
用
が
あ
り
、
そ
の
他
̘
Ｏ
２
の
࡟
ݮ
等

に
も
د
༩
し
て
い
ま
す
（
Ք
ಇ
１
年
間
の

経
ࡁ
効
Ռ
は
ച
上
約
ù3
億
円
、
೩
ྉ
ߪ
入

約
13・５
億
円
、
ੴ
༉
代
ସ
ù1
・
５
億
円
૬

当
（
౮
༉
Ձ
֨
þþ
円
ʗ
Ἄ
））。

ま
た
、
̘
̡
̩
（
௚
ަ
集
੒
൘
）
は
Ԥ

भ
で
ٕ
ज़
開
発
が
進
Έ
、
中
૚
住
୐
の
材

ྉ
と
し
て
࢖
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ฏ

੒
ùÿ
年
４
݄
、
ݐ
ங
ج
४
法
関
連
ࠂ
ࣔ
に

よ
り
、
日
本
で
も
ߏ
଄
材
と
し
て
࢖
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
৽
た
な
木
材
活

用
方
法
と
し
て
ظ
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

಺
で
は
、
市
営
住
୐
や
ٱ
世
Ӻ
Ϟ
σ
ル
ݐ

ங
෺
「
木ㆌ

ς
ラ
ス
」、
̘
̡
̩
を
活
用
し
た

ϗ
ς
ル
な
Ͳ
、積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
औ
り
組
Έ
を
ࢹ
࡯
す
る
こ
と

が
で
き
る
ό
イ
Φ
Ϛ
ス
ツ
Ξ
ー
は
ฏ
੒
1ÿ

年
1ù
݄
ス
λ
ー
τ
。
年
間
２
５
０
０
人
以

上
の
参
Ճ
が
あ
り
、
ฏ
੒
ùÿ
年
に
は
、
Ԇ

べ
２
万
人
を
ୡ
੒
し
ま
し
た
。
一
෦
の
参

Ճ
者
は
市
಺
に
॓
ധ
す
る
な
Ͳ
、
多
く
の

೾
ٴ
効
Ռ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ӡ
ߦ
ό

ス
や
ҹ
࡮
෺
へ
、
̟
ク
レ
δ
ỽ
τ
を
活
用

し
た
Χ
ー
Ϙ
ϯ
Φ
ϑ
η
ỽ
τ
ツ
Ξ
ー
を
実

施
し
環
境
に
も
഑
ྀ
し
た
औ
り
組
Έ
を

ߦ
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
里
山
資
本
主
義

ಉ
͡
木
材
を
活
用
し
た
औ
り
組
Έ
と
し

て
、
中
࿨
地
域
で
は
਋
を
活
用
し
た
地
域

಺
資
源
॥
環
が
ߦ
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

ৼ
ڵ
会
ࣾ
の
（
一
ࣾ
）
Ξ
γ
λ
Χ
は
、
住

民
か
ら
木
材
を
ߪ
入
し
਋
に
Ճ
޻
。
地
域

಺
の
॓
ധ
施
ઃ
の
਋
Ϙ
イ
ラ
ー
用
೩
ྉ
な

Ͳ
と
し
て
ൢ
ച
し
て
い
る
΄
か
、
ཬ
山
体

ݧ
や
教
育
ཱྀ
ߦ
、
ا
業
に
よ
る
ࣾ
会
ߩ
ݙ

活
動
の
ड
け
入
れ
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
産
඼
の
開
発
を
、
地
域
住
民
や
移
住
者

と
ߦ
っ
て
お
り
、（
一
ࣾ
）
Ξ
γ
λ
Χ
の

よ
う
に
༷
ʑ
な
生
業
を
自
ら
生
Έ
出
し
組

Έ
߹
わ
せ
る
生
き
方
を
積
極
的
に
発
৴

し
、
さ
ら
な
る
移
住
者
ଅ
進
に
も
つ
な
͛

て
い
ま
す
。

ま
た
、（
一
ࣾ
）
Ξ
γ
λ
Χ
の
代
ද
で

あ
る
੺
木
ࢯ
は
、
೶
山
村
の
฻
ら
し
を
ֶ

ͼ
、
฻
ら
し
を
つ
く
る
ྗ
や
な
り
わ
い
を

ߏ
૝
す
る
ྗ
な
Ͳ
を
ཆ
う
「
真
ఉ
な
り
わ

い
क़
」
の
実
ߦ
委
員
で
あ
り
、
ಉ
क़
で
ߦ

う
プ
ロ
δ
ỻ
ク
τ
の
୲
当
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

最
も
大
切
な
「
ひ
と
」
を
育
て
る

人
ޱ
ݮ
গ
・
গ
ࢠ
高
齢
化
ࣾ
会
に
ର
Ԡ

し
て
い
く
た
め
に
は
、
回
る
経
ࡁ
を
よ
り

一
૚
推
進
す
る
と
と
も
に
、
੺
木
ࢯ
の
よ

う
な「
ͻ
と
」を
育
て
る
こ
と
が
大
੾
で
す
。

ࢲ
た
ち
は
、「
ͻ
と
を
育
て
る
こ
と
が

真
ఉ
市
の
ະ
来
を
育
て
る
」
と
い
う
理
೦

の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
一
人
ͻ
と
り

の
「
真
ఉ
ラ
イ
ϑ
ス
λ
イ
ル
」
を
Ԡ
援
し

て
い
き
ま
す
。

Ԭ
ࢁ
県
ਅ
ఉ
ࢢ

ཬ
ࢁ
資
ຊ
ओ
ٛ
ɾ
ਅ
ఉ
の
௅
ઓ

―
ό
Π
Φ
Ϛ
ε
ൃ
ి
΍
਋
೩
ྉ
Ͱủ
地
域
಺
ܦ
ࡁ
॥
؀
Ứ―

Ԭ
ࢁ
ݝ
ਅ
ఉ
ࢢ

●

Տ
ຊ　

௚
و

真
庭
市
総
合
政
策
部
総
合
政
策
課
主
任

（Ұࣾ）ΞγλΧ͸、ݪ໦を਋にՃ޻し、॓
ധԹઘࢪઃである௡ݪߴࠇ૳にೲ入している

ங෺ʮ໦ݐӺ$-5モデルੈٱ
ㆌ

ςϥεʯ

όΠΦϚεൃిॴ
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Ӣ
ೆ
市
で
は
、ฏ
੒
1ý
年
の
発
଍
以
来
、

協
ಇ
の
ま
ち
ͮ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ج
൫
の
一
つ
と
し
て
֓
Ͷ
小
ֶ
ߍ
۠

୯
Ґ
に
݁
੒
さ
れ
た
地
ԑ
型
の
住
民
組
織

を
地
域
自
主
組
織
と
ݴ
い
ま
す
。
ಉ
༷
の

࢓
組
Έ
は
全
国
に
多
਺
ଘ
在
し
、
小
規
模

多
ػ
能
自
治
と

૯
শ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
本
質

は
住
民
主
体
に

あ
り
ま
す
が
、

ج
ૅ
自
治
体
の

໾
割
は
極
め
て

ॏ
ཁ
に
な
り
ま

す
。Ӣ

ೆ
市
は
ౡ

ࠜ
県
౦
෦
の
̒

町
村
で
߹
ซ
し

た
人
ޱ
４
万
人

弱
の
ま
ち
で
す
。

地
域
自
主
組
織

の
࢓
組
Έ
は
߹
ซ
を
ܖ
ػ
に
ಋ
入
し
た
も

の
で
、
現
在
市
಺
全
域
に
30
の
地
域
自
主

組
織
が
あ
り
ま
す
。
ڌ
点
施
ઃ
は
ݩ
ެ
民

ؗ
な
Ͳ
を
ަ
ྲྀ
η
ϯ
λ
ー
と
し
て
ఏ
ڙ

し
、地
域
自
主
組
織
で
ޏ
用
さ
れ
た
ৗ
ۈ
・

ඇ
ৗ
ۈ
の
ス
λ
ỽ
ϑ
を
中
৺
に
地
域
ͮ
く

り
、
生
֔
ֶ
श
、
地
域
෱
ࢱ
の
３
つ
の
ப

を
中
৺
に
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ࡒ
源
と
し
て
市
か
ら
は
自
༝
度
の
高
い
ަ

෇
ۚ
を
ަ
෇
し
、
地
域
ͮ
く
り
୲
当
を
഑

ஔ
し
て
人
的
ࢧ
援
を
し
て
い
ま
す
。

制
度
的
進
化
と
対
等
性

市
民
が
主
໾
と
な
る
た
め
に
は
そ
の
ج

൫
を
ڧ
ݻ
に
す
る
ඞ
ཁ
が
あ
り
、
活
動
状

گ
に
߹
わ
せ
そ
の
ج
൫
を
ڧ
化
し
て
き
ま

し
た
。
ྫ
え
ば
、
初
ظ
ஈ
֊
で
は
ิ
ॿ
ۚ

方
ࣜ
で
施
策
的
に
誘
ಋ
し
、
ࡋ
量
性
の
拡

大
を
求
め
る
意
ݟ
が
多
く
な
っ
た
ஈ
֊
で

ަ
෇
ۚ
化
し
た
΄
か
、
ڌ
点
施
ઃ
を
෯
広

く
ॊ
ೈ
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
ެ
民
ؗ
を

ަ
ྲྀ
η
ϯ
λ
ー
に
స
׵
し
た
の
は
そ
の
一

ྫ
で
す
。
こ
う
し
た
੍
度
的
進
化
は
ܽ
か

せ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ࡍ
に
ཹ
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
現
৔
実
ଶ
の
೺
Ѳ
で

す
。ަ
ྲྀ
η
ϯ
λ
ー
へ
の
స
׵
を
は
͡
め
、

地
域
自
主
組
織
に
よ
る
௚
઀
ޏ
用
方
ࣜ
の

ಋ
入
な
Ͳ
大
き
な
੍
度
վ
ਖ਼
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
う
し
た
৔
面
で
は
当
事
者
と

の
ର
࿩
が
ॏ
ཁ
で
す
。
՝
題
の
本
質
を
ݟ

出
す
と
と
も
に
、
૬
ޓ
に
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
進
化
す
る
上
で
ඞ
ཁ
に
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
経
ݧ
か
ら
、
ς
ー
Ϛ
を
主

໾
に
௚
઀
ର
࿩
に
よ
り
協
議
す
る
地
域
円

୎
会
議
方
ࣜ
を
ಋ
入
し
、
関
܎
෦
局
と
と

も
に
৘
ใ
・
状
گ
を
共
有
し
、
今
ޙ
の
あ

り
方
を
ݟ
出
す
ػ
会
も
ઃ
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
ॏ
ཁ
な
の
が
ର
等
性
で
す
。

市
民
も
ߦ
政
も
ର
等
な
立
৔
に
立
っ
て
考

え
な
け
れ
ば
協
ಇ
の
ま
ち
ͮ
く
り
は
進
Έ

ま
せ
ん
。
࿩
し
߹
い
を
ॏ
Ͷ
、
ฏ
੒
ùþ
年

ळ
に
は
֤
地
域
自
主
組
織
と
市
と
の
間
で

ج
本
協
ఆ
ॻ
を
క
݁
し
、
協
ಇ
の
ま
ち
ͮ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
૬
ޓ
に
֬
認

し
ま
し
た
。

学
び
合
い
・
磨
き
合
い

地
域
活
動
は
ߦ
政
か
ら
や
ら
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
ら
主
体
的
に
考
え
、
ݟ

出
し
て
い
く
ඞ
ཁ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
ຖ
年
地
域
ಉ
࢜
の
ֶ
ͼ
߹

い
の
৔
を
ઃ
け
て
い
ま
す
。
ಉ
༷
に
、
自

治
体
と
し
て
も
ԣ
அ
的
に
ֶ
ͼ
߹
っ
て
い

く
ඞ
ཁ
が
あ
り
、
ฏ
੒
ùþ
年
２
݄
に
は
全

国
の
自
治
体
な
Ͳ
へ
ݺ
ͼ
か
け
、
小
規
模

多
ػ
能
自
治
推
進
ω
ỽ
τ
ϫ
ー
ク
会
議
を

݁
੒
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
全
౎
道
෎
県

に
ٴ
Ϳ
２
７
０
以
上
の
会
員
が
Ճ
入
さ

れ
、
֤
地
で
ֶ
ͼ
߹
い
の
ػ
会
を
ઃ
け
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
௨
͡
て
地
域
ಉ
࢜
、

自
治
体
ಉ
࢜
も
お
ޓ
い
に
ֶ
ͼ
߹
い
、
自

分
ୡ
が
住
む
地
域
に
ތ
り
を
も
ち
、
住
Έ

続
け
ら
れ
る
地
域
と
し
て
の
ϒ
ラ
ϯ
ド
Ձ
஋

を
今
ޙ
も
高
め
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

খن໛多ػೳ自࣏推進ωοτϫʔΫձٞ
ʙ)ùþ 年 2月ઃ立૯ձʙ

地域ԁ୎ձٞの༷ࢠ

ౡ
ࠜ
県
Ӣ
ೆ
ࢢ

খ
ن
໛
ଟ
ػ
ೳ
自
࣏
に
Α
る

 
ॅ
ຽ
ओ
ମ
の
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
地
域
ͮ
͘
Γ
ỏੜ
֔
ֶ
श
ỏ地
域
෱
ࢱ
を
த
৺
に
―

ౡ
ࠜ
ݝ
Ӣ
ೆ
ࢢ

●

൘
　࣋

प
࣏

雲
南
市
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
企
画
官
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஍
ํ
ࣗ
࣏
ମ
表
彰

大
木
町
は
෱
Ԭ
県
ೆ
෦
・
ஜ
ޙ
ฏ
໺
の

中
ԝ
に
Ґ
ஔ
し
、
۷
割
と
ݺ
ば
れ
る
ਫ
࿏

が
ॎ
ԣ
に
ு
り
८
り
、
豊
か
な
ా
Ԃ
෩
ܠ

が
広
が
る
೶
業
の
町
で
あ
る
。
人
ޱ
約

１
万
４
３
０
０
人
、
面
積
は
1ÿ
・
û3
ฏ
方

ἅ
と
い
う
ί
ϯ
ύ
ク
τ
な
町
の
規
模
は
、

住
民
と
協
ಇ
の
ま
ち
ͮ
く
り
を
進
め
る
上

で
の
大
き
な
ڧ
Έ
に
な
っ
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
施
設

「
く
る
る
ん
」

お
お
き
॥
環
η
ϯ
λ
ー
「
く
る
る
ん
」

は
、
町
಺
の
Ո
ఉ
や
ҿ
৯
ళ
な
Ͳ
か
ら
発

生
す
る
生
͝
Έ
、
ড়
化
૧
ਗ਼
૟
Ԛ
ట
、
し

೘
を
ϝ
λ
ϯ
発
߬
さ
せ
、
ό
イ
Φ
Ψ
ス
を

回
ऩ
し
て
発
ి
し
、
発
߬
ޙ
の
ফ
化
ӷ
を

有
ػ
ӷ
ං
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
ό
イ

Φ
Ϛ
ス
資
源
化
施
ઃ
と
し
て
ฏ
੒
1ÿ
年
11

݄
か
ら
Ք
ಇ
を
始
め
た
。「
く
る
る
ん
」

は
΄
΅
町
の
中
৺
෦
、
国
道
４
４
２
߸
ό

イ
ύ
ス
Ԋ
い
に
あ
り
、
೶
産
෺
௚
ച
所
や

地
産
地
ফ
レ
ス
τ
ラ
ϯ
な
Ͳ
へ
の
多
く
の

来
৔
者
で
೐
う
「
道
の
Ӻ
お
お
き
」
に
ซ

ઃ
し
て
い
る
の
が
ಛ
௃
で
あ
る
。
ຖ
年

３
千
Ỗ
４
千
人
の
ࢹ
࡯
者
が
国
಺
、
ւ
֎

か
ら
๚
れ
て
お
り
、
従
来
で
あ
れ
ば
住
民

か
ら
ݏ
が
ら
れ
て
き
た
ഇ
غ
෺
施
ઃ
が
、

॥
環
の
町
ͮ
く
り
の
ڌ
点
、
住
民
の
自
ຫ

の
施
ઃ
と
な
り
、
町
の
活

性
化
に
大
き
く
ߩ
ݙ
し
て

い
る
。

く
る
る
ん
が
Ք
ಇ
を
始

め
て
11
年
༨
り
が
経
ա
し

た
が
、
住
民
に
よ
る
生
͝

Έ
分
ผ
、
೶
Ո
に
よ
る
ӷ

ං
ར
用
な
Ͳ
、
住
民
Έ
ん

な
で
ࢧ
え
る
地
域
॥
環
の

࢓
組
Έ
が
ఆ
ண
し
て
い
る

こ
と
で
、
有
ػ
෺
（
ഇ
غ

෺
）
の
॥
環
の
環
が
つ
な

が
っ
て
い
る
。
生
͝
Έ
資
源
化
と
い
う
住

民
と
の
協
ಇ
の
݁
Ռ
は
、
住
民
の
町
ͮ
く

り
へ
の
参
Ճ
意
識
が
高
く
な
っ
た
こ
と

や
、
ΰ
ミ
ॲ
理
අ
用
が
10
年
間
で

２
億
̔
千
万
円
΄
Ͳ
࡟
ݮ
さ
れ
町
の
ࡒ
政

負
୲
が
ܰ
ݮ
さ
れ
た
こ
と
な
Ͳ
、
町
に

༷
ʑ
な
効
Ռ
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

次
の
世
代
に
つ
け
を
残
さ
な
い

「
大
木
町
も
っ
た
い
な
い
宣
言
」

大
木
町
で
は
、
国
಺
２
൪
目
の
θ
ロ
・

΢
Τ
イ
ス
τ
એ
ݴ
で
あ
る
「
大
木
町
も
っ

た
い
な
い
એ
ݴ
」
を
ฏ
੒
ù0
年
３
݄
に
ެ

ද
し
た
。
ؾ
ީ
ม
動
に
よ
る
Ө
ڹ
が
深
ࠁ

化
す
る
中
、
࣍
世
代
に
つ
け
を
࢒
さ
な
い

こ
と
が
目
ඪ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
地
域

で
ߦ
動
す
る
こ
と
を
಺
֎
に
એ
ݴ
し
た
も

の
で
あ
る
。
ΰ
ミ
の
発
生
཈
੍
、୤
ম
٫
・

ຒ
め
立
て
、
資
源
化
の
推
進
を
ܝ
͛
て
お

り
、
こ
の
目
ඪ
を
住
民
と
共
有
し
な
が
ら

ΰ
ミ
の
分
ผ
を
ప
ఈ
し
て
き
た
。
ฏ
੒
ùû

年
に
は
全
国
に
ઌ
が
け
て
ࢴ
お
む
つ
の
分

ผ
を
始
め
る
な
Ͳ
、
資
源
ΰ
ミ
の
ùþ
分
ผ

を
実
施
し
て
い
る
。
ฏ
੒
ùþ
年
度
の
リ
α

イ
ク
ル
཰
は
ý5
・
３
％
と
全
国
で
５
൪
目

の
高
཰
に
ୡ
し
た
。

「
持
続
可
能
」
の
力
は
住
民
協
働

国
連
は
２
０
１
５
年
（
ฏ
੒
ùþ
年
）
に

̨
Ｄ
Ｇ
͂
（
持
続
可
能
な
開
発
目
ඪ
）
を

ެ
ද
し
、「
持
続
可
能
」
は
世
界
中
で
共

௨
の
ॏ
ཁ
な
キ
ー
ϫ
ー
ド
と
な
っ
た
。
住

民
や
ߦ
政
な
Ͳ
の
協
ಇ
の
ྗ
で
、
໽
հ
な

ഇ
غ
෺
で
さ
え
地
域
資
源
と
し
て
生
か
し

町
の
活
性
化
に
つ
な
͙
こ
と
が
で
き
る
。

住
民
協
ಇ
の
ྗ
で
地
域
の
資
源
を
۷
り
ى

こ
し
て
ຏ
き
上
͛
、
地
域
全
体
に
ϝ
リ
ỽ

τ
が
あ
る
࢓
組
Έ
を
࡞
り
出
す
こ
と
が
、

「
持
続
可
能
」
な
地
域
ͮ
く
り
に
つ
な
が

る
。「
く
る
る
ん
」
の
経
ݧ
を
も
と
に
、
さ

ら
に
ま
ち
ͮ
く
り
を
リ
ノ
ベ
ー
γ
ἀ
ϯ
し

た
い
。

෱
Ԭ
県
େ
໦
町

ॅ
ຽ
と
ங
͍
ͨ
॥
؀
の
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

―
͓
͓
͖
॥
؀
η
ϯ
λ
ồủ
͘
る
る
Μ
ỨͰ
ொ
を
活
ੑ
Խ
―

෱
Ԭ
ݝ
େ
໦
ொ

●

ੴ
઒　

५
Ұ

福
岡
県
大
木
町
長

ܠϓϥβでの͝Έग़し෩ڥ؀

生͝Έ౤入

くるるΜ֓؍

2018・3月号地域づくり 特集編 3�



個
人
表
彰伝

統
文
化
と
そ
れ
を
支
え
る

技
術
の
間
の
敷
居
を
低
く
す
る

日
本
は
ઓ
ޙ
、
୹
ظ
間
に
極
୺
に
人
ޱ

が
増
Ճ
し
ま
し
た
。も
と
も
と
の
ٕ
ज़
ྗ
、

ۈ
ษ
性
と
૬
ま
っ
て
、
人
ޱ
増
Ճ
に
よ
る

高
度
੒
௕
を
਱
͛
、
世
界
ୈ
２
Ґ
に
ま
で

経
ࡁ
が
拡
大
し
ま
し
た
。
今
ޙ
は
୹
ظ
間

に
人
ޱ
が
ݮ
গ
し
ま
す
。
人
ޱ
規
模
は
経

ࡁ
の
ج
ૅ
の
一
つ
で
す
か
ら
、
日
本
の
経

ࡁ
と
ࣾ
会
は
ܶ
的
に
ม
化
す
る
で
し
ょ

う
。そ

の
よ
う
な
環
境
下
で
、
఻
౷
ٕ
ज़
と

఻
౷
จ
化
を
क
る
こ
と
は
極
め
て
ࠔ
難
と

ݴ
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
ઐ
໳
Ո
ͩ
け
の

自
ݾ
ຬ
଍
的
で
ด
࠯
的
な
業
界
で
し
た

が
、
఻
౷
จ
化
と
そ
れ
を
ࢧ
え
る
ٕ
ज़
の

間
の
ෑ
ډ
を
低
く
し
、
よ
り
ࣾ
会
に
਌
し

ん
で
も
ら
わ
な
い
と
ক
来

は
な
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

಺
෦
で
し
か
௨
用
し
な

い
ඇ
ৗ
識
を
վ
め
て
、
本

質
的
な
Ձ
஋
؍
を
৬
人
、

所
有
者
と
共
に
考
え
、
վ

ֵ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ܾ
し
て
ࢲ
ͩ
け
の
考
え
方

で
は
な
く
、ࣾ
௕
と
し
て
、

৬
人
た
ち
が
考
え
る
ਖ਼
し
い
道
を
進
め
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
程
度
で
す
。
ੲ
か
ら

ݴ
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
఻
౷
ٕ
ज़
の

ܧ
ঝ
は
大
੾
ͩ
と
ݴ
い
な
が
ら
、
࣍
世
代

の
୲
い
手
を
ޏ
っ
て
い
な
い
。
ٕ
ज़
఻
ঝ

の
ୈ
一
า
を
౿
Έ
出
し
て
い
な
い
中
で
議

࿦
し
て
も
ແ
意
味
な
の
で
、
ま
ͣ
若
い
人

材
を
ޏ
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
若
い
人
を

ޏ
う
た
め
に
予
ࢉ
が
い
る
。
で
は
予
ࢉ
を

Ͳ
う
࡞
る
か
。
ち
ょ
っ
と
考
え
る
ͩ
け
で

Կ
を
す
べ
き
か
୭
で
も
わ
か
る
վ
ֵ
で
す

が
、
な
ͥ
か
୭
も
実
ߦ
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。

伝
統
文
化
の
最
大
の
問
題
は

業
界
内
部
に

実
は
఻
౷
จ
化
の
最
大
の
問
題
は
業
界

಺
෦
に
あ
り
ま
す
。
࢓
༷
ॻ
を
क
り
な
が

ら
จ
化
ࡒ
を
ਖ਼
し
く
म
理
す
る
た
め
に
は

҆
Ձ
に
ࡁ
ま
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す

べ
て
ܾ
ま
り
が
あ
り
、
入
ࡳ
੍
度
の
下
で

す
か
ら
、
҆
く
す
る
に
は
৬
人
に
負
୲
を

ڧ
い
る
か
、
手
ൈ
き
を
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
࢓
༷
を
क
ら
な
い
ا
業
も
あ
る
と

ฉ
き
ま
す
が
、
業
界
と
し
て
ྙ
理
の
޲
上

に
も
౒
め
て
い
ま
す
。

ࣾ
会
と
し
て
は
৬
人
を
՗
め
る
こ
と
を

よ
し
と
し
な
い
の
で
、
や
は
り
業
界
の
ৗ

識
を
ࣾ
会
の
ৗ
識
に
߹
わ
せ
る
し
か
な
い

と
ࢥ
い
ま
す
。
৬
人
は
ಛ
ผ
で
、
఻
౷
ٕ

ज़
は
੟
地
と
い
う
間
ҧ
え
た
ྱ
ࢍ
が
多
い

中
で
、
ࣾ
会
の
ル
ー
ル
か
ら
ҳ
୤
し
て
も

࢓
方
な
い
と
考
え
る
޲
き
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
考
え
方
は
ま
す
ま

す
ة
ݥ
を
൐
う
と
考
え
ま
す
。

಺
෦
の
問
題
に
औ
り
組
Έ
つ
つ
、
人
ޱ

ݮ
の
日
本
人
に
代
わ
る
ध
ཁ
を
ש
ى
す
べ

く
、
๚
日
֎
国
人
の
増
Ճ
を
目
指
す
発
৴

活
動
に
౒
め
て
い
ま
す
。
最
ۙ
は
大
ม
な

イ
ϯ
ό
΢
ϯ
ド
増
Ճ
で
、
؍
ޫ
業
は
日
本

経
ࡁ
、
そ
し
て
఻
౷
จ
化
に
ର
し
て
も
大

き
く
ߩ
ݙ
し
て
お
り
、
世
界
経
ࡁ
の
一
割

を
占
め
る
ୈ
ࡾ
ج
װ
産
業
と
し
て
ຖ
年
３

Ỗ
４
％
੒
௕
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
҆
倍

政
ݖ
の
積
極
的
な
औ
り
組
Έ
で
大
き
な
੒

Ռ
を
上
͛
て
き
ま
し
た
。
จ
化
と
自
વ
の

ೋ
つ
の
؍
ޫ
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
国
と

し
て
、
当
વ
日
本
は
؍
ޫ
大
国
に
な
れ
る

と
֬
৴
し
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
は

応
援
す
る
人
に
よ
っ
て
成
立

఻
౷
จ
化
は
Ԡ
援
す
る
人
に
よ
っ
て
੒

立
し
て
い
ま
す
。
จ
化
ࡒ
の
所
有
者
が
५

え
ば
、
఻
౷
ٕ
ज़
を
क
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
఻
౷
ٕ
ज़
は
ೋ
࣍
的
な
も
の
に
ա
͗

な
い
こ
と
を
࠶
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
఻
౷
ٕ
ज़
も
क
れ
ま
す
。

高
度
੒
௕
な
Ͳ
に
よ
っ
て
、日
本
は「
ಛ

घ
で
あ
る
」「
現
実
を
ݟ
る
ඞ
ཁ
が
な
い
」

国
に
な
り
、
本
質
を
ݟ
失
っ
た
と
ࢥ
い
ま

す
が
、
今
ޙ
は
本
質
を
も
う
一
度
֬
認
を

し
て
、
現
実
を
ݟ
つ
め
る
こ
と
に
よ
り
、

本
来
あ
る
日
本
の
જ
在
ྗ
を
発
ش
す
る
࣌

代
が
౸
来
し
ま
す
。
఻
౷
จ
化
に
か
か

わ
っ
て
、
そ
れ
を
௧
感
し
て
い
ま
す
。

ಢ
໦
県
೔
ޫ
ࢢ

ٕ
ज़
の
ܧ
ঝ
ͳ
Ͳ

 
೔
ຊ
の
఻
౷
จ
Խ
を
Ԡ
ԉ

―
จ
Խ
ࡒ
の
म
෮
と
؍
ޫ
৘
ใ
ൃ
৴
―

σ
ồ
Ϗ
ỽ
υ
ɾ
Ξ
τ
Ω
ϯ
ι
ϯ
氏●

σ
ồ
Ϗ
ỽ
υ
ɾ
Ξ
τ
Ω
ϯ
ι
ϯ

小
西
美
術
工
藝
社
社
長

೔ޫ౦রٶのम෮を手ֻ͚る

จԽࡒम෮ݱ৔の༷ࢠ
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個
人
表
彰外

国
人
客
受
け
入
れ
の
き
っ
か
け

ࢲ
Ͳ
も
は
౦
ژ
౎
୆
౦
۠
୩
中
で
Ո
଒

ཱྀ
ؗ
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
ࢲ
と
Ո
಺
、

ଉ
ࢠ
෉
්
、
そ
れ
に
高
ߍ
３
年
と
１
年
の

ଙ
。
お
૟
আ
は
ύ
ー
τ
λ
イ
Ϛ
ー
の
人
３

人
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ަ
௨
の

ศ
は
上
໺
Ӻ
か
ら
า
い
て
30
分
、
地
下
మ

ࠜ
௡
Ӻ
か
ら
７
分
と
ෆ
ศ
で
す
。
٬
ࣨ
は

࿨
ࣨ
1ù
ࣨ
。
そ
の
಺
ό
ス
・
τ
イ
レ
෇
き

は
２
ࣨ
の
Έ
で
す
。
日
本
の
お
٬
༷
の
ཱྀ

の
χ
ー
ズ
に
߹
わ
な
く
な
っ
て
お
٬
༷
が

ݮ
গ
し
、
ত
࿨
50
年
代
に
は
ഇ
業
の
ੇ
લ

ま
で
追
い
٧
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
࣌
、
৽
॓
の
や
し
ま
ཱྀ
ؗ
の
໼

ౡ
さ
ん
に
δ
Ỿ
ύ
χ
ー
ズ
・
イ
ϯ
・
ά
ル
ー

プ
に
Ճ
入
し
て
、
֎
国
人
٬
を
ड
け
入
れ

る
こ
と
を
ק
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

֎
国
ޠ
も
࿩
せ
な
い
、
日
本
の
お
٬
༷
も

ധ
ま
ら
な
い
ཱྀ
ؗ
で
は
ແ
理
ͩ
と
ࢥ
い
、

１
年
間
౿
Έ
੾
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
ত
࿨
5þ
年
（
１
̕
̔
２
年
）

の
Ն
３
日
間
お
٬
༷
が
θ
ロ
の
日
が
来

て
、
つ
い
に
֎
国
人
٬
の
ड
け
入
れ
を
ܾ

৺
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
3ý
年
間
で
、
Ā1
Χ

国
、
Ԇ
べ
1ÿ
万
人
を
超
え
る
֎
国
の
お
٬

༷
を
ड
け
入
れ
ま
し
た
。

澤
の
屋
の
外
国
の
お
客
様

ࢲ
Ͳ
も
の
֎
国
の
お
٬
༷
は
̛
̞
̩
と

い
わ
れ
る
ݸ
人
ཱྀ
ߦ
の
お
٬
༷
で
す
。
॓

ധ
٬
の
ÿÿ
％
が
֎
国
の
お
٬
༷
で
、
国
੶

は
Ԥ
ถ
、
Φ
η
Ξ
χ
Ξ
か
ら
の
お
٬
༷
が

΄
と
ん
Ͳ
で
す
。
国
名
で
は
ϑ
ラ
ϯ
ス
が

一
൪
多
く
、
Ξ
ϝ
リ
Χ
、
Φ
ー
ス
τ
ラ
リ

Ξ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
と
続
き
ま
す
。

ཱྀ
が
目
的
で
॓
は
手
ஈ
と
い
っ
て
、
ཱྀ
の

目
的
に
߹
わ
せ
て
Ո
଒
ཱྀ
ؗ
や
؍
ޫ
ཱྀ

ؗ
、
ϗ
ς
ル
な
Ͳ
い
Ζ
い
Ζ
な
ܗ
の
॓
に

ധ
ま
り
ま
す
。
߽
՚
な
॓
や

お
い
し
い
ྉ
理
の
こ
と
は
๨

れ
て
い
く
が
、
ཱྀ
の
ࢥ
い
出

と
し
て
最
ޙ
ま
で
࢒
る
の
は

そ
の
国
の
人
と
の
;
れ
あ
い

や
ち
ょ
っ
と
਌
੾
に
さ
れ
た

こ
と
ͩ
と
ݴ
い
ま
す
。
こ
ん

な
ཱྀ
を
し
て
い
る
お
٬
༷

を
、
ࢲ
Ͳ
も
で
は
ே
৯
と
॓

ധ
ͩ
け
で
、
あ
と
は
ま
ち
に

お
世
࿩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
と
同
じ
体
験
を
楽
し
む

଺
在
の
֎
国
の
お
٬
༷
は
༦
৯
を
৯
べ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、５
ݢ
΄
Ͳ
の
৯
ಊ
に
、

֎
国
の
お
٬
༷
の
ड
け
入
れ
を
པ
Έ
に
ߦ

き
、
ঝ
୚
を
ಘ
た
お
ళ
を
ॻ
き
ࠐ
ん
ͩ
प

ล
地
ਤ
を
࡞
り
ま
し
た
。
地
ਤ
に
は
国
立

ത
෺
ؗ
、
上
໺
動
෺
Ԃ
な
Ͳ
の
؍
ޫ
名
所

の
他
に
、
ۜ
ߦ
、
༣
ศ
局
、
ප
Ӄ
、
ク
リ
ー

χ
ϯ
ά
ళ
、
ༀ
局
な
Ͳ
日
ৗ
生
活
に
ඞ
ཁ

な
と
こ
Ζ
を
入
れ
、
こ
の
地
ਤ
を
持
っ
て

֎
国
の
お
٬
༷
は
ま
ち
に
出
か
け
て
ߦ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ࢲ
Ͳ
も
の
ま
ち
୩

中
は
、
ߐ
ށ
࣌
代
に
ߐ
ށ
৓
の
ま
わ
り
の

ÿû
΄
Ͳ
の
お
ࣉ
が
Ҿ
っ
ӽ
し
て
き
た
ࣉ
町

で
す
。
関
౦
大
਒
災
に
も
、
ઓ
災
に
も
ম

け
な
か
っ
た
の
で
、
木
଄
の
֗
ฒ
Έ
が
࢒

り
、
࿏
地
も
そ
の
ま
ま
で
す
。
こ
の
町
に

֎
国
の
お
٬
༷
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

ま
ち
の
人
た
ち
は
最
初
ށ
࿭
っ
て
い
ま
し

た
が
、
গ
し
ͣ
つ
町
の
中
に
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
֎
国
の
お
٬
༷
は
୩
中
の
町
に

は
日
本
人
ら
し
い
生
活
が
࢒
っ
て
い
る
、

そ
し
て
、
町
の
人
は
ಛ
ผ
ѻ
い
し
な
い
か

ら
、
日
本
人
と
ಉ
͡
体
ݧ
が
で
き
る
と

ݴ
っ
て
ま
ち
า
き
を
ָ
し
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
֎
国
人
を
増
や
す
た
め
の
Կ
か

৽
し
い
も
の
を
࡞
ら
な
い
で
、
今
あ
る
も

の
を
な
く
さ
な
い
で
と
ݴ
い
ま
す
。

֎
国
の
お
٬
༷
が
全
国
の
ま
ち
に
あ
;

れ
る
よ
う
に
、
ࢲ
は
֎
国
人
٬
ड
け
入
れ

の
体
ݧ
ஊ
を
࿩
し
な
が
ら
、
ߨ
ԋ
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

౦
ژ
౎
୆
౦
۠

·
ͪ
͕
͋
ỳ
ͯ
ਓ
͕
͍
ͯ
॓
͕
͋
る

―
೔
ຊ
ਓ
Β
͠
͍
ੜ
活
の
த
Ͱ
֎
ࠃ
ਓ
؍
ޫ
٬
を
ड
͚
ೖ
Ε
―

ᖒ　

ޭ
氏

●

ᖒ　

ޭ

澤
の
屋
旅
館
館
主

؍֎ઃࢪ

٬ࣨ

ᐻ෩࿊
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平成29年度　ふるさとづくり大賞
最優秀賞（内閣総理大臣賞）

ＮＰＯ法人 石巻復興支援ネットワーク【宮城県石巻市】

「いっしょにやっぺす！」

やっぺす石巻！の完成披露ライブ石巻復興節の完成発表 石巻復興節を住民みんなで踊っている様子

仮設住宅での内職作業会の様子子ども達がボランティアに感謝を伝えた１万本のミサンガ

サンファン石恋♡祭り

個
人
表
彰世

界
一
の
森
林
資
源
を
有
す
る
日

本
と
、
そ
れ
を
有
効
活
用
で
き
な
い

現
行
林
業

四
季
が
あ
り
、
雨
が
多
い
日
本
は
地
球

上
で
極
め
て
林
業
に
適
し
た
地
域
で
す
。

樹
木
が
育
つ
環
境
に
恵
ま
れ
、
針
葉
樹
で

は
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
、
広
葉
樹
で
は
ケ
ヤ
キ
・

ミ
ズ
ナ
ラ
・
ク
リ
等
と
他
国
が
羨
む
樹
種

が
豊
富
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
森
林
は
国
土
の
７
割
を
占
め
広
大
で

す
。
本
来
世
界
一
の
林
業
国
で
あ
る
べ
き

で
す
が
、
日
本
の
林
業
生
産
額
は
約

２
千
億
円
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
０
・
１
％
以
下
と

低
く
、
衰
退
産
業
の
代
名
詞
と
し
て
認
識

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本

の
森
林
面
積
の
４
割
し
か
な
く
樹
種
も
貧

弱
な
ド
イ
ツ
の
生
産
額
は
、
日
本
の
約
10

倍
で
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
林
業
が
、
日

本
の
良
好
な
森
林
資
源
を
生
か
し
き
れ
な

い
誤
っ
た
方
法
を
続
け
て
き
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
質
量
豊
富

な
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
林
業
を
展

開
で
き
れ
ば
、
中
山
間
地
域
を
含
め
、
日

本
に
大
産
業
を
創
出
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。

現
行
林
業
の
問
題
点
と
、

そ
の
解
決
手
法

現
在
の
日
本
林
業
は
生
産
量
ば
か
り
追

い
求
め
、
大
規
模
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。請
負
の
伐
採
事
業
体
に
山
を
集
約（
山

林
所
有
者
は
全
面
委
託
）
さ
せ
、
50
年
生

程
度
で
皆
伐
し
、
大
規
模
化
を
実
現
さ
せ

よ
う
と
す
る
政
策
で
す
。
50
年
生
の
皆
伐

は
、
若
齢
林
で
Ｂ
材
以
下
の
木
材
生
産
が

主
と
な
り
、
年
を
経
て
Ａ
材
を
生
産
す
る

可
能
性
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
貧
弱
な
森
林

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
森
林
資

源
の
有
効
活
用
を
で
き
な
く
す
る
主
原
因

で
す
。

皆
伐
や
大
規
模
化
に
よ
る
荒
い
間
伐
施

業
は
土
砂
災
害
を
誘
発
し
、
森
林
劣
化
や

森
林
経
営
の
持
続
性
を
喪
失
さ
せ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
「
林
業
＝
伐
採
業
・
素
材
生
産

業
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
質
の
高
い

森
林
資
源
活
用
や
森
林
環
境
維
持
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
こ
の
現
状
に
問
題
意
識
を

持
ち
、
林
業
は
本
来
、
環
境
保
全
型
の
持

続
的
永
続
的
な
森
林
経
営
業
で
あ
り
、
質

の
高
い
資
源
活
用
を
目
指
す
と
い
う
原
点

に
回
帰
す
べ
き
で
、
こ
れ
こ
そ
林
業
の
王

道
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
の
具
体

的
手
法
と
し
て
自
伐
型
林
業
の
展
開
を
始

め
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

土
佐
の
森
・
救

援
隊
で
あ
り
、
全
国
組
織
が
自
伐
型
林
業

推
進
協
会
で
す
。

自
伐
型
林
業
へ
の
転
換
で
、
過
疎

地
域
の
就
業
拡
大
・
土
砂
災
害
の

減
災
・
持
続
可
能
な
森
林
へ

当
初
、
従
来
の
林
業
と
は
手
法
や
考
え

方
が
真
逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
理
解
が
広
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
方
創
生
を
深
く

考
え
る
自
治
体
や
地
域
住
民
、
地
方
へ
移

住
を
目
指
す
若
者
た
ち
が
共
感
し
、
全
国

で
千
人
以
上
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
自

伐
型
林
業
推
進
を
政
策
化
し
た
自
治
体
は

30
を
超
え
、
地
域
ベ
ー
ス
の
推
進
組
織
も

立
ち
上
が
り
活
発
な
活
動
を
始
め
て
い
ま

す
。
高
知
県
で
は
、
県
が
事
務
局
と
な
っ

て
高
知
県
小
規
模
林
業
推
進
協
議
会
が
立

ち
上
が
り
、
約
３
年
で
会
員
４
５
０
人
以

上
、
林
業
就
業
者
も
３
０
０
人
を
超
え
る

勢
い
で
す
。
１
自
治
体
で
50
人
を
超
え
る

就
業
者
を
創
出
す
る
市
町
村
も
出
て
き
ま

し
た
。
１
０
０
人
就
業
を
超
え
る
自
治
体

も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
最
終
的
に
は
林

業
で
50
万
人
、
関
連
産
業
含
め
１
０
０
万

人
の
就
業
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

真
の
プ
ロ
に
教
わ
り
低
投
資
で
、
素
人

か
ら
で
も
十
分
就
業
展
開
が
可
能
な
こ
と

も
あ
り
、
丁
寧
で
予
防
砂
防
・
予
防
治
山

に
な
る
環
境
保
全
型
の
レ
ベ
ル
の
高
い
多

間
伐
施
業
を
目
指
す
若
者
が
急
増
中
で

す
。参
入
希
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地域推進組織立ち上げ時の集合写真
（延岡市）

先行する若手に、習いたい若者が
集まってくる（智頭町）

こういう多間伐の森を目指して（4
回収入間伐を繰返した、90 年生で
ha あたり約千立方㍍のモデル自
伐林家の森）

高
知
県
い
の
町

森
林
資
源
を
持
続
的
に

有
効
活
用
す
る
自
伐
型
林
業
を
普
及

―
地
域
の
就
業
拡
大
と
減
災
に
直
結
す
る
林
業
へ
転
換
―

中
嶋

　健
造
氏

●

中
嶋

　健
造

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊
理
事
長
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8　山形県立置賜農業高等学校「豆ガールズ」【山形県川西町】 9　福島県漁業協同組合連合会【福島県いわき市】
10　Ｙ・Ｙ・ＮＯＷＳＯＮ【千葉県四街道市】 11　上区自治会【千葉県南房総市】
12　すみだ地域ブランド推進協議会【東京都墨田区】 13　公益財団法人鼓童文化財団【新潟県佐渡市】
14　専門学校職藝学院【富山県富山市】 15　福井大学住環境計画研究室【福井県福井市】
16　ＮＰＯ法人奥矢作森林塾【岐阜県恵那市】 17　ＮＰＯ法人のってこらい【三重県熊野市】
18　蒲生地区まちづくり協議会【滋賀県東近江市】 19　「ぐるっと生瀬」運行協議会【兵庫県西宮市】
20　鹿ノ台自治連合会【奈良県生駒市】 21　ＮＰＯ法人みんなの集落研究所【岡山県岡山市】
22　川西地区自主防災会【香川県丸亀市】 23　まちづくりＢｅｐｐｉｎ塾【愛媛県宇和島市】
24　阿蘇 deスイーツめぐり実行委員会【熊本県阿蘇市】 25　ＮＰＯ法人頴娃おこそ会【鹿児島県南九州市】
26　佳例川地区自治公民館【鹿児島県霧島市】

●地方自治体表彰（総務大臣賞）＜４団体＞
27　京都府南山城村　　28　岡山県真庭市　　29　島根県雲南市　　30　福岡県大木町

●個人表彰（総務大臣賞）＜３名＞
31　デービッド・アトキンソン氏【栃木県日光市】　　32　澤　功氏【東京都台東区】　　33　中嶋健造氏【高知県いの町】
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